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滿 洲に關 する 出版物 必ずしも 乏しき を 憂へ ず、 而も 多くは 數年 
前の 刊行に 係り、 最近の 滿 洲に關 する 出版物 どして は 僅に ー ニ 
種を 數ふ るの み、 是 、等 滿 洲に關 する 新舊 出版物は 產業に 關 する 
もの 多く 一般の 自然 ど 人文 S を 叙して 正確 詳密なる もの 殆 v 
絕無 なり、 殊に 地誌 類の 出版物 どして 其 要を 得た る ものに 至 9 
ては 全く 絕無 なり、 於此 本社は 朝鮮 及滿蒙 叢書の 一部ヒ して 今 
回滿洲 地誌を 刊行せ り、 本書は 上下 二卷 どし 上卷に 於て は滿洲 
の 自然 地理 ^ 人文地理の 概要を 記し 下卷に 於て 滿洲の 地方 誌 
ビ 蒙古の 槪要を 記述せ り、 邦人の 滿 洲に關 する 出版物を 見る に 
何れも 南 滿洲に 詳しくして 北 滿洲を 疎略に し、 日本側の 記事に 
詳しくして 支那 惻ど露 國惻の 記事を 疎略に し 中には 殆 V」 之を 


序  言  二 

度 外に 付せ る もの あり、 本書は 此缺陷 を 補 はんが 爲め 努めて 北" 
驗洲の 記事 採錄に 努め、 又 支那 惻 ど 露國惻 を 記す る こどに 薏を • 
致し' 滿洲全 體を 網羅す る こ ^ に 努めた る も、 如何せん 北 滿洲に 
關 する 新しき 材料に 乏しく、 支那 惻ど 露國 惻に關 する 材料 夂 得： 
難く' 編纂 最初の 志を 充分に 果す 能は ざり しは 吾人の 最も 遺憾 
ど する 所な り、 他日 再版の 機會 あら ば 其 際 補足 訂正す る 所 あら. 
ん 

本 # は 我 編輯 部. の 諸氏を 煩は せし 所 多き も、 大體に 於て 特に 余 
自ら 編纂 執筆せ し 所 多く、 余が 滿洲十 年 研究の 一片 影な り、 世の 
.だ 滿洲を 見ず、 又 深く滿 洲を 知らず して 書 窓に 座し單 に 一 諸 書 
を拔粹 し. たる もの ど ほ # 少選を 異にし、 其 叙.. 事 © 實際に 近： き. ビ. 
記事の 確實亨 は 自ら (明言して 憚らざる 听な り、 本書の 編纂に 就 


ては 滿鐡會 社を 初め 關 東都 督府 .より 多くの 新 材料を. 與ベ られ 

又東拓 及び 朝鮮 銀行 等より 各種の 圖書 を貸與 された るを 此に 

附記して 謝意を 表す、 又 本書は 滿洲 源流 考、 露 人出 版の 滿洲通 誌 

守 田 陸軍 中佐 編纂の 滿洲地 誌、 稻葉君 山 氏 著滿洲 發達史 等に 貴 
ふ 所 多き を此に 附記す。 

滿洲は 我 日本の 勢力 範圍 なり 30 云 ふ も、 實 際の 勢力は 滿洲 三分 
0 .一た る 地域の 南滿洲 を出づ る 能は ず， 其 南 滿洲も 日本 勢； 力 © 
充實 せる は關東 州の 一角 ビ帶の 如き 南滿 洲鐡道 沿線に 過ぎず 
鐡逍 沿線の 外に 出 でんか 我 帝烕. 全， く 行 はれず、 甞て 得た る 商 粗 
權の 如き 支那 人の 妨 ぐる 所 k なり 實 際には 行は， れ ざる 現狀な 
り、 故に 南滿洲 の 大部分は 依然 ミして 支那 人の 滿洲 にして 日本 
人の 滿洲 にぁらず、 又 長 春 以北の 漠 々たる 北滿 洲の大 平原に-至 


序言  p 

り て は 露 人と 支那 人 どの 滿洲 にして 全然 日本の 勢力圏 外に 在 
るな り* 斯の 如き 滿洲の 現 狀を 知ら ば 滿洲 經營の 前途 尙ほ 遼遠 
なる を 深く 感ずる W 典に 我國 朝野の 大奮發 を 希望す るの 情 切 
ならざる を 得ざる なり、 今や 歐 洲戰亂 も 終熄し 各國は 愈々 戰後 
の 平和 戰に 急なら んビ す、 我 國亦各 國に先 きんじて 奮 進せ ざる 
ベから ず、 殊に 我 西 比利亞 出征に 依りて 國烕 更に 北 滿洲に 輝け 
る此際 新に 北 滿洲の 開拓に 精力を 集注す るは 我 帝國當 面の 急 
務 なり ^ 信ず、 余が 本書を 刊行した る 亦大に 所以 あるな り、 聊か 
所感を 記して 卷 頭に 序す ビ云 ふ。 

大正 七 年 十二月 

朝鮮 及滿洲 社長 

旭 邦  釋尾 春 ^ 
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第一 編 自然 地理 

二 

第一章 名  稱  . 

滿洲は 又曼珠 £ 云 ふ。 支那 史學 家の 說に 依れば、 曼珠は 滿珠の 訛稱に して 部族 
名な 久 地名に 非 次る 次 3 ^ 。 然して 滿珠は 本、 珠 申の 轉 b 來れる 名 のにして、 珠申 
は 昔時 肅愼の 音轉な 3 S? J 云 ふ。 然れを 名 滿洲の 二 字を 使用す るに 至 {しは 淸朝 
の 始祖 愛親 覺羅 氏に 始ま} たる 名の、 如し。 滿洲 源流 考に 依る it 愛親 覺羅 、長 白 
山 東 鄂多理 城に 居 3 滿洲 t 號 す ' £ あ A。 支那 人は 此の 地方を 稱 して 盛 京、 關 東、 或 
は 山海 關外 € 云 ふ。 又 東 三省 ' £ 稱す 。之れ 行政 上の 名義に して、 洲內を 奉 天、 吉林 

第一 編  自然 地理 (名 稱)  一 


第一 編  自然 地理 (名 稱)  ，  二 

黑龍 江の 三省に 區分 する に 因る。 外國 人は 一般に 滿洲 S 稱せ 力。 そは 單に 地理 
學的 名稱次 久又 北滿洲 、南 滿洲 S 云 ふ 名 多く 外國人 及び 我國 人間に 於て 使用 さる 
る 呼稱に 過 ¥ ず。 卽ち 露國が 東淸鐵 道を 敷設す るに 當>、 哈爾賓 以南の 枝 線を 南 
滿洲線 又は 南部 線 ^ 稱 したる に 起因し、 爾來哈 爾賓以 北を 北滿洲 、以南を 南 満洲 ' £ 
稱す るに 至れぅ。 また 地勢 上 松 花 江 平原を 以て 北 滿洲 ^ し、 遼河 平原を 以て 南滿 
洲 ^ 區分 する 名の あれ ^ 名、 明治 三十 七 八 年に 於け る 日露 戰爭の 結果， 吉林省 長 春 
を 以て 滿洲に 於け る 雨國 勢力 範圍の 境 ' £ 定めた るよ {、長 春 以北を 北滿洲 、以南を 
南 満洲 ' £ 慣用す るに 至れ {。故に 南 滿洲は 吉林 省の 一部 £ 奉 天 省 全部に して 北 
滿洲は 吉林 省の 大部分 ' £ 黑龍 省の 全部な 3、 境界線は 東方 琿 春よ々 寧 古 塔の 南を 
經て吉 林に 出で 東淸 線の 一部を 包み 蒙古に 入る 所に 一線を 劃す るな 多。 然れ e 
名て a 地理 上よ 3 する 呼稱に  'また 行政 上よ }する區分 ^ $あらずして、單に慣 
用 上よ {來 {たる 呼稱 たるて ^ 知る 可き 次 力。 而名又 飜て考 ふれば 満洲 四 大河 
系中遼 河 ' £ 鴨綠 江 ^ a 南 流し、 松 花 江 ^ 圖們 江 ' £ は 北 流す， 又 滿洲二 大山 脈た る 長 
白山 脈 ^ 興安嶺 山脈 ^ は 自然に 南北 滿洲の 地形を 分つ ネの 無し ' £ せず。 


第二 章 位置 廣袤 

滿洲は 支那の 東北 部 ^ 位し 臨 楡縣卽 ち 山海 關外 I 帶の 地方 ct して 北は 黑龍江 
を 隔て、 露 領西比 利 亞の黑 II 江 州 ^ 相對 し、 西は 內 蒙古 及び 直 隸省ミ 接し. 東は 烏 
蘇 里 江を 隔て ゞ露領 沿海州 地方 ' £ 相對 し、 東南は 鴨綠 江を 境 ' £ して 我が 朝鮮 ^ K 
接し、 南は 一 帶に黃 海 ' £ 渤 海 ' £ に 突入して、 遙かに 支那 山 東 省 ' £ 相 呼應せ るの 觀 あ 
{。北緯 三十 八 度 四十 分なる 金 州 半島の 旅 順 岬ょ々 起 i て、 北緯 五十 三度 三十 分 
次る 黑龍江 右岸 地なる 阿 爾古鈉 it 至 丸 東經百 十七 度 五十 分なる!；^ 3 ょ々 東經 
百 三十 五 度 二 十分なる 黑龍 江 ' £ 烏 蘇 里 江 ' £: の 會合點 に 至る 〇其 の廣 袤に 至 力て 
は 精細 % る 統計の 據る 可き％ のな くして 或は 三十 五 萬 五 千 六 百方 哩 あ 冬 9 
せらる M 名 今 確かなる 名の ' £ して 傳 へらる、 所に 依れば 奉 天 省 j 萬 四千 二百 四 
十七 方里、 吉林省 一 萬 六千〇 七十 六方 里 II 龍 江 省 三 萬 四千 四百 三十 七 方里、 總計六 
萬 四千 七 百方 里な 力 ^ 稱せら れ實に 填 太 利 匈 牙 ^ その 面積 相 伯仲し、 朝鮮 宇 島を 

除き 穴る 我 帝國の 面積 R 比し 約 二 倍大な 30 其の 中 北 滿洲は 六 分の 五の 面積を 
第一 編 自然 地理 (位置 廣 袤)  三 


第一 編  自然 地理 (地勢)  四 

占め 南 満洲は 他の 六 分の I を 占む。 卽ち 知るべし 我國 人の 呼で 滿洲 ^ 稱 する tt 
多く 南 滿洲に して 満洲の I 部分に 過芎次 るて ' £ を 古來 支那 人は 南 滿洲を 分つ に 
遼 河を 以てし、 以西を 遼西、 以東を 遼 東 ' £ 稱せ 力。 

第三 章 地勢 

満洲は 長 白、 興 安の 二嶺 及び 同 支脈に よ  て 自然 的に 二 大部分に 區分せ られ 、そ 
の 地勢は 長 白山 脈の 起伏 多き 東南に 隆起し 西南 方に 向つ て 緩漫な >。_ 南 滿洲遼 
河流 域 及び 奉 天 附近よ {北す るに 從 ぅて 満洲の 大 平原を なす。 

長 白山 I 帶の 地域は 鴨綠 江を 以て 我が 朝鮮に 隣接し 連 峯衆脈 高く 連 互して 鴨 
綠 江 ^ 圖們 江 ' £ の 分水嶺を 爲し 、東北に 走つ て 烏 蘇 里 江 方面に 至 力、 更に 南馳 して 
遼東宇 島を 形成し、 西北に 至 多 て吉林 山脈、 黑龍山 脈 ^ な 夂烏蘇 里 江、 松 花 江、 牡丹 江 
の 分水嶺を 次す。 興安嶺 山脈 tt 満洲の 西北 卽ち黑 龍 省 ' £ 外蒙古の 境に 起ぅ 東南 
に 走る。 斯 くの 如く 満洲の 西北よ々 起れ る 興安嶺 山脈 ' £ 満洲の 東南 部に 起れ る 
長 白山 脈は 満洲の 中部に 於て 接觸 交錯し I 大平 野を 形勢す、 滿洲は 斯の 如く 二大 


山脈 及び 其の 支脈 縱橫に 走る ' £ 雖名大 なる 山脈の 連なるな く、 又 高山の 聳ゆ るな 
し。 唯 だ 多くは 山脈 高 臺地狀 を呈せ る 名の あるに 過ぎず。 是 等の 諸 山脈® に る 
の 支脈に 源を 發せる 河流に、 東に 圖們江 あ久 東南に 鴨綠 江あ久 西南に 遼河 あ々、 北 
に 松 花 江、 黑龍江 、烏 蘇 里 江の 三大流 あ々、 また 南 滿洲に 於て は渾河 、遼 河、 渾江、 靉 江の 
諸 流 あ々。 鴨綠 江、 圖們江 、黑龍 江の 三流 域 地方には 平原の 大次る 名の 次し ' £ 雖 4 
遼河 、松 花 江の 二流 域 地方に 於て は實に 數百 里に 渉る 一大 平原を 爲 す。 卽ち 南に 
遼河 流域 平原、 北に 松 花 江 流域 平原の あ々 て 滿洲の 腹部 ' £ 稱せ られ 、をの 廣袤實 に 
數百 里、 I 望涯 々無き 茫 々たる 大平 野次々、 海岸線は 僅に 數百 里に して 南方に 金 州 
半島 突出して 大連 、旅 順の 二大港 灣をな す。 

第 四 章 山  系 

前章に 說け るが 如く 滿洲の 地形は 長 白 興 安二 大山 脈の 錯綜して 形成せ る ネの 
にして 満洲の 山系は Jit 長 白 興 安の 二 大山 彙の外 無き な 力、 然して 此二 大山 脈は 自 
然滿洲 を 南北に 分つ の觀あ 々卽ち 長 白山 脈は 吉 林ょ 3 松 花 江の 流域 一 帶ょ多 東 

第一 編  自然 地理 (山系)  五 
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第一 編  自然 地理 (山系)  六 
南部を 包 擁し 興安嶺 山脈は 黑龍江 流域！ 帶ょ 彡 南下して 松 花 江 流域に 盡く、 今少 
しく 其槪 要を 說 加ん。  一 

長 白山 系 

長 白山 脈は 不咸 山脈 ^ 稱し 滿洲ミ 朝鮮の 境に 聳 J2 且つ 蜒延 せる 大山 彙に して 
松 花、 圖們 、鴨綠 、三 江の 分水嶺を 爲し、 吉林 省の 東南 部 朝鮮の 國境に 起ぅ 東南ょ 多 西 
北 it 蜒蜒 し、 其 山脈の 西す る 名のは 吉林 省の 山岳 ^ 次 丸 北す る 4 のは 小 白山 脈 ' £ 
次 久 東南に 走る ネ の 14 遼 東の 諸 山 ' £: な 久 更に 鴨綠 江を 渡々 て 朝鮮に 突起し、 朝鮮 
の 諸 山脈は 凡て 此長 白山の 支脈な 3、 滿洲に 在ぅて ii 奉 天 省の 山岳は 凡て 長 白山 
の 分脈 ^ 云 ふべ し、 其 主脈は 太白 山に して 鴨綠 江の 東岸卽 ち 朝鮮 ' £ 満洲の 境域に 
突起し高さ九千二百尺ぁ多、槪して言は>長白山脈の朝鮮方面に起伏するは高崚 
にして 潇洲 方面に 盤 屈する は 傾斜 緩漫な 多、 今滿洲 方面に 於. ける 長 白山 脈の 重な 
る？ p のを 擧げ ん。 

南 滿洲に 蜿蜒 蟠 屈する 長 白山 脈の 主なる 名のを 庫勒嶺 山脈 ^ 薩哈嶺 山脈 ' £ な 
す、 庫勒 山脈は 長 白山 脈の 最 西部に して 吉林長 春 間の 丘陵を 構成し 東北ょ {西南 


に 走 3 奉 天に 至る ものにして！ に 吉林哈 達 山脈 ' £ 稱し 土人 之を 龍崗 又は 老龍崗 
ミ 稱 す、 薩哈嶺 山脈は 輝發 河 ^ 哈達 河 ^ の 分水嶺 英額城 附近ょ 3 東南に 走 3 安東 
縣の 東北に 達する 免のに して、 各の 支脈 西南に 走 {復 州に 至 {て 海に 沒す 。之れ 
を 摩天嶺 山脈 及び 千 山々 脈 ^ す。 此 支脈は 更に 南に 蜿蜒して 關東 半島の 骨 軸を 
なし、 大和 尙 山を 初め 旅 順の 諸 山を 形成す。 又遼河 以西に 趨 力て ®: 螺 山脈 及び 醫 
巫閭 山脈 ^ 次^ N、 s 螺 山脈は 邊 外松嶺 山脈の 支脈 山海 關ょ 々入々 て 東北に 走 力 錦 
州の 東 邊ょ力 北 走せ 3。 醫巫閭 山脈は 廣冓の 北 邊に起 {虹螺 山脈 ^ 併行して 南 
に 走々 海に 入る B' 疋れ長 白山 脈の 滿洲に 於け る槪 要なる 名參考 の爲め 更に 滿洲地 
誌に 據 3 潇洲の 山脈に 就て 細 記す る 所 あらん ^ す。 

長 白山の 西 脈費德 里 山に 接し 吉 林の 西南に 位し 吉林盛 京 二 省の 境を 爲 すを 伊 
w^ l^i 加 is 云 ふ 又忠 辦ぞ 稱 す、 海拔約 三千 尺あ久 此 山脈は 松 花 江の 南 流 頭 道 
江鴨綠 江の 右 支流 修佳江 せ 輝發 河 ' £ の 分水嶺 ^ なぅ 松 花 江 ' £ 輝發 河 ' s£ の 江 岸に 
從 a 次第に 丘 地 ' £ なぅ 荒蕪地 多し、 長 白山 脈の 東 脈 折れて 北 走し 吉林 省延吉 方面 
の 高山を 成せる ネのに か «® 徵あ々 高さ 六 千 尺 以上 ^ 久此 英額嶺 ょ々 西北に！ 山 
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脈 ぁ 3 小 白山 脈 ' £ 云 ふ、 此小 白山 脈は 牡丹 江 ' £ 松 花 江 ^ の 間を 西南よ 多 東北に 蜿 
蜒し其 本 支脈は 吉林、 三 姓、 寧 古 塔の 各市を 抱擁し 山 勢 甚だ 緩漫 にして 北西 方に 傾 
斜し 終に 平原 ' £ なる、 此 山脈は 三千 尺 乃至 六 千 尺な^; 此 山脈 中吉林 附近の 松 花 江 
に臨む所、老嶺摩天嶺等の名山ぁ$、森林多し、長白山の支脈にして吉林省の東北部 
に 蜒延し 烏 蘇 里、 松 花 江 S II 江、 牡丹 江 穆稜の 諸 河 間を 限界す る 一脈 ぁ々 へ 兀 
冗 云 ふ、 穆 、稜 河の 上流 附近よ} 折れて 東西の 方向に 延び 諾羅 河 ' £: 烏 蘇 里 河 及 牡丹 
江 ' £ の 合流 點に 走る 幾多の 支脈は 此完達 脈の 分脈 次 丸 長 白山 脈の 東 脈 英額嶺 の 
連山に 接し 更に 東北して 圖們 江、 牡丹 江、 緩芬 河の 水源を 分ち、 滿洲 東南 部の I 大分 
水嶺を 成す 名の 1) 久其 山脈 中 重名次 る 名のは 老爺 ® • にして 嘎雅 河 ' £: 穆稜 河 ^ の 
分水嶺を 爲し 、輝 春、 露 古 塔の 各 都市を 抱擁し 海拔 三千 尺な々。 

興 安山 系. 

興安嶺 山脈 (小 興 安嶺に 對し大 興 安 嶺 ^ ネ稱 ず)  は 露 人は ャブ ノウ オイ 又は 
スタイグ オイ 山脈 ' £: 名稱 す、 北緯 約 四十 五 度よ 6 六十 七 度， の 間に 跨々 東經約 | 百 
八 度よ々 一 百 七十 六 度 it 亙^ V 西南 露領後 貝加爾 州 ' £ 外蒙古 ' £ の 毚界 に 起々 し レ 


ナ黑龍 江の 水域を 分界して 沿海州 方面に 蜿蜒し 北氷洋 ' £ 太平洋 ^ に屬 する 分 水 
界を なせ A 此 山脈の 滿洲 に 蜿 « せる $ のは 大 興安嶺 、伊 勒呼里 山、 小 興安嶺 の山睡 
^ す。  • 

興 安 嶺 卽ち大 興安嶺 (又は 新 安 嶺 冗 名稱 す) は 直隸省 北京の 北方に 隆起す る 陰山 
山脈の 高原ょ々 起々 遼 河の 水源を 東北に 奔 馳し內 蒙古を 經て黑 龍 江 省 tt 蜒蜒し 
蒙古 ^ 滿洲の 自然 的 境界を 成し 且つ 分水嶺を 形成せ る 名のに して 其 高さは 四千 
呎 it 達せず、 支脈 中 巨大なる は バリ ンム 山脈、 ソロ クタ ン 山脈に して 海拉爾 、齊 々哈 
爾 街道の 附近に 在 力 高さ 二 千 五 百呎內 外な々、 興 安嶺の 幅員は 北に 走る に從 a 鑛 
大し 南に 至る に 及び 縮少 す、 高さは 之 it 反し 北に 至る に 從$ て 減少し 南に 高し、 卽 
ち黑 龍江畔 に蜿延 たる 山脈は 一千 二百 呎內 外なる ネ海 拉爾齊 々哈爾 方面の 山脈 
は 蒙古 高原 ' £ 併行す、 山嶺は 波濤の 澎湃 たる 狀を呈 し殆仑 突 兀た る奇 峰を 見ず、 頃 
斜の 如き 東側 tt 稍 急峻に して 崎嶇 たる 所 ぁる 名、 西側は 緩漫次 力、 是等 山脈 中には 
廣大 なる 黑 土ょ {成る 谷地 ぁ i 農業に 適する 地 多し、 又此 山脈 中に H: 鬱蒼 ^ る 森 
林 多し。  ' 
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伊勒呼 里 山脈  は 大興 安嶺の 支脈に して 興 安嶺の 山脈 北に 延びて I は 北 向 
直ちに 黑龍江 岸に 迫力 一 ば 折れて 東南に 向 a 、 黑寵 江の 右岸に 沿 a T 字形を 成し 
て 小 興 安嶺の 支脈 ' £ 合す 之を 伊 勒呼里 山脈 ' £ 稱す 、又 I 順 松 子 山脈 ^ ネ稱 す、 其 北 
走す る 者は 額穆爾 河、 旁 烏 河 等の 間を 走々 黑龍 江の 右岸を 充 して 西 比 利亞に 入々 
後 貝加爾 州の 地を 蜿延 す、 黑龍江 省に 於て は此 山脈は 一般に 高から ず、 恰名 波濤の 
澎湃 起伏す るが 如し、 此 山脈 中 tt 森林に 富み 且つ 野獸 多し、 山形は 圓錐 形に して 火 
山 質なる が 故に 山麓には 熔 化石 多し。 

小 1 ハ 安 嶺 山脈  は 大興安 嶺の東 支脈に して 支那 人は 之を 東 興安嶺 € 稱す 、黑 
龍 江 省の 東部に 連 亙し 北黑寵 江の 右岸ょ 3 南 松 花 江の 左岸 西嫩 江の 左岸の 間に 
在} て 其 流域を 分て々、 故に 此 山脈は 黑籠 江、 松 花 江 •及び 嫩 河の 三 大河 江を 包括す 
る 名のな 力、 高さは 大 興安嶺 山脈 ^ 伯仲し 二 千 尺 乃至 三千 尺に して 五 千 尺に 達す 
る 高峰 無し、 此 山脈 中には 斷巖絕 壁 多く 森林に 富み 又野獸 多し 併し 一般ょ々 言は 
ば傾斜緩漫にして丘陵的又は高原的次るてミ大興安嶺冗同も此山脈中重名次る 
名の « 布偷 山脈 卽ち靑 山 ^: 黑 山々 脈 及び 達 里 山 K 苁久布 倫 山脈 卽ち靑 山は 小 興 


安 嶺 山脈 中の 主脈に して 北團林 子の 東方 十數 里に あ 多、 南は 蒙古 山脈に 接し 北は 
黒山に 連接し 巴 蘭 河 ^ 松 花 江 ' £ の 分 水を 成す、 此の 山脈 中には 樹木 多し、 黑 山々 脈 
tt 北團林 子の 東北 ct 在々 呼 蘭 河、 碩羅 河、 漂 河、 三 河の 分水嶺を 成し 森林 多し 達 里 山 
脈は 巴 蘭 河 ^ 湯旺 河 ^ の 分水嶺 ^ して 山 可な {高く 森林 多し。 

之を 要するに 滿洲の 山脈は 五 千 尺 六 千 尺に 達する もの ある 名大 部分は 殆^! 丘 
陵 性の 免の、 みに して >  の 山脈 中には 森林の 繁茂 密生す る 名の あれを 气山趨 の 
方向 槪ね縱 行なれば 人文 發達 上の 遮 障 ' £ なる 4 の 少なし。 

第五 章 河流 

長 白、 興 安の 二 大山 脈 及び 其の 支脈に 源を 發して 、満洲の 腹部を 貫流す る 4 の、 鴨 
綠 、圖們 ，遼 河、 松 花 江、 黑 龍の 五大 流 あ々。 

鴨綠 江は その 源を 長 白山 脈 中の 白 頭 山に 發し 我が 朝鮮 ^ 滿洲 ^ の 境域を 南 流 

し'、 渾江 、靉 河の 水を 併せて 更に 南 流し 九 連 城の 東ょ々 義 州の 西を 經て黃 海に 注ぐ 

其の 延長 約 百 八十 里、 河 幅 一間 半 乃至 十六 間に 達し 水量 多く 水深 二十 一尺ょぅ 三 
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十五 尺に 至る。 をの 安東 縣に 至る 間は 約 千噸內 外の 船舶の 溯航 する を 得れを 名 
上流 tt 激流 奔湍た るが 故に 僅かに 筏 ミ 支那 戎克の 往來を 見る のみ。 其 上流 (t は 
有名なる 大 森林 數十里 比 連る。  , 

圖們江は鴨綠江ビ同匕く源を長白山主脈に發し、初めは山地を東北に流れ、後ち 
東南 行し 満洲ょ {來れ る 布 爾哈圖 河 及 海 蘭 河の 會 流を 合せ 更に 渾 河を 容れ て；： n 
本 海に 注ぐ。 全長 九十 餘里、 河 幅 著しく 膨脹せ $ 冗 •雖 河水 急 劇に して 且つ 江 口 
土砂 堆積して 船舶の 溯航に 便なら ず。 此の 流域は 露領 沿海州に 接し 人口 稀薄な 
々、朝鮮 ' £: 露領 沿海州 ^ の 境を 成す。 

參❺ 

遼河は 南 満洲の 中部を 流れ 南 滿洲の 大動脈に して 奉 天 省に 於け る 唯一の 大河 
次 多 >  の 以 西を 遼西 ^ 云 ^ > の 以 東を 遼 東 ^ 稱す、 源を 內 蒙古に 發し克 西 騰部界 
內の赫 爾賀洪 の 地を 流れ 東 流して 鄭家 屯の 東南 約 二十 餘哩 なる 三 江 口に 至々 東 
遼河に 合し 南 流して 金 家 屯 昌圖府 、通 江 口、 法 庫廳開 原の 境界を 過 ¥ 鐵嶺縣 に 入々 
柴 河の 支流を 呑み 馬 蜂 溝ょ々 西南に 流れ 新 民 府管內 を 貫き 更に 海 城縣內 三叉 河 
に 於て 太子 河、 渾河の 二流を 合せて 徐安舖 、田 庄臺を 經 、營 口に 到 {て 渤 海に 入る。 


可航 水路 六百哩 あ々 支流を 加 ふれば： 千哩に 達する 長 流な 多、 水 速 一時間 約 六 海 
里 ^ } ' £ 云 ふ。 をの 舟 楫の便 ある％ の 本流に 在つ ては 鄭家屯 營口間 千 五 百 二十 
淸里二 淸里は 我が 五 丁 六 間餘次 1 に して， 支流に 在つ ては 太子 河は 韓家 店子 -' 叉 
河 間 四百 淸里 、渾 河は 長灘 三叉 河 間 四百 十淸 里な^ す。 斯の 如く 遼河は 南滿洲 
の 平野を 貫流す るを 以て > の 流域 一帶に 於け る 豐富 なる 生産物の 運輸に 便 多く、 
鄭家 屯、 通 江 口、 昌 圖、 開 原、 鐵嶺 、遼 陽. 法 庫 門、 新 民 ^; 田庄臺 等の 沿岸に 於け る 都邑は 此 
の 水運を 利用して 營 口 ' £: の 輸出入を 圖れ 多。 營 口は 遼 河の 關 門に して、 をの 貿易 
の 大半 tt 遼 河の 水運に よ {て 支配 さる、 ' £ 云 ふべ く、 ま ^ 四千 隻內 外の 支那 船 常 
に 此の 流域に 於け る 貨物 運輸の 機關 ^ して 帆影の 來往繁 し、 而名 年々 上流よ々 押 
流さる \  土砂は 沈 塞して 各所に 淺瀨 を爲し 舟航の 便を 阻害す るて ' £ あ々、 ^ 穴 冬 
季四ヶ 月間は 結氷の ために 交通 杜絕の 恐 1) 力 ^ 云へ ば 遼 河の 浚渫 問題に 關 して 
は 營 口人 初め 満洲に 於け る 識者の 唱道して 止ま 次る ^ 乙ろ な. OS。 

遼河に 次いで 南滿洲 の 平野を 濕潤 せし むる 名 のに 渾河 、太子 河、 渾江、 靉河等 あ > 
渾河は 源を 南 滿洲の 境 邊英額 城 附近に 發し 、東北よ > 西南に 向つ て 貫流し、 營 盤 it 
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於て 西北 流す る 所の 蘇 子 河を 合せ、 初めは 急崚な ら次る 丘陵 地帶に 在る 谷地を 流 
れ 後ち 遼 河の 最 4 肥沃なる 地域を 流れ 撫順城 及び 奉 天の 南を 過ぎて 三叉 河 it 到 
A て遼 河 it 注ぐ。 太子 河は 源を 城廠の 東、 庫勒 山脈 中の 平 項 山 附近に 發し 葦子 峪 
を 經本溪 湖の 南を 西 流し、 遼 陽の 東北 隅を 流れ、 藍 河、 細 河’ 涓河 等の 小 流を 合し 小 北 
河に 至 {て 渾， 河に 合す。 渾江は 又 佟佳 江 ' £ 稱し 源を 龍崗に 發し 西南 流して 通 化 
の 東を 過ぎ、 富 W 松 ^ 合し 更に 北 古河、 南 古河を 合して' 懷仁 寬甸の 境に 於て 鴨綠江 
に 注ぐ。 延長 六 百淸里 あ^ N。 靉河は 源を 興 京の 東に 發 し、 賽馬集 河 ' £ 共に 草 河 it 
合して. 鴨綠 江に. 入る。 延長 二百 淸里な 多。 其 他 大凌河 あ々、 源を 支那 直隸 省に 發 
し、 當初 tt 峻嶮なる 山地を 東北 流し 後ち 東南 行して 滿洲に 入  >渤 海に 注ぐ。 

松 花 江は また 松 河 里 烏拉ビ 稱す 、天河の 意な 力。 別 it 速 未 水、 粟 末の 稱あ 30 支 
那金元 明の 時代に 於て は 宋 S 江 ^ 稱せ 多。 松 花 江は 露 人の スン ガリ 丨 ^ 呼稱せ 
るを 譯 し ^ る 名のな^ N。 源を 長 白山 脈に 發し 二道 江 ' £ 合し 又 盛 京 省ょ 力來 {た 
る輝發 河を 合して 吉 林を 過ぎ、 伊通 川に 出で 長 春ょ 3 來れる 伊通 河を 合し 三岔河 
にて 嫩江 S? J 會 流し 寧 古 塔に て 牡丹 江 ' £ 會す 滿洲の 北部 及び 中部を 流れ 非常に 屈 


多し 延長 約 I 千餘哩 な々 此松花 江は 自然 的に 上流、 中流、 下流の 三部に 區別 さる 上 
流は 水源よ々 吉林に 至 丸 中流 tt 吉 林よ } 伯 都訥に 至 丸 下流は 伯都訥 よ々 哈爾賓 
を經て 河口に 至る。 上流は 全く ^ •• 楫の 便な く 中流は 雨量 期に のみ 運楫 し、 下流 tt 
常時 船舶 自由に 來往 す。 上流は 長 白山 支脈の 谷地を 流れ、 兩岸 何れ 4 巉巖 多くし 
て 河水 淺く 激流 奔湍 舟楫 困難な々。 川幅 狹きは 一間 半、 廣きは 十五 間に 及び 水流 
急な^ N。 若し 雨量の 增加 する あら ば 忽ちに して 二三 丈の 水深 ' £ なる、 江 底 また 石 
多し。 

中流は 吉 林よ々 伯 都訥に 至る 大凡. 我 九十 里に して 此間 河幅狹 きは S 六十 間、 M 
きは 十餘 町の 所 ある 名槪 して 廣から ず 江 水 稍々 淸く兩 岸の 風景 稱 すべき 名の 多 
し、 併し 淺瀨 多く 減水 期には 舟屢 々擱座す、 伯都訥 は吉林 哈爾賓 間 百 六十 餘里 間に 
於け る 中心 都會 にして 此 附近は 河 幅 十 町 以上 (t 廣が々 無 數の戒 克帆檣 林立の 勢 

あ^ N。 

下流 伯都訥 よ- CN 哈爾賓 を 經て黑 龍 江 *^ 入る 約 三百 餘里 間は 水量 增し 長江 大河 
の 趣き あ久 殊に 伯 都訥よ 3 十餘 里の 三岔 河 tt て嫩 江 ' £ 合し 河 身 益々 廣 々 | 里に 
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達する 所 あ A 此嫩 江 ^ 松 花 江 ' £ の 會流點 たる 三岔河 迄を 第二 松 花 江 ^ 稱し、 是よ 
3 下流を 第一 松 花 江 ' £ 稱す、 三 岔 河よ々 哈爾賓 間 tt 江 水深く 船の 擱座す る 憂 無し、 
哈爾賓 附近に 至ら ば 雨 岸の 平野 益々 廣大に して 河 幅 又 益々 廣くな > 約 一里 內外 
の廣 さに 達す、 哈爾賓 よ} 東 流 右に 阿 什 河を 受け 折れて 北 流し 呼崗 河. 碩羅 河の 諸 
河を 合せ 更に 東北 流して 黑龍 省の 諸 河を 呑み、 更に 寧 古 塔 附近に て 牡丹 江 ^ 合し 
三鮏 城の 北を ® ぎ 益々 北 流す るて ' £ 百 里に して 喇哈 蘇々 の 北、 北緯 四十 七 度 四十 
五分 東經百 三十 二度 四十 分の 處に 至々 て黑 龍 江に 入る、 嫩 江 ' £ の 會合點 よ々 此に 
至る 約 三百 三十 五 里な^ N。 

輝發 河は 源を 吉林哈 達 連山 中に 發し 東北 流し 海 龍 府朝陽 鎭を經 て 三 屯 河を 合 
し 東 流 輝發城 北に 至 力、 其 間 幾多の 水流を 合し 終に 東北 流して 吉 林の 上に 於て 
松 花 江に 注ぐ 7]¢ 域 約 百餘里 (日本 里數) め 丸 流域 吉林奉 天 二 省に 跨る 水勢 殆を松 
花 江 ' £ 相似た 3。  t 

嫩江は 又諾尼 木 倫 ' £ 稱 す。 唐 代に 於て tt 那河 ^ 云 ひ、 明 代に 於て は 腦溫 江 ^ 名 
稱し穴 3。 源を 黑龍江 省の 伊 勒呼里 山の 西南に 發し 、東南 流して 尹 什肯 河を 合 


し 達 巴 庫 地の 北を 經 過して 墨爾 根城の 北を 過 ¥ 、 齊 々哈爾 の 西 It 折れて 內 蒙古 
科爾 fe 部に 入 多 淘爾 河を 合し 東南して 郭爾 羅斯後 旗界に 於て 松 花 江に 入る。 
社 丹 江 tt 又 呼 拉哈河 又は 虎爾哈 河 ' £ 稱 し、 唐 代に 於て は 忽汗 河， 明 代に 於て は 胡 
里改 江 ' £ 稱し穴 上流に 數源ぁ {共に 敦化縣 の 東を 經て額 木 索の 南に 合流 
す。 寧 古 塔に 於て 松 花 江に 合す 流域 約 百 里餘な 3 雨 岸 平坦の 地 多くして、 楊柳 
の 叢生す るを 見る。 

斯の 如く 松 花 江は 諸 流を 容れ 下流は 水深く， 河 幅 4  i 哩以 上に 達し、 流域 實に我 里 
數にて 五 百 三十 里の 長江に して 北 満洲の 大動脈な れを名 舟楫の 便は その 下流を 
除 S ては 頗る 困難な々。 され ' e 其の 下流に 於て は 吃水 二呎の 小 蒸 汽船 常に 往來 
し て 諸種の 運輸を なす。 增水 期に 在つ ては 吉 林よ} 伯 都 訥の間 上航 五日 下航三 
日、 伯 都訥よ i 哈拉賓 間 上航. 三日 下 航 二日な {冗 稱せら るる 名 各所に 淺瀨 多くし 
て 航行 また 困難 次々。 されば 一度 其の 減水 期に 入らん か、 吉 林よ 乡哈 拉賓に 到る 
まで 二十日 以上の 日程を 要す ' £ 云 ふ。 哈拉賓 よ々 黑寵 江に 合する 約 百餘里 間 tt 
航行 便 次 雖' 尙谷 所に 難所 多し 且つ. 此江は 冬季 十一月 頃よ々 春 四月 迄は 河 
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水 結氷して 全く 揖航の 便を 見ず。 

M• fl• a:• « 支那に 於て 黑 水 ' £ 稱 し、 満洲 語に て 薩哈連 烏拉 ^ 云 ふ。 源を 蒙古の 北 
部肯特 山に 發し西 比 利亞後 貝加爾 州に 流入して 因 戈逵を 合せ 更に 流れて 什勒喀 
河、 額 爾古鈉 河を 合して 黑 SI 省に 入々 玆 に 露支國 境を 成して ァルバ ジンに 至々 更 
に 南東に 折れ 大興安 嶺の溪 間を 橫ぎヵ ブラ ゴュ チュン スクに 至々 てゼ ー ャ 河を 
會し 其れよ 3 江 身 益々 廣 く。 河 幅一哩 乃至 一哩 半 (t 達す、 更に 松 花 江を 容れ/ バ 
ロ フス クに 至る。 ハバロフスクよ 々下流 H: 河 幅頓 に廣ま 3 滔 々$ して 平野の 間 
を 流れ 一ー コラ イエ フス クを經 て 間宮海峡に 注ぐ、 黑龍 江の 水源よ {ゼ ーャ 河 ^ の 
會合點 に 至る 間は 約 我 二百 餘 里に して 此間 は溪 谷に して 約 一千 尺 位の 丘陵 蜿延 
し、 密林 河 身を 掩ふ 名の あ 力、 時々 斷崖 絕壁峙 立し、 河 身 四 五 丁を 出で ず 水勢 急な々 
ゼーャ 河の 會合點 たる ブラ ゴ H チ H ンスク よ {下流 數百里 間 tt 兩岸に 丘陵 迫る 
所 ある' 多くは 平野の 間を 流る、 從 3 て 河 幅 一 里に 及ぶ 所 あ々、 黑龍 江の 水路は 西 
比 利亞鐵 道の バイ ヵ， 線の 終點 なる スト レ 7* ンスク 匕 烏 蘇里鐵 道の 終點 たる〆 
バロ フス ク S を 連絡し、 更に 河口 一ー コラ イエ フス クよ {太平洋 上の 海運に 連る 名 


の ^ して 東 淸鐵道 冥 共に 露の 極東に 出づる 重要なる 門戶た  延 ft 二 千 七 百 五 
十- 哩に して 中二 千 哩間は 舟 楫の便 あ々。 河口よ 3 ブラ ゴュ チュン スクに 到る 數 
百哩 間は 吃水 約十呎 の 汽船の 航行 自由 次 {但し 冬期 五箇 月間は 結氷期 t して 奸 
行杜絕 す。 

黑龍江 支流 中 最大なる 名 のは 

ゼーャ 河 次^ \、 ゼーャ 河 K 黑龍 江の 左岸に 在る 支流 中 最大なる 名のに して 其 源 
を スタ ノーブ オィ 山脈の 南方よ. cs 起して 南 流し ブラ ゴュ チュン スクを 右岸 it 
夾で黑 龍 江に 注ぐ 其 延長 我 二百 七十 餘里あ 力、 支流を 合せば 三百 四十 里 あ 彡、 河 
幅 十 町 以上に 及ぶ 所 あ 丸 水深 十 尺 六 七十 里 間 tt 汽船の 航行 自由な 丸 此ゼ ーャ 
河の JK 流 tt 有名 ^ る 砂金 地 R してゼ ーャ 河の 砂 tt 皆 砂金な 稱せら る 0 
烏 蘇 里 江は 又 烏 子 江 ' £: 稱し 源を 露領 沿海州の j 帶 に蜿延 する 長 白山 脈の 一 支 
脈錫特 赫^ 一脈 it 發 し露領 沿海州を 流る。 西北 流して 興 凱 湖よ^©^ 來れ る 松 河 察 
河を 容れ 東北に 轉 b て 左 it 穆稜河 右 it ィマン 河を 容 れ開闊 なる 平地を 流る、 而 

ネ 水流 急な}。 右岸 一 帶は江 中小 嶼點 在す。 樹木 多し 更に キビ ン 河を 合して 
第一 編  自然 地理 (河流)  1 九 


第一 編  自然 地理 (溶 湖)  119 
、ノバロ フス クに 於て 黑龍 江に 入る。 沿岸は 茫 々たる 平野な {。延長 我 三百 二 
- 十八 里 餘 にして、 下流 五百哩 間は 水深 三呎 乃至 五呎 あ 々て 汽船の 航行 自由な 力。 

第 六 章 沼湖 

満洲は 沼湖 甚だ 少なく して、 湖 ' £ 稱すべ き 重 名なる ネ のは 僅に 興 凱 湖、 必爾滕 湖、 
呼偷池 、貝 爾湖 等の 四 五 あるの み 而名是 等 沼湖は 何れ 名 周 囘數十 里 あ々 水域の 廣 
大な るて ' £ 海に 似た^ N。 而して 此等 沼湖 池は 黑龍 省に 在つ ては、 嫩江 及び 松 花 江 
水域、 並に 其の 近傍の 低地に 在 丸 吉林 省に 於て は 牡丹 江 烏 蘇 里 江の 流域に ある 低 
地 及び 松 花 江 沿岸に 在 > 。此等 は 何れ A 其の 土地の 形勢に 依々 て 其の 形 狀を異 
にし、 河水 汜濫の 際に 淹滯せ る 名の 及び 河 道の 遮斷 、土地の 陷落 等を 主因 ' £: して 生 
成せられ たる％ のな^ N。 但し 其 水域の 廣大农 る 驚く 計 多 tt して 何れも 周 圍數十 
里 又は 百 里に 達する 咚 の あ々。  , 

興 凱 湖は 又 新開 湖 ' £ 稱 す。 烏 蘇 里 江 沿岸に 在 多 楕圓 形に して 北に 廣く 南に 狹 
ばし。 其の 南端は 缺陷 して 一海を なす。 周 圍約我 六十 三 里 十六 町餘 、南北の 長さ 


約 二 十一 里 二十 二 町 東西の 長さ 約 十九 里 十七 町餘な 多 水深 十四 五 尺 乃至 二十 丈 
にして、 湖 庭は 砂石淤 泥の 相 混ず るを 以て 淡水 なれ ^ 7P 水色 黃濁な {。然 れ泛ネ 
其の 冬季 結氷期 間に 於て tt 稍淸 澄な {。湖水は 近年 減水す る 傾 あ々、 普通 十二月 
初旬に 於て 結氷し 翌 四月 初旬に 至ら 次れば 解氷を 見ず、 湖 中 魚類の 棲息す る IX 
夥し 此 附近 沼澤 多し、 大正 七 年 我 西 比 利 出征軍が 獨燠 俘虜 及 過激派 ^ 最初の 衝突 
地 ' £: し 苦戰の 地 ' £ して 有名 ^ ^ \。 

必爾滕 湖は 鏡 泊木處 € 云； 3 又 阿 布 湖 ' £: 名稱 す。 長さ 約 十 里、 北部を 北 湖、 南部を. 
南 湖 ^ 稱し寧 古 塔の 西南 十數 里の 所に あ々。 湖底は 黃沙 にして 湖岸 堤防 次く、 九 
月下 旬ょ々 翌 三月 下旬の 間 結氷す。 降雨 期に 於て 往々 汜濫を 見る、 而 名雨晴 るれ 
ば 直ちに 減水す。 

呼偷池 は 蒙古語に て逵賴 諾爾ミ 稱し黑 龍 江 省 海 拉爾の 西方 約 三十 七 里なる ァ 
バガタ ィ邑の 南 七 里 餘の深 谷 中に あぅ。 東北に 長き、 楕圓 形を 成し 長さ 約 五 里 東 
西の 廣さ 凡る. 二 里 半な^ N。 此湖 は 戈 壁 高原の 東北 隅に 奔馳 する 貯水 場な ぅ大興 
安嶺 ょ々 湧出す る ハル ハ 河此湖 に 流入す、 鹹湖に して 鹽を產 す。 湖水の 量は 變化 
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に 富み 降雨 期に 於 ■て tt 常に 漲 溢す 魚族 群を 成す。 

貝爾 池 H: 又 布 雨 池 ^ 稱 す。 黑龍省 海 拉爾の 西南 約 五十里の 地點に 在々。 西南 
に 短く 東北に 長し 長さ 約 三十 里 餘幅約 七 里な 久湖 底は 黑 泥よ々 な  > 、水 鹽 を 含有 
する  甚だし。 魚族 群を 成し 漁業 盛な 久呼偷 池 及貝爾 池の 附近に tt 諸 潦池ぁ 
々て 何れ 4 鹽 分を 含有せ  > 。興 安 嶺の東 麓は 漸次 緩 傾 ^ なぅて、 其の 雅爾 河に 沿 
へる 一帶 a 殊に 沼 澤沮洳 の 池な々、 又齊 々哈爾 城 東 ^ 沼 池 ぁ  >  凡て 圓 形な 久此地 
の西門外に又沼池ぁ々長方形をなし狐狸泡ミ稱す。松花江沿岸の沼澤は伯都訥、 
哈爾賓 、三 姓 間に 多く ボタ ラー ー チ ナヤ 地方 名 地勢 窪 下して 沼澤匕 稱 すべき 名 の 十 
數 里の 間に 斷續 す、 渾春 、嘎呀 河 地方 a 平時は 純然たる 平地 次れ ^ 4 降雨 大次る 際 
に 於て tt 水深 二三 尺 乃至 四 五 尺に 至る 沼澤を 作す を 常 £ す。 

第 七 章 地  質 

潇洲に 於て は 常に ゴビ砂漠 地方よ 力 吹き送られた 砂塵の 堆積に よ々 て 成れる 
所謂 レス 土 壤卽ち 成 風 沖積土 多く、 此の 種の 土壤は 炭酸 石灰の 他に 鹽基 類に 富め 


るを 常 ' £ す、 故に 槪ね アル カブ 性 土壤に 屬 す ' £ 云 ふべ し。 レス 土壤の 特性 ' £ して 
a 普通 水成岩 層に 於て 見ら る、 如く 諸種の 土 層の 累積す る  <o ^ なく、 唯 厚き 土 層 
は 上下 略々 其の a 成を 同一に して 深さ 數丈 に 達する 名の あるを 見る。 又 地味 極 
めて 豐沃な る ネの 多し。 要するに 滿洲 の土壤 は槪 して 腐植質 含量 多から ず ^ 雖 
名 石灰 燐酸 及び 加里 成分に 富み 吸 收力亦 少なからず。 植物 栽培 試驗の 結果に 徵 
する 名 亦 頗る 有効 次る 肥料 要素に 富め， るを 見る。 

殊に 甜菜 及び 大豆 高粱に 對 する 本土 壤の 有効 三 要素 合 量は 更に 饒多な る 冬の 
あ 久 然して 滿洲は 北す るに 從 ひ 地味 肥沃 ' £ な 3 殊に 北滿洲 は 最ネ 肥沃の 地域 多 
し、 今 滿洲の 地質を 精細に 檢すれ ば 北 潇洲ミ 南滿洲 ta 自ら 特質 あるを 認む， 今滿 
洲通誌 等 it 依々 南北 満洲の 地質に 就て 更に 詳記して 參考に 資せん。 

南滿洲 に 於て は 第 一片 麻 岩、 花 崗片麻 岩 等ょぅ な久て の 雨 岩は 能く 相變 移す る 

性を 存 す。 

1、 遼島 半島 西岸の 片麻 岩は 雲母 片麻 岩に して 白 灰色な 3。 

二、 老 孤山 附近、 遼島 南岸に 於け る 丘陵 地に 在る 花 崗片麻 岩は マグネ シャ、 雲母の 
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第一 編  自然 地理 (地質)  、•  1 一四 

外 加里 S 邸を 包含す。 

三， 太子 河 附近に 於け る片麻 岩は マグネ シャ、 雲母、 石英を 含有せ  > 夕。 

四、  奉 天 附近は 黒色 石英の 風化 土 多く 支那 的 構造よ々 なる。 れは 地質 學上特 

異の 構造よ {次々 歐羅巴 、亞米 利 加を 組成す る 名のよ 多遙加 に 時代を 經 過した る 
名のな^ No 

五、  石炭 灰 石に して 最上 層は 白 灰色な れ 6 气內 部は 灰色 次ぅ。 本溪湖 、遼 陽の 東 

it ぁ^ V。 

六、  石炭を 包含せ る 砂 石の 橫はれ る 石炭 系の 生產 層に して 五 河水、 賽馬集 近傍に 
在 多〇  . 

七、  本溪湖 附近に 於て は。 ホ， ヒリ ト及び 赤 砂 多し。 

八、  ポル ヒリ トの粘 合 凝 灰 石 及び 赤 砂に して 此等は 地質の 最古 層に 屬する 4 の 
な^ No ' 

九、  玄武岩 H: 遼 河の 谷地 及び 復州 附近 ^ ぁぅ。  . 
十、 河 谷に 於. ける 浮泛物 •結晶せ る 板 石 及び 花崗石 中の 平 低地に 於け る 泥炭地は 


南海 岸に 在彡〇 

南 満洲の 西部 遼西 一帶の 地方は、 遼東 半島の 如く 片麻 岩の 露出 多き を 見る。 又 
此の 地方に S 石炭 鑛の 露出せ る 名の 多く、 普通 石炭の 外に アン トラ ットを 包 有す 
金鑛は 主 ^ して 河流の 谷地に あれ 公％‘ の 採集に 從 事す る處は 高麗 門 及び 賽馬 
集 間の 農耕に 不適なる 地方に 多し。 鐵鑛は マグネ V/ ャ鐵鑛 、灰色 生鐵 、粘土 鐵方解 
石 ^ して 諸方に 散在せ {。南満. 洲に 於て 最名 多く 分. 布せられ たる 有益 次る 鑛物 
は 石炭に して 其の 包含せ る 地方 頗る 多く、 深厚 三 乃至 十二 呎に 及び 多く 水平面に 
橫は  >  又は 殼狀 碎片を なして 橫は る。 

北 滿洲に 在々 ては、 大 興安嶺 山脈を 橫貫 する 黑龍江 沿岸 地方は、 或 部分は 花崗岩 
を 露 tt し、 また 或 部分は 硅石 硅酸鹽 岩を 露は す。 前者 14 石英 脈に 侬 > て 貫かれ、 後 
者は 所々 に 風化 物の 痕跡を 認む 。又 アルバ ジン 附近に 於て は、 鮮明 次ら 次る 木 株 
の 印形を 包 有する ' £ 同時に、 海草の 痕跡を 止め、 粘土質 板 石を 交 ふるを 見る。 ア火 
バジンょ} 下流 地方に あ} ては 灰色の 石炭層を、 是 等の 粘土質 板 石 上に 添加せ々 
黑龍江 の 谷地は ® 珂穴る 結晶 質 岩 及び 變形 岩に して 此 地方には 先づ 不透明なる 
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灰色の 石英、 及び 稍々 黑色 或は 稍々 綠 色の 角 閃 石を 目撃す、 黑龍 江の 左岸は 水成岩 
よ {成る， 此 等の 水成岩は 第三 世紀 層に 屬 するネ のにして 黑龍 江の 流れに 從 a 處 
處 右岸の 潇洲 地に 表出せ 多、 ッアガ ャン 山に 對する 右岸に . tt 雲母の 盤石 あ々、 又 之 
よ々 下流には 花崗 石の 礫 石 あ々 其 外面の 土壤に は 未だ 風化せ 次る 花崗 石の 碎片 
あ， 〇； ィリ カンよ 多ゼ ーャ 河の 會流點 に 至る 迄の 黑龍江 岸には 火成岩 層を 所々 に 
交 ふ ミ 雖 名 重 名に 水成岩 層 中を 貫流す、 水成岩 層 中には 主 £ して 黑色斑 岩 及び 斑 
石を 交 ふ、 ゼーャ 及び ブレー ャ兩河 間、 黑龍江 右岸の 構成は 種々 にして 火成岩 層 及 
び 水成岩 層 あ久 後者は 砂礫 質 及び 粘土質よ 々成 久第 三世 期 層に 屬す 、粘土質には 
炭化した る 植物質 或は 三 呎餘の 深厚を 有する 灰 石 石炭 及び 粘土質 生鐵の 層を 包 
有す、 此鐵鑛 の 色は 稍々 赤 灰色 或は 灰色 次ぅ、 ブ 1/ 丨ャ 河口よ々 黒 11 江の 下流 十二 
露 里に 第三 世紀 層 あ々、 « 々穴る 岩 下の 下二呎 乃至 三呎の 深厚を 有する 灰 石炭の 
層を 合 有す、 此 石炭には 暗 灰色なる あ {、又 暗 松脂 色なる あ久 色澤脂 色を 帶ぶ る？^ 
の あ  > 、要するに 黑龍 江の 右岸の 地質は 結晶 石 脈 層を 成せる 火成岩 及び 水成岩に 
して 礦物に 富む。 


興 安 嶺の諸 山脈は 花崗岩 及び 斑 石 露出す るを 見る、 興 安嶺の 西側 斜面は 火山を 
以て 圍繞せ られ 谷地には 爆裂せ る 浮 泛物及 石、 礫、 砂の 堆積せ るを 認む 、又 所々 に r 火 
熔 石を認 む、 是等 山脈 中には 玄武岩 多く、 光澤 强き 大理石 又は 硫黃礦 等 多し、 大興安 
嶺の 中部の 冲積 地は 盤石 及黑斑 石を 交 ふる 石英 ^ 次久 終に 石英 斑 石 ^ なれ}。 

松 花 江の 沿岸 中"® 都訥 市の 上流は 種々 の 色を する 粘土 盤 岩に して 服 層 薄し、 又 
粘土質 剝石 及び 粗大なる 石理の 花崗岩 あ々、 河口の 方の 山脈は 砂 質 石灰 質の 水 成 
岩ょ々 成. れ 々、又 松 花 江 沿岸は 槪 して 腐植土 壤の 耕土 五六 寸ょ 3 三尺に 及び 地味 
肥沃 次 > 殊に 松 花 江の 支流 牡丹 江 沿岸の 土質は 最 4 膏 沃な / 

之を 要するに 滿洲の 地質は 第 四 期 新 層 若く は 第 四 期 古 層に して 朝鮮の 西部 ' £ 
大差 無く 耕土を 形成す る 母 岩に 依} て 多少 肥 瘠 0 差 |> る％ 之を 槪して 言は ば 南 

方は 有機 質に 芝し く 砂礫 質の 壤土 多く 北方. に 進む に從ひ 腐 植質增 加し 肥沃の 地 
多し。 

第 八 章 平野 
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滿洲は 槪して 平野 なれ ^ ' 南 滿洲に 於て は 比較的 山岳 多く 殊に 其 東南 部は 山 
岳 地に して 其 西北 部は 平原な 6 0 然して 其の 平原は 遼河 流域に して 奉 天 附近よ 
{西北に 亙々、 茫 々數百 里に 連々 實に 一望 極ま； 無し。 北 滿洲に 在 {ては 山岳 地 
方 極めて 少なく、 五 萬餘 方里の 地 多くは 平野な 女。 就中 松 花 江の 流域 卽ち 吉林附 
近よ々 北行す. るに 從 a 益々 展開して 地味 肥沃な 力。 哈爾賓 よ 3 滿洲 里に 至る 百 
數十 里の 地は 實に 世界 稀に 見る 大 平原に して 又 肥沃なる 耕作地な々、 而し て滿洲 
の大 平野を 耕地 ^ せる は、 奉 天 省に 於て、 二百 四十 四 萬 町步、 吉林 省に 於て 二百 三十 
七 萬 餘町步 、黑龍 江 省に 於て 百 六十 萬 餘町步 冗 稱せら る。 是れ 固よぅ 正確なる 統 
計に あら 次れ ' e 名、 その 一般を 想 察し 得 V し。 卽ち黑 龍 省の 大部分、 吉林 省の 過 •半 
，部、 奉 天 省の 十分の 四は 今尙ほ 未墾地 なれば、 満洲 平野の 大半は 未耕地 义 々 ^ 觀る 
名大 過な 加るべし。 此の 中、 或は 地味 瘠せて 耕作に 適せ 次る 4 の、 或は 曹達 質を 帶 
ベる 7P の、 或は 甚 しく 濕地な るが 故に 開墾 拓殖に 不適なる 土地 A あれを 人口 稀少 
次る を 以て、 空しく 肥沃 次る 平野を 耕作し 盡す 能 tt t 荒 蕪の 儘に 放任し あるは、 宴 
に惜むべき事な>匕す。更に少しく平野に就て細說せん。 


南 滿洲に 於て は «•• 部の 海龍府 、西 豐縣、 柳河縣 、東 平縣等 tt 平地 多く 且つ 地味 黑土 
にして 肥沃の 地 多し、 從 5 て 旣墾地 多し、 興 京縣、 寬甸縣 等は 山地 多く 地味 瘠せ 未墾 
地 多し、 南部の 蓋 平 縣岫巖 州 方面は 山地 多く 地味 又 薄 瘠な々、 而 $ 蓋 平、 熊 岳 城、 大石 
橋 及び 岫巖縣 大洋 河の 流减は 平野 あ {地味 亦 耕作に 適し 善く 開墾され あ々、 關東 
州 及び 黃海 沿岸は 開墾され たる 平野なる 气 地味 砂土 地に して 礫 石 多し、 中瓣奉 天 
府 、遼陽 州、 海 城縣" 新 民府は 廣濶な る 平野に して 地味 肥沃な A 多く a 開墾し 盡 され 
あ 力、 西部 法庫廳 方面は 平野 多し、 北方 柳 條邊栅 外には 更に 廣漠 たる 平野 數百 里に 
連 互す、 而 7P 地味は 黃土 ct して 砂地 多し、 錦州府 方面 又 平野 多き 7P 地味 善から ず ^ • 
部の 開 原縣、 昌圖府 、奉 化縣 、長 春、 農安縣 、懷 德縣の 各地 方は 一大 平野に して 殆 山を 
見ず 地味 黑土に して 開墾し 盡 さる、 遼源州 、洮 南府 方面は 廣漠允 る 平野 次る $ 蒙古 
に 近き 方面は 砂土に して. 未墾地 多し。 

北滿洲 に 於て は 吉 林よぅ 西北 興安嶺 迄の 數百 里の 地は 殆 泛 山を 見ず 松 花 江、 嫩 
江、 牡丹 江の 各 沿岸 數 千里の 地域は 黑土 多く 地味 膏腴な  > 、長春 よ 多 伯都訥 間は 地 
味 卑濕に して 沼澤 多く、 松 花 江の 平野は 伯都訥 よ々 起々 松 花江黑 II 江 ' £ の 合流 點 
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に 至る 兩 岸の 地に して 伯都訥 哈爾賓 地方の 平原 tt 丘 岡の 性質を 帶ぶ 、餘慶 街よ 3 
北方は 荒蕪地 多し、 松 花 江の 左岸 三 姓よ々 白 楊 木に 至る 間の 平野は 水氣 多く 未開 
墾地 多し、 牡丹 江の 灌漑す る 平原 tt 額 木 索 以東に 位し 寧 古 塔 方面は 肥沃の 旣墾地 
多し、 嫩江 水域は 呼 蘭の 北小廟 子よ {齊 々哈爾 に 至る 間は 土質 水 潤を 帶び 滿地芳 
草を 生ず、 此 地方 一帶は 未墾地 多き を 以て 黑龍江 省廳は 開墾を 獎勵 しつ ゝぁ 久齊 
々哈爾 よ {伯 都訥に 至る 間は 盡く 砂漠 地な {、海 拉爾 I 帶の 地は 凡て 平坦なる 荒 
地に して 土質 黃沙 にして 雜草繁 茨し 西方 蒙古 平原に 連る、 穆稜 河水 域の 平原 4 雜 
草 茂々 未墾地 多し 牧畜に 適す。 

第 九 章 海岸 

滿洲は 大陸に して、 僅かに 南部の 一角 遼島 半島の み 渤海 及び 黃 海に 面する U 過 
莒 次る を 以て >  の 海岸線は 極めて 短く 約 五 百 八十 哩を 計上す るに 過 ¥ ず。 同 半 
島の 黃海 岸は 槪 して 沙灘を なせ 力。 然れ仑 ネ 島嶼は 其の 數 少な 

面積 4 亦大な 


港、 灣の 重なる 名のは、 潮 海に あ {ては 復州灣 、葫芦 山、 灣 、會灣 等に して 黃 海に 於て 
K 旅 順 港、 大連 港、 坡 子窩灣 等な}。 就中 大連 港は 明治 三十 九 年 九月 I 日 都督 府官 
制の 施行 ' £: 同時に、 開放して 自由港 ^ し港灣 出入 取締 規則を 公布して、 都督 府 t て 
るの 取締に 任せ々。 翌 四十 年 四月 滿鐵 株式 會 社の 創設 ' £ 励 時に、 大連 埠頭を 同會 
社に 引渡し 同社の 所管に 屬せ しめて 大規模の 築港 行 tt れ 爾來大 に 繁榮に 趣き 商 
港 ' £ して 南 滿洲中 第一' に 推され 支那 有 數の繁 港 ^ 丸 旅 順は 軍港 ' £ して 遼島 半島 
中の雄なるのみなら ^ 極東中有數の軍港ビ稱せらる〇次ぎに海峽 ^ して重なる 
ネ のは 金 # 宇 島の 南端なる 老鐵 山水 道 あるの みな A。 又 地峡 £ しては 大建彎 t 
金 州灣 ^ の 間に 金 州 あ 丸る の 他 島嶼 ' £ して H: 桃花 列島 (桃花 山、 筆 架 島) 長 興 島 (景杭 ) 
五島、 長 山 列島、 海洋 島の 諸 列島 あ  るの みな 力。 

第 十 章 氣  候 

满洲の 土地 廣大な -CN V? 」 雖气 其の 海洋に 面する 名 の. 僅かに 遼島 半島の 一端に 過 
¥ ず、 他は 悉く 山岳、 平野、 河川なる が 故に 氣 候は 槪 して 大陸 性的な 多。 ^ の 緯度 tt 
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北緯三十八度四十分ょ多五十三度三十分に亘々又我が仙臺地方ょ々北海道 ^ 殆 
^ 同匕、然れ ^ 名其の氣候に至つては大陸の影響を受け大に異なるあるを見る。 
餾 風凜烈 人馬 凍 丸 積雪 堅 氷 野を 閉ぢ征 夫 指を 落す ^ 云 ふは てれ 滿洲の 寒氣な 力 
炎熱 甚 しく 砂礫を 銷鐵 し、 草木 $ 枯死せ ん ^ する は、 之れ 滿洲の 暑氣な ^\。 冬季に 
於て 氣壓 著しく 高度を 示め し、 雨量 少き爲 め 大氣 乾燥して 朔風 起久爲 めに 黃塵萬 
丈の 光景を 爲す 。冬季 漸く 去々 て 春暖の 候に 入れば、 氣溫頓 に 上昇して、 荒 凉穴る 
山野 名 亦 生色を 呈す 。大 平野は 畑作 ' £ 同時に 雜草 樹の發 芽す るが 故 ^ その 光景 
恰ネ靑 々たる 大海原の 如く 0 初夏の 頃ょ々 雨量 增 加し 來久七 八月の 頃は 降雨 期 
k して 降雨 連日に 亙 A 恰 名 我が 梅雨期の 如き 觀あ  豪雨 沛然 ' £ して 降ぅ 河川 
山野 爲めに 漫 々たる 大池 水 ^ 化す。 

同 b く 満洲 ^ 云 ふ 兔 六萬餘 方里の 廣大 なる 地域なる ^ 以て 氣候 ネー 樣衣ら ず 
大體に 於て 南 満洲 ' £ 北 滿洲ぞ は 五 度 以上 十 度の 差 あ 丸 同 b く 南 滿洲に 於て 名 奉 
天 附近 ' £ 大連旅 順 ' £ は •五 度 以上の 差 1) 夂 同 b 北 滿洲に 於ても 北方に 進む に 從ぅ 
て 五 度 乃至 十 度の 差を 生す、 而 名 大體に 就て 言は  >  南 滿洲は 夏時 最高 温度 華氏の 


九十 五 度よ々 百度に 達し 冬期 最低 温度 華氏 零度 一一 十 度よ > 三十 度 以下に 下る で 
S あ {今關 東都 督府の 測候所の 調査に 係る 氣溫は 左表の 如し。 


旅 

大 

營 

奉 


旦 最 

連 ri 


U 


天 i 


最 

最 

最 

最 


高 

低 

高 

低 

高 

低 

高 

低 


長 春 一： U 


(但攝 氏 寒暖計 11 依る) 
( 0 は 零度 以 I な 示す) 


明治 四 三年  明治 四 四 年 


七月  三 四 度  七月 
十一 I 月 •一七 度 六 一月 

七月  三 二度  八月 
11 月 •一七 度 一  一月 

七月  三 四 度 六 八月 
一 月 * 1四度  二月 

七月  三 五 度 八 八月 
一 月  •三 〇度 五一 月 

七月  三 六 度 六 八月 
一月 •三 三度 ニー 月 


大正 

七月 

十二月 


三 〇度一 
- 一六 度 五 

三 一度 五八 月 
- 1 六 度 六十 二月 

H 11 度 j 八月 
-1 一七 度 二 十二月 

三 二 度 六 八月 
- 三 〇 度 七十 二 月 

三 一度 六 七月 
> 三 四 度 五十一 一月 


元年  大正 二 年 

三 三度 一 八月  三 二 度 四 
•一七 度  一月  •一七 度 五 

三 二度 七 八月  三 二度 四 
一七 度 六 二 月 •一七 度 四 

三 四 度 四 八月  三 三度 一 
•二八 度 一  一月  二八 度 二 

三 五 度 六 八月  三 四 度 八 
•二 六 度 一  一月  •三 〇度九 

三 四 度  八月  三 三度 九 
•二 九 度  一月 •三 二度 一 


是 南滿洲 各地 ^ 就ての 表なる が、 北 滿洲は 五 度 乃至 十 度の 差 あ {、冬期の 最低 溫 
度は 三十 度 以下 四十 度に 達する て ' £ あ i、 北進す るに 從 ふて 温度 益々 低下す、 而も 
夏期は 之に 反し 五 度 乃至 十 度 位溫度 低く し卽ち 華氏 九十 度 以上に 達する z *£ 稀 
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% 丸 今 北滿洲 各地の 氣 候に 就て 少しく 記す る 所 あらん ^ す。 

北滿洲 tt 冬期 最名長 く、 夏季 之れ に亞 ぐ。 一般に 四月の 頃 漸く 暖 氣を覺 ¢2 十月 
末旣に 降雪を 見る 處あ 3。 北 滿洲は 海 潮の 影響を 受 くべき 海岸 地方よ々 益々 遠 
隔し 居れば 冬季は 殊に 寒冷 it して、 その 西北 部は 最 4 劇烈な 3。 五月 末に 於て は 
北 滿洲は 到る 處 俄かに 温暖 ' £: 次 多 植物の 發育甚 速な々。 其の 東部は 寒 潮の 流る 
る 日本海 ^ 瀕する が 故に 溫 度の 上昇を 阻止 すれ ^ 气 西部 地方は 寒冷なる 春季よ 
多 急遽 酷熱なる 夏季に 變ず 。満洲は 四月 下旬よ  >槪 して 氣候 温暖 ' £ な々 八月 下 
旬 其の 最 頂に 達す。 此の間 | 日中 最ネ熾 熱なる « 午前 十一 時よ & 午後 三時 迄な 
多 ^ す。 彼の 三 姓 地方に 於て は 七、 八月： n 中は 華氏 九十 度を 降下す る Is なし。 
今 各地 寒暑の 大要を 述べん。 

琿春 地方は 冬季 寒冷に して 春季に 入ぅて 尙找 解氷せ ず。 陰曆 四月の 頃尙ほ 綿 
入 衣を 要す。 五月に 入} て 始めて 山 東 省 地方の 如き 春風に 接する を 得べ し。 而 
して 夏季に 入れば 炎熱 頓 に 加 tt 々華氏 九十 五 度を 示す て €往 々あ {。然 れ公 $ 
八月 過半に 至れば 凉氣 を覺ぉ 九月を 去れば 旣 に 結氷す る 傾向 あ 心。 


寧 古 塔は 亦寒氣 激しく 陰曆 三月に 至れば 稍々 暖氣を 感ずれ ^ 7P 綿 衣を 要せ 次 
る ^ 至る は 五月 頃な 3。 然して 九月 末に 至れば 寒氣 忽ち 人に 逼 多、 十 I 月下 旬に 
至れば 朝夕 頓に 寒氣を 加へ 零下 十 度に 達す。 夏季 4 又 氣溫の 變化急 劇に して 九 
月下 旬の 早曉に は 華氏 零度を 示し、 日中に tt 同 四十 度 ' £ な {夜間 it 於て は 零下 三 
度內 外 ^ なる て ^ 珍しから ず。  、 

、ノバロ フス ク は 海拉爾 冗 同 緯度に あ 丸され ば 寒 時 多く 暖時 極めて 少なし。 最 
名 寒 冽なる は 十一月 下旬よ 力翌 三月 迄の 間にして、 四月に 及で 暖氣 漸く 加は る。 

吉林府 は 春季 ' £ 雖 7 P 槪ね 寒冷に して 三月 下旬に 至 {て 稍々 暖氣を 加 ふ。 是れ 
.よ 多 漸次 暑氣に 向 ふ。 此地よ {以北は 夏 ^ 稱 すべき tt 七月 中旬よ 多 九月 中旬に 
至る 僅か 一 一箇月 間 it して、 攝氏 十八 度 乃至 二十 四 度の 間を 常 it 昇降す。 然れ仑 名 
長 白山 中に 於て は 夏期 尙 ^: 單 衣を 用 ゆるは 僅々 數 日に 過 ¥ ず。 此れよ 3 後 tt 良 
次 冷氣 加は々 翌年 四月に 至る。 

長 春府は 三月に 入} て 名尙ほ 寒冷を 覺ゆ 。四月に 及んで 頓に 暖氣を 覺ゆ 。最 
名 暑氣 .を 感ずる は 七 八月に して 十月に 至れば 日々 寒冷 加は々、 十一月に 入力て 嚴 
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寒 ^ なる。 

伯都訥 地方は 極寒の 期 殊に 長く 十一月 下旬よ 3 翌 三月 (t 至る 四 箇月 間は 寒氣 
酷し。 四月 末に 至. CS て 漸く 温暖 ' £ な 多、 苦熱を 覺 ふるは 七 八月の 頃に して 八月 下 
旬よ} 再び 冷 氣を感 b 十月に 入ら ば 冬季の 感ぁ 多。  ■ 

哈爾賓 地方は 十一月 下旬よ  >  翌 二月 初に 百 一る 三 箇月 最名 寒氣 ■冽に して、 三. 月 
末に 至 力て 始めて 溫暖ミ 在 力、 四月よ {は 天 氣淸和 春風駘蕩 穴 {〇 六月 頃よ {暑 
氣加 は3 七 八月 最笔 暑氣 酷し、 九月に 入々 て 秋 氣人に 迫る を覺 ゆ。 

大 興安嶺 地方 tt 满洲に 於て 最名 寒冷 部に 屬 す。 河 沼は 四月 末 漸く 解氷し、 十月 
下旬に 至 {て 再び 結氷す。 住民の 言に 依れば 華氏 零下 四十 度に 降下す るて ぞ稀 
ならず ^ 云 ふ。 殊に 同嶺 西側 森林 地帶の 如きは 夏季 尙ほ 日光の 透 射を ぅくる て 
€ 稀薄に して >  の 多くは 五月 下旬 尙ほ氷 雪 4- 見 夏季 尙ほ 暑氣を 感ずる 少し 
v 云 ふ。 

次に 降水量 満洲 it 於け る 降水量は 日本 內 地に 比し 著しく 少量に して 日本に 
於て 最名 降水量 少額なる 札幌 地方よ} 冬尙ほ少なく中部日本の涤水量に4?すれ 


ば 約 三分の 一 乃至 二分の 一な 丸而 して 一般 It 云へ ば 大 連ょ 3 北方に 進む に 從 a 
降水量 增 加し 長 春は 其の 量最 名大な々。 更に 一年間を 通 b て 云へ ば 冬期は 夏期 
に 比し 降水量 著しく 少額に して 最 7P 大なる は 七 八 九の 三 箇月な 乡 。次に 南滿洲 
各地 及び 札幌 、京 城、 廣 島の 各月 降水量を 擧 ぐれば 左の 如し。 

一月 二 月 三月 四月 五月 六月 七月 八月 九月 十月 十一月 十二月 平均 
大  連.  1 V 1  七 •六 rr K  12  写 一 一ー ー九.四！琴六10卞四琴0  一一 - ts s 1K .4 二 » 1  KK A 
旅  順  八 * 1七上  八 A 1 V 七三 七 •八 H .0 一六ぐ〇  七 八 •八 寧 七 一一 Is  ll v Il  六 •五 四 九 四 A 
0  口  1  八 * 一.5入ーーぐ九灵-六七21寧 3£ 一罕0七£15一121  S  §•_ 

泰  天  五 •九〒 0  1七 .4 三〒八学111九0.五5 ' 1零四七一 1' 11一£一四 » 1 ? 九六六ーー * 1 
長  春  X  s X •八 1 •九 五 七 .0 三 九 •五 1 •六 一一 一一 七 •五 轰 •四 s m IK A 11 •五 - fc: 零 0 

札  幌  宕ふ 学 六 五 八 •八 3S1 一  •八 - •一 § • 一 A * ^ * S A 一 s v g  会 •八 空 ，Q  突 • 

京  城  0S 

廣  島  苎ふ 寧 - fa lo t 二考六 一 寧 一一 一 霊 o 一 0 2 一考 S  一  OS  ¥四， 四 一 s  I5V 四 
次に 滿洲の 風向 及び 雨 霧に 就いて 述 V んに 、風向に 關 する 一 現象 ' £ して、 耕地 若 
しくは 茫漠たる 平地に 在つ ては 春秋 雨季に 於て、 是 等の 土壤の 日光を 吸收 する 
冗 極めて 多く、 其の 溫熱 を與 ふる 時に 際して 各地 方に 風を 誘起す る 乙 ^ あ 3。 是 
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等の風 |4 時に於て、また地方に依つて氣壓上に變化を及ぼす1冗大にして植物を 
害し 人畜を 傷 ふて £ ぁ々。 然れ泛 ネ北 满洲に 於て は 興安嶺 地方を 除いて tt 斯か 
る例證 少なく、 槪 して 穩和な 力。 潇洲に 於け る 低氣壓 は 南方よ {漸次 北行す るが 
故に 南部に 在 {ては 六月よ 々雨期に 入 九 松 花 江 地方は 稍々 遲 るく、 嫩江 地方は 八 
月に 至 多て 始めて 降雨 期に 入る。 斯く 満洲の 降雨 期 南部よ 3 漸次 西北 境地 方に 
達する や 再び 南東に 退き 北瀟洲 一帶は 乾燥期に 向 ふ。 又 満洲の 或 地方に よ々 て 
は 濃霧の 降る  <o s? J 屢 々ぁ 力。 之れ 主 ^ して 其の 地方に 於け る 四季の 風向に 基因 
する ネの にして、 一は 夏季に 於て 太平洋 上よ 3 水 蒸氣を 齎らせる 東南 風の 爲めに 
大陸を濕潤次らしむるによる名のち一つは冬季に於て河沼其他の水蒸氣を含め 
る 西北 風の 山岳 U 會 して 反 向す る 名のに よる。 松 花 江 低地 « 舂 地方 及び 興 安 嶺 
本部は 最ネ甚 し。 

斯の 如く 潇洲 の氣 候は 寒暑 共に 酷烈な々 殊に 北に 進む に 從 ぅて 寒 威を 增す、 而 
名 暑中 朝夕 H: 凉風頓 に 起々 夜は 溫度頓 に 下 3 凉 氣を覺 fe 日中の 暑氣を 一洗す る 
に 足る、 滿洲の 夏の 夜は 實に天 國な久 又 寒 氣も數 日 酷寒 續 きし 後は 數日溫 度 加 tt 


{寒中 春 日に 接する 思 あ 多、 蘇生の 感あ> 、且つ 冬季には 屋內 何れ 名 暖爐の 設備め 
久 外出には 相當 防寒服の 用意 あ々、 想像す る 程 苦痛の 4 のに あらず、 露 人の 如きは 
本國に 在る ょ々 は 滿洲の 方遙に 暮し 善し ' £ し 滿洲を 好で 永住の 地 ' £ して 樂む ^ 
云 ふ 風 あ}。 

第 十一 章 天産物 

植 物 南 満洲に 於て は鴨綠 江の 上流に 大 森林 あ 4  i 樹を主 £ て、 核 桃 
木(胡桃)、檀木又《楚楡(みねば 1 、しをし、楸木(せんの木/相木(ならの木)等繁茂し、江面を 
離る るに 從つて 漸次 澗葉樹 中“ 針葉樹を 交錯し、 更に 遠 次 かるに 及んで は 濶葉樹 
全く 其 影を 沒 して # 葉樹の 森林 帶を 形成す。 卽ち 建築 材ミ して 用途 廣き紅 松 (朝 
鮮 松}、 黃花松 (落葉松)、 杉 松 (唐檜、 樅)、 赤 柏 松 ? らゝぎ 又は S ちい) 等 到る 所に 欝蒼 穴々。 
次は 鴨綠 江に 注入す る渾 江の 支流た る哈密 河の 流域に 於け る 森林 帶 ^ す。 同地 
方は ® 葉、 針 葉兩樹 交錯して 繁茂し、 白 松 (ばら 免み 假木 (しなの き)、 楡 木 ® る にれ)、 楸木 
黄花 松 等を 主たる 名 の ^ し、 紅 松は 打 牛 勾 地方に 限 力て 生育す。 北 滿洲に 於て は 
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松 花 江の 上流 烏 蘇 里 江の 沿岸を 初め 黑龍江 省の 東部、 貝 加爾 地方に 接する 呼偷貝 
爾の 北部に、 針 葉 種 屬の大 森. 林 地帶 あ. CS。 其 一部 a 河流 ?: 利用して 採 伐 運搬 さる 
る ^ 雖名、 遠く 內 部に 至々 ては 斧鉞 未だ 及ば 次る 大 密林 數百 里に 森々 允る あ々。 

是 よ々 滿洲に 於け る 有用 植物に 就て 吾人は 更に 滿洲通 誌の 満洲 植物に 關する し 
參考に 記事を 抄錄 資せん ^ す。 

满洲 植物の 大部は、 日本 及び 支那の 植物 帶 に 編入し 得べき 4 のなる べし。 滿洲 
は 其の 土地 廣大な るが 故に 氣候 また 同一なら 次れば‘ の 植物 生成の 上に 名 幾多 
の 變化あ 3 て 一 樣なら 次る は 自然の 數な 3。 時に 遼河 及び 穆稜河 上流 地方の 如 
く、 僅に 草 生を 見、 或は 遼東 半島の 如き 瘠瘐の 地方 次き にあら 次れ ^ ' 廣茫 極ま 3 
次き 此の 滿洲に て 植物 帶の變 化 あるは、 幾多 旅行家の 等しく 認むる 所な 3。 盛 京 
省 卽ち南 滿洲の 植物^ T 黑龍江 省 及び 吉林省 卽ち北 滿洲の 植物ぐ J tt 大 に 異なる 處 
あ 久 されば 之れ 5:. 南北 二 大部に 區別 する て ' £ を 得 ベ し。 

1 、南 満洲の 植物は 主 ^ して 支那、 黑 «1 江 地方 及び 南部 蒙古 朝鮮の 植物の 混合よ々 
次る。 齊 々哈爾 よ々 南漸 する に從つ て 伯 都 酌、 興 安嶺 支脈 等の 平原は 寂寞 無趣味 


t なるな^ N。 是 等の 平原よ {遠く 南遼 河の 方向に 至る に 從つ て鹽分 含有 地は 次 
第に 草原に 變ず ミ 雖 、槪 して 未耕地に して 唯 だ 吉 林、 奉 天 附近の み 支那 人の 移植せ 
し 名の 頗る 多く 白 楊、 柳樹 、松柏 類は 果木 ^ 相 混交して 植 立し、 S 寒 麻 煙草 稷の 栽培 
せられ ^ る 耕地は 菜園 又は 桑圃ミ 相 連る。 遼 河口、 遼東灣 沿岸 附近 一帶 には 海水 
よ々 次る 沼澤、 濕地 あ々 て B' 疋 等の 沼 澤濕 地には 多く 稠密なる 蘆の 繁茂せ るを 見る 
而 して 此等 多くの 蘆は 此の 地方の 住民が 燃料に 充つ る最 $ 重要 次る 味の の | つ 
次 力。 又此 地方には 稍々 鹽分を 含有す る 土壤 に發 生し 得る 普通の 植物 あ ぅ〇 卽 
ち 尨大なる 苦 蓬は 藜 ' £ 相 交々 て、 薺、 蒲公英 及び 其の 他の 草 ' £ 雜生せ 々。低地の 上 
部 地方 (r 到れば 田圃 到る 處に拓 け、 各種の 稷、 高粱、 大豆 及 g 各種の 米、 麥 、煙草、 其 他 諸 
種の 果樹 發 育す。 更に 南進ず るに. 從ぅて 矮小なる 榛樹の I 種發 生し、 奉 天の 附近 
に 至れば 雜 木よ {形成 さる、 森林を 所々 に 見る。 南滿洲 東部の 植物には 種類 多 
き \ 長 白山 系よ々 分れた る 支脈には 樹木 少なく 是等 山嶺には 種々 の 野草 花、 萱 、鍾 
草 石竹の 類の 發生 する に 過ぎ 次る 次々。 遼東 半島 東岸 地方 及び 安 奉 沿線には 樹 
木 多く 森林 散在せ}。 是等 地方に H: 松 樹雜木 多し 遼河 地方 千 山山 脈には 種々 の 
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植物 繁茂し、 或は 喬木 灌木の 繁茂す る あ々 て 満洲 最南 部に 於け る 森林 ' £ なす 其の 
森林中主なる名の《、巨大なる松樹、落葉松、搬、樺、持、菩堤樹、胡桃等にして灌木には伏 
牛 花、 水 接骨木、 赤 楊、 鼠 李、 忍 冬、 黑 接骨木 及び 諸種の 野薔薇、 葡萄 等な う。 上述せ るが 
如く 遼河 各地に 起伏す る 長 白山 西北 斜面には 唯、 雜草 及び 稀薄なる 灌木の 生ずる 
のみ なれを 名、 松 花 江上 流 圖們江 水域、 鴨綠 江上 流域 地方に 橫 はれる 長 白山 脈の 東 
部 南部は 實に 廣大 なる 森林 鬱蒼せ る あ々。 是 等の 森林 帶は 諸種の 喬木 灌木の 類 
ょ {成^ N、 殊に 高崚 なる 山頂に tt 暗 綠 色の 針葉樹 繁茂す。- その 主 次る 名 のを 擧ぐ 
れば、 朝鮮 柏 及び 赤松 落葉松 等に して 稍な 中腹に 至れば 濶葉樹 茂 生し 又 諸種の 楓 
樹あ {。此の 地方は 凡ゆる 灌木 密生して 人馬の 侵入し 能は 次る 密林 多し、 是等叢 
林 中には 各地に 散見せ らる 、植物の 外に、 日本 種 木天寥 、木 蘭 科 あ々。 次ぎに 溪川 
の 湧出す る 低地に 在々 ては 柳樹 、白 楊、 義荆球 花、 支那 林檎 等 あうて、 野草の 重なる ネ 

のに シン シソシ ス 、オー ーユソ 等， Q う。 

一、 北 満洲の 植物、 大小 興 安 ■嶺 は氣候 灌漑 上大 なる 關係 あるを 以て、 また 植物 帶の 
分類に 名 多大の 影響を 享け 居れ々。 興 安嶺の 植物は 黑樺 木、 落葉松 帶 に 編入され 


鹽分を 含有す る 土 層に て蔽は れ たる 山地は、 處々 廣漢次 る 草原 地を なし、 蒙古 地方 
の 運 積され 穴る 砂 石を 以て f 敝はれ ねる 低地 溪 谷には 松樹點 々 V して 發 生し、 海拉 
爾、 哈爾賓 附近に 見る 小 松樹の 森林 ぁう。 又此等 丘陵 中には、 時に 矮小なる 胡桃 W 
及び 黑白 二種の 樺 ぁれ ^ ネ 、山頂に 近くに 從ひて 胡桃、 懈 等は 殆を 跡を 絕ちて 僅に 
楊柳を 見る のみ、 春秋の 溫和期 短く、 夏時ょ {直ちに 寒冷に 移う.、 且つ 乾燥 時ょ々 濕 
潤に 轉ず るに 急 劇なる 大陸 的 氣候は 興安嶺 に發 生せ る 樹木の 發育 に大な る 障害 
をな すが 故に、 樹木は 凡て 矮小な う。 樹林 地の 緣端に は 常に 赤 楊を 發 生し、 濕潤な 
る 地方に 14 多く 諸種の 楊柳を 生す。 又 乾燥せ る 草原 地には 到る 處無數 の 苦 蓬、 鐵 
線 蓮、 菖蒲 及び 大輪の 白芍藥 、薄 赤黃 色の 百合、 蜿豆 花、 蛇 麻の 繁茂す るを 見る。 鬱蒼 
たる 森林 樹の 間には、 諸種の 矮小 灌木 發 生す、 るの 主なる ネのは 懸杓子 、櫻 斗 菜、 越 橘 
の 如き 野果 木に して、 又 極北に 發生 する 蘚苔 類 名 多し。 

興 安嶺は 其の 高 崚を踰 ゆるに 從つて 、樹木 漸く 稠密 ^ な々、 谷地は 欝蒼 ^ して 全 
山を 蔽ふに 至る。 其 樹木は 樺、 ャ マナ ラシ、 柳 及び 松樹其 他雜樹 等に して、 是 等の 雜 
木は 山嶺に 上る に從つ て 疎林 ^ な々、 終に 樹 影を 見 次る a 至る。 興 安嶺の 東側 部 
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は、 ^ の 西側 部 ^ 全く 異な 6 へ 樺は 全く 消滅して 多く 蒙古 懈を 見る。 針葉樹 H: 山嶺 
を 下る に從つ て、 漸次 減少し M 樺を 混交せ る 懈楡の 濶葉樹 の 森林 ^ 次久 東進す る 
に 從つ て榛樹 、楓樹 、菩 堤樹 、刺 針樹の 如き 濶葉樹 益々 多き を 加へ、 且つ 此 等の 森林 中 
には 萩 其 他雜草 繁茂す。 山嶺の 草地は 次第に 降下す るに 從ひ 益々 增 加して、 野葫 
ッメ クサ、 野薔薇、 榛等を 交へ、 河流の 沿岸 地域を 更に 降下 すれば 靑々 たる 草原 人馬 
を蔽 ふに 至る。 

興 安嶺に 於け る 喬木 發 生の 境界は、 西側 部 it ぁ々 て 二 千 七 百呎 、東侧 部に 於て は 
三千 沢 內外な  興 安 嶺の 東側 部は 樹木 ■蒼して 滋蔓 す ' £ 雖ネ 、東進す る it 從つ 
て 稀薄 ' £ な 九 草原 tt 次第に 擴張さ れて 全く 茫 々穴 る 大平 原 ^ なる。 次ぎに 廣大 
なる 森林は 河流を 遠 か々 たる 地方に 存在す。 是等大 森林は 懈 、黑 樺、 菩堤樹 、楓樹 、楡 
胡桃、 支那 榛子 等ょ々 なる 灌木の 夥しき 爲め交 通に 困難な 30 此 森林 中の 荆 棘の 
重なる 名の H: 伏 牛 花 •忍 冬、 野葡萄 等ょ々 なる 叢林 it して、 尤 A 此 地方に 於て， ^ 日光 
を受 くるて '! £ 强度な る ' £ てろ は 南部 諸 地方に 產 する ' £ 同 b 植物を 見る。 要する 
に 北 滿洲に 於け る 植物 H: 羊齒 類に 屬す .る 名の 多、 く 灌木の 種類の 多き ^ 矮 /h なる 


樹木に 富める て ' £ な； 今 モリソン 氏の 滿洲 植物 表を 揭げ て參考 に資： 


菊 

毛 

薔 

百 

羊 

禾 

置 


莨 

薇 

合 

齒 

本 


科 

科 

科 

科 

類 

科 

科 


三 十 種“ 卩卽 

二十 七 種 

二 十六 種 

二十 一種 

二 十 種 
1  L  證一 

十九 11 
十六 種 
十三 種 


全 種類の 


十四 分の 一 
十五 分の 一 
十六 分の I 
二 十分の一 
二十 一分の 
二十 II 分の 
二 十六 分の 
三十 二分の 


十字 花 科  屮 

又 左に 重要 樹木の 種類を 擧げん に。 

白樺は 大興 安嶺北 滿洲に 有る 山嶺の 大部 M II 江、 松 花 江。 烏 蘇 里の 各地な 久黑樺 
tt 槪し •て 諸樹 ^ 雜 生して 獨立 森林を なす 名 のな けれ ^ $ 南 長 城 附近 迄で 鑛が 
れ^ N。 黃樺は 小 興安嶺 地方に 產 す。 白 楊は 黑龍 江、 烏 蘇 里 沿岸 地方に 多し、 赤 楊， 
蒙古 懈は黑 龍 江、 松 花 江、 烏 蘇 里、 長 白山 全部に あ々、 黃楓は 大 興安嶺 、黑龍 江の 谷地 
及び 長 白山 中に 多し、 白 楓は松 花 江の 谷地 及び 南 满洲に 多し、 細 葉楓は 黑寵 江、 烏 
蘇 里 江、 長 白山 及 g 南 滿洲に 多し、 菩堤樹 は 黑龍 江 ^ 花 江、 烏 蘇 里 江、 長 白山 中、 南滿 
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洲及び 營口 附近に 多し、 滿洲柃 a 黑龍 江の 南 曲す る 地方、 長 白山に 多し、 黑龍 胡桃 
は 松 花 江、 長 白山、 烏 蘇 里の 谷地に あ 久銀白 楊は 大興 安嶺の 東側 面に 最 4 多く、 南 
滿洲 •地方に 於て. は 人家 菜園の 附近に 見る。 白 楊 tt 到る 處に 生 b 支那 人は 是を 
建築 材 f 次す。 

赤 樅は 烏 蘇 里 江 沿岸 及び 長 白山 東北 斜面に 針葉樹 ^ 雜 生す" 松は 大興 安嶺西 
斜面、 海拉爾 附近に 多く、 又 時 ^ しては 獨立 林 ^ して 南 満洲 各地に 散見す。 滿洲柏 
樹は小 興 安嶺の 南支 脈 及び 長 白山 脈に 産す。 朝鮮 栢 は 到る 處の 山腹に 生ず。 

此他 南北 満洲の 農産物には 大豆、 高粱， 粟、 玉蜀黎 、稗， 小麥 、蕎麥 、黍， 大麥 、陸稻 、小豆、 水稻 
等な 久特用 作物 ' £: して 南満 州 地方には * 煙草、 藍， 棉花、 木葺 等の 外 梨、 林檎、 葡萄の 如 
き 果樹 及び 蔬菜 等 到 處に產 す， 要するに 畑作に 重なる 4 のは 大槪產 出せ 次るな き 
名、 水 稻に至 {ては 水利の 關係上 頗る 尠少な 多。 

動 物 满洲に は 虎、 豹、 熊、 猪、 狼、 狐、 黑黃 鼬、 ^ 兎、 栗鼠 等の 獸 類ょ 夂滿洲 鶴、 鷲杜 II 等 
の 鳥類に 至る まで 數 + 種を算し、天 || £ 稱する雲雀屬の二種は滿洲の特有禽 '£: な 
す。黃海及び渤海には魚屬の棲息するネの多く、其の種類を擧ぐれば_,黃花魚_ 


魚、 鯛 •鱸、 鮪！ r 鯽、 眞鰹 、鱔 、太刀魚’ 化 子 魚 •比 良 目、 等を 始め、 烏賊、 章魚 等ょ々 牡蠣、 まて、 蜊 、蝶 
等の 貝類に 至る まで、 魚族 頗る 多く、 殊に e 黃花 魚は 其の 產額最 4 多し。 而して 松 
花 江 及 s 其の 支流、 又は 鴨綠江 等の 大河は 淡水魚の 棲息す る ネ の 多く、 鯉、 鰻， 鲶 、鮒、 白 
魚 等を 算ふべ く、 殊に 鮭 K 何れの 河川に 於て 名最 4著名な多。黑龍江は鰐 ,|| 、鮮等 
の 外、 時期に 入 {て 海豚の 大群 來襲 する を 見る。 

是 等鳥獸 魚族は 北滿洲 地方に 於て は 到處 it 群を 爲し 、湖沼 河川に 於け る 魚族は 
手に て 捕獲し 得るな {今 滿洲通 誌の 記す る 所に 依 $ 滿洲に 於け る 動物に 關 する 
記事を 抄錄 して 參考 に 資せん ^ す。 

滿洲に 於け る 動物の 全體は 支那、 朝鮮 及び 日本 等に 棲息す る $ のぐ」 略 ぼ 相似た 
丸 乍 併 満洲の 山形、 氣候 或は 植物界の 分布 關係は 、此の 地方 動物の 形體 組織を 異な 
らしむ るの みなら t 又 諸 動物の 混 生を 極めて 容易なら しむ C 左に 其の 分類表を 
擧げん に。 

哺乳動物！ 五十 五 a 肉食 動物— 二十 種、 蟲食 動物— 五 種、 肢翅 動物— 四 種、 咀嚼 動 

物— 十六 種、 厚皮 動物 丨 一種、 反芻 動物 丨九種 •此 中滿洲 .東北 支那、 日本 及び 朝鮮 種 
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の の 三十 八 種 ^ 6。 

滿洲 及び 黑龍 省には 五十 種、 沿海州には 四十 三種、 蒙古 及 後 貝 加爾州 三十 八 種、 東 
部 西 比利亞 三十 七 種、 北極 地方 十五 種 
満洲の 鳥類は 多く 歐羅巴 、亞細 亞圈內 に 屬 す。 

游泳 鳥類— 四十 種、 涉水 鳥類 i 四十 六 種、 鷄 類— 八 種、 * I 類— 四 種、 肉食 鳥類— 三十 
五 種、 類— 百 二十 四 種、 啜 木 鳥類，， 十一 種 

此の 中滿洲 及び 黑龍州 二百 三十 八 種、 沿海州 二 百 五十 九 種、 東北 支那、 朝鮮、 日本 二 
百 三十. 種、 東北 蒙古 後 貝 爾州百 九十 四 種、 東部 西 比 利亞百 七十 三種， 北極 地方 七十 
種 

次に 満洲に 於け る 魚類の 調査 H: 精密なら 次る を 以て、 るの 完全なる 表 目を 揭示 
する 能は 次る 名大 體に 於て 此の 地方に 產 する 主要 魚類は 次の 如し。 支那 鱸 魚- 鲶 

魚屬 、鮭 •馬 魚、 マ x ザ ィ 魚類、 白魚、 緘 魚、 餺魚 等な々。 黑龍江 、烏 蘇 里 江に 於け る 魚族の 

--  ^ 

豐富な るは 旣に 世人の 認む る ' £ て 名 なれ ^ 气松花 江に 於け る 魚類に 關し ては 未 
だ 多く 知る 名のな し。 然れ仑 名 一 度 満洲 魚族 界の狀 勢を 大觀 すれば、 何人， p その 


大小 河水、 沼湖 澤等に 棲息す る 魚類の 多き に 吃驚す V し。 

此の 地方に 產する 魚類は、 永久 其の 河流に 生 棲せ る $の ^ 、通過魚の二種ミし、餺 
魚を 除きて 他は 凡て 前者に 屬 し、 繪 、鮭の 類は 每年產 卵せ るが 爲め に、 海ょ  >  河に 入 
多 後ち 再び 海に 還る。 是 等の 魚類は 屢 々群を なして 溯游 す。 是 等の 魚類の 最初 
溯る 時節は 精細に 知る を 得 次れ ^ 名 g 々六月 一日 頃ょ. CS 約 二三 週間 次 

满洲 に 於て は、 其の 氣候 爬蟲 類の 棲息に 適せ 次る が 故に 甚だ 僅少 次 {。龜 、毒蛇 
の 類は 蜥暢 、蛙 等 ^ 共に 混 棲せ 力。  . 

今滿洲 地方に 於け る 動物 中 有用なる 名のを 擧げん に、 

麋は 主に 北方に 棲息す る獸 類に して、 大興 安嶺の 北部に のみ 産し、 南 满洲に 於て 
未だ 其の 姿を 見ず。 セルバス、 エラ フスへ 鹿 類の 一種) は 主 ^ して 北部 滿洲 及び 東北 
部 満洲の 森林 中に 棲息し、 單獨 又は 五六 頭の 群を 次して 徘徊す。 山羊は 滿洲 に 於 
ける •森林 或は 叢林の 到る 處に產 す、 肉は 住民の 副食物 ^ し、 毛皮は 衣服 履物 it 用 ふ。 
麝 は 針葉樹 林 中の 岩石 間に 稀に 見る て ' £: あ^ ^支那人は、るの麝香袋を得んが爲 
めに、 之れ を獵 す。 野猪 tt 南北 滿洲に 棲息し、 針葉樹 林 中には 全く、 其の 影を 見 次る 
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'濶葉 樹林 中には 偶々 見受 くるて ^ 少から ず。 西 比利亞 栗鼠は 滿洲 到る 處の針 
葉 樹林 中に 棲息す。 其の 毛色 毛 質の 良好なる K 大興 安嶺の 北部、 及び 長 白山に し 
て 其の 他に 產す る tt 價 低し。 黑貂は 針葉樹 林の 繁茂せ る 地方に 棲息す。 是等は 
東部 西 比 利 亞產に 次ぎて 良好なる、 名のに して、 殊に 松林 中に て 獲た る孓 のは、 其の 
價極 めて 貴く、 滿洲 土人 生活の 主要 資料な々。 水 獺は 到る 處の 山川 溪 流の 地に 多 
く 棲息す、 黑貂に 次ぎ 價貴 きが 故に ± 人は 好んで 之れ が 獵獲に 從 事す。 狐は 滿洲 
中 到る 處に 棲息し、 價廉 なれ ^ 名 支那 人は 好んで 其 毛皮に て 衣服を 造る に 用 ふ。 
狼 14 滿洲 西南 部に 多く 甚だ 猛惡に して、 常に 群を なして 徘徊す。 鳶色 熊は 大興安 
嶺 樹林 地 及び 烏 蘇 里 江畔に 多し。 十月 下旬よ {翌 三月 迄 tt 穴居を なし、 夏季は 出 
で、 山嶺に 徘徊す。 西藏 熊 tt 小 興 安嶺の 西部 ^ 産し、 鳶色 熊よ 力 名 其の 體軀 矮小 
次}。 其の 肝臟 及び 膽 汁は 菜 餌 ^ な {毛皮は 多く 敷物に 用ゐら る。 虎は 棲息 範 
圍明 かなら 次れ ^ ネ 、古書に 仍れば 南滿洲 に 於て は 昔時よ 3 屢 々虎 狩なる 4 の 行 
はれ、 之れ を 北京 朝に 貢せ々 ' £ 云 ふ。 豹は 満洲 南部 地方に 産す ^ S ふ。 此他 牛馬 
鷄豚及 羊 類は 家畜 ^ して 戶 々に 飼養され 繁殖 盛 荩>。 


鑛 山  洲 S 種鑛 山に •富める て S は 世人の 夙 H 熟知す る 所な 丸 就中 砂金 
ぞ 鐵 S? 」 石炭 ' ir 富める て ' £: 他に 多く 其の 類を 見 ^ る 所な 3、 然して 砂金は 主 £ して 
北 満洲ょ {西 比 利亞に 多く、 鐵 ^ 石炭は 南 滿洲に 多し、 金 產地は 黑龍 省の ァム ー八 
州、 後 貝 加爾州 及び 黑龍 江の 上流 地方に して 黑龍 江の 支流ゼ ー ャ河の 如きは 土砂 
は 悉く 砂金な^ 稱せ& る 現在 砂金 場 ' £ して 有名 ^ るは 東北 岔 •夾皮 溝、 黃河、 連 陰 
郭爾 擦、 五 斯割拉 、其の 他百餘 箇所の 砂金 採取 場 あ} 吉林 省に ネ數ヶ 所に 砂 金坑 |> 
{又 南潢洲 各地に 名 散在す 鐵鑛は 主 ' £ して 南 満洲に して 奉 天 省 各地に 在 {、金 州 
半島の 鐵山 島、 復州、 蓋 平、 海 城、 遼 陽、 鐵嶺 、赛馬 集、 蚰巖 、本溪 湖、 鞍山站 等に して 就中 本溪 
湖 鞍 山站は 有名なる 大鐵 、坑に して 我 日本の 手に て經營 されつ、 あ 丸 4ぬは 吉林 
奉 天 二 省の 各地、 ^ 在 丸 就中 奉， 天 省は 有望なる 炭坑 多し、 本溪湖 、赛馬 集、 牛 心 臺 、煙 臺、 
砂 河 子撫順 等は 最 $ 有名なる％ のにして 撫 順の 如き tt 我 南満 鐵道會 社に て經營 
されつ、 あ 多 •此 附近 數十里 間は 炭坑に して 九 億噸以 上の 炭 量 次 云 ふ、 現に 日 
日 五 千 噸づゝ 採掘し つ ゝあ is 云 ふ、 又此奉 天省內 には 撫順 炭坑 以上の 大 炭坑 あ 
多旣 ( t 滿鐵の 着手す る 所 ' 5£ な} 居  >、奉 天 省內の 石炭 ' £ 鐵 t は 殆仑 無盡 » な. 
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觀測せ らる 、北 满 方面に ては 烏 蘇 里 沿線の 蘇 城 炭坑 ィ， クック 縣の チュレ .ムホ _ 
クオ 坑 ，トムスク 縣の ァンジュ， 坑の 如きは 石 炭坑 ' £: して 有名 次る 名 •其 質に 於て 
又 量 it 於て 南 満洲の 炭坑に 比す y き it ぁらず， 銀 •銅 •鉛 •及び 重石の 如き 見所々 に 散 
在す、 天寶 山の 銀坑の 如きは 夙に 有名な々 又 曹達の 如きは 嫩江、 松 花 江、 遼 河の 流域 
に 散在し 其 量は 莫大 次}。 此他 石綿、 石灰、 各種 石材 ® 子 原料 等に 富む。 

甞て關 東都 督府に て 太子 河 以北 昌圖以 南の 中部 満洲の 鑛 山を 調査せ しに 炭鑛 
三十 三、 鐵鑛 十二 箇處、 金鑛 三十 三、 硫化 鑛數 箇處 、銅鑛 、鉛鑛 、數 箇所を 發 見した 云 
ふ、 又滿鐵 地質 研究所の 調査に 依る ' £: 松 花 江上 流 及び 沿岸に て 砂金 八十 箇所、 鐵十 
箇所、 石炭 四十 餘 箇所、 銀 銅 十五 箇所、 石灰 石材 二十 五箇 所、 水晶 三 箇所、 ァン チモ ニ ー 
數 箇所を 發見 せ. 力 ' £ 云 ふ、 又 奉 天を 中心に 遼 河の 沿岸に 於て 數十 箇所の 石炭 ' £ 鐵 
鑛 ^ を 發見せ 多ど 云 ふ、 更に 鴨綠江 西岸の 鑛床 調査を 試 むれば 無數の 鑛物發 見の 
見込な 3 £ 云 ふ、 兎に角 満洲の 地 鑛山に 富む て ' £ は 疑 ふべき 餘地 無し、 只 支那 政府 
の鑛山 開放を 吝むぞ 、地方 支那 人の 頑 遂に 依 力鑛床 調査を 妨 ぐる 爲め滿 洲の鑛 山 
界 未だ 大發展 を 見 次る は 遺 慽在 力。 
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第一章 沿  革 

滿洲は その 支那に 知られた {し 時代は 確かな 事は 分明せ^; るネ ，殷周 時代 卽ち 
今よ {約 三千 年 前よ 二 千年 前 頃 迄での 間に 於て 肅愼、 息 愼 、稷愼 又は 挹婁 等の 稱 
を 以て 支那の 史籍に 現 はれ 居れ久 また 我が 日本 歷史 中 it は 千 三百 年 前 頃よ 々肅 
愼の 名を 以て 現は れ居れ 此肅愼 は トング ス 族 ' ^: ネ稱し滿洲民族の祖先 ^ 名 
言 ふべき 民族に して 松 花 江 に 入る 牡丹 江の 北方 « 泊 ^ 云 ふ 湖水の 北 (t 於て 肅愼 
の 遺 迹を認 む。 其處は 勿論 肅愼の 都せ し處 にして 肅愼 種族は 其の 地を 中心 € し 
て滿洲 各地に 擄 {穴る 名のな らん。 此肅愼 に 次で 古代よ {満洲に 現は れ穴 るは 
契 丹 K 褐 、扶餘 、女眞 等の 諸 民族な 久扶餘 《 二 千年 前漢の 時代 (t 於て 今の 長 春の 西 
に 在る 農 安縣を 根據 して 松 花 江の 流域に 發展 した 7P ので 歴史には 戶數八 萬 其 
民は 宫室 倉庫 牢獄 等 あ 久方 二 千里を 領有す ^ あ久 彼等は 白 布を 着け 錦繡を 飾る 
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時日を 擇びて 祭典を 行 ^ 國中大 に會 して 歌舞 飮 食す 名け て迎 鼓 ' £ 云 ふ ' £ あ 彡 、之 
を 肅愼挹 婁の諸 民族に 比し 遙に 優等の 民族 穴 {しは 疑 ^ 無し。 此扶餘 は 北方 民 
族で 黑龍江 地方よ々 南下し 來穴 S 云 ふ說 ^ 西方 支那 本部に 近 S 塞 外よ 6 / 移住し 
來た 民族で 漢民族に 近 s 優等 人種 次々 ^ する 說 |> 久吾 人は 其 孰れの 可なる を 知 
ら次る 名滿洲 民族 中では 優等の 民族た るて ' £ は 明かな 力。 

次ぎに 起れ るは 漢末卽 ち 今よ {凡る 千 八 百年 前に 知られた る 高 勾 麗國な 多。 
當時漢 は 遼 河の 沿岸 今の 奉 天 附近に 至る 迄で、 其の 版圖 を擴大 し、 鴨綠江 沿岸 地方 
にあ々 て 名 亦た 朝鮮 ^ の 交通路 開け 居た 丸 時に 高 勾麗は 鴨綠江 沿岸 地方を 主な 
る 部分 ' £ して 建國せ し 名のな々。 此高 勾麗は 扶餘の 一派. な 力 ' £ 云 ふ說 あ. CS、 此扶 
餘 ^ -高 勾麗 € は 其 it 漢の 中葉よ i 其の 末期に 至る 迄 滿洲に 勢力を 有した る國な 
{其の 歷史名 頗る 長き 名の なれ ^ 免、 扶餘先 づ亡び て 高勾麗 次第に 境域を 鑛大し 
七 百年 間 南 満洲に 蟠居せ 丸 後、 高 勾麗は 漸次 朝鮮半島に 南下し、 今の 平壤を 都 ' £ し 
西 朝鮮を 支配せ 3 而名滿 洲に 於け る 极據は 依然 ^ A 後、 高 勾 麗國は 唐に 攻められ 
終に 滅 C: した} 之れ it 代は 6 て銶鞴 の 一族 粟 末銶鞴 なる ネの 渤海國 なる 名のを 


起した 丸を の 版圖は 鴨綠江 口よ {遠く 奉 天 附近に 達せ々。 然して 奉 天は 當時渤 
海國の 一州に して 远に 小なる 城市を なせ々。 奉 天は 元 明の 時代に 於て 瀋 陽 ' £: 稱 
したぅ しが >は渤 海の 時に 於て 瀋 州 ' £ 云へ るに 起因す る 名 のな 力。 渤海國 は 約 
三百 年位國 勢を 維持した 々、我 日本 ' £ の 交通 名 開け 居々 た {、 當時 我國冗 の 貿易は 
毛皮 其 他の 滿洲 物産 ' £ 我 絹布 ^ の 交換 あ々、 或は 特に 朝廷よ々 して 錢を 賜々 て購 
買せ しめられた る 等の 如きて ^ あ 多。 此 等の 關 係よ 力して 我國 に對 して H: 特に 
尊敬の 念を 表し ^ }。 然して 我が 朝廷に ては 每 十二 年に 一 囘來る 如く 指定した 
れをネ 、彼等は 絕 fe ず 其の 交通を 續 けたる 名の k 如し。 渤海に ては 又 東京 府を置 
き 穴>、て れは五 京の 一にして 其 他 南京 府を 今の 間 島、 卽ち延 吉廳の 附近に 置き 新 
羅 ミ 交通を 開き 穴  又鴨綠 江の 上流、 今の 輯安縣 よ 3 上方 帽兒 山の 附近に 西 京 
府を 置き 鴨綠 江に 通す る 路を 開き 朝貢 道 ^ 云へ々。 又 今の 南 潇洲鐵 道 附近の 開 
原よ 々東に 長く 連る 長嶺の 地方に 長 嶺府あ 力て 營州 道 ' £: 云へ 3。 營 州 ' £ は 今の 
錦 州の 西北に 在. る 朝 陽な 3。 而 して 更に 北に 一路 あ 多て 扶餘府 よ々 西の方 契 丹 
に 名 通せ々。 其の 他 五 京 中の 中京 府は松 花 江の 支流 輝發 河の 沿岸 地方に、 上京 府 
第二 編 人文地理 S 革}  蓋 


第二 編 人文地理 (沿革)  五六 

は 昔の 肅愼の 據れる 舊址 の邊に 置きた > 。斯く 渤海は 南北 満洲に 亘} て 大國を 
形成せ る 名 遂に 契 丹 起 3 て 其れに 滅さ る、 所 ^ なれ AO され ^ 其の 民族 tt 依然 
舊地 に 居々 て 契 丹の 治 外に 立ち居 穴 30 當時黑 龍 江 沿岸 三 姓を 中心 ' £ して 黑水 
銶轉 北滿に 勢力を 張 3 た 3 契 丹は 後 魏の末 頃よ 3 遼 西よ 3 蒙古に 至る 【 帶の地 
に 軎 居し 當 時の 營州卽 ち 今の 朝 陽 方面に 南下し 一 部は 直隸省 方面 ir 活躍し 又 遼 
河 方面に 名 南下し 一時 満洲 南北に 勢力を 張力 穴 力、 而名蒙 古の 突 厥に 常に 苦 めら 
れ ^ A 契 丹は 突 厥 ' £ 同 b く 遊牧の 民なる 7P、 此民 族よ A 阿保 機なる 名の 出で 契 子 
の 諸 部落を 統一し 滿洲の 諸 族を 征 伏し 儼 然 ^ 遼國 次る ものを 建て 滿洲一 帶に威 
力を 振 ^ して ' £ あ 丸 然して 契 丹の 衰へる ミ 共に 渤海國 人 ^ 同族 , £ 稱せら る、 女 
眞なる 民族は 金國を 建てた々。 金國は 八 百年 前に 起} 穴る 國に して、 今の 哈爾賓 
の 傍なる 阿什哈 、又 阿勒 楚喀 城の 南方に ある 白 城に 都せ 30 此女眞 は 渤海國 人 ' £ 
同一 衣る 滿洲 種族に して 白 城 附近よ々 東南 咸鏡北 道 邊まで を、 其 領域 ^ せ 3 〇其 
後 阿骨打の 時に 到 多 て 西の方 契 丹. 遼 國を滅 し、 更に 宋を 打破々 て 支那 半分を 4 併 
せ領 する に 至々 穴れ ^ 名 後百餘 年に して、 蒙古 種族よ 々起れ る 元に 亡ぼされ S 洲 


は！ 時 元の 支配す る 所 ^ 在れ 久元は 行政 廳を 今の 遼 陽に 置き 穴  元 滅びて 明 
ミな {明 C びて 淸朝 it 至 {た 多 しが、 元 明の 間に 於て は 滿洲 族は 頗る 退步の 時期 
苁 {しな {。然して 明の 末 満洲 族た る 淸朝卽 ち 愛親 覺羅 氏の 起れ るは 奉 天の 南 
を 流る、 渾 河の 上流 地方に して、 元の 高 勾麗の 起れ る 土地の 一部分 次}。 古代よ 
力 滿洲に 興廢せ る 民族 ^ 其國 々は 槪ね 上述の 如し。. 

滿洲に 對 する 支那 本國の 消長 ' £ 瀧洲に 於け る 漢人 種の 盛衰の 跡を 尋ねる に漢 
人種 ' £ 満洲 ^ の 交涉は 三千 年 前よ 多 開け 居 {たる 名の、 如し、 卽ち殷 の 時 箕子朝 
鮮に 走る ^ あ 丸 其 後 又 燕の 時 衞滿在 る 名 の 朝鮮に t 命し 箕 子の 子孫を 追 ふて 自 
ら 王 ^ 在} して ' £ あ 丸 是等箕 子 衞滿の 徒が 満洲 ' £ 幾何の 關 係を 有せし かは 明か 
なら 次る 名、 少 く ' £ ネ 満洲を 通路 ^ し ^ るは 事實な {秦の 始皇は 長 城を 關 外に 置 
き遼 東を 境 ^ し •た 3、 當時幾 萬の 賦役に 從事 せし 漢人 種が 滿洲比 相 當の關 係を 有 
したる tt 爭 ふべ から 次る 事實な 6/、 漢の武 帝は 四方を 經 略し 終に 師を 出し 朝鮮を 
征畧し 朝鮮に 四 郡を 置き 久しく 朝鮮を 支配し ^ 丸 此時其 通路 ^ 名 滿洲は 固よ 多 
栢當の 交渉を 有した {、又 高 勾麗は 満洲に 於て 屢々 燕 及び 漢魏に 苦め られた 力、 是 
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等の 歷史 に考 ふる 名 满洲が 夙に 漢人 種 ^ 交 涉あ {しは 明かな. 〇； 而 名 漢人 種は 滿 
洲 に 對 しては 朝鮮に 對せし 程の 熱心 ' £: 興味 '! £ を 有せ ^ 々 しもの、 如く 從 5 て特 
殊 の根據 地盤 A 築きた る 跡を 見ず、 殊に 後漢以 來東晋 時代は 支那 其れ 自身が 不振 
に陷 3 しを 以て 自ら 滿洲 方面に 力を 張る 餘 力無 加 多き、 然るに 隋の煬 帝に 至々 邊 
彊の 兵を 出し 遼 東の 高 勾麗を 征伐し 唐の 太宗又 兵を 满洲に 出し 契 丹を 伐ち 滿洲 
に 威武を 張  るて ' £ あ 九 又 唐の 大宗 及び 高 宗の時 新羅の 乞を 容れ大 軍を 出し 
て百濟 を t し 次で 高 勾 麗を滅 し ^ 6# 此際 滿洲は 全く 漢人 種の 馬蹄の 踩鋼 する ^ 
姿せられ 穴るな 多、 其れょ々 千餘 年間滿 洲は滿 洲 族た る遼 ^ 金 ' £ の爭奪 地 ' £ 次} 
穴{、 尤名此 間 漢人 種た る宋は 金を 助けて 遼を 伐ち、 金は 宋 人を 迎 ¢2 て 政治を 行； 5 
し 等の 事あ久 其 後 蒙古 族の 元 起  >  宋 は 元 ' £ 共に 兵を 合せて 金を 亡した. OS、 而 7P 當 
時宋 は滿洲 に大次 る 勢力 tt 張 3 得 次 3 し 名の、 如し、 明 時代 ' £ な夂 明は 元を 伐ち 
遼東を 陷れて 一時 満洲を 統 I したる' 多くの 力を 满洲に 用 ゆる 能は 次 {き、 斯の 
如く 満洲は 古代ょ  >  漢人 種の 侵略 あ {交渉 あ 丸 爭 奪 !) 3 し 7P、 漢人 種は 朝鮮 征伐 
の 通路 ^ なし、 又滿洲 族の 跋扈を 牽制し、 支那 本部への 侵入を 防 ¥ し S の 事に して 


多くの 力を 滿洲に 用 a し 跡 無く、 要するに 満洲は 邊 境 ^ し北狄 の 地 ' £ して 餘> 多 
くの 力を 注が 次々 し 名の、 如く、 從 ぅて 満洲は 古 來滿洲 族の 滿洲に して 漢人 種の 
滿洲に は あら ^ 3 き、 固よ A 満洲 族の 間に 漢人 種の 血 名 交せ {居々 しは 明かに し 
て 又 満洲 南部の 沿岸には 古代よ 3 夙に 漢人の 移住せ る あ， 0 N、 遼 河の 西部 及び 吉林 
方面には 相當 漢人 種の 移住し 來 {開墾に 從 事し 居、 多して ^ は 爭 3 ベから 次る 事 
實なる 省、 其 勢力は 頗る 微々 たる 名の 次 3 き。 

李朝の太祖は滿洲を平定して都を瀋陽卽ち奉天に典め更に北上して明を亡1 
支那を 統一す る や 都を 北京に 遷 した 丸從 3 て滿洲 族の 重ネ次 るネ のを 率いて 北 
上し 滿洲は 殆仑空 虛 ^ な々 穴^ N、 而名 滿洲は 淸朝 發祥の 地なる を 以て 之を 封禁 地/ 
ミ なし 漢人の 移住を 防ぎ たれば 満洲は 益々 荒廢 無人の境 ^ なれ々、 然れ 此封 
禁 時代に 於て 名 長 春を 根據 冗 し 農 安 縣寧古 塔、 雙城子 及び 松 花 江 沿岸には 漢人 種. 
移住し 相 當開聖 5 れつ、 あ 3 た {其れよ {下ぅて 咸豐 年間 ^ 長髮賊 の亂起 } 支 
那全省 騷亂を 極め たれば 淸 庭の 滿 洲に對 する 取締 名 自然 行は れ^; るて ' £ ゝな々 
山 東 及び 直隸省 方面よ々 漢人 種 tt 何等 顧慮す る 所 無く 踵を 接して 滿洲に 移住し 
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古來 開かれ 次る 肥沃の 土を 開墾して 農業 起々 各地に 市を 成す に 至 丸 满洲は 漢人 
種の 手に 依 力て 開拓され、 肝心の 蘅洲 族は 殆仑 滿洲に 何等の 勢力を 有せず、 其 人口 
ょ 3 言 ふ％ 純粹 の潇洲 族は 日に 跡を 絕ち 僅に 琿春吉 林 附近を 初め 松 花 江 沿岸に 
散在す るに 過ぎず 滿洲は 旣に 満洲 族の 満洲に あらず して 漢人 種の 満洲 ' £ 云 ふ 形' 
勢を 呈す るに 至 多 ^ 力。 

然して 北滿 州に 於て は 數 百年 前ょ 〇, 旣に 露國 人の 侵入を 見 允 力、 卽ち 西洋 紀元 
一千 六 百 五十 年頃 露 人 ハ パロ フ將軍 西 比 利亞を 征伏 する や、 漸次 南下して 黑龍江 
方面に 侵入し 來 6/ 穴 久 淸國は 邊 境の 兵を 以て 之を 防がん ミし 穴る 名哥薩 克の懔 
悍に 敵す る 能は ず 露國 人は 益々 北滿に 勢力を 展ば し ^ > 、露國 は 千 八 百 四十 七 年 
ムラ グィ ー伯を 以て 東部 西 比 利 亞總督 に 任 b 益 南下の 政策を 取 {ム 氏は 淸廷に 
迫 {て 愛琿條 約を 締結し、 黑龍江 左岸 (卽 北岸) を總て 露國の 有 ' £ なし、 黑龍江 左岸 it 
住する 淸國 人は 三年 間に 右岸に 轉 居すべき を 約した 3 然して 露國は 千 八 百 六十 
年に ィグ ナチ ーフを 北. 京に 使は し 北京 條約 ^ 依 {て 更に 沿海州 一帶 を露領 S な 
し 千 八 百 七十 二 年には 浦鹽 港を 占領して 此 に 露國 海軍の 根據 地を 定め、 露國 の. 東 


方經營 益々 發展し 千 八 百 九十 六 年の 條約に 依} 西 比 利亞鐵 道を 延長して 東淸鐵 
道を 布 設し北 滿洲を 縦貫して 長 春 迄 南下し 來丸 沿線に 露 人の 都 m を 築き 殊に 哈 
爾賓 には 露 人の I 都市を 建設して 滿洲經 略の 根據を 堅く せ 丸 露 人は 斯 くして 南 
/满洲 一 帶に 南下せ ん ^ せし 時偶々 日 淸戰爭 起々 た 3。 

日 淸戰爭 は 我 日本、 & 朝鮮に 於て 支那の 勢力 ^ 衝突し 終に 明治 二十 七 八 年の 戰 
役 ' £ 次 j 穴るな 3、 我 日本軍 tt 朝鮮に 於け る 支那 兵を 追 ふて 滿洲に 入 3 奉 天 方面 
迄 支那 兵を 追撃し 更に 旅 順を 陷れ遼 東半 島を 占領し、 將 に長驅 して 北京を 衝かん 
e せし かば、 淸國は 終に 屈伏して 和を 乞 ふに 至 多た 力、 於此 明治 二十 八 年 四月 故 李 
鴻章 講和 全權 公使 ' £ して 我 日本に 來力 下の 關に 於て 講和 條 約を 締結 L た 多、 其條 
約に 依 {て 我 日本は 奉 天 省の 南部 卽ち遼 東半 島の 地を 淸國ょ i 割受 すべき 權利 
を 獲得した 丸 然るに 露 獨佛の 三國は 突如 ^ して 橫合 から 顔を 出し 遼東 半島を 淸 
國に 還付すべき を 我に 迫 3 た 丸 其 理由は 日本が 遼東 半島を 領有す るは 淸國の 首 
府 北京を 危 3し且つ朝鮮の獨立を危加らしめ、東洋の平和を害す ^ 云ふにぁ{其 
ミ 同時に 此 三國は 東洋 艦隊を 日本海に 浮べ 示威運動を 行 5 て 我を 壓 迫した > 於 
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此我 日本 政府は 一旦 占領せ し遼 東半 島を 還付す V く餘儀 無くされ 五月 五日 遼東 
還付の 囘 答を 該三國 に 發し 漸く 事 無き を 得 ^ ^ N、 而 名我國 上下は 怨を 呑で 三國の 
橫 慕 ^ 淸國 の老繪 t を 憤激し 臥 薪甞膽 今日の 怨に酬 ゆ べき 機會を 待つべく 餘 儀. 
無くされ ^ }。 

此に 奇恠 なる は 露國な 3、 露國 は獨佛 S? J 共に 東洋 平和を 名 ' £ し 我 國に迫 ま 力て 
遼 東を 淸國に 還付せ しめ 衣が ら 、淸國 に說き 其 翌年の 明治 二十 九 年 九月 遼東 半島 
の 旅順大 連を 淸國ょ 々租借せ A 其 折衝の 任に 當 <v しは、 露國 側は 駐支 公使 カシュ 
丨 伯に して 淸國側 は 李 鴻章次 丸 此際 露國は 南滿洲 鐵道布 設權を 冬 併せ 獲た 之 又 
た滿洲 'に 於け る淸國 軍隊の 訓練 ^ 淸國 警察の 監督 權をネ 把握した {彼れ 露國の 
暴狀は 實に 言語に 絕 し我國 朝野は 切歯して 彼の 暴狀 不信を 怒 3 併せて 淸國 政府 
の 不屈 至極の 振舞を 憤々 しネ 、我 政府は 敢然 ' £ して 之に 抗議す る 勇氣 無く 露淸兩 
國の爲 すま、 に 任せ 穴 力、 « 國 は 更に 進で 淸國 政府に 折衝の 結果 遼東 半島 全部 租 
借の 追加 條 約を 締結し 満洲の 統治 權を 4 獲得した々 、時に 明治 三十 一年 四月 次. Os 
露國 K 旣 に 支那に 對し 傍若無人の 行動を 取る {r 至 {しか ば 英國は 威海 衞を 租借 


し、 佛國は 廣州灣 を 租借し、 又獨 逸は 膠 州 灣を 占領す るに 至久 各國爭 ふて 淸國內 に 
暴威を 振 ふに 至} た 多、 露國は 益々 暴威を 逞 3 して 満洲に 於け る 支那の 主權を 無 
視し 満洲を 全く 自國の 領土の 如く 取扱 ふに 至 {しか ば、 日英 同盟 成立し 日英 協同 
して 露國に 迫 {露國 をして 淸國に S し 満洲 還付を 誓は しめた 丸 時に 明治 三十 五 
年 三月な 3、 然るに 露國は 其 翌年に 至 力て％ 滿洲 還付の 誓約を 實行せ 次る のみな 
らず 南滿鐵 道を 完成せ しめ、 益々 兵を 增し 諸般の 設備を 盛に し 満洲に 於け る根據 
を 堅く する のみ 次らず 更に 軍隊を 韓國內 に 入れ 鴨綠 江の 森林を 伐採し 龍巖 浦に 
露 兵の 駐屯を 見る に 至 A 露國の 威力は 韓國を ネ壓迫 せん ' £ する に 至} ^ 、 夕、 於此 
我 日本 政府は 最早 狐疑逡巡す るを 許る さず 斷乎 たる 決心を 以て 露國に 抗議し、 韓 
國內の 撤兵 ' £ 滿洲に 於け る 誓約の 實 行を 迫. >  穴 丸 而ネ 露國は 我 ct 耳を 假さず 、自 
ら爲 さん ' £ する 所を 爲 して 11 らず、 益々 朝鮮に 手を 延ばし 韓廷を も 左右 せん ' £ す 
る 形勢 ' £ な々 ^ れ ^ 我 日本 も 愈々 奮然 ') £ し. て 起ち 露 國に對 し國交 斷絕を 通告し 
た 丸 時に 明治 三十 七 年 二月 六日な 丸 我 日本は 國 交斷絕 を通吿 する ' £ 共に 仁 川 沖 

a 於て 露 艦 7 リャー クコ レ ーッの 二 艦を 撃沈し 日露 戰爭の 火藎を 切 3 穴 丸 次で 
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我 艦隊を して 旅 順を 奇襲せ しめ 敵の 心 膽を 寒から しめた 丸 日露 戰爭は 翌年に 涉 
力し が、 我 日本軍は 連戦連勝 朝鮮に 於け る 敵 兵を 追 ふて 満洲の 山河に 轉戰し 奉 天 
に 於け る 百 萬の 敵 兵を 長驅 して 北潇に 追 a 詰め 一方 難攻不落 ' £: 稱せし 旅 順を 陷 
落せし め 日本海に 婆羅的 艦隊を 迎撃して 殲滅した 之 露 軍は 長 春 以南 ^ 影を 止め 
次る it 至 3 流石 橫 暴を 極めし 露國 4 終に 屈伏し 時の 米國 大統領 广丨ズ ベルト 氏 
仲裁の 勞に當 {米 國ボー ツマ ス it 於て 兩 國全權 公使 (日本ょ} 時の 外務大臣 小 村 
壽太郞 駐米 公使 高 平 小 五郎を 全權 公使 ^ し、 露國 ょ- CN tt 時の 大藏 大臣 ウィ ツテ伯 
及 駐米 大使 ロ ー ゼンを 全權 委員 ' £ し) 會 合し 三 週間 十三 囘の交 涉を經 て 終に 講和 
條 約を 締結した 3、 所謂。 ホ ーツマ 又 條約是 な {卽ち 明治 三十 八 年 九月 九日な {き 
其ポー ツマ ス條約 中 滿洲に 關 する 重 名なる 名 の 二三を 左に 示さん 0 
一  日露 兩國は 互に 左の 事項を 約す。 

一、 遼東 半島 租借 權が 其效 力 4* 及ぼす 地域 以外の 滿洲 i り 全然 同時に 撤兵 マる、、 と 
1 1、 前記 地域 4* 除く  0外 占領 又は 監理 *t£ る滿洲 全部 4- 淸國に 還 附する こと 
露國は 淸國の 主權 4* 信 害し、 又は 機會 均等 主義 i 相容れ ざる 何等 領土 上の 利益 又は 優 
先 的 若く は專屬 的讓與 4- 滿洲に 於て 有せざる、/ とか聲明す〇 


日露 兩國は 淸國が 滿洲の 商工業を 發 逢せ L むる 爲め 、列 國 |- 共通マ 5 】般の措置か執 
る！ I 方り、 之な 阻 礙せざ る ことな 約す。 

三、  露國は 淸國の 承諾 4* 以て、 旅 順 口、 大連 M 1- 其 附近の 領土 及 領水の 粗 借 權及該 租借 
權 11 關聯丄 、又は 其 一部を 組成す る I 切の 權利 特權及 讓與を 日本 II 移 轉讓渡 す、 露 
國は又 前 租借 權が效 力を 及ぼす 地域 II 於け る I 切の 公共 營造物 及 財產か 日本 11 
移 轉讓渡 す。 

兩國は 前記 規定！ i 係る 淸國の 承諾 4. 得べ ^ 、、 とか 約す。 

日本は 前記 地域 1- 於け る 露國 臣民の 財 產權が 完全に 尊重 せらるべき か 約す。 

四、  露 國は县 春 (寬城 子) 旅 順 口 間の 鐵道及 其 一切の 支線趑 1- 同地 方に 於て 之に 附屬す 
る 一切の 權利 特權及 財産 及 同地 方 1- 於て 該鐵 道 1- 屬 L、 又は 其 利益の 爲 に 經營せ 
らる  '一切の 炭坑を 無償！ 2 て 淸國の 承諾を 以て 日本 1- 移 轉讓渡 マ。 

五、  日露 兩國 は滿洲 II 於け 5 各自の 鐵道か 全く 商工業の 目的 1- 限り 經營 し、 決して 軍 
略 上の 目的な 以て 經營乜 ざる こ とを 約 マ。 

該制限 は遼 東半 島 粗 借權が 其效 力 4- 及ぼす 地域 1- 於け る鐵 道 1- は 適用せ ず。 

六、 日露兩國は交通及運輸 4» 增進し、且之か便易ならしむるの目的 4« 以て其接續鐵道 
業務 4* 規定せ んが爲 め、 成るべく 速、 p に 別 約 4- 締結すべし。 

七、  露國 は薩 哈鋰島 南部 及 其 附近 LL 於け る 一切の 島嶼 竝に該 地方に 於け る 一切の 公 
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共 營造物 及 財産を 完全なる 主 櫂と 共 LL 永遠 日本 1- 讓與 す、 其讓與 地域の 北方 境界 
は. 北緯 五十 度と 定む。 

此 日露 戰爭の 齎し穴 る ポウッマ クス 條約に 依 3 露 國の南 滿洲に 有せし 權 利は 
凡て 我 日本に 繼承 する 乙 ' £: ゝな '遼東 宇 島の 租借 權 、南 滿鐵道 及撫順 炭坑の 讓與 
を 受け 穴 丸 然して 露國 ^ は 長 春を 境 ^ し 長 春 以北は 露國の 勢力圏 ' £ な々、 長春以 
南は 日本の 勢力圏 £ 定められた 3、 於此曩 に H 淸戰爭 .の 結果 我 手に 歸せし 南滿洲 
は三國 干渉に 依々 て 露國に 奪 a 去られし が、 十 年後の 日露 戰爭に 依 多て 再び 我に 
奪 a 還す を 得た {、其 後明. 治 四十 二 年米國 々務卿 ノックス 氏に 依 {て 滿洲鐵 道中 
立說を 各國に 提議され たる 7^ 日露 兩國の 之を 聽か次 る 爲め 立ち 消 ' £ な {た 丸 其. 
れ よ 多 明治 四十 三年に 至 {朝鮮は 我 日本の 併有す る 所 ^ な {完全に 日本の 領土 
に 歸し穴 る 結果、 満洲 it 於け る 我 根底は 益 堅固 ' £ な 丸 終に 大正 四 年 六月 我 大隈內 
開の 時 南 満洲 及び 東部 蒙古に 關し日 支 間に 新條約 締結され 遼東 半島の 旅 順大連 
の 租借 期限 ] M に 南 滿鐵道 及 安 奉 線に 關する 期限を 九十 九 箇年に 延長し 又 商租次 
る條約 結ばれ 日本 臣民は 南 満洲 各地に 自由 (r 居住し 土地を 租借し 建物を 建設し 


自由に農商エ業に從事するを得るてミ^次丸滿洲に於ける我權利は伸張し我日 
本の 施設 事， 業は 日に 發展 し、 南 滿洲は 旣に 漢人の 滿洲 にあらず、 又 露 人の 滿洲に あ 
らず して 日本の 満洲た らん ' £ する 感ある は 喜ぶべし、 然して 歐洲 戰爭の 結果 露國 
の動亂 '£ な力、我日本軍の.西比利亞出征 '£ な3し結果、從來露國の勢力圈 ,£ して我 
日本の 活躍を 許る さ 次 力し 長 春 以北の 北満 地方 ネ 漸次 我 日本 勢力の 伸展 擴充す 
る 所 ' £ 在 力、 南北 滿洲六 萬 方里の 大 平原 到 處に我 日章旗の 飜るを 見る に 至る は 吾 
人の快心事 ^ する所 ^ }。 

第二 章 民族 

満洲の 民族は 古 來滿洲 族 ^ 漢人 種 ' £ の 二種 族 あ 丸 満洲 族の 中に 名古來 種々 の 
部族 あ 丸 日く 肅愼 、日く 挹婁 、日く 烏桓 、日く 鮮卑 、日く 扶餘 、日く 契 丹 B く秣鞴 、日く 女 
眞 、日く 高勾麗 日く 何， 此中 史上 比 最 名 著は る、 は 肅愼 、扶餘 、秣鞴 、女 眞、 契 丹 •高 勾麗な 
々，史 には 挹婁は 肅愼の 後 (r して 銶鞴は 挹婁の 後 次  あ 丸 高 勾麗は 扶餘の 部族 
な 稱せら る •又 女眞は 隸鞴の 別種 衣 3 ^ 稱せら る、 是等 民族 中高 勾麗は 南滿洲 
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よ々 朝鮮に 亘办 ての 大國 を 興し、 銶鞴は 渤海國 を 起し， 契 丹は 遼國を 起し， 女 眞は金 
國を 起し 各々 蒲洲に 雄を 唱へた {、然して 長 白山の 西 麓に 起つ て 滿洲を 統一し 終 
に 支那 四百 餘洲を 統一した る 淸朝は 愛親 覺羅 氏に して 愛親 覺羅 氏は 女眞 ^ 同族 
な々 ^ 云 ふ說ぁ 々、支那 歷朝は 蒲 洲を東 胡 北 狄の蠻 '族の 地 ^ し、 漢人 種は 滿洲 族を 
卑みた 6 ノ、 而ネ 滿洲 族よ 力 起々 し遼及 金の 如きは 支那 本部に 侵入し •金の 如きは 一 
時 支那を 統一し 支那 全土に 君臨した 3、 又 満洲 族の 高 勾麗は 滿洲 £ 朝鮮に 雄視す 
る こぞ 一千 年 以上な々 き、 満洲 族は 漢人 種に 比し 文化の 程度は 遙に 及ば 次る A 決 
して 文化を 理解す る 能力の 無き 蠻族に は ぁら 次るな ネ殊に 愛親 覺羅 氏よ 力 出で 
し乾隆 帝の 如き a 支那 歷朝 中の 天子に 比し 少し ネ 遜色 無き のみならず、 最名 傑出 
せる 人物 ^ 々 しは 彼の 事跡の 證明 する 所な 久滿洲 は 斯の 如く 各種の 滿洲 族の 生 
息せ し 所なる' 其 人口は 古來 極めて 稀薄に して 愛親 覺羅 氏の 起々 し當時 满洲族 
S しては 五十 萬內 外を 出で 次る Y し ' £: 觀測 せる 說ぁ丸 漢人 種は 古代よ {满洲 を 
屢々 征伐した るて ' £ ぁ 多、 且つ 遼 金の 時代に tt 滿洲 族が 支那 本部に 侵入せ し ^ 共 
に 1 人種 4 吏 ^ な  >  又 商工業者 ^ して 滿洲 R 入 多 込た る 者 多し、 且つ 長 春 方面よ 


{松 花 江に 亘^ N  ! 帶及び 遼 河の 西 it 漢人 種の 移住して 農業を 營 みし 名の 相當の 
數に 達せし 跡 ある ネ、 是又百 萬を 出で 含 {し 模樣な ♦、清朝 ' £: な {满洲 を 封禁 地 ' £: 
して 漢人 種の 満洲 移， 住を 防 ¥ し 結果 漢人 種は 一時 満洲の 東南 部に 跡を 絕つに 至 
々し 名、 清朝の 中頃よ i 禁封令 弛み， 漢人 種 漸次滿 洲に 增殖し 長髮賊 の亂以 後漢、 
難を 避けて 滿洲に 移住す る 名の 益々 增 加し 今日 滿洲の 人口 一千 五 百 萬 ' £ 稱せら 
る、 大部分は 漢人 種に して 純粹凉 る滿 洲族ぞ 稱す べき 名のは 吉林 方面に 根據を 
有する 滿洲八 旗 族を 其 主なる 名の ' £: し 松 花 江 沿岸を 初め 琿春 地方 it 散在せ る も 
のを 併せ 恐く 五十 萬を 出で ^ るべ し、 故に 今日の 滿洲は 漢人 種の 住 地 ^ 見て 可な 
>、 然して 今や 北よ 3 露國人 南下し 來 {て 北滿に 活躍し、 南よ {日本人 北進して 南 
滿一帶 tt 發展 し、 朝鮮人 又滿洲 に 入々 込む i の 年々 其數を 加へ つ、 あ}。 

第三 章 戶  口 

東 三省 卽ち 南北 滿洲に 於け る 支那 人戶口 a 未だ 精細の 調査を 了す るに 至らず 
千 二百 萬說あ 3 又 千 五 百萬說 あ々 其 何れが 正確なる を 知らず、 今 其最名 信に 近き 
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調査に 據る に大約 左の 如し。 
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元來 支那仅 て H 住民の 戶籍 調査なる； の 次 けれ ^ 名今假 多 に 前表の 滿洲 人口 
千 五 百 萬說を 採用して 考 ふる 時には ' 方哩の 人口 僅かに 三十 五 人に 過ぎず して 
之れ を 滿洲全 體卽ち 三省の 面積に 比較 すれば 大約 次 ¥ の 如き 結杲を 見る。 

奉 天 省 一方 里に 付き 四 六 六  吉林省 同 三〇〇  黑龍江 省 同 五 七 
要するに 滿洲 人口の 最名 稠密なる 地方は 遼河 低地、 遼東 半島， 吉林 南方 j 帶及び 
各府城 附近、 鐵道 沿線 等な す。 而 して 其の 最 4 稀薄なる は 興 安嶺の 走れる 黑 
龍 江 省の 西北 部 及び 露領 近接の 地域に して 茫 々數十 里 I の 村落を 認 .め 次る 所 さ 
へめ 力 其 大部分は 無人の 荒野な 力。 
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今 南 潇洲に 於け る 日本人 支那 人 及各國 人の 最近 統計を 示せば 左表の 如し。 


(大正 七 年 七月 都督 官房 文書 課 調査) 
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一內地 人 1- は 陸海 軍隊 瞥內居 主の 軍人な 計上せ ず 

一 牛莊及 安東に 於け る 領事 it 管內の 支那 人竝 外國 人は 新甫 街 居住の ものの みな 計 
上す 

一又 朝鮮人は 此表 以外 滿洲 奥地の 各地 1- 散在す ^ 者を 擧れぱ 十 萬 以上に 達せん 
一 此表中 奉 天 初め 各地 支那 人の 戶口 意外 じ 少き は滿 鐵附 屬地內 居住者の みな 擧げ 
? : れ •は tc り 

前表の 如く 南滿洲 各地 方 中 現在 在住の 日本人の 最名 多き は 大 連の 四 萬 七 千 四 
百 八十 人に して、 撫 順の 一 萬〇〇 二十 一人 之れ に 次ぎ 旅 順の 九 千 五 百 三十 五 人、 奉 

第二 編 人文地理 (戶 口)  七三 


第 11 編 人文地理 (戶 口)  七 四 
天の 七 千 三百 三十 二人 其の 他の 土地は 何れ％ 五 千 以下 在え 而毛是 れ官署 の戶口 
調査 表に 現 はれた る數に して 實數は 二割 乃至 三 割の 增 加を 見る、 支那 人 在住者の 
最ネ 多き は 貔子窩 の 十一 萬 五 千 六 百 七十 六 人 及び 普 蘭 店の 十一 萬〇七 百 八十 人 
にして 大 連の 十 一 萬 七 千 五 百〇七 人 等に して 他 K 之れ に 及ばず。 外國 人は 旅 順 
大連 、奉 天、 長 春 等に 在住す るの み ^ して、 其の 數 三百 餘を 出で ず。 • 


今 南 滿洲に 於け る 明治 三十 八 年 以來の 各 國人戶 口 累年 比較 表を 左に 示さん。 
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以上は 主 ^ して 南 滿洲讧 於け る 統計に して 北 潇洲に 於け る 統計は 完全なる ネ 
の 無き を 以て 揭載を 見合 tf したる が、 支那 人の 戶口は 前に 揭げし 吉林黑 fi 二 省の 
內戶口 表に 依^ N て 略 ® 推知す るを 得べ く、 我 日本人の 北潇 在住者は 哈爾賓 の 二 千 
人を 首位 ^ し吉 林の 三百、 双 城堡の 百、 海 拉爾の 二百、 滿洲 里の 三百、 琿 春の 百 五十、 其 
他 東 淸鐵道 沿線 各地に 十 人 乃至 五十人 位づゝ 散在し、 松 花 江 沿岸 伯 都訥、 寧 古 塔、 三 
勉の 各地に 數十 人位づ ゝ 散在せ るを 以て 五 千 人 以上に 14 達すべし、 而名其 半數は 
婦女に して 此 婦女の 多く tt 賣春婦 な 聞いて は 誠に 赤面の 至々 な久而 名 今囘 
の 西 比. 利戰に 依々 我 實業家 $ 漸次 北進し 北 滿洲に は 益々 我 邦人の 增加を 見る ベ 
し ' £ 思は る、 北满洲 の谷國 人 ^ しては 卽 ち露國 人が 其 主にして 哈爾賓 丈で 名 五 萬 

第二 編 人文地理 (戶 口)  七 五 


第二 編 人文地理 (言語 文字)  七 六 

を 算す其 他東淸 沿線の 各驛 及び 海拉爾 、滿洲 里の 露國 人を 合算せば 十 萬に 達す Y 
し、 露 人の 外 西洋人 ' £ しては 英佛米 獨の各 國人實 業 家 ^ し 又宗敎 家 ' £ して 哈爾賓 
を 中心に 各地に 散在せ る 名 其數五 百を 出で 次るべし。 

第 四 章 言語 文字 

搴 

現在 満洲に 住する 支那 人は 大部分 漢人に して 満洲 八 旗の 遺族を 初め 琿春 方面 
には 純粹の 滿洲人 多少 殘存 する 味、 漢人 ' £ 同 b く 支那 語を 使用し 滿洲 特殊の 言語 
文字は 殆を 使用す る 冬の 少し、 故に 滿洲 語 ^ 満洲の 文字は 殆仑 滅び 行きつ ゝある 
な 丸 從 ぅて 今日は 滿洲に 入 i て 満洲 語 ^ 満洲の 文字を 研究せ ん ^ する ネ今 日 tt 
殆んを 至難の 業 ' £ 云 ふべき 狀態な 6へ 満洲 文字は 其の 數三 十四 ^ あ々、 母音 字は 六 
字、 純 子音 字 H: 十八 字に して 他の 十文字は 支那 音を 表する 爲め 特に 定め 穴る 字 ' £ 
す、 言語％ 蒙古語に 似た る 所 あ 力、 又 文字 名 蒙古語に 似た る點 多し， 今ょ 力 三百 年 前 
滿人は 蒙古語の 文字を 採用して 變改を 加へ たるを 以て 一層 蒙古語に 似來 々穴々 
而 4 字形 蒙古 文字 ^ 同 b く 複雜に して 文字 相似 穴る 名の 多く 之れ を學ぶ 容易の 


業に あらず、 前に 名說 きし 如く 今日 殘存 する 純 满洲族 名 漢人の 敎 育を 受け 又は 漢 
人 ' £ 雜居せ る 結果 漢字を 使用し、 支那 語を 使用し つ、 あるを 以て 満洲 語は 殆仑廢 
語に 歸し 僅に 淸朝 時代に 建立され し滿漢 對譯の 碑文、 又は 商用 手形 等に 滿洲 字を 
見る のみ、 滿洲語 及び 滿洲 文字を 詳しく 知らん ' £ する 者は 欽定 滿漢 對譯を 見る ベ 
し、 斯の 如く 現在の 滿洲 には 満洲 語は 殆な 使用され ずして 支那 語の み 使用され つ 
つをるが、支那語は單獨語なれば其の語根語尾に變化するて ^ なく、單獨にして箇 
箇の 意味を 表示す。 古來ょ {我 邦に 傳 { ^ る 漢文 ' £ 略 ® 其の 配 語法を 同 b ぅす 
近時、 時文なる 4 の 行は れたれ 仑 4 之 亦 漢文 ' £ 大差な し。 されば 我が 邦人の 之れ 
を 學ぶは 語尾の 變 化を 伴 ふ 朝鮮語に 比して 比較的 容易 なれを 名 其の 發 音に 至つ 
ては 土地の 異なる に 隨 ふて 異るが 故に、 南方 語は 東方 又は 北方に 於て 通せ 次る が 
如き 不便を 免れず。 

支那人は1般に語學の才に長せるを以て露國が満洲に勢力を得し時は露語亿 
通ず る、 ^ の 多く 日本が 滿洲に 勢力を 得し 時は 日本語に 通ず る 名の 多し ^ 云 ふ 有 
樣に て、 露國が 滿洲を 占有せ し 時代は 各地に 支那 人收 容の學 堂を 設け 露語を 敎授 

第二 編 人文地理 si 文字)  七 七 


第二 編 人文地理 (言 震 字)  七 八 
せし を 以て 露語を 解す る 靑年兒 童 多く 又は 露 人に 使役 さる ゝ 支那 人は 其 & 吏 ^ 
る ' £: 會 ft 員 ^ る ' £: を 間は ず 自然 露 •語を 解す る 名の 多し ^ 云 ふ 有樣次 {き、 日露 戰 
爭の 結果 露國の 勢力 南潇ょ 3 驅逐 され 從 3 て 南満には； 自然 露語を 解す る 者 其 跡 
を 絕ち穴 る 名 北滿洲 一 帶殊に 東 淸鐵道 沿線には 露語を 解す る 支那 人 多し、 又 奉 天 
ょ々 北 B ct 達する 京 奉鐵道 沿線の 如きは 各驛 員を 初め 鐵道 it 關係ぁ る 支那 人は 
英語を 解す る 名の 多し、 日露 戰爭以 後 我國は 南 満洲 各地に 公學 堂を 起し 支那 人を 
收容 して 小 中 學の學 術を 敎授 する ' £ 共 it 日本語を 敎授 しつ、 ぁるを 以て、 支那 人 
の 子弟 ir して 日本語を 解す る $ の 漸次 增 加の 傾向 ぁ久又 鐵道會 社 及び 諸 會社商 
店 等 (It 使用 さる ゞ 支那 人は 自然 日本語を 解す るに 至る を 以て 滿洲の 支那 人 ir し 
て 日本語を 解す る ネの 日々 增 加の 傾向 1) 丸 而孓 支那 人は 由來 自尊心の 强き國 K 
な. るを 以て 生活 上 日本人 ' £ 關係 無き 一般 支那 人は 容易に 日本語を 學ばん 冗 する 
風潮 無く、 滿洲に 日本語を 普及す る tt 蓋し 容易の 業に ぁら 次るべし。 

第五 章 風俗 習 償 


滿洲は 淸 朝の 當初に 於て 封禁の 地た 力し 2 S は 旣に述 V たる ' £ てろ な^ N。 此 
の當 時に 於て 淸 朝よぅ 流謫 されし 漢人、 及び 山 東 直隸の 各地よ 力 封禁を 犯して 移 
住し 來 {し 4 のは 次第に 其の 數 を增殖 して 遂に 移殖 移民の 新彊を 開き 穴 力、 され 
ば 満洲に 於て は その 言語 文學 及び 其の 他の 風俗 習慣の 如き滿 洲人は 漢人 種 ' £: 自 
然 融合し 穴る 名の 多し、 殊に 封禁 開放 後に 於て 漢人 種の 移住す る 名の 多く、 今日は 
滿洲 居住 支那 人の 大部分は 漢人 種なる を 以て 漢人 種の 風俗 行は れ滿洲 人. ' £ して 
の 特殊の 風俗 ' £: しては 殆仑 見る を 得ず、 今 現存の 滿洲八 旗 又は 琿春 方面に 於け る 
純滿洲 族の 間 (r K 滿洲 族の 古俗 ' £ 思は る、 風俗 無き にあら 次る 免、 多く a 漢人 化 
して満洲族特殊の風俗を見る ^ ぞ難し’尤名支那人の辮髮及び服裝 ^ 其冠は滿洲 
人の 風俗なる 名 愛親 覺羅 氏が 支那を 統一す る や 此潇洲 風俗を 支那 全 省に 强行せ 
しを 以て 滿洲 風俗は 支那 全體の 風俗 ^ 化し 穴々、 冠婚葬祭の 如きは 支那 古來 よ} 
の 風習 慣例に して 滿洲 人 ^ しての 特殊の 習俗 ^ して 擧ぐ べき％ の 無し、 其 衣食住 
なぅ 其 他の 風俗は 滿 洲古來 よ々 の 特殊の 習俗 無き it あら 次る ネ大體 は 支那 全體 
S 大なる 差異を 見ず、 唯 其 間に 多少 滿洲 族の 遺風 古俗 往 々殘 A 居る を 見る のみ。- 
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4  iSi は 支那 本邦に 於て 見る が 如き 木造の 建築 殆 S く、 唯 S 木 支柱 等を 
木製に して、 之に 煉 S 又は 石を 交せ 粘土を 以て 外壁 ^ して S 或は 高粱の 殼を以 て 
蓋へ、 夕 支那 本部 又は 南 支那 地方に 見る 如き 白壁は 殆仑 見ず、 床下ょ 力火氣 を室內 
に 通 b 席を 温む るて ^ 朝鮮の 溫突ミ 相似た 3 室內は 土間に 高粱 殼を以 て 作 {し 
を 布け}、 然して 中流 以上に 於て は 凡て 次ぎの 如き 家屋の 構 fe を爲せ {。先 づ衡 
門を 設け 大門を 入れば 兩側に 門 房 あ 多て 物置 又は 使役 人の 居所に 定め、 室の 入口 
に當 3 て 土壁 あ 丸を の 表裏に 迎祥 なを 言へ る 吉祥の 文字を 記し あ 多。 門內は 普， 
通 左折して 客室の 備あ 3。 中 門は 所謂 閨門に b て 中庭 あ 力て 之れ を 院 匕 なす。 
南面して堂あ多其左右に在るを東廂’西廂 ^ 稱す正堂は上房又は正房 ^ 稱し家人 
の 居間 ' £ なす、 內 房には 男子の 客 H: 入る を 得ず。 

か  i  ® 上衣 下 衣の 二部ょ {成久 之に 用 ふる 地質は 綿布、 毛布、 麻 及び 絹布に 
して 富貴 者は 紗綢緞 等を 用 ひ、 冬期に tt 槪ね 毛皮を 用 ふ、 卽ち 男子の 服は 大袍 子 5U® 
跡 長) 大衫 a 破の) 襌子 (バボ )掛 子 g 套襌 (' 2 料へ 2 o± ¥ 肩兒 (_) にして 女子％ 殆 を 同 b 
く 袖 稍 寬短あ るの み 0  ノ 


食 物は 普通に 高粱を 主食物 冗し、 麥 粟又は 米を 食す、 之；^ 肉、 野菜、 乾魚 等を 副 
食物 ' £ す、 調理法は 多く 豚 油を 用 a 濃厚なる 名のを 喜べ A 又 盛に ^ ^ | を 食す るを 
以て、 一種 厭 ふべき 臭氣を 放つ。 

纏足 支那 人中 漢人 踵に 屬 する 婦女：^  I 般に 纏足す る 名の 多 含名、 滿洲 族は 
纏足を 行 a ず、 從 ふて 滿洲の 漢人 種に $ 比較的 纏足せ し 婦人 少し、 上流の 婦人 又は 
花柳界の 婦人に |> ら次れ ば 纏足せ る 者 少し、 支那 人の 履は 布、 藁、 皮革 等 に て 作 A 布 
にて作{たる％のは刺繡を施し «) 丸特に婦人用に多し。 

冠婚葬祭 满洲に 於て 現在 行は るゝ 冠婚葬祭は 支那 一般に 行は るゝ 名の ' £ 差 
異 無し 而 名冠禮 は 略して 行は 次る 名の 多し、 幼時 其の 頭 髮を惣 角に 結 び、 十三 四歲 
に 至々 初めて 辮 子に 網み 下げ、 帽子を 戴く、 又 女子は 四 五 歲ょ>  髮を養 a、 十歲 頃ょ 
A 披髮 € な 多 て包搭 をつ け、 十四 五歲を 以て 初めて 猝を揷 すに 至る、 頭上に 大き 次 
冠樣の 名のを 戴き 支那 本部の 婦人 ^ は 著る しき 異裝 ぁ久 近來 男子は 支那 本部 及 
南方 ' £ 同 b く辮 子を 切捨てた る 者 多き を 見る。 

婚 姻は 支那 人の 最ネ 重んずる ろに して、 又 費用を 要する て^！ 大な丸 貧 
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者 ' £ 雖 4 新郎よ 々新婦の 家に 結納 ^ して、 百兩二 百 雨を 贈ら 次るべからず、 故に 資 
產なき 者は 一生 妻を 娶る ミミ 能は ず、 されば 貧困の 靑 年は 妻を 迎ふる 資金を 得る 
爲めに 粗衣粗食 日夜 營々 冗 して 力行す る、 者 多し。 

婚姻は 仲人の 媒介に よ {て、 雙方兩 親の 間に 相談 略 tt 纒る € きは、 算 卜者を して 
其 吉凶を 占は しめ、 吉を 得れば 婚姻 初めて 成立す、 之を 合婚 ^ 稱せ 3、 後 男 吉日を 擇 
びて 女 家に 結納を J& る、 之れ を 放 定の禮 冗 稱す 、新 姑娘轎 入の 日 取 H 女の 家に 於て 
定むるを通例ミす，黃道吉日を擇 ^ 女の家先づ筵を張3て客を招じ、次で鼓樂者の 
一隊 先導して ffi 具 類を 男 家に 送る、 男 家は 之を 收 めて 中庭に 陳列し、 安 粧の禮 をな 
す、 安粧の 儀 終れば 男 家よ々 彩轎を .具へ、 鼓吹 勇ましく 女 家に 至る。 行列 其の 門に 
達する や、 門外の 人 交々 吉祥の 辭を 述べ 且つ 門扉を 叩く、 暫時に して 門扉 左右に 開 
き、 迎娶の 行列 肅々 ど して 入 丸 新婦を 迎へて 彩轎に 座せ しめ、 婦の 家を 出づ 、奏樂 初 
めの 如く 男 家に 向 ふ、 行列 門に 近けば ® 竹聲 々の裡 に 門扉 開か 芩彩轎 中庭に 入る 
や、 男 a 弓を 取 力て、 三度 天を 射る 之を 射 慈の 式 ' £ 云 ふ。 

新婦 轎 を出づ れば 、新郎 ^ 共に 香 案の 前に 至久 天神地祇を 交々 拜し 、次で 相 共に 


/ 


洞 房に 入 A 床に 上 3 て 相對し 杯盞を 交へ、 然る 後寢に 入る、 是れ卽 ち 1 口 so の 式次 力 
次 日 未明 男 家は 人を 遺して、 女 家の 門前に 至 {高 聲 に喜悅 の辭を 述べし む、 之れ そ 
の 女の ^ 良な 3 しを 表明す るネ のな 久 此日婦 家の 賓客 來久婿 家の 賓客 ^ 共に 筵 
に 侍し、 親疎 年齡の 序に 從 a て 盞杯の 献酬 種々 の禮ぁ A 貧困 者は 此の 禮に酒 を 用 
ひず、 新婦 •煙管に 煙草を 込め 火を 點 b て、 親疎 年齡の 順序に 從 ひ、 一々 之を 奉 b て 式 
を 終る。 後 二三 日を 經で、 婿は 婦を伴 ふて 婦 家に 至る、 之を IBIO pgo ^ いひ 九日 目に 婦 
の母自ら婿家に至力女を見る之を你 ^0 加 ^ 云ふ、又十八日目には婦家輿を送{て 
女を 迎ふ るを 接雙 九 ' £ 稱し 、一周 月 ^ して 又 女を 婦 家に 送る、 婦は 數日滯 在の 後 婿 
家に 歸る •之を ffio so 如 ^ 稱 す。. 

葬祭せ 亦. 大禮の 一にして、 哀毁禮 に 過ぐ るを 以て 孝 ^ なす、 此禮 は 寧ろ 形式 

に 流る、 の 弊 ぁ久卽 ち 死者 ぁる 時は j 家 擧て慟 哭す 、次に 床 側に 燈明を 點 じ 香を 

燒き酒 食膳 次 ^ を 供へ •父母の 喪には 喪服を 着す ^ くて 親族 慟哭の 間. に 入棺し、 死 

者の 生前 愛玩せ し 器物な ^ を棺 側 it 納む るて^ T 我國の 習俗 ' £ 異ならず、 棺槨を 厚 

くす るを 以て 禮 ^ 爲す、 滿洲の 如く 木材に 乏しき 地 -^ 於て 名 棺材を 選び、 且つ 其 構 
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造を 堅牢なら しむ 名 習俗な 久 通常 厚さ 七 八寸の 長方形の％ のを 造 力、 最 劣等の 物 
ミ 雖 ％、 四 五十 兩を 費す ^ 云 ふ、 入棺よ {送葬の 日に 至る まで、 棺 前には 香華、 燈明、 飮 
食 供養を 爲 し、 家族 知人 代る く 慟哭 禮拜 す、 普通の 家には 僧侶を 招か 次る 4 權門 
富家は 注々 道士 僧侶を 招き 誦經 する て ^ 名 |> 久滿洲 に 於て は 喇嘛 僧の 招かれて 
代る  <  誦經 する 奇習 あ {之を 接 三 ' £ 云 ふ、 棺 《 久しく 家に 止む るを 以て 名 # ' £ 
す、 故に 久しき は 一年 以上 4 家に 安置し 後に 野に 殯す、 送葬の 時刻は 早晨 にして、 其 
行列 順序は 素よ々 一定せ ず ' £ 雖气 旗幟、 燈籠 、香亭 、奏樂 者 泣き 男 或は 泣 女な ^ 順序 
に 進み、 次に 數人 に舁が れ穴る 靈柩は 麻布の ■白き 喪服を 着け 穴る 喪主 伴隨 して 徐 
々に 進む、 柩 ir は 親族 知人 喪服を 着し 徒步 して 之に 從 a 行々 慟哭す。 

棺は 之を 墓地に 置き、 上よ 々土を 蔽ふネ のにして， 各地 到る 處穹 窿狀を なす 名の 
田 畠の 間に 累 々允る は 皆 此の 墳墓な々 ^ す、 位牌は 我 國のネ のに 類し、 常に 壁 龕 (室 
の 壁 間に 作れる 祭壇 K 安置し ' 族の 者 時々 之を 拜する 次々、 尤 名北滿 地方の 下層 
民の 如きは、 父母 死す ^ ネ 其の 子 喪服 r 着せず して 死人を 木 稲の 中に 入れ 繩を以 
て 之を 縛し 野 送して 唯に 泣哭 する て ^ 數時に 過ぎず .0 


葬送 後は 約六箇 日に して 死人を 祭 i 親戚 知人 凡て 會堂 して 哭拜 す。、 六十 日に 
して 再び 祭祀 e 營み、 殊 it 吉林 地方に 在 3 ては 紙 製の 船を 焚く の 風習 あ 力〇 百日 
にして 夜間 廟中に 至 3 て 紙 製の 男女 人形、 馬 牛 等を 焚き、 又 I 村 中、 廟 無き 地方に 於 
ては、 此日 道路 ^ 出て 哭泣 す。 一週 年に して 祭壇を 設け 親戚 知人 相會 して 之れ を 
祭 {斯 くす る 事三箇 年に して 止む。 其 他每月 一日、 十五 日、 淸明 節、 七月 十五 日、 十月 
一日、 十月 一一 十五 日に li 必らず 先祖を 其の 墓所に 祀 3 て 哭 泣す、 葬禮の 式は 諸事 諸 
物 一切の 物 凡て 白 布を 用 a 喪服、 喪帽、 喪 器 皆 次 白 布に 依つ て 製せられ 殊に 門前に 
白紙を 貼る の 風習 あ}。 

祭禮 支那人の最ネ尊重する ^ ^ ろの名のは祭祀典禮にして之れに二あ九一 
を 祭 S 他を 祭祖 ^ なす。 支那 人は 貧富 貴賤の 別な く 何人 4 必ず 祭 祖の禮 卽ち神 
牌を 安置して 奉祀す る 習慣な 3。 之れ は 唯 木片に して 何等の 文字を 4 刻 書す る 
て ^ 攻く 5 ^ 時に木龕すら用ふる名のあ多。其室を定むるに、るの南、又は北向な 
る 名の tt 西方を 以て 上位 ' £ なし、 東 又は 西 向なる 名のは 南方を 以て 上位 ^ 定め 南 
に ft を設 く。 而し てるの 龜 下 ^ 簾 幢を懸 くるを 見受 くるて ^ あ {〇 春狄二 季 に 
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於て 期日を 擇むで 祭祀を 次す、 而して 祭 人を して 跳 舞せ しむる 償な. CV、 之れ を 跳 家 
神 ' £ 云 tA 鼓に 和す るに 吉詞を 誦す。 

俗 傅に 依る に、 祭祖に 三 あ に 觀世 音、 二に 伏 魔 大帝 -: に 土地な 力 ' £ す。 其の 
典禮 は、 典禮の 時期 前 lr 於て 齋戒 し、 純黑 色なる 豚を 擇むで 、之れ を 供奉す。 而して 
愈々 其 0 期に 至れば 未明の 頃 豚を 神前に 捧げて 主 祭 者は 酒杯を 上げて 之れ を 祀 
々、式 後 酒を 以て 豚の 耳に 饒 ぎ、 豚の 驚き 動く を 見て 吉 ^ なし、 其の 動か ^ るを 見て 
は 不吉の 兆な} ^ して 默祝 す。 然る 後ち 酒 肉を 献 b て 三 跑三献 の 禮を行 ふ。 夕 
頃に 於て 再び 牲 豚を 献 b、 燈を撤 して 之れ を 祀る 。祭祀 後 其囱は 門外に 出さず し 
て 焚 S て 灰 ' £ なして 埋め、 或は 親友を 招き 宴を 張る。 然れ 67 ^ 招 客は 此日に 限 A 
謝禮の 言辭を 出さ ^ るを 例 ' £ なす。 

祭星の禮は祭天 £ 名云ひ、丈餘の細木を院の南隅に置き其上に椀狀の如きネの 
を 置きて 之を 祭る。 而して 男子は 冠を 脫 s' で 跪拜 し、 婦人は 此の 典禮 に參會 する 
て ' £ を 得 次る 定め ^ す。 椀 中 ^ は 豚の 腸 又は 肺肚を 生の ま、 に 切 {て 置き 之を 
每祭鳥 鵲の來 3 て 食 ふ あれば 吉兆 匕 次し， 斯く する て ^ 三日に して 祀を畢 る。 


漢人 種に 於て は 祖先を 祀 るの 禮 あ 3 て 二月 上旬ょ 3 淸明 節の 頃に 至る 名の、 八 
月 上旬ょ {始ま， 夕て十月 * 日を以て終る名のミの二種 ?) >。凡て先祖の墓臺地 
を 掃 祭す る慣あ 多。 又 正月の 三日間 及び 十四 五六の 三日間 K 天神地祇 及び 竈神 
門 神 先祖を 祭る を 常 ' £: し 所謂 長 香の 祭を なす。、 

■i 於 

一、 三 跪 九 叩 首の禮 、陛見 祭、 孔子 祭、 祖先 祭 及び 父母を 拜し、 婚初 岳父 母を 拜 する 時 
に 行 ふ 4 の ^ す。 二、 二 跪 六 叩の 禮は 先祖の 墓臺を 拜し 、尊長の 喪祭の 時に 行 ふ 名 
の ^ す。 三 ' 跪 三 叩 首の 禮 14 師長を 拜し 、卿 人を 拜 し、 又 上 長官を 拜 する 時に 行 ふ 
A の ' £: す。 四、 跪 安の 禮は 大臣 穴る 者の 皇子、 公 主 II 王、 及び 公爵 等に 參 謁する 時に 
行 ふ 名の ^ す。 五、 請 大安の 禮は右 膝を 曲げて、 重に 上官に 對 する 屬僚 等の 禮 、又は 
統領た る 4のに對する兵丁の禮次3ミす。六、對請安の禮、同僚、同營の兵丁親友間 
に 用ゐ られ 、又 久濶を 述ぶる 場合. 等に 用ゐら る。 七、 拉手兒 請 安の 禮は最 名 親密 次 
る 者の. 間に 於ての み 行は る ゞ禮 法に して •通常 手を ^ るの みに て 可 % {冗 せらる 
上述せ る ' £ てるは 重に 男子の 禮法に 限ぎ られ穴 れ公 名滿洲 婦人の 禮 法は 少しく 
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之 ' £ 異な 3、 神怫 を拜 する 場合に ii 合掌し X は 額に 手を 當つる を 常 ^ なす。 男子 
が 三 跪 三 叩の 禮をな す 場合には、 女子は 九 度 鬂髮を 摸し、 請 安の 禮には 、全 膝を 微し 
く 屈めて 恰名 坐す るが 如き 姿を なす、 之れ 婦人の 禮法上 跪 安 ' £ 稱 する 名のな 6。 

年中行事 次に 滿洲の 風俗 習慣の 重 ^ る％ のを 知らん が 爲めに 、其の 行は る、 
處のネ のを 示さん。 . 

一月  一日、 午前 一時 i リ起尿 して 各 家の 男女 門外 1. 出て 喜 神な 迎へて 歸 る。 二日 
商家は黎明の頃爆竹を放.て財神を祭祀す。 51 沃地の神祗 4* 祀る。五日、此日女子始め 
て 相な 裁ちて 衣を 縫 ふ。 六日、 初 賣 €V 風 あり。 七日、 十七 日、 二十 七日 凡て 七の 日な 人 日 
i 稱し 此の 日 天 氣淸朗 なれば 吉日な りと して 喜び、 陰 風な れぱ 災害 あり i して 愁嘆す 
九日、 玉皇 上帝の 降誕 祭 ありて 各戶燒 香して 禮拜 す。 十日、 穀生日 i 稱 して、 必ず 粟 飯を 
食す。 十五 日、 此日元 旦 一一 於け る、 p 如く 祭神す。 二 十五 日、 龍 封 日 i 稱 L て、 各家獨 頭の 
蒜 か 門口  LL 掛けて 避痘の まじないな 爲す。 

二 月  二日、 龍 擡頭 目と 稱して 各 家 豚 饅頭を 食 ひ、 夜は 霤神の 降誕 日と して 點螘 して 
祀る。 此日殊 一一 婦女の 裁 物な 思む の 風 あり。 十九 日 (觀音 菩薩の 誕生 曾 1- して、 觀音廟 
II 至りて 禮拜 す。 

三月  三日、 王 母の 誕生日と 爲 す。 淸明 節 1- 於て は 各 城 II 在リて 城隍神 巡遊す。 十 
四日、 地藏 菩薩の 誕生日と なす。 十六 日* 山 神の 祭日 1- して、 地方 i リ商賈 相 集りて、 之れ 
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十五 日、 中秋の 節 L1 し - C 各 家 悉く 酒 筵す。 

九日、 重陽 Q 節句 II して 每家 11 養豚な 殺して ® 宴を なす" 又 菊花餻 な 食 ふの 


八日、 藥 王の 誕生日 i す。 

五月  五日、端午節句 11 して每家酒筵 4* 張リて饗す。多く門戶 11 蒲艾4吊るして雄 
黃酒な 飮み 、相 製の 虎 人形 か 小兒の 肩 1. つなぎて 疫病の 除災 ^ 爲マ 。十二 日、 關帝 祭 1- 
して、 俗傳 l- i れば 旱天 i 雖も 必ず 降雨す と 云 ふ。 十三 日、 前日の 續咅。 

六月  六日、 土用の 入り 1- し - C 虫 王廟會 あり。 此日 多く 曝書， 一一 衣 か 爲す。 十九 日、 觀 W 
堂 1- 於て 祭祀 あ リ "演劇 か 行 ふ。 二 十四日、 關 帝廟 會あ り。 

七月  七日、 織女 神を 祀リ その 供養な 爲す 。十五 日、 中元 節！！ して 一名 鬼 節の 稱あリ 
每家に 諸 神 先祖の 祀か爲 し、 各 城 Li ては 城隍神 城外 1- 巡' 遊す。 


風 あ リ 。十七 日、 財 


十月  一日、 此日は 七 


日な れば各 商賈皆 悉く 財神廟 1- 赴きて 禮拜 祭典す。 
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十二月  八日 _ 人 粥と 稱し て每家 百菓其 他の 雜糧な 粥！.： して 食 ふ。 二十 三日 •竈神 
か 每家祀 リ 、祭 後舊 竈神を 撤して 三十日 1- 至りて 新な ろ 物に 換 て 拜す〇  又 {過小 年に 稱 
し 盛！ 2 爆竹を 放ちて— 此の 日 か 視 ふ。 三十日" 早朝 ムリ 諸 神 先祖の 靈前に 供養 物 4* 具へ 
て 祭り 夜 1- 至りて# I： す。 

上述の 如く 潇洲に 於て 行 H: るゞ 、年中行事の 一般は 重に 祭神の 禮に して、 支那 人 
全體に 行は る、 風習に して 其 他 特に 行は る、 風習は 稀な す。 

社會的 階級 支那人は一體に社會の階級を士農エ商の四種に分ち階級觀念に 
强し 、講書、 講學を 以て 自ら 高く する 儒者、 又は 官吏、 旗 人の 如きは 所謂 土人 にして ' 
般に 農工 商の 生業に 從事 せる 名のを 庶 人ミ稱 す、 而 して 農は 從來 重要視せられ 於 
るを 以て、 社會上 優等の 位置を 占む る ^ 雖' 近年 商業の 發達 £ 共 it 、 商人に して 富 
める 者 多く、 次第に 其の 勢力を 鑛 張す ^ に 至れ A 此他 俳優、 剃 頭、 浴室、 媧戶の 類は、 之 
を 花戶 £ 稱し 、四民の 中に 列せ ず、 假令其 業を 轉ず るネ 、之を 擯斥して 其 I 代は 士に 
列す るを 得ず ^ 云 ふ。. 

歌舞 遊戯 支那 人は 古 來音樂 を 以て 一種の 學藝 ^ なし、 其の 心掛 なき ^ のは 俗 
物 ' £: して、 却て 賤 L めら れ允る 程 次れば、 满洲に 於て 名 音 樂は！ 般に 流行せ 丸 然れ 


仑 ％ 彼等の 趣味は 下卑に て、 喧囂 亂 舞 亂聲を 發し騷 ぎ囘 はるを 偸 快 ^ 次し、 彼の 劇 
場に て演 伎に 伴 ふ 奏樂の 如き * 名 駭騷を 極む、 樂器に は 琴 H 紱、 琵、 琶 、胡 琴、 胡弓 鼓、 金 
鎭响 、笛 類 等 あ 3て、胡弓は凡ての音樂 ^ 離る、1 ^ なく、男女 ^ 4多少之に習鑼は 
次る tt 稀な 久 彼等 K 非常に 演劇を 好み、 唯 I の娛樂 Z なす、 劇場は 之を 茶園 又は 戯 
一^ ' £ 言 a 、 某 戯子館 若く は 天福 茶園、 新 丹 茶園 等 ' £ 稱す 、劇場の 構造は 日本の 舞臺に 
類似す ' £: いへ ^ 7^、 花道な く  一 段每に 慕を 閉ぢず 、土間 梭敷名 堪切 ^ く、 唯 机を 以て 
るの 區 域を 立つ るの みに して、 興行は 晝夜 共に 行は る、 次に 演劇に a 京 戯 ^ 戯} 昆戯 
(文 ^ 閙戯の 三種 あ 丸 京 戯は 專ら 武事に 關し 穴る 勇ましき 事蹟を 演 じ、 昆戯は 文事 
につきて 優美なる 事柄を 演ず、 而 して 閙戯は 我が 國の 世話 狂言に 相當 し、 其の 淫猥 
見る に 堪へ次 る 醜體を 演ずる 名の あ^ S。 

知 か 4 撕  2 口 ふ？ 無く、 此國に 起 {たる 免の なれば、 満洲に 於、 て 冬 盛に 流行 
し、 殊に 中流 以上の 社會に 於て 最 4 多く 行は る、 又 賭博は 彼等の 最 ^ 好む 所に して 
博奕 場 到る 處に 開かれ、 又 路傍に 栢集力 杯 皿な ^ を 持ちて、 此惡戯 に 耽ける 者 多し 
チーパ 富籤は、 彼の 僥倖 心を して 旺盛攻 らしめ、 彼等の 投機心を 煽ぅ つ、 あ 力。 
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洋煙卽 ち 阿片は 彼等が 酒色ょ 3 嗜む 所に して、 健康を 傷く る 名 意 ' £ せず 都邑の 
地には 所謂 煙 館なる 名の 軒を； g ベ、 入 3 代 {立ち 代 6/ 此に集 {仰臥して 阿片を 喫 
し 無我の境に 遊ぶ を 以て 最上の 快事 ' £: す、 近時 支那 政府 法律を 以て 之を 嚴禁 する 
冬 阿片 喫煙者は 容易に 跡を 絕穴 ず。 

性 倩®、 洲 人は 同じ 漢人 種 f  那 本部 又は 南方. の 支那 人に 比すれば 勤 
儉 にして 剛强 朴訥 所謂 北方の 强穴る 特性を 有す、 而名又 其れ ' £ 共に 頑迷 固陋に し 
て 時代 ' £ 趨勢 ^ 沒交涉 にして 遷善改 過、 進步 改良の 念に 芝し く從 3 て 之を 支那 本 
部 , £ 南方に 比し 人文 著しく 後れ、 文化の 程度 卑き 之 は爭 3 ベから 次る 事實 在} 
然して 極端に 利己心に 强き  <os、 守錢 奴なる ^ ^ 、功利的なるて孓個人的なるてぞ 
冷酷 慘忍 なる 之 ' £ 强 者 ^ 對して卑屈にして弱者に傲慢なるて^/保守的なるて ^ 
形式的なるて冗は ^ 那民族の通有性 ^ して滿洲人に著しきを見灸彼等は今尙は 
孔孟を 尊信せ 3 今尙找 儒敎の 民を 以て 謗 3 £ せる $ 彼等の 性情は 甚 しく 孔孟の 
敎ミ遠 次か^ N 居れ i。 

支那 民族は 斯の 如く 性情 tt 多くの 缺點を 有し 且つ 極端 次る 功利主義に して 又 


利己主義な {猜疑心 深し に 故勤儉 善く 財を 積む ネ、 共同 的 事業を 經營し 難し， 是れ 
支那に 諸會 社の 起ら 次る 所以 ir して、 又 諸會社 起々 て ネ 多く 成功し 難き 所以な 多 
近時 滿洲 各地に 日 支合辦 事業 頻 6' に 企てら るゝ气 多くは 不成功に 終る が 常な々 
是れ 日本人 性急の 弊に ネ 因由す るが、 又 支那 人の 利己的なる ^ 猜疑心の 深き に 因 
由す る ネ のな^ \、 彼等は 個人 あるを 知力て 國 家 * るを 知ら t 國家 あぅて 世界 ある 
を 知らず、 自己 あるを 知々 て 他人 あ 久社會 あるを 知ら ^ る 民族な 久故に 支那には 
社會 公共事業 發達せ 次るな^^ 

支那 民族は 槪 して 巧言令色 虛禮の 民な 久虛 言の 民な A 而 して 又鐵面 皮、 破廉耻 
lr して 推しの 强きて S 類 無し、 又 彼等は 口 辯の 術に 長せ 夂 故に 口 辯を 以て 爭はん 
か 遂に 彼等には 企及すべからず、 而ネ 卑屈 性を 成せる を 以て、 鐵 拳を 以て 之に 當ら 
ば、 彼等は 直ちに 屈伏す るな 久支那 人は 又甚 しく 淫を嗜 む 種族な 丸 何故 it 儒敎 は 
男女 七歲に して 席を 同ぅ せず ^ 敎 へたる か、 又 ^ 現今の 支那 婦人 tt 何故に 纒足の 
惡 習を 强 S らる 、に 至 多 ^ る ^ 這 般の 訓戒 や 慣習の 生 b 來 {穴る 社會的 理由を 
思 tt ば、 彼等の 道 德的觀 念を 推知し 得べき ^ あらず ^ 男女 七歲 席を 同 ^ 5せず ^ 
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云ふ格言は、表面實行せら‘、名其の裏而に於て.は閨房の亂れたる他國に見るべ 
から ^ る％ の あ A 且又 彼等 K 祖先の 祭祀を 全、 ふせんが 爲め 、本 婦 に男兒 なき 時は 
妾を 菁ふる {〇ミを得る ^ 云ふ慣習を生も此の慣習嵩匕て終に理由の有無を問は 
ず、 中流 以上の 社會は 殆泛蓄 妾せ 次る 名のな きに 至れ 

妾は 本婦 家に 起臥し、 飲食し、 本婦 に對 しては 常に I 步を讓 i、 常に 其の 下位 
にあれ を 气 心中 本婦を 嫉み 、主人の 寵を 得る 時は、 遂に 本婦を 凌ぐ に 至る 名のに し 
て、 支那 家庭の 悲慘 なる 名の 多く、 支那 人が 一般に 猜疑心に 富める 名、 皆 原因を 此 に 
發せ次 るな し ^ 云 ふ 名 過言に あ&次 るな A 彼等は 家に 妾を 蓄て 性慾を 滿す 名の 
あ 力 ' £ 雖名 、又 出で、 酒 樓妓院 に 遊びて、 娼婦を 擁する 者 多し、 隨 て滿洲 到る 處軒頭 
赤旗を 揭げ たる、 私窩 子の 隱窟 甚だ 多き を 見る S に 破倫 ' £ 目せ 

ら  る、 は 堂 子 ^ て 

男色の 賣買所 あ 3 て、 七 八 歲 乃至 十五 六歲の 美少年を 集め、 g. が％ j 名け 之を 賣るて 
冗 猶花妓 に 異なら 次る {OS 之れ な A 彼等は 之を 買； 3 て 無上の 快 ^ なす、 其 淫風 4 
亦甚 し ^ 謂 ふべ し。 

又 漢民族の 心性には、 矛 眉せ る 極端なる 兩 面を 有す 酣ち 冷静に して ® 識的 次る 


方面匕’狂熟にして雷同的なる方面 ^ あるミ ^ 之れな久平和在る常時にあ力ては 
彼等は 極めて 冷靜に 0 して 常識的 在る' 異常なる 思想 上、 又は 惠實 上の 變動に 遇へ 
ば、 彼等 a 忽ち 雷同して 常識を 逸した る 行動に 51} づ、 彼等の 雷同 性の 特長は、 彼等の 
一揆 的 運動に 著し  表は る、 ^ の ^ す、 又 彼等 支那 人は 口に 孔孟の 禮を唱 ふる％ 
虛傲 尊大の 風あ久 名聞を 重ず る 風 あ 多、 禮讓の 美. 風に 乏し。 

支那 人は 一般に 不潔を 意 ' £ せず、 從 5 て 入浴の 風習 極めて 稀な A 多くは 浴 盆に 
湯を R-OS 手 巾を 浸し、 之を 以て 身 體を拭 ふの 習慣な 多、 婦人の 如き 名 首 以上は 朝夕 
洗滌し. て 化粧 すれ ^ 名、 全身 tt 一生涯 洗 浴せ 次る 4 の 多し、 唯每朝 腰部 丈は 洗 ふ 風 
習 あ 3 S 云 ふ、 都會の 地には、 錢湯の 設け ある％、 其の 構造 不完全に して 淸 潔を 好む 
邦人は 見る だに 厭 忌の 情に 堪へ次 る ^ の あ 久卽ち 浴槽の 四 圍は夕 、キ にして、 此 
處にて 洗滌し 穴る 汚水 ® び 浴槽 中に 流入すべく 作られ、 彼等は 場所を 擇ばず 遠慮 
衣く 唂啖 して 敢て 怪しまず 其 不潔 實に言 語に 絕する ネのあ 3。 

支那 人の 性情に 就て 更亿其 特質を 列擧せ ば 次の 如し。 

第 , 誠意な し。 第二に 信用なる ^ の 衣し。 第三に 恩義を 知らず。 第 四、 私怨 ^ 
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酷， 公 仇に 寬な {。第五、 禮慣 ある 免禮 儀を 知らず。 第 六， 口先 一時の 交際に 巧に し 
て 親切心な し。 第 七、 廉耻 心なし。 第 八、 物質的 利益の 前に H 總てを 犧牲 ^ す。 第 
九、 雷同 性。 第 十、 付 上る 性質。 第 十一、 協同 心なし。 第 十二、 無責任。 第 十三、 怠惰 性 
第 十四、 誇張 性に 富む。 第 十五 IE 々堂々 の 策を 用 ひず 陰險な 力。 第 十六、 筆 吿に巧 
みな々。 第 十七、 表裏 反覆 常 無し。 第 十八、 慘酷 性。 第 十九、 猜疑心 深し。 第二 十、® 
言を 事 ' £ し 胡 魔 化しに 巧みな ぅ。 第二 十一、 姻戚 關 係に 重きを 置く。 第二 十二、 非 
國家 的。 第二 十三、 金 餞 萬 能 主義。 第二 十四、 感情 性大 ならず。 第二 十五、 淸 潔 ^ 優 
美の 情に 乏し。 第二 十六、 不得要領。 第二 十七， 無神經 。第二 十八、 呑氣 にて 氣 長し 
第二 十九、 狡猾。 

支那 人の 性情は 斯の 如く 利己的な 久 個人的 次夂 破廉耻 な々、 不潔な A 而名 彼等 
の 美なる 方面を 擧れば 彼等の 中流 以上の 社 會は 遊惰 放逸なる' 中流 以下の 社 會 
は凡て勤勉にして節約を旨どす、又彼等は商業上には頗る信義約束を重匕、取引に 
は 信用の 出來る 民な ^ 、 又 長幼 序 あ々 男女 別 あ々、 葬祭を 重 b « 先を 尊敬し、 墳墓を 
大切に する 風習 あ々、 又强 者に 對 しては 服從 心 ^ 富み、 平和を 好み 且つ 社交に 長ず 


る 民な 3 X 彼等 支那 民族の 最 A 强み ^ すべきは 彼等は 忍耐力に 富み、 執拗 力強く 
勤儉在 3 、又 彼等 tt 民族的 自負心 强し又 鷹揚に して 悠 々迫ら 次る 風 あ 3、 大國 民の 
襟度を 有す、 又敎育 すれば 學術 技藝に 於て 白人に 名 日本人に 名讓ら 次る 能力を 有 
す 支那 民族は 決して 悔るべ からず 只 彼等を して 優良 次る 民族たら しむる 政府の 
樹立せ ^ るを 遺 慽 J す。 

第 六 章 宗  敎 

滿洲の 住民は 他 地方の 支那 人 ' £ 同 b く 儒敎の 民に して 且つ 宗敎心 厚き •民族に 
あら 次る 名 支那 人は 由來 迷信 深き を 以て 種々 の 迷信 的 宗敎を 信ずる 名の 少から 
ず 卽ち 佛敎あ A 道敎 あ3、_ 嘛敎 あ- ON、 囘 々敎 あ 久薩滿 敎あ丸 ヌ 基督 敎あ 3、 其 中最 
% 盛なる は 喇嘛 敎 、道 敎 、薩潇 敎等苁 3。 

佛 敎 « 、洲 H 佛敎 の傳來 したる：^ 高麗 國の時 H 西域の 僧を 聘し たるに 基因 
し 其の 宗派は 大別して 臨濟 、曹 洞、 慈 恩、 賢 首、 律、 の 五 派 ^ なす。 其 後、 潮 海、 遼 、金の 時に 
於て 佛 寺の 建設 あ {て 僧侶を 尊敬せ して ^ 史上に 見 ¢2 た^ N。 然れ 今日の 佛 
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敎徒は 些名 其の 布敎 に努 むる の 心なく 唯に 各の 寺廟を 守る に 止まる のみ C 各地 
邑には 寺 廟 散在せ る' 今日は 之れ に 道士の 常住す る 者 多し。 故に 佛敎 、道 敎相混 
清せ るが 如き 傾 あ 力從 つて 寺院、 道 廟の區 別 4 明かなら 次る 於 如し。 滿洲の 僧徒 
は 多く 此の 寺 廟內に 在 力て 醉生夢 死の 如き 日を 送 力、 讀 經念佛 する を 業 ^ す。 又 
寺廟は 檀家を 有す ■る 名のな く 喪祭に 際して は 注々 富貴の 招致に 應ずる てど あ々 
此 等の 僧侶は 寺領の 田地を 耕して 生活の資を 得、 其の 寺廟 の開廟 日に 於け る參詣 
者の 投錢を 以て 自己の 主なる 收 入 ' £ なす。 

滿洲に 於け る 佛敎の 盛なる 地方は、 南满に 於て は 千 山， 北滿に 於て は、 吉林 、伊通 州 
長 春に して、 此 等の 總方は 佛寺最 4 多く 阿 什 河の 近傍 地方 ^ 寺廟 少なからず。 殊 
に 琿春 地方は 佛 寺の 宏大 ^ る 名 の往 々あ 3 他墒 方に 比して 信徒 數 4 多し、 寧 古 塔 
の 如きは 城の 內外 十七 大 廟の存 する 在^ N て每に 一. 定の 期日に 於て 盛大なる 廟會 
あ々。 三 姓 地方に 至 力て は 佛敎 徒の 勢力 最ネ 優勢に して， 他敎 徒の 如きは 始仑そ 
の 影を 見る を 得 次る 觀あ 3。 又 齊々 ^ 爾 の城內 外は 十 餘廟の 存立す る ネのあ 々 
て 凡て 僧徒 之れ に a: 住し 道士の 居住す る 宴に 稀な す。 


道 敎篇 の敎派 H 八 封 門， 七十 一一 牌 為 久 金 丹 上 鬼， 淸淨 、遙 池， 兌 封， 離 封 等 之れ 
にして 他は 七十 二 牌の 部類に 屬 す。 期く 類別され 穴る は、 主に 其 開 祖師の 異なる 
に 因るな {。道士の 住する 所を 觀 ^ 稱し 以て 僧侶の 寺 ' £ 分つ。 滿洲に 於け る 道 
敎 K 七十 二 牌 中の I なる 龍 門 牌に 屬 する 名の 多く、 其の 滿洲に 傳來し 穴 冬は 未だ 
何れの. 年代に 屬す や詳 かならず。 然れ仑 名 愚考す るに 其の 地 山 東 人の 入 3 穴る 
ょ} 行は る、 に 至 {たるは 何人 ' £: 雖孓肯 首すべき 事なる べし。 故に 其の 敎 派の 
如き 7^凡て之れ山東の拖 1 ^ 流入し ^ るが如き形跡を存せ3。滿洲に於て道敎 
廟 S して 最 名 有名なる は、 奉 天の 南方なる 千山廟 にして、 次莒 に 奉 天 西關に 在る 木 
淸宮 なるべし。 又吉 林に 道 敎の廟 多し、 唯 だ 佛敎の 盛なる 三勉 •齊々 哈爾の 地を 除 
S て 14 滿洲 到る 處道 敎廟の 散在す るを 見 ^ る なし。 之 等の 廟觀內 には 道士 
多く 居住 すれ ^ I 布敎の 如き ii 些しネ 行は る、 て ' £ なく 唯に 各 道士 自身の み 獨 
} 修眞 無爲を 以て 心 ' £ なし、 日夜 讀經に 心を 靜 .め、 或 « 端坐して 養氣 する のみな i 
道士は 注々 民家の 喪 事に 請 招せられ 念經 する ^ ' £: あ 力、 民家に 於て 病 炎 或は 其 

の 炎 難を 避けん が 爲め に廟中 神前に 於て 祈 福して、 るの 靈顯の あ たる 時には 必 
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す 道士の 念經 料 ' £ して 金 二三 百を 送る、 之 等の 金錢は 凡て 道士の 生活の資 料に 充 
てら. る、 な {滿洲 各地に 於け る 道士の 廟觀は 土匪の il 或は 日露の 戰 役に 於て 多 
く 灰燼に 付せられ、 琿春 地方の 者の 如きは 露 兵の 宿舍に 充てられ 又破壤 され 穴る 
名の 少加ら ず。 

S 嘯 敎 滿洲に 於て 行は るる ^ てろ の 喇嘛 •敎は 主 ^ して 其の 黃敎、 紅 敎 中の 黃 
敎に して 奉 天地 方 及び 蒙古 地方に 接する 地方に 多數の 信奉者を 有し、 奉 天 城內に 
は 満洲 喇嘛の 大本山 あ々。 清朝 時代に 於て は 淸 皇室の 保護 下に あ々 て 其の 伽藍 
に 黃瓦を 用 ふるが 故に 俗に莺 寺 ' £ 稱して 有名な 3。 此吉林 省內に は 喇嘛 敎の存 
する 名の あれ ^ 名 其の 勢力 頗る 微弱な 3。 又 黑龍江 省內に 名 喇嘛 敎の 居住す る 
名の あ 3 て、 満洲 族 a 其の 主なる 信徒な 3 …す。 

囘 敎  g 洲に於 て佛敎 、道敎 に 5 で S るるは 囘敎 徒にして、 彼 S 多く 屠 
牛、 料理店 旅 店 等を 以て、 るの 業 ' £ なす。 又を の 他 普通の 商人 中に 4 少なし ^ せず 
吉 林省內 吉林府 、伯 都 訥は囘 敎の最 名 盛なる 地方に して 彼等は 多く 養豚を 忌み、 爲 
めに 豚の 如きは 僅少な す。 其 他 三 姓、 寧 古 塔の 地方に 名 信徒 あ々 此の 地方の 


住民は 佛敎 徒に あら 次れば、 他は 殆 を 囘敎 徒な々 ' £ 云 ふ。 又 阿 什 河 地方の 如きに 
至つ ては 二千戶 近くの 信者を 有せ} ' £ 云 ふ。 黑龍 江省內 にて tt 齊 々哈爾 に多數 
の 信者を 有し 北團林 子には 三. 十五 六 年 前よ 3 傳來せ ，リ ミ 稱せら る。 

»o . *® は 佛敎の 一派な々 ^ 云 ふ說 あ々 古 來よ多 満洲に 行は るる 宗敎 にして 
索偷達 瑚爾、 芄爾喀 人 等の 信奉す る 所に して 其 他 一般 滿洲 人間に％ 行は る。 薩滿 
敎は 自然 的に 潇洲 人間に 起 $ 穴 る宗敎 •なる か 或は 他 民族よ 3 傳 播し來 々たる 4 
のなる かは 未だ 詳かな らず 。元 來佛敎 の 一派 なれ ^ ネ 現今に 於て は 其の 當 初の 
名 のよ {著しく 變 化して 巫 覜敎ミ 何等 異なる て ' £ 衣き が 如き 狀態な 3。 若し 民 
間に 於て 病臥す る 者 あれば 數十里 外よ々 薩滿を 迎へ 、其の 來 るを 見て 諸人 群を な 
して 集 6\來 {薩滿 を 擁し 乞 ふに 多く 自己 或 tt 一家の 未來の 事を 以て ^ 。 斯の如 
く 衆 民 皆な 薩滿 •を 迎ム 事を 光榮 S なし、 席の 上位に 就かし めて 之れ に 盛大なる 饗 
應を なし S の 法を 修せん  <0 ^ を 請 ふ。 薩滿は 直に 魔 鬼に 祈 禱し 住民 tt 凡て 其の 
言 ふ 所 U 服從 す。 K の 祈禱の 時に 於て は 必ず 誓文を 唱ふ 。誓文を 讀 了して 諸惡 
神を して 自己の 祈願を 信せ しめ 後ち 其の 法を 修 す。 此 薩滿敎 は滿洲 各地 到る 處 
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に 行は る、 殊に 双城堡 、賓洲 、長 壽縣、 三 鍵ょ 丸齊 々哈爾 、海 拉爾等 北 満洲 人間に 其の 信 
奉 者 多し。 

在裡敎 .は 白蓮 敎 中の 一派に して 敎徒 満洲 各地に 蔓延せ 力 白蓮 敎は元 佛敎ょ 
ぅ 出で 紅燈 .在 裡の二 門 あ 3 其 在裡 ^ 云， ふは 一 圏 ^ 書きて 敎徒皆 此裡に 在 の 
意次々 ^ す。 敎 徒は 身 父母の 喪中に 非ず ^ 雖名常 に 喪服を 着け 或は 辮繩を 白く 
し 或は 腰帶を 布に し 其 信 敎の淺 深を 視て 以て 喪服の 輕 重を 定む敎 徒は 大半 兵 丁 
或は 無 賴の棍 徒 多く、 農工 商賈名 間々 之れ あ 力 惟 官吏 及び 讀書 人 « 全く 與る 4 の 
次し、 此の 敎 K. 飴め 天津に 起 3 て 漸次 山 東 地方に 蔓延した るが 近く 三 四十 年來最 
名 入敎者 多く 隆盛を 見る に 至れ 力 其 滿洲に 入ぅた るは 蓋し 天津 人 及び 山 東 人の 
移民に 伴 ^ て傳播 せし 名のなる べし。 北 滿洲卽 ち 吉林黑 龍 二 省の 各地に 相當の 
勢力を 有す ^ 云 ふ な々。 

基督 敎 は 滿洲に 於て 行は るる 正しき 宗敎 ミ して 最 7P 優勢 次 A 其 中 又 最名勢 
力 あるは 長老 敎會な 々、基督 敎の 満洲に 傳は 々し 年代は 未詳な {。奉 天 長老 敎會 
の 如きは 現今 其の 信者 優に 三 萬 人 以上に 達す。 而 して 滿洲に 於け る 各敎會 堂は 


多くは 同 敎會に 屬し 、又は 間接 次る 干 係を 保つ を 以て 單に 老敎會 ミ 名 云へ {。滿 
洲 三省の 基督 敎牧師 にして 各地に 派遣され 居る 者 凡 ^ 四十 名內 外にして 少數の 
淸國 人を 除きて «: 他は 悉く 嗔米 人な {ミ す。 而 して 信徒は 多く 中流 下流 民に し 
て 時に 普通 商人の 信奉す る 者 あれ ^ \ 彼等は 一般人 民 ^ 互に 仇 敵視し、 彼等 外國 
宣敎師 の 威勢を 藉 3 て 一般 官民を 蔑視す る 僻 あ 多 遂に 地方 官憲 名 彼等を 嫌忌 厄 
介せ- ON。 

滿洲に 於け る敎會 堂の 明白なる 所在地は 槪ね 左の 如し。 

奉 天 省 錦 州、 奉 天、 遼陽 、海 城、 新 民 屯 •營 口、 鐵嶺 、法 庫 門 等に 敎會堂 あ  > 。奉 化 開 原 
には 英國人 牧師の 敎堂あ 丸 懷德街 敎堂は 殊に 信徒 多し。 黑林 子、 西 安縣敎 堂は 淸 
國人牧 師 にして、 海 寵城敎 堂 亦 信徒 多し。 

吉林省 磨 盤 山には 英國人 管轄の 大敎堂 あ} て 信徒 多く 寬街敎 堂、 吉林敎 堂 又 
共に 五 百人內 外の 信徒を 有し 附屬 施療 病院 等の 設備す ら存 せ々。 伊通 州、 長春敎 
堂、 農 安縣敎 堂 * M 隆泉敎 堂 各々 盛な}。. 此の 他、 阿 什 河' 三 姓， 寧 古 塔、 輝 春， 敦化 縣の敎 
堂 等は 滿洲に 於け る敎堂 中の 有名なる ネの匕 す。 
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以上は 支那 人 方面に 於け る 宗敎狀 態を 說 きし 7P のな 力。 

滿洲に 於け る 日本人 側の 宗敎狀 態 

滿、 洲に 於け る 日本人 側の 宗敎界 は 佛敎、 神道、 基督 敎の 各派 行は れ居れ 3、 佛敎に 

a 眞宗、 淨土宗 、日蓮 宗 、曹 洞宗、 眞言 宗等 にして 旅 順、 大 連、 瓦 房 店、 遼 陽、 奉 天、 撫順 、鐵嶺 、公 

主嶺 、四 平 街、 長 春、 哈爾賓 、本 溪湖、 安東 縣の 如き 南滿鐵 道 沿線 中苟 4 日本人 千 人 以上 

の 地には 佛敎 寺院を 見 次る 無し、 尤ネ 各宗の 寺院は 大 連* 奉 天、 撫順 •長 春、 安東 縣の如 

き 日本人 數千以 上 居住せ る 數地に 過ぎず、 但し 谷宗 寺院 無き 所に 名眞宗 東西 兩本 

願 寺は 必ず 別院を 設け 居れ 久 故 it 滿洲 it tt 眞宗最 名 廣く行 は れ 居れ A 滿洲に 於 

ける 佛敎 寺院の 數は 最近 四十 七. 布敎所 三十 五、 僧侶 百 三十、 信徒 五萬內 外な 丸 彼等 

佛敎各 宗派は 單 に 日本人 間の 布敎 ミ 葬祭 ^ it 從 事し 支那 人間の 布敎は 凡て 外國 

宣敎師 に 一任し 未だ 支那 人 及び 外國 人の 布敎に 從事 する 名の 無き は 遺憾の 至 > 
な 4  . 

神道 K 大社 敎 、天理 敎、 金 光敎 、御嶽 敎の 各派 出張せ々、 是等 神道 各派の 出張所は 大 
連 旅 順奉 天 撫順長 春 安東 縣、 の數 地 ^ 在 丸 固ょ 3 日本人 側の 布敎 祭祀 ir !£ 寧す る 


のみに して 支那 人 方面の 布敎 R 從事 せる ネ のは 殆 ^- 絕無な 々 # 道 各派 中天 理敎 
金 光敎最 ネ 勢力を 張 多、 敎會數 四十 五、 敎師 四十 七 - ft 徒 七 千 二 百 ^ 稱せら .る。 

基督 敎は 日本 基督 敎會 、® 公會 、大連 基督 敎會 及び、 救世軍の 四 派に して 布 敎師は 
何れ 4 日本人の みな  > 、敎會 は 旅 順、 大 連、 奉 天、 撫順 、の數 地 ir 過 ¥ ず、 彼等 tt 日本人 間 
の 帝 敎に 止ま 3 支那 人 方面に 活動せ るを 見ず、 目下 敎會 堂の 數は 十七、 說敎所 十、 宣 
敎師 三十 七、 信徒 一千 六百內 外な}、 此外 基督 敎冗 して 1¢ 外國 宣敎師 にして 大 連に 
敎會を 設け 日本人 間の 布 敎に從 事せ るネの 一二 •あ 6 へ 而ネ 外國宣 敎師は 支那 人間 
の 布敎を 主 ' £ して 日本人 惻の 布敎は 餘ナ 多くの 力を 用 tA 次る ネのゞ 如し。 

彼等 日本の 宗敎 家は 自宗 派の 布敎冗 葬祭を 主 ' £ する のみに して 慈善事業に 力 
を盡 す ^ 云 ふて ' £: ネ 無く、 僅に 大 連に 基督 敎徒 經營 の慈惠 病院 ' £ 救世軍 婦人 ホ ー 
ムあ丸 婦人 小兒の 救助を 爲し 居る を 見る のみ、 最名眞 宗 別院に 於て は 日本人 少數 
にして 學校を 立つ る 能は 次る 地に 於て は 簡易なる 小學 校を 設立し、 又 幼稚園を 設 
る 等の 公 la ハ 事業に 力を 盡しつ 、あるを 見る 無き にあらず。 
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第 七 章 敎育 

支那 人 側の 敎育 

支那 人 H: 孔孟の 敎を 奉 b 由 來文學 を 尊び 敎育を 重ず る國風 ある 省 人民を 愚に 
する を 以て 政治の 要 道の 如く 心得 居- Os たるを 以て 一般 官吏になる べき 子弟には 
科 擧の敎 育を 施した る 名 農 商工に 從事 する 名の ct 對 しては 殆^ j 敎育は 施され 次 
A しな 丸 殊に 満洲 tt 邊土 なる を 以て 一層 敎 育に tt 重きを 置かれず、 滿洲に 於て 中 
流以下の支那人ミして文學を解する名のは、男子にては十人にニー人、女子にては 
1 m 人に 二 三人の 割合 it 過ぎず、 試みに 彼等に 對し 筆談を 試みん ' £ すれば、 彼等が ^ 
に 眼を f 敝ふて 無筆なる 狀を 示す％ の 多き を 見て 省略 其 一般を 知る. ベ し、 科；； 擧の試 
驗は 、經 書歷史 中の 事蹟を 八 股 文に 作^ N、 事實を 誤らず、 文章 法則に 合し、 對句 等の 用 
法を巧妙 ^ し ^ 筆蹟の美なる名のを優等冗し祐用するの風なるを以 ^ 學童は自 
然に 暗誦 作文 習字. を 以て、 畢生の 能事 ^ 心得る に 至 i た A 彼等の 敎科 書 H; 三 字經 
百家鮏 、千 字 文、 四書 玉經 等に して、 之れ を 暗誦 背讀 する にあるな 丸 其 意味 講究は 彼 


等の 無用 ' £: する 所な^ V。 

然るに 支那 ネ 革命 以後 民國 政府 ^ な々、 施政を 改善して 新政を 布く , £ 共に 特に 
新敎 育に 重きを 置き 從來科 擧の學 制を 廢し又 寺小屋 式の 書院を 廢し ，北京を 初め 
支那 各省に 小學 、中學 を 初め、 各種 專門學 校を 設け 大に敎 育の 振興を 圖 々し 結果、 滿 
洲各省 廳に名 敎育廳 又は 勸學 省なる 4 のを 設け 新敎 育の 振興に 努力し 各地 寒村 
僻地に 於て 4 寺小屋 式の 書院は 小學 堂 ^ 變 居れ}、 敎科 書 H: 凡て 民國 政府の 編 
纂に成 >、讀 本、 算術、 地理、 歷史 、體 操の 各 科 月を 敎へ 、敎師 は 凡て 支那 人に して、 小學堂 
にて は 男女 混合に て 敎授を なし， 女 先生 名見受 くる 之 ' £ 珍しから ず。 

今 奉 天內に 於け る 新敎 育の 機關を 見る に 奉 天には 三十 餘 の小學 堂、 二 個の 中學 
堂、 一個の 法政學 堂、 二 個の 蹄 範學 堂 * 個の 外 國語學 校、 十二 個の 特種 學堂 (巡 警敎練 
所、 高 警學 堂， 講武 學堂、 藝徒學 堂 ® 業學 堂 S 學堂， 森林 學堂、 蒙 文學 堂、 實業學 堂、 農學堂 
測繪學 堂、 體操 専修 科) 及び H 藝傳習 所、 農業 傳習所 、囚徒 習藝 所、 貧民 習藝 所の 四個傳 
習 所 ぁ々、 內容ネ 可な 3 整頓し 是等 各種 學 校の 敎師は 外 國語學 校を 除き 凡て 支那 
人 自身に して 外國人 は殆泛 見さるな 久 如何に 新 文明 的敎 育の 勃興し つ、 ぁるか 
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を 察する ct 足るべし。 

而 して 我 關 東都 督府を 初め 南滿洲 鐵道會 社に 於て 名 各地に 支那 子弟の 爲め公 
學 堂を 設け 關東 洲內 及び 鐵 道附屬 地內に 於け る 支那 人を 收容 して 新敎 育 ^ 日 語 
を 獎勵し 以て 支那 人を 啓發 しつ ゝぁ 3 兎に角 支那 人間に 新敎育 熱の 勃興す るは 
支那 開 發上最 名 注目すべき 事象 次 す。 

關 東都 督府は 主 ' £ して 關東 洲內の 支那 人敎 育に 努力し、 南満 鐵道會 社 H: 南滿鐵 
道附屬 地內の 支那 人敎 育に 努力し つゝ ぁる 次 i、 關東洲 都督 府の 支那 人敎 育は 日 
露 戰爭後 着手せ し のにして 明治 三十 八 年金 州に 公學 堂を 起した るを 初め ' £: し 
次で 旅 順、 大 連に 公學 堂を 設け 更に 三 澗堡、 小 平 島、 普 蘭 店、 貔子窩 等の 各地に 公學堂 
を 設け 支那 人敎 育に 力を 盡しつ ゞぁ A 又關東 都督 府は關 東 洲內の 各地に 於け る 
支， 那人 從來の 書院を 改良せ しめて 普通 學 堂. ' £ 改稱 し小學 程度の 新敎 育を 施さし 
め、 其 數百餘 に 及ぶ、 今日で K 敎師は 何れ 名 高等 學堂 出身の 支那 人を 以て 充つ、 此 高. 
等學 堂なる 名の H: 關東 都督 府の 經營 にして 旅 順に 在} 大正 五 年の 設立に して 支 
那 人に 中等 敎 育を 施しつ、 ぁ 3。 


南滿 鐵道會 社が 其附屬 地內の 支那 人敎 育に 着手せ しは 明治 四十 二 年ょ 力の 事 
にして 先づ蓋 平に 公學 堂を 起し 次で 瓦 房 店、 熊 岳 城、 遼 陽、 奉 天、 開 原、 公 主嶺、 四 平 街、 長 
春の 各地に 公學 堂を 設け 支那 人敎 育に 努力し つ ゝぁ 办、 公學 堂は 小學 程度の 新敎 
育に 日 語を 加へ て敎 育す るが 主旨な々、 而ネ專 ら日語 練習の 爲 め鐵嶺 、本 溪湖 •撫順 
等に 日語學 校を 設け 支那 人に 専ら-日 語を 敎 ゆる £ 共に 法 政 部 ' £ 商業 部を 設け 法 
政學 S 商業 學を敎 へつ ゝぁ 多。  .  / 

是等 支那 人敎 育の 學校 中公學 堂 ^ 普通 學堂は 男女 學 堂を 併せ 收容 して 敎 育な 
し 居れ 丸 女兒は 男學堂 tr 比し 男 七に 女 三の 割合な 久 然して 是等學 堂は 年，々 入學 
數を增 加せ 3。 

今我關 東都 督府 及南潇 鐵道會 社に 於て、 設立した る 支那 人敎育 機關の 重なる 名 
のを 擧れば 左の 如し。 
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堂數 


•初等科  高等科 


公  學  堂 (州 內)  七 
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四 六 二 


四5 


速成 科 又 
は 補習 科 

一 五一 
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管理者 及 保護者 


二、 0 六 五關 東都 督府 
、  一 〇 九 
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公認 * ft られる 普通 學堂 (同) 一 〇 五 
旅 順 高等 學堂 (同)  一 
公  學  堂 (州 外)  A 
日  語. 學  校 (同)  三 

合  計  一三 四 


一二、 四 四 八 
八 〇 
一、 六 0 三 
一三 〇 


一〇 

支那 人經簪 
關東 都督 府 
南滿鐵 道會社 
南滿鐵 道 曾 社 


是ょ 3 先き 日露 戰爭 前の 露國 時代に 於て 4 露國 «: 旅 順、 大連其 他に 露語 學 校を 
設け 支那 人 新敎 育を 授 くる ' £ 共に 露語の 普及に 努め 一時 tt 數百 名の 生徒 あ} 
し％、日：露戰爭後露國の勢力驅逐されし '£ 共に露語學校は一名隻影を止めず、而名 
現在 it 於て 名滿洲 各地 It 於け る歐米 人の 宣敎一 :は敎 會附屬 S して 學堂を 設け 支 
那人敎 育に 相當の 努力を 拂 a 居れ 3。 

日本人 ® の敎育 

満洲 tt 於け る 我 在住 民の 敎育は 比較的 完全に 行は れ居る \ 其經營 管理者 K 關 
東都 督府 、南滿 鐵道會 社、 及び 居留民 團の三 團體其 他 東洋 協 會經營 の 學校等 名 あ 3 
頗る 複雜を 極む。 

關 東都 督府は 關東州 內の敎 育 機關の 經營に 當 3、 南満 鐵道會 社は 南滿鐵 道附屬 


地 內の敎 育 機關の 經營に 當炎 除外 ' £ して 大 、連に 一二の 特殊 學 校を 經營 す) 此他營 
口に‘ は 居留民 團經營 の 小學校 あ}。 

奉 天に 於て a 由 來附屬 地內に 滿鐵會 社 經營の 小 學校あ 丸 附屬地 外に 別に 居留 
民 團經營 の 小學校 あ々、 又營 口、 安東 縣の 小學校 4 民團の 經營な 3 しが、 大正 七 年度 
ょ 3 奉 天、 安東 縣の兩 民 團小學 校は 南滿 鐵道會 社の 經營 S な 3、 南 滿鐵道 沿線の' 小 
學 一校は 是を 南満 鐵道會 社に て 統一す るて ^ 、 な 力た A 故に 今日では 民 團經營 S 
しては 營 口の 一學校 のみ ' £ なれ々。 

關東 都督 府は 明治 三十 九 年 五月 初めて 大連及 旅 順に 小學 校を 開設せ 3 越 ¢2 て 
四十 年 四月 旅 順 新 市街に 分敎 場を 設け 爾來 諸般の 設備 整理す るに 從 P 月を 趁ふ 
て學 童の 增 加を 見る に 至 3 四十 一 年 十二月に 於け. る 學童數 は 開校 當時に 比し 大 
連に 於て 實に 十七 倍餘 、旅 順に 於て 約 十， 倍の 增 加を 示せ 3 玆に 於て 更に 大連に 小 
學 校を 增設し 旅 順 新 市街 分敎 場を 獨立 セしめ 尙金 州、 藐子窝 、柳樹 屯、 普 蘭 店 等に 於 
て 名 日本人の 移住者 夥しく 漸次 定住の 傾向 あるを 以て 是等の 各地に 本校 及分敎 
場を 設置せ 3 四十 四 年 四月 大連 及沙 河口 代 各 一小學 校を 增設し 大正 二 年 四月に 
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至 多 柳樹 屯、 普 蘭 店、 貔子窩 の 各分敎 場を 改めて 本校 ^ 爲し 大正 四 年 九月 更に 大連 
市小學 校の 組織を 變更 して 高等 小學校 一、 尋常 小學校 三 ' £: せし 4 就學兒 童の 增加 
に 伴 a 大正 六 年 四月 大 連に 一校、 大正 七 年 四月 臭 水子に 一校を 增設す 現在の 校數 
合せて 十三 校 ' £ なれ^ N。  ， 


關 東都 督府 所管の 小學校 現在 就 學兒童 及 職員 數 左の 如し 
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& 明治 四十 三年 三月 勅令 第 百 S 關東 都督 府 高等 
女學 校官劁 に 基き 旅 順 高等 女學 校は 同年 六月 第三 學年 四十 六 名 第 四學年 十五 名 
を入學 せしめ 同年 七月  一 m 旅 順 新 市街 現 校舍に 開校せ々 大連 高等 女學 校は 關東 
都督 府に ，依々 て 大正 三年 九月 一日ょ々 大連兒 玉 町 假 校舎に 於て 開始せ々 依って 
從來の 旅 順に 在  >し關 東都 督府 高等 女學 校を 旅 順 高等 女 學校ミ 改稱 せ}。 
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學  校  學  級  職炱銥 事務 莨 
旅 順 高等 女學枚  九  1 A 
大 _ 連 高等 女學校  八  1 0 

計  *  一  七  三 八 

關東 都督 府 設立 中 學校 小學 校の 增設に 伴 a 其の 卒業生を 敎 育すべき 男女 中 
等敎 育の 施設を 必要 ' £ し先づ 中學 校を 設立す る 事 ^ 次久明 治 四十 二 年 三月 剌令 
第三 十六 號關東 都督 府中 學校 官制に 基き 同年 四月 第一 學年百 三十 三 名 第二 學年 
二 十三 名を 入學せ しめ 同钜 五月 旅 順 新 m 街 假校舍 に 於て 開校 I 同年 十月 現在 校 
合に 移轉せ 丸 時代の 要求 {t 應 b 關東 都督 府は 大正 七 年度ょ々 更に 大連に 一校を 
增設 せぅ。 大連は 四月 十五 日ょ 3 大連伏 見臺の 校舍に 於て 開始せ 力從 ふて 旅 順 
の關東 都督 府中 學を旅 順中學 校 ' £ 改稱せ 力。 

學校名  學級  敎職貫 兼 事務員  生徒 數 
旅 順 中學校  一三  三 三  五 O H 
大 連中 學校  一四  一一  一六 〇 

旅： 順 H 科學堂 は, 東都 督府の 所管 經營 に， して 明治 四十 二 年 五月 刺 令 第 百 三 
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一 〇 三、 五 九 一‘ 
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11 九 八 
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六 七三 九 — fq 

六 七 •一一 九！ 


十三 號旅順 工科 學堂 官制 it 依ぅ 設立せ る 4 のにして 同年 六月 民政長官 白 仁 武學 
長 兼任 ^ な  >  刻 立 準備に 關 する 事務を エ學 博士 貞野文 二に 設備に 關 事す る務を 
同 山川 義太 郞外數 名に 囑託 せ々 同年 九月 府令を 以て 學堂 規則を 制定し 學 科を 機 
械 ， m 氣 、採 鑛 冶金の 三 科 ' £ せ &、 恐く 本國の 日本に 於て ネ見次 る 大規模の 學校な 々 
現在の 學級及 職員、 寧生數 左の 如し 

ハ  學  生 


敷 


學 級 


一二 


職 


員 
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機械工 學科 
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電氣 H 學科 

一〇 四 


採鑛 冶金 學科 

一〇七 


經常 費豫算 
ra 

11 三 一、 六 三 五 


i  胁 X® き 4 於 本校は 南濡 鐵道會 社の 設立 經營 する 所に して 大連に 在  >  中 
等 程度の X 業學 校に して 主 ^ して 南 滿洲の 工業に 從事せ ん '£ する 靑 年の 爲 め (t 
設けられ ^ •る 免の % 々。 明治 四十 四 年の 創立に かか 3 翌四 十五 年 四月 徵兵令 第 
十三 條に 依る 文部大臣の 認定を 受け 穴々 土木、 建築" 電氣 、機械 及採鑛 の五學 科を 授 
く 現在 生徒. 及 職員 數 左の 如し。 

學級  戳員  \sl - i _ _ //  經常費 豫簟 


十； 木 科  建築 科  電氣科 機械科  採鑛科 計  3 

1 0 i  5 ハ  巧 ハ  §  七 四  七 四  三 七 ra !0七 1 六 
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八 


南潇 醫學堂 本學 堂は 南滿 鐵道會 社の 設立 經營 する 所に して 奉 天 ir 在 >，明 治 
四十 四 年 六月 之を 設立し 同年 勅令 第二 百 三十 號に依 > 專門學 校 令の 適用を 受け 
醫學の 蘊奥を 攻究す る 高等 專 門の 學校な 々、同年 九月 關東 都督 府令 第二 十二 號 を， 
以て 入學檢 定規 程 同 二十 三號を 以て 敎員 資格に 關する 規程を 定む翌 四十 五年徵 
兵 令 第 十三 條の 認定を 受け 大正 三年 醫師法 第 一條に 依々 文部大臣 之を 指定す 日 
本人に 限らず、 支那 人を 笔收容 す本學 堂には 本莉 の外豫 科を 置き 本科 it 入學せ ん 
V? J. する 支那 人 it tf し : 1 箇 年の 豫備敎 育を 施せ.^ 現在 學生及 職員 數 左の 如し 

學生數 


學  級 


四 


職員 數 

六！ 


人 


一一 
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經常議 算 

§ 1, 


附屬地 實業 補習 學校 南滿 鐵道會 社は 附屬褪 內に 於け る 小學校 卒業 以上の 子 
弟 (支那 人ネ 收容) に實業 上の 學 術を 授 くる 目的を 以て 南 滿鐵道 •沿線 各驛の 重なる 
附屬地 五十 餘筒 所に 實業 補習 學校な る 名のを 設け 普通科 專門 科の 二種 it 分ち 普 
通 科目は 修身、 國語 、算術、 理科の 四 科目 ' £ し、 專門 科は 土木 •建築、 機械、 採鑛 、電氣 、製 ffl 商 


業、 農業、 日 語、 英語、 支那 語、 露語、 幾何、 代數 、簿記、 法制、 經濟の 諸 科目を 授けつ ゝぁ る ^ 現 
在 各地 生徒は 三千 三百 以上に 達す、 鐵道從 事 貫 其 過半を 占む。 

** 孙か,斯 南滿 鐵道會 社は 南 滿鐵道 沿線の 附屬 地內に 於け る小學 校の 女子 
を 敎育 する 目的を 以て 大正 二 年ょぅ 各地 附屬地 內 の小學 校に 實科 女學 校を 設け 
修業年限 K 本科 二 箇年專 科 一箇年に して 科目は 修身、 國語 、算術、 家事、 女禮 、裁縫〗 等に 
して 現在 實科 女學 校の 所在地は 瓦 房 店。 大 石橋、 遼 陽， 奉 天、 鐵嶺 、公 主嶺 、長 春、 本 溪 湖 « 
賴の九筒所にして生徒數は本科百五十三名、專科百五十名計な々冗云ふ。 

東洋 協 會滿洲 支部 設立 學 校には 大連 商業 學校 、旅 順 語學校 ぁ々。 

办 は 明治 三十 二 年 文部省 令 第十號 商業 學校 規程 第二 條の甲 g 學 
校に 準し 內外 商業に 從事 する $ の、 爲めに 商業 敎育を 施す を 以て 目的 ' £ し、 明治 
四十 三年 九月 開校し、 大正 元年 十一月 徵兵令 第 十三 條に 依る 文部大臣の 認定を 受 
けた 力。 現在 生徒 及 職員 數 左の 如し。 

學 , 級  職 ii 生徒 敏  經常 費豫算 

九  二 八.  四六〇  1 一四 
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旅 順 語學校 本校 
以て 目的 ' £ し 明治 四 
へ漢 、數の 諸 科を 加へ 
以上 滿洲に 於け る 


地理 1 .敎育 )  .  一二 Q 
は 東洋 協會 の經營 にして U 支 人に 適切な ^ 語學を 授く .るを 
十三 年 九月 之を 創立せ、 0 ； 現今 支那 語， 英語、 日 語 及 露語 等を 敎 
た々 各 科を 通 b て每年 五十 乃至 八 九十 名な 多。 

敎育 機關を 總 合して 統計に 示せば 左の 如し。  . 


學 .校 


別 


小學校  州內 
高等 女學 校州內 
中學校  州內 

工科 學堂  州內 

KJ 學 咬 喃 滿鐵道 
/  i ^ 附 屬地內 

工業 學校 

醫 學 堂 

實業 補習 學校 

實科 女學校 

幼稚園 


校數 

1 三 

U 

一! 


一七 


兒 


尋 


常  科 

五 •五 二 九 


高  等  科 

六 一九 


機械工 學科 鼋氣 X 學 科採鑛 冶金 學科 

二 一九  10 四  一 〇 セ 


土木 科 建築 科 電氣科 機械科 採鑛科 

六 二  六  -1 0 七 九  七 四 


人 


支那 人  七 A 


六 

九 

二！ 


童 


1 11 

• 四 五 


Ills 

K 九 


管理者 及 
經營者 

閼東 總督府 


六 一二  同 
S ハ 三  同 
三 四 〇 同 

五 * 〇 九  南滿鐵 道會社 


同 

同 

同 

同 

同 


大連 商業 學校  一  四 六 0 東洋 協 會 
旅 順 語學堂  一  I  同 
小學校  ー  ニ 九 五  螫 口居伢 民團 

此統計 は 最近 卽ち 大正 七 年の 統計に 依る％ のな 久年 々生徒 數及び 經費は 一割 
以上. 二割 內外增 進し つ、 あ 力 ^ 知るべし。 

以上は 主 ^ して 南 滿洲に 於け る 敎育狀 態を 記せし 名のなる が、 北 滿洲に 於け る 
敎育狀 態は 最近の 統計 材料 無き を 以て 此に 記す るを 避く ffil ネ 要するに 北 滿洲の 
支那の 敎育狀 態は 南 満洲の 其れ V 大なる 差違 無く、 南 滿洲に 於け る 日本の 代々 に 
露 B! は自國 子弟の 爲めに 小學 程度の 學 校ょ {中等 程度の 各學 校を 設立せ るの み 
欢らず 、支那 人の 爲‘ めに 露語 學 校を 各所に 設立し、 以て 支那 人の 敎脊に 4 相 當の力 
を 盡しつ 、ある 次 A。 其 外 各地に 歐米 宣敎師 の敎會 あ 3 附 屬の學 校を 設 .けて 支 
那人を 敎育 しつ、 あるて ' £ 南 滿洲に 於け る ' £ .差異 無し、 又北滿 各地に 散在せ る 日 
本人は 哈爾賓 を 初め ' £: し 各地に 不完全 次がら 小學 校を 設け 在住 民に て經營 しつ 
、あ •るなら 又 •本願 寺 別院に て小學 校を 經營せ る 所 名 あ^ N。  , 
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第 八 章 衞  生 

滿洲は 必ずし％ 不健康 地に ぁらず 殊に 満洲は 一體に 冬季に 於て は 寒氣 激烈な 
名爲め 諸種の 惡疫名 其 跡を 潜め 病氣 比較的 少し、 尤 4 春秋 二季に 於て は 之に 反し- 
て 各種の 流行病 猖獗を 極め 傳染力 頗る 猛烈に  して 支那  人の 社會に  於て  ii  一村  全 
く 病 村 ^ 變ず るの 奇觀を 呈 する 乙ミ ぁ^ \。 

滿洲に て最ネ 多き は 赤痢、 腸 窒扶斯 € 猩紅熟 な 夂又 呼吸器に 關 する 病氣 多し、 渥 
紅 熱は 冬ょ 3 春に 亙 3 て 多く 發 生し 赤痢 觴窒 扶斯は 夏ょ {秋に ^: 力て 多し、 而炉 
笔 日本人 市街は 淸 潔 U して 且つ 衞生 行き 屈き 開業 醫ネ 多く、 又 病院の 設備 4 完全 
なる を 以て 比較的 患者 少く 死 e: 率ネ 多から ^ る 9^ 何分 不潔に して 衞生 思想に 乏 
しく且つ醫療機關に乏しき支那人部落 ^ 接觸し、且つ雜居する所名ぁる ^ 云ふ有 
樣な るを 以て 危險 なる て ' £ は 言 ふ 迄 4 無き 所な 力、 而 4 滿洲に 於け る我衞 生幾關 
は 關東 都督 府 ビ 南満 鐵道會 社の 手に 依 3 て 稍々 完全に 近き 設備 ぁ久殊 tr 南滿鐵 
道會 社 tt 經費を 吝まず 大連奉 天を 初め 鐵道 沿線 附屬地 內の衞 生 幾關の 設備 t 努 


力し つゝ あ久卽 ち南滿 鐵道會 社は 各地 附屬地 內の衞 生醫療 設備に 對し旣 に 二 w 
三十 餘萬圓 を 投 b 尙ほ 年々 二十 餘萬 圓の經 費を 投 b て醫療 機關の 完成に 努力し 
つ ゝあ るな^ S、 今關 東都 督府 及び 南満 鐵道會 社の 經營に なる 衞生 設備 及醫療 機 fi 
の 狀祝を 左に 記せん。 

關東 都督 府管內 に 於け る衞生 事務の 中央 機關は 、都督 府 民政 部に して， 钯 方機關 
1¢ 關 東州內 にあ 多て は 民政 署及 民政 支署、 州 外附屬 雄に 在々 ては、 各地 警務 署衞生 
警察 事務を 掌る、 海港 檢疫及 大連灣 內の衞 生に 關 する 事務は、 海務局 之れ に 當 之 滿. 
鐵 中央 試驗 所に 於て は 理化學 的 試驗及 細菌 學的檢 査及藥 品の 試驗を 行 ひて， 一般 
の 請求に 應 b つ、 あ々、 病院は 都瞥府 の經營 する ネのは 、旅 順 口 病院、 及 旅 順 大連婦 
人 病院 あ^ ^又大連を初め南满鐵道沿線の衞生設備は南滿鐵道會社主 ^ して之に 
當ぇ大 連 醫院の 外、 瓦 房 店、 大 石橋、 遼陽 •奉 天、 公 主嶺、 安東 章 河口、 千金 褰、 其 他に 三十 六 
個の 病院 ' £: 十ヶ 所の 出張所 あ 力、 其の 他 慈善 病院 地方自治 團經營 の 病院、 私立 病院 
あ.々 て、 南 満洲に 於け る 病院 數は、 總計約 六十 餘を數 ふ、' へし。 今 南 滿洲に 於け. る 我 
病院の 狀況を 表示せば 左の 如し 
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pq 

五 

亡 

今 重複を 顧みす 南満 鐡道會 社の 衞生 機關 に對 する 狀況を 特記せ ん 。該社 が 事 
業を 創始せ し 明治 四十 年末に 於て は、 殖民 地 經營に 必須なる 醫 療機關 4 微 々たる 
狀態 にして、 只 大連に 一 の滿 鐵醫院 あ 多、 撫順、 遼陽に 其 分院 あ 丸 其 他 主要 地點に 八 
ヶ 所の 出張所 あ々 たるの み M して 其の 從事 員は 醫 員三 十二 名 •調藥 員 十四 名， 看護 
婦六 十五 名、 其 他 二十 二 名に して、 其の 取扱 患者の 如き' 入院 延人員 三 萬 一千， 外來 
取扱人 員 二十 三 萬 一千に 週莒次 ぅしな 久然 るに 同會社 は 年々 發展し 行く 邦人の 
趨勢に 鑑み， 漸次 醫療機 闘の 數を增 加し 規模を 擄 張し、 巨資を 投 b て 病棟を 新築し 
設備を 整頓し、 現今に 於て は醫 院の數 十一、 分院の 數八 を數 ふる 外、 更に 公醫を 八ヶ 
所に 配置して、 以て 醫療機 園の 普及に 努 V、 而 して 其の 從事 員は 醫員百 四十 七 名、 調 


藥員 六十 I 名、 看護婦 三百 七十 二 名 其の 他 六十 二 名、 其 取扱 患者の 如 S 入院 延人員 
四十 四 萬 人， 外來 取扱人 員 九十 五 萬 人を 算する に 至れ i、 而 して 前に 4 記せし 如く 
滿鐵會 社は 此醫 療機關 '施設の 爲めに 、旣に 二百 三十 餘萬圓 を投せ しのみ ならず、 年 
々 •K の 經營 に尙約 二十 餘萬圓 を 費し、 以て 最新 最良の 醫術を 施す に 些の 遺 « なき 
を 期せ 丸 而して 患者の 四 分 一强は 日本人 以外の 支那 人な れば 、我が 文明の 餘澤が 
在滿 支那 人に 光 被す るの ® 少なら 次る を 知る It 足るべし。 


南滿鐵 道會社 經營治 病機關 配置 一覽 
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ケ 年間に 於け ^ 病 類別 患者 取扱 數 左の 如し 


病  類別 

傳染 性病 
皮膚 及 筋 病 
血行 器 病 
呼吸器 病 
泌尿及 生殖器 病 
中  毒 .症 


患者 數 

三、 三 1  一* S 
七、11五 
五三 五 
一 CT 四 五八 
九、 三 八 一 
八 九 


病  類別 

發育及 營養的 病. 
骨 及 關節病 
神經系 及 五官 病 
消化器 病 
外 襲 症 及變死 
原因不明 


患者 數 
四 七 AA 
四 六 一 
一 r 〇八一 
一六、 六 五三 
四 ' 11 三 九 
一、 八 五六 


.支那 側の 衞生 機關 £ しては 近 來奉天 長 春の 如き 大都會 には 支那 人 設立の 病院 
あ々、 又醫學 校 出身の 支那 人に して 開 •業せ る ネの ある 名、 其 數は 僅少に して 多數の 
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二 七 
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患者 ii 依然 ' £ して 從來の 漢法醫 を 唯 I の 賴みミ せる 次々、 又 各地 小都會 及び 各 村 
落には 一人の 醫者 無く、 凡て 漢法醫 を 唯一の 賴み ど するな A 只 各地 U 歐米 宣敎師 
の經營 する 病院 及び 施療 所 あ  >、 支那 人に 治療を 施す あ夂而 4 其數は 極めて 僅少 
な 多、 北 満洲には 露 人 經營の 病院 各地に 在々、 宛 4 南滿洲 に 於け る 滿鐵會 社 經營の 
病院 ' £ 同 b く 支那 人 治療 收容に 應 b つ、 あ 夂 要するに 衞生 ‘機關 t しての 支那 人 
* は 實に 憫然た る 名の あ}、 而名 彼等 自身は 多く 意 ^ せ 次る ネ の、 如し 暢氣 なる 民 
な 4 

水道 及 下水 飲料水は 州の 內外を 問は ず 槪ね 不良 次る 4 •旅 順及大 連は 水道 エ 
事の 殆ん ^' 完成せ る爲め 今や 衞生上 支障な きに 至れぅ、 州 外に あ 力て tt 南 滿洲鐵 
道會社 に 於て 樞 要の 地に 水道を 敷設し ^ 順 S 房 店、 遼陽 、鐵嶺 、公 主嶺 、長 春、 安東、 本溪 
湖は 旣に 完成し、 營口に 於て は 水力 電氣 株式 會社に 於て 經營し 四十 二 年 五月を 以 
て 竣工せ A 其 他 熊 岳 城、 蓋 平、 奉 天、 四 平 街、 開 原、 橋 頭、 草 河口、 連山 關 、鷄 冠 山 等には 機關 
用の 餘 水を 利用し 一部に 給水し つ、 あ々。 下水道は 大連 、奉 天、 長 春に 於て 全部 旣 
に 竣成し、 旅 順に 於て H: 其 I 部旣に 竣工し、 瓦 房 店、 遼 陽、 公主嶺 、本 溪湖は 近く 竣工す 


ベく 其 他は 計晝 中に 屬し 、年 ^ 共に 飲料水の 供給 及び 汚水 排除の 方法は 完備 せん 
^ す 汚物 掃除に 就て tt 明治 四十 年 二 月府令 第九號 にょ々 旅 順 •大連 及び 金 州に 於 
ては 衞生 組合を 組織して 汚物 掃除 其 他衞生 事業の 一部に 關 する 實行機 關を爲 し 
各戶ょ 3 人頭 又 14 建坪 割 若く は 等級 別 等に 依 3 て 費用を 徵收し •塵芥 # 尿、 汚水 等 
の 汚物 搬出 處分 し、 市街 道路 溝渠の 掃除 強に 撒水 等を 爲 さしめ 允る が、 旅 順 及大連 
は 大正 四 年 十月 一日ょ 3 市 規則 實施 冗共に、衞生組合を廢止し其事務「切を市に 
引繼 ¥ た々、 其 他の 市街地 及 村落に 於て tt 民政 署 ，支署、 出張所に 於て 適宜 居住者を 
して 汚物 掃除を なさし め、 又 州 內附屬 地に 於て は 警備 衞生 組合を 設け、 盜賊 •火炎の 
警戒 ^ 共に 併せて 之を 行へ々。 

第 九 章 行  政  • ' 

都督 府 組織の 沿革 明治 三十 八 年 五月 滿洲 占領地 民政 署職 員に 關 する 勅令 公 
布せられ、 六月 九日 關東州 民政 署の 編制 成久大 .連に. 民政 署を 設け 旅 順 ^ 金 州 ^ に 
大連 民政 支署を‘ 置く。 同年 十月 關東 總督府 官制 出で、 關東州 民政 署は 其の 令 下 it 

第二 編  人文地理 (行政)  ニー 九 


第二 編  人文地理 (行政)  .  一三 〇 

歸 した々。 三十 九 年 七月 CC 到々 關 東都 督府 官制 公布せられ 同時に 軍政を 撤去し 
九月 一日ょ} 關東州 租借地は 完全なる 民政 治下に 立つ て ^ 、 なれ 6 0 關東 州は 
遼 •東半 島の j 部に して 滿鐵 本線 普 蘭 店 ^ 田家 驛 ^ の 中間ょ 3 以南の 地域 五島 長 
山 列島を 加へ 二百 十八 方里な 3。  • 

爾來 官制の 改正 漸次 行は れ三 十九 年 十二月 關東 州、 南滿鐵 道附屬 地に 警務 署を 
置き、 四十 一年 一月 新に 外事 總長、 警視 總 長の 官を 特設して 南 滿洲鐵 道 沿線に 在勤 
せる 領事 官を して 都督 府の 事務官を 兼ねし むる {〇冗、 なせ {。同年 十月 金 州 民 
政 署を廢 して 支署 ^ なし、 其 管轄を 大連 民政 署に 併合し. 行政 區域を 二區ミ なし 穴 

旅 « には 都督 府ぁ 丸大 連には 南滿 鐵道會 社ぁ夂 一は. 政治 及び 軍事の 機關 ^ し 
て 南 滿洲に 臨み、 一は 經濟的 及 交通 機關 施設 機關冗 して、 南 満洲 一帶に 勢力を 張れ 
久而 して 此二大 機關の 外に 領事館なる もの 遼陽 .營 口. 奉 天、 新 民 屯、 鐵嶺 .長 春、 哈爾賓 
吉 林、 安東 縣 等に 設けられ 關東州 以外の 南滿洲 各地に 散在せ る 我が 居留民の 保護 
取締の 任に 當れ} 。南滿 鐵道會 社は 初め tt 關東 都督の 監督を 受けた るが 竣鐵道 


院の 監督 下に 屬 し、 領事 舘は 外務省の 栺揮 命令に 服す る 制度なる を 以て、 此の 三 個 
の 機關は 全く 鼎立の 姿 ^ な {南 滿洲に 割據 す、 故に 行政 事務の 統一を 期す る 乙 t 
困難 £r して 時 It 或は 干 格 不統一を 來 すて ^ は 勢の 免れ 次る 所に して 南 滿經營 上 
遺慽 V? J する 所. 在々。 於此 大正 六 年 七月 满鮮 兩鐵併 業の 協調 成る や、 滿鐵會 社の 定 
款 ^ 都督 府 ^ の官劁 に 若干の 更改を 施し、 又 領事の 官制を 改正し 滿洲 政治の 統 一 
を圖 々た々。 更に 關東 都督 及 都督 府の 官制を 槪記せ ん。 

都督の 權. (1) 關 東都 督府の 長官は 之を 關東 都督 ' £ 稱し 、親任官に して 陸軍 大 
將 又は 中將 を選拔 して 親 補す る 4 .のにして、 權 限の 主要なる ネ の 14 關東 州を 管轄 
し、 並に 南 滿洲に 於け る鐵道 線路の 保護 取締は 勿論 •管轄 區內の 防備を 掌る 名 のな 
3。 (2) 故に 都督は 部下 軍隊を 統率して、 外務大臣の 監督を 承け 諸般の 政務を 統轄 
す。 ? れ關東 都督なる 7P のが 朝鮮 及び 臺灣の 總督冗 異なる 所に して、 其の 管轄 區 
域の 土地が 他 •國の 領土に して 之を 租借し つ、 ぁるが 爲め な^ 0  3 而 して 都督 (i 
其の 行政 權 行使の 爲 め職權 又は 特別の 委任に 依^ N、 都督 府令 ^ .稱 する 行政命令を 
發するて ^ を得て之に禁錮一年以下又は罰金二百圓以內の罰を科する<0ビを許 
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された { (4) 又 都督は 安寧秩序を 保持す る爲め 臨時 緊急を 要する 場合には 前記の 
制限を 超 ゆる 罰則を 附 したる 命令を 發す るて ^ を 得 ^ 定められた}。 (但此 場合 
は 命令 發布後 直ちに 勑裁を 乞 ふべ し ^ あ久 5 尙ほ 又關東 都督 14 軍隊の 統率 權を 
有する 結果 ^ して 其の 管轄 區域內 の 安寧秩序を 保持し 且つ 鐵道 沿線の 保護 及び 
取締を なす. に 必要なる 場合には 兵力を 行使す る權 限を 有し 特別の 委任 ある 時は 
支那 地方 官憲 ' £ の 交渉 事務を 掌理す。 (但し 都督は 其權 限を 行 ふに 當丸 外務大臣 
及 陸軍大臣に 報告すべし ^ あ  6 都督は 所轄 官廳の 命令 又 ii 處分に して 成規 
に 違 a 公益を 害し、 又は 權 限を 犯す 名の あ^ NS 認むる S きは 其 命令 又は 處分を 停 
止し 又は 之を 取消す て ^ を 得。 (7) 都督 tt 外務大臣に 因 {內 閤總理 大臣を 經て所 
部 文官の 叙任 叙 勳を 上奏す。 8 都督は 所 部の 文官を 懲戒す、 其 勅任官に 係る 4 の 
及奏 任官の 免官は 外務大臣に 依々 內 閤總理 大臣を 經て 之を 上奏す る な^ N 
居れ i。 

都督 府に 次の 職員を 置く、 卽ち 民政 長實 勅任) 外事 總長 g 任 # 務總長 (勅任} 參事官 
專任 一人 (奏 任) 事務官 專任七 人 (奏任 X 但內 一人は 勅 圧 ^ なす： ^ を 得) 秘書官 專任一 


人 (奏 任) 技師 專任九 人： 警 覦 專任九 人 (奏 任) 飜譯 官專任 二人 (奏 任 I 警部 技手 飜譯 生專 
任 (百 五十二 人 (判 @ 警部補 専任 九十 三人 (判 任) 在 久 然して 民政 署長は 事務官を 以て 
之に 充て 都督の 指揮 監督を 受け 法律 命令を 施行し、 部內の 行政 事務を 管理す、 民政 
署長は 部內の 行政 事務に 付 其 職 權又は 特別の 委任に 依々 管內 一般 又は 其 一部に 
民政 署 令を 發し 之に 五十 圓以內 の 罰金 若く は 科料 又は 拘留の 罰則を 附す るて ^ 
を 得、 民政 署長は 管 內の 靜謐を 維持す る爲め 兵力を 要する ^ きは 之を 都督に 具狀 
す、、 へし、 但し 非常の 場合に 際して は 直に 其 附近の 守備隊 長に 出兵を 要求す るて ^ 
を 得。 

都督 府の 事務 管掌は 官房、 民政 部、 陸軍 部に 分る、 官房には 秘書課、 文書 課、 營繕 課、 外 
事 課 あ々 て 各 其の 管掌 事務を 掌理す。 民政 部は 庶務課、 警務 課、 財務 課、 土木 課 あ々 
而して 庶務課の 所管には 農事 試驗 場、 旅 順 苗圃 事務所、 金 州 苗圃 事務所 あ々、 且又 民 
政 部の 所管に して、 營 口 警務 署 、奉 天警 務署 、鐵嶺 警務 署 •遼陽 警務 署、 安東 警務 署 、長 春 
警務 署あ 々て、 鐵 道附屬 地の 警察 事務を 掌ぅ、 尙ほ 其の 所管に 水 產試驗 場、 警察官 練 
習 所 あ 力。  . 
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陸軍 部は 參謀 部、 副官 部、 法官 部、 經理 部、 軍醫 部、 獸醫 部に 分れて 軍務を 部署す。 

然るに 大正 六 年 七月 三十 一日の 鮮滿に 園す る 官制の 改正 あ 3 以上の 官制に 多 
少の變 更を來 せぅ。 

卽ち寺 內內閤 は' 大正 七 年 七月 三十 一日 發 表の 官制に 依れば 朝鮮 總督は 其 管理 
する 朝鮮 鐵 道の 建設、 改良、 保存 及び 運輸® に 附帶の 業務を 南 満洲 鐵道會 社に 委托 
し 多年の 懸案た る 滿鮮鐵 道の 聯絡 統一を 圖 々し ^ 共に 關東 都督 府官 制に 多少の 
變改を 行 a た々、 卽ち關 東都 f をして 南滿 鐵道會 社を 統裁せ しめ 南滿鐵 道を 關東 
都督に て 直轄す るて ' £ ゝせ 3、 初め 政府は 都督 (it 南滿 鐵道會 社の 總 裁を 兼任せ し 
むる 案を 立てし ネ樞 密院に て 軍人の 都督を して 營利會 社の 總裁允 らしむ るは 不 
可な々 '£ の議出で終に統裁せしむ '£ 云ふ<0 '£ にな々た丸是にて兎に角關東都督 
は 南 滿洲に 於け る經濟 交通の 大機關 を經營 する 南滿鐵 道會社 を 統 一 する て ' £: を 
得た るな 九 又 「南満 洲 に 在勤す る 憲兵の 長 穴る 陸軍 憲兵 將 校は 關東 都督 府警 務總 
長 又は 警視に、 憲兵 準 士官 下士は 關東 都督 警部に 特に 之を 任命す るて ^ を 得 ' £ 次 
し」 南 滿洲に 於け る 憲兵 ' £: 警察 ' £ の統 一 を圖 々、憲兵 大佐を 以て 關 東都 督府の 警務 


總 長に 任命せ 力、 又 南 滿洲に 於け る 領事の 官制を 改正し 「満洲に 駐在す る 領事 又は 
副領事は 二 年 以上 關東 都督 府 高等 行政官の 職に 在る 者 又 五 年 以上 滿洲に 於て 業 
務に從 事し 相 當の學 識經驗 ぁる 者の 中ょ 夕 外交官 及び 領事館 試驗 委員の 銓衡を 
經て 特に 之を 任用す る 事を 得」 ^ なし 以て 關東 都督 府內の 事務官を 領事に 採用す 
るて ^ ミし領事を實際に關東都督にて統一する制度 ^ なした久但し外交に關す 
る 事件に 就て は 都督は 外務大臣の 指揮 監督を 受 くるて ^ は 依然 穴々。， 

地方行政 機 闘 '！ £ しては 旅順大 連に 民政 署ぁ丸 又 金 州に 民、 政 支署 ぁ久普 蘭 店、 雜 
子窩に 出張所 ぁ久 地方行政を 掌 6 居れぅ、 然して 半 自治 制 ^ 名 云 ふべ さ 地方自治 
機 關ぁ久 支那 人の 自治 機關を 會村 制 ^ 云 a 、 日本人の 自治 機關に 市政 及 日本人 會 
居留民 團等ぁ 3。 

關東 州內に 於け る 支那 人の 半 自治 機關  ■ 

支那 人 統治 上 舊慣に 基き 露國 租借 時代の 制度を 踏襲して 會村 制を 採用し！* 政 
署 開始 當時旣 に 地方の 縉紳を 選び 民務 長 ^ 次 さしめ、 其 下に 會 長を 置き 會 長の 下 
に 村長 又は 屯 長を 置きて、 下級 行政 機關を 組織した々。 會及び 村 屯の 組織は 事情 
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の 便宜を 考竅 1、多少の分合を行ひたれをも多くは從前の儘 ^ 次し居れ$。會長 
は 會の 事業 ^ して 道路、 敎 育、 勸業其 他の 公共事業を 掌 > 、又 政令の 傳達 及び 租銳の 
徵收等をなし、村長は其部內に於ける會長の事務を補佐する4の次{。會及び村 
に 要す. る 費用は 凡て 住民の 負擔 ^ なし •其の 收支 豫算は 民政 署長の 認可を 經て之 
を 施行す、 會村 制は 凡て 舊慣に 遵由 せし 名のに して、 金 州 管內に 保 甲 制度を 設けた 
る 外、 州內 地方行政に 關し 未だ 成文の 規定を 設 くるに 到らず。 而して 旅 順、 大連、 小 
崗 子、 撫順及 貔子窩 等の 市街地には 公議 會を 設け、 公議 會長を して 會村 長 ^ 同一の 
事務を 處理 せし. めつ ゝあ 々。現在の 會村 及び 公議 會數は 大連 民政 署に 於て 會六 
村 百 三十 四 公議 會二、 金 州 民政 支署に 於て 會四 十九、 村 千 七 百 六十 八、 公議 會二、 旅 順 
民政 暑に 於て 會六、 村 三百 五十六、 公議 會一に して 此の 合計は 會六 十一、 村 二 千 二； 百 
五十八、 公議 會五な A。 ，  ' 

支那 舊來の 制度 ' £ して •、市街地には 槪ね 公議 會なる 商 民 團體あ  > 、公 同の 利害を 
攻究し 業務の 振興を 圖 るの 外 官の 命を 承け 下級 行政の 補助 機關 たるて ^ あ {、宇 
公 半 私の 團體に して 地方の 習慣に 依 3、 事務の 範圍 に 廣狹の 差 あ. 力、 必らず し 名 j 


定の 限界な し , £ 雖 4、 會の 費用は 總て會 員ょ 力 醵出す るを 例 ' £ す。 淸 朝の 末、 商務 
部は 商務 會章 程を 制定し、 全國の 公議 會は槪 ね該章 程 ct 準據 し、 商務 會又は 商稔總 
會 ^ 改稱 したる 名、 州內に 於て tt 依然 ' £ して 舊 名を 襲用し， つ、 あ^ \。 現に 州內 it 
存する 公議 會は大 連、 小崗子 (大 連の 一部 穴る 支那 人 街) 旅 順、 金 州 及び 貔子窩 の 五箇 
所 次 >。 

日本人の 半 自治 機關 

市 規則 實施 大連 及び 旅 順に 於て は 明治 四十 年 二月 衛生 組合 規則を 實 施し、 汚 
物 掃除 及び 清潔 法、 消防法、 其 他 各種 傳染病 豫防救 治に 關する 機關 ^ して、 民政 署一 
定の區 域を 定めて 衞生 組合を 設け、 組合は 規約を 定めて 前記の 事務を 施行し、 民政 
署長の 指定し 穴る 區域內 の 居住者は 當然衞 生 組合員 穴る て ^ 、 11 生 組合の 經費は 
組合の 負擔 ^ し Is 費收 支の 方法に 就て は 民政 署長の 認可を 受 くるを 要し、 組合に 
は 組合 長 一名、 副 組合 長 各 一名、 若は 衞生 委員 二 名を 置き、 其 區域內 it 於け る 衞生事 
務を 補佐せ しめ 小區 域多數 なる 時は 委員 中ょ々 十 名 以上 十五 名以內 の 常 議員を 
置き、 事業の 視察 及び 急 施 事項を 議定す るの 權を與 へ、 組合 長 及び 副 組合 長は 衞生 
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委員の 豫選に 依ぅ 民政 署長 之を 任命し、 委員は 各區の 組合員 之を 選擧 し、 常 議員は 
委員を して 互選せ しめ、 組合 長は 其當 選者を 擧げて 民政 署長の 認可を 受け、 組合 長 
よぅ 委員に 到る まで 任期を 一箇年 ' £ 定め、 以て 民政 署に屬 する 事務の 一部を 處理 
せし むる 一の 自治 機關ミ なし 穴 3。 市の 漸次 膨脹す るに 從 a 自治 思想は 次第に 
發 達し、 各 町民の 融和 一致の 必要よ々 一方に 町內會 なる ネの 起 * > 一轉 して 聯合 町 
內會 なる ものを 生じ、 各 町內會 代表者の 互選に よ々 て 聯合 町內會 長を 推擧 し、 市民 
の 利害に 關 する 一般の 希望を 當 局に 具申す るの 機關 ^ なし、 暗々 裡に 市制 實 施の 
基礎た るを 期した る ^ 市民の 希望は 終に 都督 府當 局の 容 る、 所 ^ な久機 漸く 熟 
して 大正 四 年 九月 八日 府令 第二 十六 號を以 て 大連及 旅 順 市 規則を 發 布し 十月 一 
日よ^ N 實施せ 多。 其 市政 規則の 槪要は 左の 如し。 

㈠大連 及 旅 順に 市を 設置し、 敎育衞 生 及 其の 他に 關し 特に 指定した る 事務を 掌 
らしむ 二 市內に 住所を 有する 者 K 市の 費用を 分擔 する 義務を 有す (H) 市 tt 必要 % 
.る 規程を 設 く. る ^. ' £ を 得 g 市に 市會を 置く 五市 會 議員の 定數は 大連は 三十 名 旅 
順は 十六 名 ' £ す# 市會 議員は 當 分の 內 民政 署長 其 半數を 選任し 他の 半數は 選任 


せられた る 議員 之を 選擧し 民政 署長の 認可を 受く べし (-t) 市會 議員は 名 # 職 ' £ し 
其の 任期 tt 二 年 ^ す 但し 補闕に 係る 者は 其 前任者の 殘 任期 在任す f A ) 市會は 市に 
關 する 事件を 議決す 其槪目 左の 如し 1規程を設け又は改廢するて £ 2歲入出豫 
算を定 むる て ^ 3) 決算報告を 認定す るて ^ (4) 財 產及營 造 物の 管理 方法を 定むる 
1冗 (5) 市費 其 他 使用料 手數 料の 賦課 徵收に 關す るて ^ ^) 歲入出 豫算を 以て 定む 
る 名のを 除く の 外 新に 義務の 負 擔を爲 し 又は 權 利の 抛棄を 爲す 市 會の權 
限に 屬 する 事件の 一部は 其 議決に 依 多 市長を して 之を 專決處 分せ しめ 若は 議員 
の 互選を 以て 常任委員を 設け 之に 委任す るて ^ を 得， 然して 市長は 議員ょ々 三 名 
を 選 擧し關 東 都督 其 中ょ  >  一 名を 任命す。 

此 規則に 依れば 殆 半官半民に して 完全なる 自治 制 ^ 云 ふを 得 ^ る 名 完全な 
る 自治 制に 達する 階梯 ^ 思へ ば 可な らん か。 

明治 三十 A 年 以降 軍政 治下に 在 3 て H 奉 天、 遼陽、 營 口、 鐵嶺 、長 春、 安東 
等の 各地に 日本人 會を 組織して 居留民の 福利を 圖る冗 共に、 軍政 署の 指示に 依々 

て 行政 事務の 一斑を 處理 する 機關穴 らしが 三十 九 年 軍政 撤廢 ミ 同時に 日本人 會 
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を廢 して 新に 居留民 會を 組織し、 民會 議員には 全部 官選なる あ々、 半數 官選 次る あ 
、夕、 地方に 依ぅ 其 組織を 異にすれ ^ 今 尙ほ 民會 ^ して 存在せ るは 奉 天、 遼 陽、 鐵嶺 
長春等にして營口、安東等は明治四十年以來居留民團法を施行して居留民團ぞ稱 
し、 等しく 警備、 衞 生、 敎育 等の 公共 事務を 掌 A 以て 自治 機關 たるの 任務を 盡せ 3。 
奉 天 居留民 會の 如きは 明治 三十 九年會 長、 副 會長 ff 政 委員 等 悉く 官選に して 成立 
し 其後數 年を 經 過して 大正 二 年に 到々 居留民 中民會 組織の 改善を 唱 ふる 者 あ f 
居留民 自ら 議員を 選擧 し、 議員 自ら 會長 副會 長を 選出す るを 當然次 ，ぅ , £ 主張して 
終に 取締 官廳を 動 加し、 總 領事館 も 民論の 歸嚮 を容れ 、同年 九月に 到々 全然 民選ょ 
、夕 成れる 新民會 規則を 發 布し ^ 々。 

南 滿洲鐵 •道 沿線！ 帶 の附屬 地に 於け る 行政の 一部分、 卽ち 土木、 衞 生、 敎 育、 徵税等 
は 南滿洲 鐵道會 社に て經營 しつ、 あ 3、 茲に 之れ を 記せん ^ する 4 南滿鐵 道會社 
の條に於て之を記するて£、せん。 

東 三省の 政治 機關 (支那 側) 

支那 人 側に 於け る 東 三省の 政治 組織は 奉 天に 東 三省 都 # あ 久 各省に P 撫を置 


て 統治せ しが、 淸朝廢 せられ 民國起 {て、 後發 表され ^ る 奉 天 省の 官制は 左の 如し 
尤 4 其 後 多少の 變革ぁ { 又改稱 され ^ る 官廳 ぁる 7P 大體 に變 {なし。 

奉 天 省 官制 

奉 天 都督 府 

行政 公署 總務廳 內務廳 財政 廳 敎育廳 實業廳 

盛 京 副 都 •統兼 守護 陵寢 事務 署 外交 部 特派 交涉署 奉天鹽 運司署 
國稅廳 籌備處 司法 籌備處 

奉 天 省 警察 廳  地方 警察 廳 營口 警察 廳 安東 警察 廳 安東 水上警察 廳 
河 水上警察 廳 

中路觀 察使署 西路觀 察使署 南路觀 察使署 東路觀 察使署  北 路觀察 使 
署  . 

各 道 尹 各縣 知事 各縣 警務 長 谷地 税捐局 各地 鹽務 分局 
奉 天 高等 審判 廳 奉 天地 方 審判 廳 遼陽 地方 審判 廳 安東 地方 審判 廳 營 
口 地方 審判 廳 新 民 地方 審判 廳 錦 州 地方 審判 廳 奉 天 初級 審判 廳 遼陽 
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初級 審判 廳 安東 初級 審判 廳 營口 初級 審判 廳 新 民 初級 審判 廳 錦 州 初 
級 審判 廳 奉 天 高等 檢察廳 奉 天地 方 檢察廳 營口 地方 檢察廳 安東 地方 
檢察廳 遼陽 地方 檢察廳 錦 州 地方 檢察廳 奉 天府 第一 初級 檢察廳 新 民 
初級 檢察廳 安東 初級 檢察廳 遼陽 初級 檢察廳 錦 州 初級 檢察廳 撫順等 
東 三省 電報局 奉 天 省 奉 天分 局 安東 分局 昌圖 分局 錦 州 分局 營口分 
局 大 孤山 分局 洮南 分局 鐵嶺 分局 通 化 分局 自長府 分局 各地 支局 
吉林省 吉林 分局 長 春分 局 三 姓 分局 延吉廳 分局 佳木 斯 分局 哈爾 
賓 分局 甯古塔 分局 及 各地 支局 
黑龍江 省 齊 々哈爾 分局 海 蘭 泡 分局 及 各地 支局 

東 三省 郵政 局 奉 天 郵政 局 牛莊 郵政 分局 寬城子 郵政 分局 哈爾賓 郵政 分 
局 安東 郵政 分局 吉林 郵政 分局. 錦 州 郵政 分局 
東 三省 税關 哈爾 賓税關 滿洲 里分關 綏芬 府分關 三 姓 分關 拉哈蘇 分關 
愛 渾分關 吉 林税關 琿 春税關 龍 井村 分關 奉 天税關 安東 税關 大東 
溝分關 大 連税關 牛 莊税關 


吉林省 、黑龍 省の 二 省 官制 も 奉 天 省 ' £: 大差 無き を 以て 之 5r 省略す。、 

第 十 章 財政 

關東州 租借地の 經營 は單に 租借地 諸般の 行政の みならず 南滿洲 鐵道會 社附屬 
地 及び 居留地に 於け る 通信、 警察 及び 觀測 事務 5: 主管す る 4 のな れば歲 計 亦 膨大 
次}。 關東 都督 府の會 計 tt 明治 四十 年 三月 法律 第 十七 號を以 て 特別 會 計 ^ なし 
歲入を以つて歲出に充つる ^ ^ 、なし穴れを名其經費の大部分《一般會計の國 
庫 補充 金に 俟た次 る 可から 次る 現狀な ぅ。 

租 税關東 州 S 規則は 明治 三十 八 年 十二月 二十 M 日關東 民政 署令 第六號 
を 以て 公布せられ、 土地の 業 主には 每年一 畝に 付 金 十錢を 賦課す るて £ 、 なせ々 
土地に 關 する 公課は 本 規則の 實 施 ' £ 共に 廢せ られ穴 々、其 後明 治 四十 年 五月 勅令 
第 四十 八 號を以 つて 關東州 地方 費 令を 發 布し ^ る ^ 其 精神は 州內 居住 民の 福利 
£ 負擔 の關 係を 痛切に 覺知 せしめん が 爲めに 制定せ しものに して 地方税 其 他 
の收 入を以 つて 敎育 、衞 生、 勸業等 地方 住民の 福利に 直接 關係 ぁる 費用を 支辨 せし 
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むる にあ 久 租税を 別ちて 地租、 鹽税、 營業税 、雜 種 税の四 種 ' £ す、 地租は 特別 會 計の 收 
入に 屬し 、營 業税 及び 雜 種税は 地方 費收 入に 屬 す、 而 して 鹽稅は 製造 場ょ々 鹽を移 
出せん ' £ する 時 賦課す る $ のにして 鹽 j 支 石 (我が 二 石 五斗 K 付 金 六十 錢 を徵收 
す、 是等 諸税の 納期 tt 三、 八、 十二月の 三囘に 分ち て鈉 付せ しめ 月稅 ^ 屬 する の tt 
每月 二十 五日 迄を 納期 ' £ 定む 、營 業税 に屬 する 年税は 開業の 翌月よ 3 課税す る ^ 
原則 ' £ する 4 銀行 保險 倉庫業 及び 特殊 製造業 印刷業に 限 3 開業の 翌月よ 3 三 筒 
年以內 課税を 猶豫し 得る 特例を 設けた々。 


大正 元年 度 以降 四 種 租税 額 左の 如し 
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*• «• 事業 都督 府の 補助 獎勵 事業は 明治 三十 九 年に 於て 關東州 水産 組合に 金 
三千 圓 を下附 したる を嚆 矢 ' £ し、 四十 年度 it 於て 一 萬圓 四十 一年 度に 於て 四千 七 
百 四十 二 圓を同 組合の 水產 事業に 對 して 補助を 與へ殖 林を 計 劃せ る當 業者 R S 
し 四十 一 年度に 於て 千 七 百 八十 五圓の 種苗 下付を 次し 四十 二 年度に 到 3 關東州 
水產組合に一萬圓漁業經營に補助ぞして神戶汽船會社に一千圆’大日本水產會に 

二 千 圓を與 r 殖林 事業に 對し ては 種苗 下付 千 四百 二十 圓の 外關東 州 ^ 連絡す る 
沿岸 航路の 補助 七 千 九十 二圓 を志岐 組に 交付した るの み、 翌 四十 三年 以降 補助 獎 
勵を なす 可き 谷 種の 事業 起々 三十 九 年度の 三千 圓 四十 年度の 一 萬圓 四十 一年 度 
の 六 千 五 百 二十 七圓 四十 二 年度の 二 萬 一千 五 百 十二 圓よ 3 i 躍して 四十 三年 度 
に 於て は 總計七 萬 六 千 百 五十 三圓を 支出し 穴 多、 四十 三年 以降 大正 四 年 八月 迄の 
補助金 額 左の 如し。 
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支那 側の 財政 

東 三省に 於け る 支那 側の 財政に 就て は 此に其 詳細に して 且つ 正確なる 材料 無 
きを 遺慽 S す、 支那は 由來 各省に 於て 省內 人民よ 力 税金を 徵收し 其 中よ 3 自省の 
經 費を 支辨 し、 又 中. 央 政府に 納付す る 名のな  奉 天 省 一箇年の 歲 入は 約 一千 百 萬 
元よ {二百 萬 元にして 此 中よ 3 中央政府に 紈 金し、 省內の 支出 ' £ しては 軍費が 其 
主要 次る 名の ^ して 次 H: 省 * 敎育 費、 實業 獎勵費 等な々、 吉林 省は 此奉 天 ' £: 稍々 同 
額の 經費 にして 黑龍 省， は 遙に 下位 ir. 在る もの、 如し、 固よ i 支那は 表裏の 多き 國 
にして 表面の 歲入は 上記の 如き ネ裏 面に 於て 人民 個々 よ 3 誅求 する 金額 尠加ら 
次 るを 以て 實 際の 收 入 tt 明記す るを 得 ^ るな  >9。 


支那 中央政府の 歳入 五 億 萬 元の 中 I 億 萬 元は 鹽稅 にして、 海關稅 七 千 三百 萬 元 
な^ N、 故 it 鹽稅 € 海 關税 ^ は 歲 入の 主要なる ネの なる が、 滿 洲に於 ては 地租が 其 -i 
衣る 財源に して 次は 關税、 鹽税 、雜 種稅次 > ^ す、 南 滿洲海 關税は 大正 五 年の 統計に 
依る に 二百 三 萬 一千 八 百 四 五十海 關兩な 多。 

今 參考の 爲め奉 天 省に 於け る 租税の 槪 略を 記せん。 

©• 獅 支那の 租税は 其 種目 頗る 繁多 なれ f、 大體に 於て 之を 田賦 、税 及捐に 
分類す るて ' £ を 得、 卽ち田 賦及税 は 支那 全國 若く は 奉 天 省 全 省に 共通す る 名のに 
して、 捐 は 谷縣 特別の 名の ^ 久 前者は 我國の 國税に 類し、 後者は 地方税に 類す、 本書 
に 於て tt 說 明の 便宜上 前者を 國税 S 呼び、 後者を 地方税 ^ 稱せ 多。 

(-) 國税た る 田賦 、田 房 買 典 契税芣 動 產賣買 又は 質 入 登記税 ) 及當 帖税寶 屋税 M tt 
地方税は 縣署に 於て 之を 徵收 す。 

TT 縣署に 於て 徵收 する 以外の 國税 にして 出 產税、 銷場税 、菸 酒税、 木植税 、繭 絲税 、帖 
税 (免許 税) 及 家畜 税は税 捐徵收 局に 於て 之を 徵收す 此他徵 收官廳 には 海關鹽 
釐局及 漁業 總局等 あ 丸 又 國税の 一種に 印花税 あれ ^ 4 今 之、 を 略す。 
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執 照は 質 入 證明書 下附の 際に 徵收 する 手數 料に して 證書 一 枚に 付 銀 六錢 ^ す 
當帖税 質屋 税 tr して 資本に 依々 三等に 分つ 其 税率 次の 如し。 

三 萬 元 以上 一年 六十 元、 三 萬 元 以下 同 四十 元 ' 萬 元 以下 同 二十 元 

右は 最近の 吹 正 税率なる も 今 尙舊税 率に 依 ^ 地方 ぁリ舊 税率は 凡て 銀 五十 兩に L て 別に 帖費 


a 札 費) 毎年 十兩か 徵收す 

ル 產税 本税は 奉 天 省 內の產 物にして 他 地方に 輸出す る 名 のに 課する 税金な 
久產 物は 之を 貨 ^ 糧 ^ に 分ち、 糧を又 大豆 ' £: 然ら次 る 名の ' £ に 分ち 各 税率を 異 
にす 卽ち 左の 如し。 

出 產貨税 從價百 分の 一半、 出 產糧稅 從價百 分の , 大豆 税從價 百 分の 三 

奉 天 省 內の產 物 及外來 貨物に して、 省內に 於て 販賣 する 免のに 賦課す 
る 税金に て、 稅 率は 從價百 分の 二 ^ す。 

ii 橄 煙草 又は 酒に 賦課す る 税金に して 其 税率は 左の 如し。 

菸葉税 一斤 銀 一分 六 厘、 紙菸税 百 本 銀 一分 六 厘、 酒税 (高粱 酒) 一斤 銀. 一分 六 厘 
4 i  木材に 賦課す る 税金に して 此税 金に 旗 署木税 、東 邊木税 及 木 植新捐 の 
三種 あ 6 0 

** 綠獅 繭絲に賦課する稅金にして税率は出產貨税に同じ。 

4  你斗 拜帖 、店帖 、當帖 及 牙帖に 賦課す る 名のに して 税率 左の 如し。 

斗秤税  每年  大洋 銀 二 十. 四 元 
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店帖税  同 
牙記税  同 

性畜税 .家畜 税に して 賣買每 に 賦課し 買主ょ々 徵收す 税率 左の 如し。 

牛馬 騾從價 百 分の 五、 驢同百 分の 二 半、 豚 同 百 分の 二、 羊！ 頭 銀 五分 
屠 印税 屠獸 場に 賦課す る 税金に して 屠獸 一 頭に 付 銀 五分 
鑛 税煤炸 税及金 課 S 鑛照 税ぁ蟲 税率 左の 如し。 

煤炸税  S IS I5 S  一？ 合計 百 分の 五 
金 課  一 人 一箇月  金三釐 
鑛照稅  大淸鑛 務正章 第 六 條に依 3 徵收 す。 


第 十一 章 軍事 


都督の 任務は 關東 州を 管理し 南 滿洲に 於け る鐵道 線路の 保護 及 取締の 事を 掌 
る ^ 雖气 軍事 行政 ' £ 民政 ^ は 截然 區別 せられ、 都督の 下に 民政長官 あ 多 て！ 般行 
政 事務を 綜理 し、 又 別に 陸軍 部 條例あ 3 參謀 長を して 都督の 管轄 內に 於け る箜軍 


一般に 關 する 事務を 掌ら しめ、 鐵道 沿線の 守備に 就 S ては 駐剳 師團の 外獨立 守備 
隊ぁ丸 日， 露 講和の 結果 沿線 主要 地に 二十 四箇 中隊を 配置せ^ N。 

都督 府陸 軍條 例は 明治 三十 九 年 八月 公布され、 九月 一日ょ々 施行 ^ 次る、 陸軍 部 
は 關東 都督の 所轄 內に 於け る 陸軍 一般に 關 する 事を 掌夂參 謀 部、 副官 部 三部を 合 
して 慕 僚 ^ す) 法官 部、 經理 部 m 醫部 、歡 部の 各部ょ} 成れ A 參謀 長は 都督を 輔佐し 
て 陸軍の 機務に 參晝 し、 命令の 普及 } a に 實 施を 監督し、 陸軍 部內 一般の 業務 監督に 
任 ^ 、法官部長は都督に隸屬し軍事司法に關する業務を掌3、經理部長は駐剳諸部 
隊の會 計 經理を 監督し、 國 防及鐵 道に 關 する $ のを 除く の 外、 陸軍 土地 建築物に 係 
る 事項、 兵 營其他 臨時 新設 工事を 掌久師 團經理 部 管轄 外の 部隊に 係る 會計 經理も 
亦 其總轄 する 所た 丸 軍醫 部長は 駐剳諸 部隊の 衞生 業務を 監督し、 獸醫 部長は 軍馬 
衞生 業務を 監督す。 

關東 憲兵隊は 三十 八 年 十二月 二日 創設せられ、 憲兵隊の 配置 及 憲兵 分隊の 管區 
は 明治 四十 四 年 九月 十日 制定せられ、 翌年 及 大正 二 年に 於け る 改正に 依 A 現在の 
配置 及 管區は 左の 如し。 
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關東 憲兵隊、 位置 新 旅 順 


一 五八 


分  隊 
旅 順 憲兵隊 
大連 憲兵隊 
遼陽 憲兵隊 
奉 天 憲兵隊 
鐡嶺 憲兵隊 
公主嶺 憲兵隊 
安東 憲兵隊 


分遣隊 


柳樹 屯、 瓦 房 店 
大 石橋、 瞥  口 
本溪湖 
鐵昌圖 
鐵四平 街 •長 春 
E 凰  城 


憲兵  分隊  管  區 
關東州 夏 家 河 子 黃泥 川下 屯 Li 到る 線 以南 
旅 順 分隊 管區を 除く 關東州 、萬 家 嶺及其 以南 
萬家嶺 以北 煙 臺間及 營口大 石橋 間 
營口以 北 新 鏖子間 及 奉 天、 橋 頭 間 奉 天 撫順間 
新臺子 以北 雙廟子 間 
雙廟子 以北 長 春 間 
橋 頭 以南 安東 間  、 

軍法 會議は 明治 四十 年 法律 第 四十 六號 R 依々 旅 順及遼 陽に 設置せられ •旅 順に 
在る 名のを 關 東都 督府陸 軍々 法 會議 ^ 稱し 、遼 陽に 在. る 名のを 關 東都 督府 陸軍々 
法 會議 ^ 稱 す、 鞍山站 以南に 於け る 被告 事件は 旅 順 軍法 會議 ，鞍 山站を 除き 其 以北 
及 安 奉 沿線に 於け る 被告 事件は 遼陽 軍法 會議の 管轄 ^ し、 管轄 不明の 時 若しくは 
重複す る 時は 關東 都督 之を 指定す、 此 規程は 最初 四十 年 五月 府令 第二 十八 號を以 
て 發布せ &れ 、同年 府令 第三 十六 號及 四十 三年 府令二 十號の 改正を 經て 前記の 如 
く 現行す。 


此他 陸軍 衛戍 病院 及 陸軍 所 屬官衙 所在地 左の 如し。 

旅 順衞戍 病院 (柳樹 屯 分院 •大連 分院、 大 石橋 分院、 瓦 房诺 分院) 

遼 陽衞戍 病院 (奉 天 分院、 安東 縣 分院、 海 城 分院、 連山 關 分院) 

鐵 嶺衞戍 病院 (公 主嶺 分院、 開 原 分院) 

關 東衞戍 監獄 (旅 順) 遼 陽衞戍 監獄 
關東 陸軍 倉庫 (旅 順) 大連支 庫、 鐵嶺支 庫 
關東 陸軍 兵器 支廠 (旅 順) 遼陽 出張所 
陸軍 運輸 部大連 支部 
關東 陸軍々 樂隊 (旅 順) 

駐 剳師團 駐剳 軍は 一箇 師團 にして、 師團 司令部を 遼 陽に、 旅團 司令部を 柳樹屯 
及 旅 順に 置き、 四 箇步兵 聯隊を 柳樹 屯、 旅 順、 遼 陽、 鐵嶺の 四 箇所に 配備し、 騎兵 聯隊を 
公 主嶺に 、野® 兵 聯隊を 海 城に、 工兵 大隊を 遼陽に 置き、 遼陽 駐屯 步兵 聯隊の 內 一箇 
大隊を 奉 天に 分駐せ 6 0 

守備隊 鐵道 沿線 守備の 爲め獨 立 守備隊を 設置した るは 明治 四十 二 年 四月に 
して、 公 主嶺に 司令部を 設け、 豫 後備 役 中ょ {守備兵を 召集して 之を 編成す、 其 所在 
地 左の 如し。 
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第一 大隊 公主嶺 

第一 中隊 范家 屯、 第二 中隊 公 主領、 第三 中隊 郭家 店、 第 四 中隊長 春 
第二 大隊 開 原 

第一 中隊 開 原、 第二 中隊 昌圖 、第三 中隊 四 平 街、 第 四 中隊 開 原 
第三 大隊 奉 天 

第一 中隊 千金 寨 、第二 中隊 奉 天、 第三 中隊 煙臺 、第 四 中隊 虎石 鏖 
第 四 大隊 鳳凰 城 

第一 中隊 本溪 湖、 第二 中隊 草 河口、 第三 中隊 鳳凰 城、 第 四 中隊 安東 縣 
第五 大隊 大 石橋 

第一 中隊 大石 橋、 第二 中隊 鞍山站 、第三 中隊 海 城、 第 四 中隊 大 石橋 
第 六 大隊 瓦 房 店 

第一 中隊 瓦 房 店、 第二 中隊 得 利 寺、 第三 中隊 熊 岳 城、 第 四 中隊 瓦 房 店 

右の 外 各地に 分遣隊を 派して 鐵道 停車場の 警戒 it 當 らしめ、 旅客 貨物の 安全を 
保持す る爲め には 武装せ る 兵士を 列車 內 に警乘 せしめ、 馬賊の 襲來に 備 へしめ た 
る 時代 名 あ 3 穴る が、 今日に 於て は 恁る 必要な きに 到れる 名、 鐵路以 外 數步を 出づ 
れば 兵備 警察 共に 微力なる 淸國 領土に して、 附屬地 以外は 依然 馬賊の 跋扈に 委し、 
時には 一團の 馬賊來 つて 附屬 地內を 侵す あ {、或は 鐵道 線路を 挾んで 5 賊 ^ 巡警 


^ 相戰ふ あ i、 警察 機關の 不備 不完全なる 支那 領土 內を 走れる 一條の 鐵道 沿線 守 
備の 必要なる て ^ 今日 名 尙ほ十 數年以 前 ^ 異ならず。 

要塞 司令部 旅 順 要塞 司令部は 明治 三十 八 年 一月 九日の 創設に 係る、 明治 四十 
一年 I 月 陸軍々 令に て 改定した る 一般的 要塞 條例 に 據 々、司‘ 令官の 任務は 關 東都 
督に屬 し 要塞の 防禦 計 劃を 擔 任し、 要塞 備付の 兵器、 器具 材料 及 防禦 營造 物を 管理 
し 軍需品の 整備を 次す にあ々。 職員は 司令官の 下に 參謀、 副官、 部員、 主計、 軍醫 、准 士 
官 •下士 及 技手を 置く。 司令部は 旅 順 八 島 町に 在 j。 要塞 司令官は 衞戍條 例に 依 
々衞戍 司令官 ^ して 旅 順に 駐屯せ る 陸軍 部隊 (重砲 兵 大隊、 步兵 聯隊 軍樂隊 ) の 司令 
官ミ して、 旅 順に 於け. る衞戍 勤務に 關し 駐屯 軍隊を 指揮し、 衞 兵の 部 置 及 其 人員を 
定む るの 權能 あ  > 、有事の 日に 方 {ては 民政長官 ど 協議し 住民 公共の 保安に 任 b 
ヌ衞戍 線內に 騷擾の 事 |> る It 對し 、民政長官の 請求 1) {穴る 時は 兵力を 以て 便宜 
事に 從 ふ。 

要塞 地帶 陸地 ' £ 水面 ^ を 問； はず 防禦 營造 物を 基點 ^ し 其 外方 地域を 左記 標 
準に 依々 三 區に 分ち て 之を 防 * 營造物 地帶ぞ 稱し關 東都 督其區 域を 定む〇 
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第一 區 、基 點を 去る て ^ 五 百間以 內 、第二 區 、基點 を 去る て ' £ 二 千 五 百間以 內 、第三 
區 、基點を去る1 ^ 五千間以內(防禦營造物豫定箇所に$適用す) 

鎭守府 明治 三十 九 年 九月 勅令を 以て、 關東 州の 海岸 海面を 關東州 海軍 區匕し 
旅 順 鎭守府 の 所管に 屬せ しめ、 同時に 旅順鎭 守府條 例、 海軍 港務條 例 X 作 部、 經理部 
敷設 隊 、病院の 各 條例及 監獄 官制を 制定 發 布し、 同年 十月 一日ょ 3 施行す。 鎭守府 
條例は 四十 二 年 十 一 月 軍令を 以て 改定し、 十二月 一日ょ々 施行す。 

海軍 港 務部は 旅 順 港 水域の 警衞 、艦船の 繫泊 、出 入渠、 浚渫船の 使用、 海標 、運輸、 救難 
防火 等の 事 及 旅 順 鎭守府 司令官の 指定す る 港灣 防禦の 一部に 關する てて を 掌 多 
部長の 下に 副官， 部 * 軍醫 長、 主計 長 (外に 軍醫 、主計 ¥ 置ぐ。 海軍 工作 部は 旅 順鎭守 
府に屬 し、 船舶 ^ 器の 造修 JM 兵器， 圖誌、 測 器 ■及 艦營 需品の 供給を 掌々 部長の 下に 部 
員軍醫 長、 主計 長 (外に 軍醫及 主計} を 置く。 海軍 經理 部 tt 旅 順鎭守 府に屬 し、 會計經 
理 造船 造兵の 材料に ぁら 次る 通常 物品、 港灣 防禦 用品 及 艦船 繋留 用品の 供給、 鎭守 
府 所管 官衙及 其 所屬艦 船隊の 會計 事務の 監督、 管 區內に 在る 船舶の 金櫃 物件 及 帳 
簿の 監査、 被服 糧食の 供給： ^に官有財產建築土木に關する ^ ぞを掌丸部長及部員 


を 置く。 敷設 隊は旅 順 鎭守府 に屬 し、 水雷 防禦 及 旅 順 港 場 域內 b) 守 衞を掌 {司令 
の 下に 分隊長、 機關 長、 軍醫 長、 主計 長 (外に 機關官 ，軍醫 及 主計 ¥ 置く。 海軍 病院は 旅 
順 鎭守府 に 屬 し、 治療 品の 供給、 被服 糧食、 藥 品等の 衞生試 驗を掌 丸 院長、 副 長の 外に 
軍醫官 、藥 劑官を 置く。 監獄は 鎭守府 に屬 し、 監獄 長は 専任を 置か t 鎭守府 法務 長 
たる 主理 之を 兼任す。 

要港 部 旅 順 軍港は 鎭守府 設立以 來 、依然 ^ して 其 規模を 改めず m に 廢殘せ る 
露國 時代 經營の 舊營造 物を 補修して 之に 充て、 船渠の 如きは 大船を 修理す るに 堪 
J2 ず， 港內又 狭隘に して. 時勢の 進 運 ^ 共に 年次 船型を 大にせ る 今日 到底 軍港 ^ し 
て 維持す るの 價値衣 く、 近く 朝鮮 It 鎭海灣 軍港 設置の 計 劃 ある 等 軍港 ^ しての 存 
在を 必要 ^ 認め 次る に 到 多、 數年 前ょ 3 縮 少說屢 々傳ベ られ たるが 大正 三年 三月 
終に 鎭守府 を廢し 要港 部を 置くて ^ に 決し、 四月 一日ょ 力實 施せられ、 同時 it 關東 
州 海軍 區は佐 世 保 鎭守府 の 所管 ^ 次れ 要港 部の 任務は 必要に 應 b て 驅逐艇 
隊及孵 船を 附屬 せしめ 修理工場を 置きて 船舶 兵器の 小 修理を なさし む。 

0  域 旅 順 港の 境域は 明治 三十 九 年 九月 M 令を 3 て 定められ 十月 •一日 鎭守 
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府條 例の 實施 ^ 其に 施行せ らる、 其 境域 a 北方 陸上 it 於て tt 東方 楊 家 屯の 海岸よ 
々大家 屯， 東北 溝、 李 家 屯、 金 家 屯、 小潘家 屯の 線を 限久 双島灣 南岸を 廻 3 西海岸に 沿 
ふて 羊 島 震 一名 鴆灣 r J 橫 斷しン ース 角よ 3 南端 老鐵山 高角に 到る 線‘ れよ 海 
岸に 沿 ふて 老鐵山 東南よ 6 -1 直線に 鮮生 角に 到る 旅 順 港外を 劃し « 生 角よ 3 楊 
家 屯 海岸に 至つ て Jh む。 同年 九月 海軍省 令を 以て 旅 順 港 規則を 定め、 取締を 規定 
した {。明治 四十 三年 七月 一日 旅 順 西 港を 開放し 內外國 艦船の 出入を 許す の勑 
令發 布せられ、 要港 以外の 所謂 第三 區に 於て a 艦隊の 妨げ ^ なら 次る 限久自 由に 
硫 泊す るて ^ を 得せし めた >。  ■ 

支那 側の 軍事は 奉 天. 吉林 、及齊 々哈爾 の 各省 首府に 師團ぁ 3 其 他 各地 it 旅團ぁ 
1 聯隊 ぁ 3、 地方の 警備 it 任ず 督軍は 省 長 之を 兼ぬ。 

第 十二 章 警務 機關、 

警務 機關 明治 三十 八 年 六月 大連に 關東州 民政 暑を 設置し、 其 分課の 一 ' £ して 
警務 部を 置き、 旅 順、 金 州兩 地に 支署を 置く、 是 等の 部長 又は 支署 長には 警視を 以て 
之に 充て、 其 下に 若干の 警部 ' £ 未だ 戰線に 在る 陸軍 下士 卒中 曾て 警察 事務 it 服し 


穴る 經驗 者を 選抜して 巡査に 採用し、 又 軍政 暑に 於て 淸國 人ょ {採用した る 巡 捕 
を 以て、 民政 署及び 支署に 配置す。 尋で翌 三十 九 年 九月 新 '^ 關東 都督 府の 設置せ 
らる 、や、 州の 內外に 布 敷せ る 鐵道 ■附屬 地の 警察 事務を 擄 張す 可き 必要に 逼られ 
都督 府 民政 部に 警務 課を 特設し、 大連、 金 州、 旅 順の 三 箇所には 民政 暑を 置き、 金 州 民 
政 署管內 貔子窩 及び 普 蘭 店に 其 支署を 置く。 又 州 外には 鐵道附 屬地樞 要地に、 警 
察署 及び 支署を 置き 警視 又は 警部を 署長 ' 5£ し、 警部を 支署 長 ^ して、 其 下に 警部 及 
び 巡査 若干 名を 配置せ 3。 越 J2 て 四十 一 年 十月 金 州 民政 署を廢 し、 大連 民政 暑を 
設置するミ同時に、貔子窩、普蘭店の二支署は、金州支署の出張所 ^ 改名し警部を以 
て所長ミ次せ{。南滿洲各地の帝國領事舘所在地には、從來領事館所管の警察ぁ 
{て 管 內屈留 邦人に 對する 警察 事務を 取扱へ  > 。而 して 關東 都督 府 所管の 警務 
署 S 領事館 所管の 警察署 ^ は、 僅々 一條の 溝渠 又は 橋梁を 限界 ' £ して、 別個の 保護 
取締を 爲 すの 奇 觀を呈 し、 警務 署 ^ 領事館 警察署 ^ の 間に 注々 扞 格を 生 b て 各 機 
關の 運用を 圓滿 ならしむ る 上 it 遺憾の 點尠 から 次る 名の あ 多し 爲め 四十 一年 一 
月關 東都 督府 官制の 一部を 改正して 領事を して 都督 府の 事務官を 兼ねし め、 鐵道 
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附屬 地の 警察專 -務を 掌理せ しむる ' £ 同時に 都督 府警 察 官吏を して 外務省 警察官 
吏を 兼任せ しめ、 都督 府に 警視 總長を 置き 民政 部 警務 課長 ' £ して、 一般 警察 事務を 
掌理せしむるに到力穴る爲め相互間の關係密接ミ次久警察諸般の事務統一し漸 
次 圓满な る 運用を 見る に 到れ 力。 

然して 從來 警察は 憲兵 ^ 獨 立して 活動す るて ' £ 母國の 日本 ' £ 同樣な 3 しが 寺 
、內 內閤は 朝鮮に 行 ひし 例 tt 習 a 大正 六 年 七月 三十 一日を 以て 滿洲の 警察 制度を 
广變改 し 憲兵 將校を 以て 警務 總長 ^ し 憲兵 ^ 警察を 統一せ 3、 從 ふて 警視に 憲兵の 
將校を 用 a 、 警部に 憲兵の 下士を 採用す る it 至 i た 力。 

警察の 配置は 時務の 進 運に つれ 變遷 して 今日に 到れ^ N。 卽ち 明治 四十 二 年に 
は 都督 府 管下に 一一 民政 暑、 一民 政 支署、 二 民政 出張所、 六 警務 暑、 四 警務 支署 以下 各署 
を 通 b て 百 三十 九の 派出所、 領事館 管下に 警察署 六、 總 領事 分館 一 、 派出所 八、 出張所 
五、 駐在所 三 ぁ A 之に 從 事す 可き 定員は 高等官 專任十 人、 兼任 八 人、 判任官 五十 九、 
巡査 七 百 六十 人、 巡 捕 二百 六十 人に して、 巡査は 之を 二分し 其の 一 宇は 關東 州內に 
他の 一宇は 鐵道 附屬地 及び 領事館 管， 內 It 配置せ 3。警務署及び支署、領事绾、誊察 


暑の 所在地 左の 如し。 


關 東州內 


名 

旅 順 民 
大連民 
同 金 州 


稱 

政署 

政署 

支署 


同 普 蘭 店 出張所 


位置 •管  轄  區  域 
旅  順 旅 順 市街 及 方 家 泡、 水師營 、三塁、 營城 子、 王家 店、 山 頭 ノ六會 

大  連大連 市街 及大連 ir 臭 水 屯、 華鎭 壁、 老虎灘 、小 平 島、 沙河 ロノ— 

/ g- M  / 金 昽內 及 馬 家 屯、 南 山、 小 孤山、 大 孤山、 董家 溝、 黃嘴子 廟 、玉 皇頂劉 家 店、 二 十 
金  ナ 1 里 壁、 岔山 '老 虎山、 大魏家 屯、 閻 家樓ノ 十三 會 

,ゴ # 蘭 « 、長店堡、石河酿、三十里堡、老爺廟—道河子、唐房，土城子、亮5^、華家 
普 蘭 fe 一 屯.. 姜家堡 子、 大李家 屯灣 、良 嶺 寺、 休 家 屯. 臥龍 屯、 長 山寺、 粉皮墻 、交流 島、 鳳 鳴 
(島、 朝 陽寺决 馬廠、 後 三 道 島、 西 中島 ノニ 十三 曾 


1 IF  s  u  R  t  F  K  I 老爺 難、 碧 流 河，、 大蘆家 屯、 唐 家 房、 犬 潭家 房、 央河 廟、 
同貔 子窩出 韻 ^ 1 子 ® 一島 廣鹿 島* 獐子 島、 海 # 島ノ 十九 會 

關東州 外 鐵道附 屬地內 

稱位置  管  轄  區 
營  口 警察署  營口  ■東 州 界至鞍 山 店 及 營口線 全部 直轄 營口線 全部 
大 石橋 支署  大 石橋 自蓋平 至 鞍山站 
$ 房 店 支署 S 房 店 自關東 州 界至蓋 平 
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小楊樹 房、 大長山 島、 小县山 


域 


六 七 
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遼陽 警察署  遼陽自 鞍山站 (鞍 山 站及謹 を 含む) 至沙河 

奉 天 警察署 奉 天 {黯贿麵 酵子自 、触 黯 誠 3 鑛 河口、— 線—、 直轄 自沙 河——、 自安 

撫順 支署  撫順撫 順 線 全部 (撫順 以 i く) 

本溪湖 支署  本溪 湖自 石橋 子 至 草 河口 
鐵嶺 警察署  鐵嶺自 新臺子 至 四 平 街 
長 春 警察署  長 春 自四平 塞 長 春、 直轄 自 公主嶺 至 長 春 
公主嶺 支署  公 主 嶺白四 平 街 至 公主嶺 
安 東 警察署  安東 自草 河口 至 安東、 直轄 自五龍 背 至 寮 
鷄冠山 支署  鷄冠 山自五 龍背毫 河口 

牛莊 領事館 警察署  營口奉 天 省 中 言 廳 、錦 州廳 、蓋 平縣 、海 城 縣及復 州 
遼陽 領事館 警察署  遼陽奉 天 省 中 遼中縣 、遼陽 州 

奉天總 領事館 警察署  奉 天 奉 天 省 中 用 東牛莊 、長 春、 鐵嶺及 遼陽洲 各 領事館 警察の 管轄に 屬 せざる 地方 
鐵嶺 領事館 攀1 察署鐵 嶺奉天 省 中 海龍府 I 鐵嶺府 、開 原縣 、遼陽 州、 昌圖 府中 奉 化縣及 康平縣 
長 春 願事 館 警察署  長 春 吉林 S 長 春府 、農 安縣 伊通 州、 奉 天 省中眺 南府 及昌圖 府中 S 德縣 


安東 領事館 警察署  安東 奉 天 省 中 鳳凰 廳 、興 京 廳、 莊河廳 、安東 縣 、寬 旬縣 、通 化縣_ 縣、 輯安縣 、臨 江 縣 

吩和 «• «• 帝國が 露 國に代 3 て 關東 州を 統治し、 南滿鐵 道を 經營 する it 及び、 先 
づ居 住民の 安全を 圖 { 統治の 實績を 擧げん が 爲め 匪賊の 根絕に 努力し、 守備隊、 憲 
兵隊、 警察 及び 警備 艦艇の 連絡 協力を 以て 警備 掃蕩 R 從 事した る 結果、 關東 州內に 
於て は 全く 彼等の 根 據を絕 つに 到れ 唯 高粱 繁茂の 季節 又は 海上 濃務の 時に 當 
力 •十 名內 外の 小團を 作^ N 沿海の 戎克 船を 脅し、 又は 民家を 刼掠 する 名の あ 多。 而 
か ネ 支那 人は 被害の 自己に 及ば 次る 時は 之を 目す るに 對 岸の 火炎の 如き 態度を 
持し 恬 VF J して 顧みず、 依て 是 等の 弊風を 矯正し、 一致 協力の 觀 念を 養 a 自治 自衞の 
思想を 發達せ しむる 爲め 、風俗 習慣を 參 酌して 保 甲 制度を 定め、 明治 四十 二 年 六月 
一日ょ々 之を 金 州 民政 支署 管內に 實 施し ^ 々。 保 甲 制度の 要義は + 戶 乃至 二十 
芦の 間に 規約を 設けし め、 互 ひに 相 警め、 相 制して 地方の 治安を 保持せ しむる にあ 
A 甲には 甲 長を 置き # 長は 保 正 ' £ して 會內の 全甲 長を 統轄 指揮す、 保 甲 制度 實施 
の效果 は顯 著なる 名の あ {、管 內の 居住 民 克く其 精 # を 了解し ' 致 協力 警戒に 易 
めつつ ある 爲め州 外鐵道 沿線 地方は 今尙ほ 高粱 繁茂 期に 於て 草 賊出沒 絕ぉ次 る 
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省の あるが 獨 3 金 州 管內に は 殆ん仑 其 被害を 見 次る に 到れ 力。 

消 !® • 機關 火炎の 警戒 及び 防禦 消火の 機關は 明治 四十 二 年 九月 消防 規則を 發 
布し、 大連 、旅 順に 消防 組を 設置し、 區域內 在住者ょ 3 消防 組 員を 採用し、 警官の 指揮 
命令の 下に 消防に 從事せ しめ ' 面には 支那 人を 養成して、 日本人の 經驗者 若干 名 
を 加へ 常置 消防 員 ^ 次し、 非常に 應 ずるの 準備を 次 さしむ。 鐵 道附屬 地に 在々 て 
は 南滿 鐵道會 社の 組織した る 消防 組 あ 丸 警務 暑の 指揮 監督を 受けて 消防に 從事 
す 大正 四 年 三月には 大連 it 本部 一、 補助 消防 組 六、 其 他の 各地に 十三を 數 へたる が 
逐年 各地 共增 加の 趨勢 ^ 在々。 

營業 取締 明治 三十 九 年 十月 營業 取締 規則を 制定し" &種營 業卽ち 新聞 雜 誌の 
發 行、 電氣、 S 斯 、汽機 汽罐 及 石油 發 動機を 使用す る營 m 銃砲 火藥其 他爆發 物の 輸出 
入 製造 及び 販賣 業、 屠 獸場營 業 等は 都督の 許可を 要し、 乙種 營業 即ち 煙 花 其 他 五十 
有餘 種の 營業 に對 しては、 民政 署長、 同 支署 長， 警務 署長、 同 支署 長の 許可を 受く 可き 
% の ' £ し、 其 他の 特種 營業に は 特別の 規程を 設け、 明治 三十 九 年 七月 大連に 限夂道 
路 保全の 爲め 荷馬車 取締 規則を 施行した 湯屋、 脬船 、質屋、 古物商 等 警察 上 取締 


を 要する 名のに して、 特種 規程な き 名のは、 都督 府 、民政 署、 警務 署其 他に 於て、 營業許 
可の 際 命令 條 件を 指令し 之を 遵守せ しむ。 

浮浪者 取締 內 地人增 加に 伴 S 浮浪の 徒名 亦 逐次 增 加す 可き は 數の 免れ 次る 
所 次}。 是等 浮浪の 徒は 內地 人間 又は 支那 人の 間に 介在して、 恐喝、 誰 欺、 橫領 等の 
不正 行 爲を敢 てし、 地方の 治安を 害する のみ 次ら t 對支 政策に 支障を 迨 ぼ し、 延て 
は國 威を 漬 すの 虞 あれば、 其 情狀の 重く して 寬假し 難き 名のに 對 しては、 在留 禁止 
處 分を 施す ^ ミ ゝな} 、明治 三十 九 年 府令第 八 號を以 て、 關東州 在留 者 取締 規則を 
發 •布した 多。 在留 禁止の 期間は 一年 以上 三年以 內に して 禁止 處分は 州內に 在} 
ては 所轄 民政 署長、 州 外に 在々 ては 警務 署長の 職權に 屬 し、 在留 禁止の 命令を 受け 
たる 免の、 若して れ を不當 匕 する 時は 命令 取消を 都督 ^ 申請し 得る て匕、 なせ 3 
明治 三十 八 年 以來 在留 禁止 處分を 受けた る 人員の 最多 數苁 力し は 明治 四十 一、 二 
年の 各 六十 三人に して 最少 數は 大正 三年の 一人な <^す。 

馬賊 被害  鐵 道附屬 地に 至} ては 全く 州內 ^ 其 趣きを 異にし、 鐵 道の 幹 枝 線 
六 百餘哩 、然か 名 其 幅員は 線路の 雨 側、 僅に 十數間 乃至 二十 數間に 過 ¥ ず、 一步 境界 
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を脫 すれば 支那 領土な^ N、 匪賊 無賴の 徒來っ て刼 掠を 恣に する $、 一旦 之を 逸せん 
か、 其搜索 逮捕 容易の 業に あらず、 明治 三十 八 九 年の 頃は 盛んに 附屬 地を 襲； 5、 甚し 
き tt 列車 內に 潜入して 旅客を 脅やかし、 時には 警乘せ る 守備兵を 狙撃せ る あ 丸 被 
害 甚だしか^ s し 炎 爾來 年を 逐 ふて 警察官、 憲兵 及 守備兵の 配置 警乘の 嚴を加 ふる 
ミ 共に、 附屬地 居住 民の 夜警 組合の 成. る あ^ S、 官民 相俟って 警備の 機 關備は るに 及 
び、 附屬 地內の 被害は 甚 しく 減少し、 列車 內の 被害の 如きは 全然 其 跡を 絕つ に 至れ 
A 唯 電線を 切斷し 之を 窃取す るが 如き 犯人は、 現今に 及ぶ ネ時 々現は る ゝあ夂 鐵 
道 沿線 it 於け る是等 賊徒の 出沒は 守備兵 0 配置 •を 密に する に 非 ずん ば、 到底 掃蕩 
し 得べき tr あらず、 今 三十 八 年 以降に 於け る 馬賊 被害の 件數を 左に 記せん。 
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四 八 
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二 一 
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五 
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五 四 


支那 側の 警察 4 奉 天、 吉林 、黑 龍の 各省に 警務 廳ぁ 多 各地に 警務 派出所 ぁ A 村落 
に 至る 迄 警官 配置 さる ゝネ 官紀 紊れ 地方 民は 警官の 保護を 受く るよ 3 却て 彼等 
の橫 暴を 厭 a 居れ 3。  , 
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明治 三， 十九 年 六月' 關 •東都 督府 令を 以て 關東州 刑罰 令、 關東州 刑 * 審理 規則 及 民 
事 審理 規則を 公布し 七月よ} 施行す。 該令に よれば 民事事件 H: 審理 所に 於て 審 
理官 之を 審理 裁判し、 刑事に 就て H: 別に 檢察官 を 置く。 訴® 手續は 民事 刑事 兩事 
件 共に 簡捷を 主 ミし、 其 適用 法規は 地方の 法規 慣習 及び 帝國 民法 等を 參酌 する て 
ミ、 し、 刑 tt 死刑、 懲役、 沒收 ♦罰金， 拘留、 科料 及 答 刑の 七 種に 分ち、 各 犯罪に 科す 可き 刑 
は 一に 審理 官の 裁斷に 委し、 答 刑は 支那 人、 朝鮮人に のみ 適用せ々。 同年 九月 都督 
府 官制の 實 施 ' £ 共に、 M 令を 以て 關東 都督 府令 施行せられ、 審理 所を 廢して 地方 法 
第： 二 編^! A 文. 地理 (司法  >  一七 三 
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院、 高等 法院の 二つ を 旅 順に 置き、 關東 都督に 隸屬 して 民事 刑事の 裁判を 掌る、 地方 
法院は 大連及 金 州に 出張所を 設け、 民 刑事の 損害 及び 非訴® 事件を 取扱は しめ、 高 
等法院は終審冗して地方法院の裁判に對する上訴に覆審し穴^^各法院に判官 
及び 檢察官 を 置き、 始審 事件は 判官 單獨に て 裁判し、 覆審 事件は 判官 三人の 會議に 
て 裁判す。 訴一訟 手續に 關 しては 民 刑事 審理 規則に ょ 3、 刑事は 關東州 刑罰 令に 依 
る' 主 ' £ して 帝國 刑法を 適用す。 非訴 事件に 關 しては 何等 規定す る 所な 加 多し 
名、 登記 公證 及び 確定 日附は 當事 者の 便利を 圖つて 之を 取扱へ々。 

裁剑令 前記の 司法制度は 居住 民に 對す る權 利の 保護 ^ 治 罪の 確立を 計る に 
適應せ 次る 名の ぁるを 認め たれば、 都督 府は 中央政府に 對し 、左の 如き 提議を なし 
穴 4 

一、 各國 殖民 地に 於け る 實驗に 徵し 、土民の 司法 權に對 する 觀 念を 考へ 、又 裁判 事 
務 の簡捷 を圖 A 民政 署長を して 支那 人の 民事 及び 一定の 刑事事件、： g に 本邦 人 
及び 外國 人の 一定の 民 刑事事件を 取扱は しむる 事。 

二、 支那 人の 法律 觀 念を 尊重す る爲 め、 支那 人 及び 外國 人の I 定の民 刑事事件を 


取扱は しむる 事。 

三、 土地に 關する 權利は 、土民 經濟的 生活の 基礎を 成す 4 のなる を 以て、 其 固有 法 
を 適用す る 事 0  - 
四， 刑法に 關して は、 支那 人 ^ 本邦 人 ' £ 同一に 取扱 ふて ^ の是 なる を 認め ff 刑法 
を一樣 に適用するて冗。 

五、  民事 爭訟 調停の 制を 設け、 民政 署長を して 之を 取扱は しめ、 簡易なる 手續 ^ 輕 
微なる 費用を 以て 爭訟の 完結を なさし むる 事。  . 

六、  短期 自由刑は 懲戒の 目的を 達する て ' £ 能は t 却つ て 累犯 增 加の 素地を 作る 
の 虞 ぁるを 以て、 支那 人の 特性に 鑑み、 從 來の經 驗に徵 し ffi 來 適用し 來 々穴る 笞 
刑に 制限を 加へ H 月 以下の 懲役に 處す 可き 支那 人の 犯罪に 就き、 其 情狀に 依々 
罰金 又は 答 刑に 處し 得る の 制を 立つ る 事。 

七、  民 刑事訴訟 手續は 各國 最新の 例を 參酹 して 簡易を 主 ^ し、 本邦 人 支那 人 均一 
に 之を 適用す る 事。 

中央 旣府は 以上 提議の 趣旨を 容れ、 四十 一年 九月 勅令 第ー ニニ 號 、第二 一三 號及 
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第二 一四 號を以 て關 東 # 裁判 令關東 裁判 令、 關東州 裁判 事務 取扱 令 及び 關東州 辯 

，護士 令を 公布し、 尋で勑 令 二三 號を 以て 關東州 罰金 及 笞刑處 分 令を 公布し、 是等諸 

法令の 施行に 必要なる 法令 及び 關東 州裁剑 手 數料令 •關東 州 裁判 費用、 令 等 公布せ 

られ 穴^\。 關東 州裁剑 令の 發布に ょ々 て 高等 法院 、地方 法院 及び 民政 署長の 裁 M 

權 は * 定せ られ 、地方 法院は 左記 民政 署長の 裁判 權に屬 する 以外の 民 刑事 件に^, 

裁判 權を 有し、 高等 法院は 終審 ' £ して、 地方 法 院又は 民政 署長の 裁判 it 對 する 上訴 

に付き 覆審を なす ^ ' £ ゝなれ 3。 民政 署長は 左記 事件の 外、 励 令の 定むる 所に ょ 

3 爭訟の 調停、 非訟 事件、 公證 事務 其 他の 裁判 事務を 取扱 ふ。 民政 署長の 裁剑權 に 
屬 する 事件 左の 如し。 

1、 二百 圓を 超過せ 次る 金額 又は 價格 二百 圓 4 ； 超過せ 次る 物に 關 する 民事事件 

二、  支那 人の 外に 關係者 次き 前 號以 外の 民事事件。 

三、  拘留 又は 科料の 刑に 該る 可き 罪。 

四 二 年 以下の 懲役 若しくは 禁錮、 又は 二 百圓 以下の 罰金の 刑に 該る 可き 行政 諸 
規則違反の 罪。 


五' 裁判所 構成 法 第 十六 條の 一 第一 項 第二 項 以下に 揭げ たる 支那 人の 罪。 

民事、 刑事 及び 非訟 事件 it 關 する 事項 關東州 裁判 事務 取扱 令を 以て 左の 法令 
に 依る 事を 規定し ^ A。 

法例、 民法、 三十 五 年 法律 第五 〇號、 三十 七 年 法律 第 I 七號、 三十 五 年 法律 第 四〇號 
三十 三年 法律 第五 一號 、供託 法 ' 二十 二 年 法律 第五 〇號、 三十 三年 法律 第 I 三 號、 三 
.十三 年 勅令 第 四 〇九號 •商法、 二十 三年 法律 第三 二號 、商法 三十 三年 法律 第 一 七號 
三十. 二 年 勅令 第二 七 一號 X 場抵當 法、 保險 法、 刑法 5flJ 法 施行 法、 爆發物 取締 罰則、 通 
貨及 證券 模造 取締法、 軍機 保護 法、 海底電信 線 保護 萬國條 約 罰則、 一一 十二 年 法律 第 
三四號 二十 三年 法律 第 一 〇一號 三十 八 年 法律 第五 一號 •同年 法律 第 六六號 、印紙 
犯罪 處罰 法、 民事 訴 a 法、 家資 分散 法、 人事 訴訟 手續 法、 競 賣法 、刑事訴訟法、 普通 治 葬 
法、 陸軍 治 罪 法、 海軍 治 罪 法 交渉の 件處分 法、 外國 裁判所の 囑託に 依る 共助 法、 逃 C 
■犯罪 人 引渡 條例、 外國 船舶乘 組 員の 逮捕 留置に 關 する 援助 法、 不動産 登記 法、 三十 
九 年 法律 第五 五號 、非訟 事件 手續 法。 

領事 裁剑 明治 四十 一年 四月 法律 第五 二號を 以て 公布せられ たる 滿洲に 於け 
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る 我が 領事 裁剑は 領事 官の 職務に 關 する 三十 二 年 法律 第 七〇號 第九條 乃至 十二 
條の規定を以つて適用するて匕、なれ{。滿洲に於ける領事官の豫審を爲し穴 
る 重罪の 公判 tt 關東 都督 府 地方 法院に 於て 之を 管轄し、 其 管轄 U 屬 する 刑事に 關 
して、 國交上 必要 ぁる 時は、 外務大臣は 闊東 都督 府 地方 法院 をして 其裁剑 を爲 さし 
むる て€ を 得、 又 滿洲に 於け る 領事 官の爲 し 穴る 裁判に 對 する 上訴は、 關 東都 督府 
高等 法院を 以て 終審 ' £ して 管轄す る 1 S 、 せ々。 

監 獄關 東都 督府 民政 部に 始めて 監獄 署を設 置した るは 明治 三十 九 年 七月 
にして、 同 九月 該 官制の 實施 ^ 共に 旅 順に 本署を 置き、 大 連に 支署、 金 州に 出張所を 
置く。 四十 年 十月 支署 及び 出張所を 廢し、 四十 一年 十月 關東 都督 府 監獄 暑の 官制 
を 定め、 監獄 署は 部督の 管理に 屬し允 々。現在の 監獄 署は露 時 租借 時代 宇 成に し 
て 放棄せ •し 監獄の 建物を 修繕して 之に 充て、 監房 數八 十五 ' 房の 定員を 五名 ^ し 
四百 二十 五 人を 收容し 得らる、 の 設備な^^ 在監 人の 所 遇に 就て a 一定の 法規 
なけれ ^ ネ 、從 來帝國 法規 ' £ 土地の 慣習 ' £ を參酌 考量して 行 刑の 目的を 達せん て 
£ を 期しつ、 ぁるは 勿論な {。開始 以來の 在 監 人員 數 左の 如し。 
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是等 監獄に 收容 したる 受刑者の 犯罪の 種類を 見る に關東 州に 於け る 各種 犯罪 
中、 最名 多數を 占め 居れる は 窃盗に して 全 數の五 割 乃至 六 割を 占め、 橫領 、誰 欺 取 財 
賭博、 强盜、 殺人’ 傷害 等 之に 亞ぐ 、而 して 誰 欺 取 財、 橫領、 殺人、 文書 僞造 等 tt 日本人に 多 
く强盜 窃盗 等は 支那 人に 多し， 支那 人 犯罪者 中、 州 內土著 民は 僅かに 三 割 乃至 三 割 
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五分に して 他は 皆 州 外よ 3  I 時 移住せ る 名のなる て ' £ 等の 事實は 注意に 値す 可 
き 現象 ^ 謂 ふ 可き な^ N。 
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支那 側の 司法は 各省 首都に 裁 f!l 所 あ々 監獄 あ 6 へ 司法官は 行政官 ^ 別なる 4 地 
方に 於て は 行政官に して 司法官を 兼ね、 裁剑界 の 弊害 言語に 絕 す。 

第 十四 章 交  通 

■満洲に 於け る 交通 機關を 大別して 鐵道 、海運、 車馬、 河 運 ' £ 衣す、 鐵 道には 南 滿洲鐵 
道， 京 奉鐵 道、 吉長鐵 道、 東 淸鐵道 及び 所謂 满蒙 五鐵 道の  一 ^ る 四洮鐵 道. の 二百 三十 
哩の 一部に 屬 する 四 鄭鐵道 あ々 て 貨客 運搬の 便に 供し つ ゝ あ々。 是等各 鐵道線 
路の區 域 延長 左の 如し。 

△南 滿洲鐵 道 大連長 春 間 及 支線 (五 百 三十 三哩) 安東 奉 天 間 (百 七十 一哩) △京 奉鐵 
道、 奉 天 北京 間 (五 百 二十 哩餘) 溝 封 rii 子 營口間 (五十 七哩 X 吉長鐵 道、 長春吉 林間 (七十 九 
哩) △東 淸鐵 道、 満洲 里哈爾 賓間及 哈爾賓 ニ コリス ク間 (八 百 四十 四哩) 哈爾賓 寬城子 
間 (百 四十 九哩 X 烏 蘇 里 線 (六 百 三十 五哩 X 四鄭鐵 道、 四 平 街 鄭家屯 間 (五十 四哩) 
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南 滿洲鐵 道は 日露 戰 役の 結果， 卽ち 明治 三十 八 年 九月ボ ーッ マス 條約に 基き 
我 日本 帝國 に 歸屬せ し 線路に して， 原 ^ 露 國の布 設經營 せる 東 淸鐵道 南部 線の I 
部な^ N き、 此東 淸鐵道 南部 線は 西曆 一八 九 八 年 三月 露淸 間に 締結せられ 於る バブ 
ロ ッフ條 約に 據 々急設せ し鐵 道に して、 一九 〇二年 一月には 幹 支線 共 a 完工せ し 
^ 爾後多く軍事輸送に使用せられ、未だ十分に|般貨物を取扱ふの運びに至ら次 
3 しか ば、 內 外の 貨主其 利便に 浴す るて ' £: 能 tt 次々 き、 旣に して 日露の 國交 破れ 兩 
國の 軍隊 交々 鐵 道を 専用す るて ' £: 前後 三年の 久しき に 及びた^ N しが、 明治 三十 九 
年晚 秋に 至 A 我 野戰鐵 道提理 部所 管の 下に 於て、 從來の 軍事輸送の 傍ら 公衆 用 ^ 
して 試みに 客 貨車を 運轉 し、 初めて 地方 的 交通 機關 'c 爲れ 3 、 然れ泛 A 兵馬 倥偬の 
際軌 幅五呎 の 露 國式鐵 道を 三呎六 吋に 狹縮 せしめた る 狹軌鐵 道は、 積載 力 甚だ乏 
しく、爲に沿道貨物に對し充分なる輸送を爲す能 « 次力しも、三十九年六月南满鐵 
道 株式 會社 設立され 四十 年 四月 該會 社が 本鐵 道を 繼承 する や、 政府の 命令に 基き 
軚 幅を 擄めて 四 呎八吋 半 ^ 次し、 翌四 十一 年 六月を 以て 早く  4 全線 廣軌 車輛を 運 
轉 し、 且つ 同時に 蘇 家 屯 大連間 二百 三十 八 哩の鐵 道を 複線 ^ 爲し、 四十 二 年 十月 全 


部 開通を 見る に 至れ夂 沿道の 地勢 槪 して 平坦に して 一の 隧道 次く、 全線 中の 最急 
勾配は 百 分の 一にして、 又 曲線の 最小 半徑は 十五 鎖な {。然して 幹 支線の 哩數を 
示せば 次の 如し。 

1 、大連 長 春 間 四百 三十 七哩 五分。 二、 旅 順 支線 三十 I 哩八 分。 三、 柳樹屯 支線 三 
哩六 分。 四、 營口 支線 十三 哩四 分。 五、 煙臺 支線 九哩七 分。 六、 撫順 支線 兰十哩 九分 
七 安 奉 線 百 八十 八哩 九分 此中安 奉 線 a 日露 戰爭の 時 ^ 國の 創設す る 所 ^ - CN、 此七 
線の 外 露國の 有 £ して 奉 天 新 民 屯 間の 鐵道ぁ 々たる 名 是は我 國ょ々 淸國 政府に 
引渡した  >9。 

歐亞 4* 連結 T る 一幹の 西 比 利 亞鐵 道は ...' 滿洲 里 1: 至リて 東淸鐵 道と 稱し哈 爾 賓ふリ E 
に 東 tf んと 欲せば 該鐵道 本線 1- ふりて 浦 鹽斯德 11 出づべ く、 南せ ん i する ものは 其 支 
線な 經て 長舂 1- 直行し、 此に滿 鐵 線と 連絡して 海岸の 各 港 11 到達すべし* 今 試み 11 旅客 
の 取るべき 捷徑な 示 tf ば、 

H 歐洲 .と 日本中 部 以東 乃至 西 比 利 亞 、粒 1: 米國 西海岸との 交通は 浦鹽 線 11 由るべく 
一 (B) 日本 西 半 部との 交通は 安 奉 線經由 朝鮮 鐵道を 可とし 
レ 北京、 天津、 漢口其 他 支那 中 〗 部との 交通は、 哈爾賓 ムリ 南 滿洲鐡 道 本線 II 連接し 奉 天 
を 經 由して 京 奉 線 1- 乗換 ふべ く 
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(=) 海路香港佛領印度支那方而に到らんには滿鐵本線 4> 南走して大連又り海路 |1 ム 
る 4- 便と す 

京奉鐵 道 tt 北京、 奉 天、 兩 地を 聯 結す る民國 々有 線路に して 延長 本線 五 百 二十 哩 
六十 一 鎖、 支線 溝暂子 、營口 間 五十六 哩六 十一 鎖な 久該鐵 道を 以て 之を 南滿鐵 道 ct 
比する に 其 自由に 物資を 呑吐す、、 へき 良港 海に 於て 前者は 到底 後者 ^ 相 角逐す る 
能は ず、 遼 河の 水運を 利用して 半世紀 間 滿洲唯 I の 商業 的關 門た^ N し營口  4、 大連 
灣の 築造 ^ 共に 漸次 其 繁榮を 奪は れ 、復 た曩 時の 勢威を 擅に し 難き 4 の ぁ乂 其の 
他 塘沽の 如き 港灣 ^ して 固ょ 6 言 ふに 足らず 連山 灣亦 未だ 容易に 冠す るに 世界 
的樞 « を 以てすべ からず。 

東 淸鐵道 は 實に滿 洲開發 の先驅 者に して 千 八 百 九十 六 年 八月 二十 七日 露國 
駐 剳淸國 公使 許景澄 氏 ^ 露 淸 銀行 ' £ の 間に 初めて 該鐵遣 建設に 關する 協議 起々 
鐵道廳 は 其 本社を 聖彼 得堡に 置き 露 淸雨國 人を 株主 ' £ し 五 百 萬留の 資本を 以て 
成立し 穴る 私立 會社 なれ ^ ネ、 其實 tt 全然 露 國大藏 省の 專 有する 听た 夕、 當 初は 單 


に 後 貝 加 爾鐵道 S 烏 蘇里鐵 道 ' £ を 連絡すべく 北 滿橫斷 の 一直 線路を 建設 せん ' £ 
するに過ぎ ^ ぅしが千八百九十八年五月二十四日南滿洲を縱斷して旅順大連二 
港に 出づる 特權を 得 ^ ぅ卽ち 同年 八月の 起工 以後 僅々 四ヶ年 半の 千 九 百 二 年 一 
月に 至 3 東西 南の 三面に 亘る二 千 三百 十五 露 里の 大鐵 道は 數 億の 巨資を 投 b て 
豫定の 如く 開通せ る 气其 開通 公表は 千 九 百 三年 七月 十四日の 事に 屬し當 日ょ々 
起算して 滿 八十箇 年を 經過せ ば 無償に て 支那の 所有に 歸し、 又 三十 六箇 年後には 
支那に 之を 買收し 得、、 へし ' £ 約束し ^ 々 しが 日露 戰爭の 結果、 長 春 以南の 線路を 失 
a 其 部分に 對 する 權利は 日本に 繼承 せられ 穴ぅ、 而 して 東清 鐵 道は 營業 統一の 必 
要 上 明治 三十 九 年 八月 烏 蘇 里 線を 其 管掌の 下に 置き ^ るを 以つて 現 時 東 淸鐵道 
會 » の 有する 鐵道 線路は 總計二 千 七 百 一 I 十四 露 里 (一千 六 百 二十 四哩 £ なれ々 但 
し 此內に は 蘇 城 線を 含まず。 其內譯 左の 如し。 

西線區 哈爾 賓滿洲 里驛間  四百 九十 二哩 
東線區 哈爾賓 一ー コ リスク 間  •三百 五十二 哩 
南線區 咍 爾賓長 春 間  百 四十 五哩 
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烏 蘇 里 本線 浦鹽 、ノバロ フス ク間  四. 百 七十 五哩餘 
支  線  - 二十 八哩餘 
支線  百 三十 二哩餘 

吉長鐵 道 は 長春吉 林間の 鐵道に して 明治 四十 年 四月の 日 支 條約新 奉 吉長鐵 
道條 約に 基き 日本ょ々 資本を 支那 政府に 貸與 して 布設 せる 4 のにして 借 欵鐵道 
最初の 線な々、 大正 元年 十 m: を 以て 全線 開通す 其 延長 七十 九哩 ぁぅ。 此鐵 道は 將 
來布設 さる ゝ吉 會鐵 道 ^ 聯絡す る鐵 道 ^ して 最も 有望の 線な 力〇 

四 鄭鐵道 所謂 滿蒙 五鐵 道の I たる 四 平街洮 南 間の 一部 ' £: して 大正 二 年 十月 
日 支 交渉 にょ々 敷設 借欵の 大綱を 定め、 同 四 年 十二月 十七 日 民國政 苻€ 日本 橫濱 
正金銀行 ^ の 間に 締結せられ たる 日貨五 百萬圓 の借欵 契約の 調印を 爲し玆 . ^ 滿 
蒙五鐵 道の 魁 ' £ して 大正 五 年 七月 工程 事務を 瀾始 し、 豫定 線の 實測 及び 其 他 工程 
計 劃 等に 數 箇月を 費し、 愈々 本路 建設に. 着手し ^ る K 同 六 年 四月な ク 。爾來 僅か 
に 八 箇月に して 同年 十一月 全線 開通し 三十日 四鄭間 列車 試 運轉を 行 a •大正 七 年 
九月 十五 日 開通式を 擧行 する に 到れ  >  延長 五十 四哩な CO 


滿蒙 五鐵道 袁世 凱 ^ 淸朝を 倒して 支那の 大統領 ^ な- し當時 各國 は 競 ふて 
利權の 獲得 運動を 起し、 露佛は 白 耳 シンジ ヶート の 名を 藉多 て滿洲 海門 問、 大同 成 
都の 二 線 布 設權を 獲得し、 獨 逸は 濟 南順德 間 ^ 高密 韓莊 間の 鐵道布 設權を 獲得し 
英國は 廣 東重慶 間の 鐵道布 設權を 獲得し ^ るを 以て 我 日本 も滿 蒙に 於て 新鐵道 
の 布設權 •獲得 運動を 初めた る 4 支那 政府 容易に 之を 聽か次 々しが、 漸く 大正 二 年 
十月 五日を 以て 日 支 間に 滿蒙 五鐵道 布設に 關 する 契約 成立した 丸 此五鐵 道 ^ は 
次の 如し。  •  / 

四 平 街洮南 間 二 百 三十哩 、長# 洮南間 百 八十 哩、 挑 南 熱 河 間 四百 七十 哩 、開 原海寵 

間 百 二十 哩、 海寵吉 林間 百 十哩の 五線に して 其 全 延長 一千 I 百哩に 亙る。 

此五鐵 道 布設權 tt 日本が 單獨 にて 布設す る 7P のに あらず して、 日本の 出資 又 (4 
日 支合辦 等に て布設 する ネのな るネ 、南 潇洲及 東 蒙古に 於け る鐵 道布設 上に 於け 
る 日本の 權 利は 此に 確立せ るな 丸 四 鄭鐵道 布設の 如き ネ此條 約の 結果な 3 。 

海 運篇 には 沿岸 航路 ミ 近海 及び 遠洋航路め A 沿岸 航路 卽ち 北淸 航路に 
從事 する は大連 汽船 合 名會社 、阿波 共同 汽船 會社及 志岐組 運輸 部に して、 關東 都督 
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府の 補助 或 tt 政府 保護の 下に 定期 航海を 爲しつ ゝあ丸 別に 不定期の 社外 船 あれ 
其 數 極めて 少し。 

近海 及 遠洋航路には 大阪 商船 株式 會 社， 日本 郵船 株式 會社 、漢堡 亞米利 加 汽船 會 
社、 滿鐵 上海 航路 及內 外の 不定期 船 あ  >、 主なる 航路 四 あ 丸 第一線は 大阪、 神戶 、大連 
間にして 現今は 毎週 二 囘大阪 を起點 € し神戶 、門 司を 着發 して 大連に 往復す、 第二 
線は 長 崎、 朝鮮、 大連 間 ^ して、 明治 四十 四 年長 崎 縣及長 崎 市 ^ の 契約に 依々 政府の 
命令 航路 ^ 同 一條 件の 下に 航路を 開始し 穴る ものな 丸 近來 九州、 朝鮮 及滿 洲を聯 
絡す る 重要 線 ' £ な久 外人の 之を 利用す る ネの 漸く 多く、 仁 川、 大連 間の 如き 往 々旅 
客の 満員を 見る、 每月四 囘長崎 ，釜 山、 木 浦、 群 山、 仁 川、 鎭南浦 及大連 間を 着發し 汽船 一一 
隻を 使用す。 第三 線 tt 橫濱 •朝鮮、 大連 間な久 當 航路は 貨物 運送を 主 ^ なすが 故に 
船舶の 設備 « 他 線の 如くなら ず、 每月約 二 囘橫濱 、大阪 、神 戶 、門 司、 仁 川， 大連 間を 往復 
す。 第 四 線は 臺灣 ^ 満洲 ^ を 聯絡す る 唯一の 航路に して、 商船 會 社の 南 支那 航路 
に 屬 する 一な^ N、 臺灣總 督府の 命令 航路に 係る、 當初 上海 限ぅ にて 打 切られた る 4 
のなる が、 臺灣 第一の 產物 たる 甘蔗の 肥料 ' £ して 豆粕の 特效 あるを 覺 {、愛に 其 生 


產物 穴る 砂糖 ^ 滿洲產 豆粕 ' £: を 交換す るの 目的を 以て 遂に 大 連に 延長した るな 
3、 每 月二囘 往復す。 

河 運# 洲は 比較的 水系に 乏し $  土地柄 次れ 6  7P、 全土を 四大 流域に 區 分し 
て 各 灌漑 ' £ 航行 ' £ の 利便を 有し、 鐵道 敷設 以前に 於け る 外界 ' £ の 交通は、 一に 此等 
諸 川の 水路に 依 賴し穴 々し ^ 就中 高 勾麗西 侵の 鴨綠 江に 於け る、 露 人 東漸の 黑寵 
江、 松 花 江に 於け る、 滿洲族 南下の 遼 河に 於け るが 如き 其れな 力、 今 重なる 諸 水系に 
就 S て 河 運の 現況を 左に 略述せ ん。 

黑寵江 流域の 水運は 『スト レ チュン スク U 於て 後 貝 加爾鐵 道に 連久ニ バロ フカ ー 
に 於て 烏 蘇 里 鐵道ミ 結び、 更に 下流 「ニ コ ラィ H フス ク a 至， 夕て遙 かに 太平洋の 海 
運に 接續し 東淸鐵 道 ' £ 共に 露國の 極東に 出づる 重要の 交通路な々、 蓋し 黑龍 江の 
航行 權 •穴る 露淸 間の 境界線 爭議 ど 共に 夙に 露國の 着目す る 所 ^ な A 江上ょ々 淸 
國の 兵船を 驅逐 して 其全權 を掌裡 U 把握 せん ' £ 欲し、 遂に 千 八 百 五十八 年の 愛琿 
條約に 於て、 黑龍 江を 以て 露國の 境域 ' £ 規定し、 同 江 及び 其 支流の 交通 權は 兩國人 
のみ 之に 均霑 する z. £ 、 した  >、尤 4 黑龍江 最初の 露 國遡航 者は 千 八 百 四十 六 年 
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r カウ リロ ーフ j の 率 ゐ为る 軍艦 『コ ンス タン チン 1 にして 其 後 千 八 百 五十 四 年 汽船 
「アル グーン j 號の 『ムラ ゲイ ーエ フ」 伯を 載せて 進入す る あぅ.、 爾來 移民の 增 加、 鑛 山の 
發見 、商業の 伸張 ^ 共に、 漸次 一般の 注意を 喚起し、 個人 ^ して 汽船 運漕 業を 開始す 
る 4 の 出で、 露國 政府 4 亦銳 意之が 發達に 努力し、 千 八 百 七十 一年 黑龍江 汽船 會社 
に 二十 箇 年間の 特許 權を與 へ、 次で 千 八 百 九十 四 年ょ、々 黑龍江 商船 會社に 十 五箇 
年の 保護を 約した 九され ば 其 頃ょ 3 同 江の 航業は 長足の 進步を なし、 今や 汽船 數 
二百 隻 it 及び 貨物船 亦 二百 餘隻の 多き に 達し、 運送に 從事 する もの 日を 追 ふて 增 
加せ 3。  •： 

松 花 江は 満洲の 中部 及び 北部を 貫流し、 吉林 省の 東北 端讧 於て 黑寵 江に 合す、 其 
本 支流は 殆んを 黑龍 吉林兩 省の 全面 積に 亙ぅ、 過ぐ る 所 一帶に 地味 豐沃 にして 東 
三省の 穀倉 ' £ 稱せら る、 然るに 此 地方の 交通 «: 古 來槪ね 車馬の 陸運 tt 由々 て、 比較 
的水路を利用する乙 ^ 頻繁なら ^ -^き’てれ蓋し滿洲當時の貨物集散地は ^ に南 
方の 諸 都市 若く は 海港に 在る に、 松 花 江の 北 流して 黑龍 江に 注入す るは 運輸 上 全 
く 反對の 通路に 屬し托 る爲 にして 1 該 江の 利用は 單に沿 岸 短距離の 間にの み 行は 


れた 々、然るに 近年 ct 至 3 露國が 黑寵 、松 花 二 江の 連絡を 實 現す. るに 及 ^ 伯 都 訥、 哈 
爾賓、 三 姓 ノバロ フス ク 間の 交通は、 俄然 ' £ して 驚くべき 進歩を 示し 穴 6、 初めて 汽 
船の 松 花 江 航行を 試みし は， 我 明治 二十 八 年 露 國官廳 所 屬の一 船が 吉林に 往復し 
たる 時に して、 翌年ょ 力 東淸鐵 道會社 名義： の 下に 續 々同 江 及び 嫩 江の 水域を 測量 
せしめ 穴る が、 一雨 年苁ら ずして 同會 社は、 更に 數隻の 船舶を 新造して， 鐵道 布設用 
材料、 工夫、 食用 品等の 輸送を 開始し、 尙は千 八 百 九十 九 年頃ょ パ ロ フス ク、 哈爾 
賓間に 定期 航行を 持續 する に 至れ々、 而 して 此 形勢は 爾來 益々 好況を 呈 し ' 千 九 
百 一年 前後 松 花 江 全 流域に 亙 3 て 約 四十 隻を 計上せ し 汽船 總數は 三十 七 八年戰 
役 當時百 有 餘隻に 激增し 以て 今日 it 及べ々。 

遼 河の 水運が 南 满洲の 開 發に與 つて 如何 ^ 大なる 力 ぁ々 しかは、 足 一 穴び 其 流 
域を 通過し ^ る 名の ゞ 均しく 看取す る 所なる、、 へし、 滿洲中 都會の 多くは 遼 河の 沿 
岸に 勃興し、 鐵道 敷設 以前の 交通 商業 tt 亦 大半 此河 it ii て 左右せられ 穴 丸 殊に 
營口現 時の 發 達に 至つ ては 全く 遼 河の 賜に して 將來の 運命％ 亦 一に 之に 懸れ > 
然るに 遼 河の 缺點は 毎年 四 箇月 間 結氷して 外界 ' £ の 交通 杜絕 する に 在久鐵 道の 
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進步せ る 今日に 於て は 交通 機關 £ しての 價値は 到底 後者 ^ 相 軒輊す るに 至らず 
且つ 其 河 道は 多年 自然の 儘に 委せられ、 毫 名人 爲的 設備を 施さ 次々 し 結果、 各處に 
淺狐 砂灘を 生 b 航行の 不便 漸く 多く 從て遼 河水 運の 勢力 範圍を 著しく 狹めた 力 
然れ 6 ネ河川の性質上運賃に於て鐵道 ^ 對抗するて ^ 決して至難に非 ^ 是れ尙 
今日 能く 數十 萬噸の 貨物を 上下せ しめ、 滿洲の 交通 界に 重要の 地位を 保てる 所以 
な 4 

鴨綠 江は 長 白山に 發 源し 爾鮮の 境界を 西南に 流れ渾 江 靉河を 合して 安東 港に 
注ぐ、 全長 二百 里 本 支流 共に 水運 舟楫の 便 ぁ久遼 河に 及ば 5'' る 遠し ^ 雖も亦 
同 江 流域 ' £ 安東 ' £ の 間を 連結して 貨物の 運輸に 利す る所尠 からす、 之が 河 運を 說 
くには 水勢の 關係上 、流 筏 區域 、艚子 航行 區域及 汽船 航行 區 域の 三に 區別 する を 便 
S す、 流 筏 區域は 安東の 上流 九十 邦 里 帽子 山 h 力 長 白府に 至る 約 五十 邦 里の 間を 
云 ふ、 此區 域 1¢ 諸處に 急流 ぁ々 水量 亦 多から 次る を 以て 河 船の 航行 至難 なれば 該 
地方の 交通は 陸路 北鮮 若く は 奉 天 附近ょ 3 する を 便な 力 £ す、 故に 安東 ミは 大な 
る關 係を 有せ ^ るが 如き 觀ぁ る' 上流に 大 森林の 存在す る ぁるを 以て 滿鮮 共に 


編 筏の 流 下に 資する 所少か らず 。艚子 航行 區 域 tt 流 筏 區 域の 下流 卽ち 安東よ 多 
帽子 山に 至る 延 * 九十 邦 里の 間にして、 安東よ 力溯航 する に從 a 水路 次第に 淺隘 
€ 次 ☆、積載量は 自ら 遞減 .せられ 運賃は 之に 反比例す ' £ 雖も 平水に ぁ々 ては 能く 
二三 十 石 積の 艚 子を 上下す るを 得、 汽船 及び 戎克航 行區 域は 安東の 下流 江 口に 至 
る 十六 哩の區 域な 之 途中 三 四 箇所の 淺灘ぁ れ仑％ 水勢 稍 緩に して 水量 亦. 豐かな 
れば滿 潮を 利用して 優に 一千 噸の 汽船を 航行し、 安東の 下流 五哩に 在る 三 道浪頭 
1 では 能く 二 千噸 級の 汽船を 溯航し 得べ く， 安東の 副 港 ' £ して 其 缺を補 ふに 足る 
滿洲の 道路 滿洲の 道路は 政令の 弛緩に 伴 ひ、 自然の 荒 廢に 委ね 來ぅ たれば、 交 
通 運輸 上 多大の 不便を 感ず。 元來 支那は 往古よ >  群雄 割據に 際し、 攻城 野 戰送兵 
運糧 等の 必要 上 道路の 開修 事業は 比較的 完然 次る 發達を なし 南部 支那に 於 ひる 
道路は 注々 敷石 ^ て疊 みたる が 如き、 又 彼の 蒙古 種族が 懸軍 長 驅東歐 の 諸 邦を 震 
搣せ しめたる 當 時の 如き 彼等は 先づ 道路を 改修して 車馬の 往來を 便に し、 將卒皆 
徒 步し而 かも 雨傘 ^ 小 鍋 ^ を 背に し 武器を 携 へて 戰場に 赴きた るが 如きは 如何 
に 道路の 發達せ しかを 想 見す るに 足る 可き 資料 ^ るを 失は ず M して 満洲の 道路 
第二 編  人文地理 i 5 一九 五 


第二 編  人文地理 (交通)  一九 六 
に 至つ て K 満洲 朝廷の 盛運 時代に 於て 常に 改修 保護せられ つ、 ぁ 力た る' 其 政 
令の 弛廢 する ir 從ひ爲 政 者の 關涉 す ^ 名の % く、 之に 要する 課税の 存在す る ネ の 
なく、唯だ僅に一局區間の改修等を見るが如きは、全く地方の富豪紳商等が自己の 
便宜 或は 慈善 的 公共事業 ^ して 之を 營むに 過ぎず、 故に 現在の 狀況は 漢々 たる 山 
野に 不規則なる 自然 的 道路を 有する に 止ま 3 、人馬 車輛の 通過す. るに 從ひ 自然に 
成形した る 道路た るに 過 ¥ ず。 

滿 蒙の •道路は 其 現 狀實に 斯の 如くに •して 道路ら しき 4 の 無し、 而 4 其 住民に 到 
つては 彼等の 殆ん仑 全部が 畜類の 使役に 於て 最ネ 卓越せ る 技能を 有す、 てれ 彼等 
の 先天的 特性に 因る か、 或は 粗 造 t る 道路の 要求した る 結果なる か、 その 何れに 因 
るかは。 輕 々に 斷 b 難き 所なる が、 實に 彼等 滿蒙 人は 頑强 なる 荷馬車に 數 頭. の馬驟 、 
驢 或は 牛、 駱駝 等數 種の 家畜を 一緒 it して 巧に 操， 縦し 一 噸 乃至 一一 噸餘 の大 貨物を 
搬送し 満洲の 主要 貨物 穴る 農産物の 運輸を して 澀滯な からしめ 得る が 故 it 牛馬 
は 今尙ほ 最大 重要 次る 交通 機關の 任に 當 h 居れ久 然れ仑 ネ 其粗惡 なる 道路は 我 
が 國の 普通 道に 比し 殆ん e 數 倍の 挽 引力を 要する は 勞 力の 經 濟上厝 t む 可き 點 


な^ N。 

交通 聯絡の 一機 關 € して 驛站 ど 稱 する 4 の あ 多、 主要 次る 官廳 或は 相 隣接せ る 
都市 官廳 間に 之を 設け 公用文 章 其 他の 聯絡に 供す * •  0 てれが 通路 ' £ して 稍々 完備 
せる 道路を 設け 驛路 €稱せ^。數十年來改修する1 ^ なく自然の成行に放任せ 
るを 以つ て甚 しく 荒廢し 居れ ^ 名 今尙ほ 主要なる 交通路 穴  >ピ れ 一は 重要 次る 
都邑 間を 聯絡す るが 故に 貨物 其 他 自然 交通の 頻繁を 來允す 4 のな 3。 今 主要な 
る 驛路を 例示 すれば 左の 如し。 
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驛路ぞ 共に 比較的 良好なる 要路に して 車馬の 交通に 支障 次く 從つ て往來 頻繁 

次る 道路 ぁ 力 之を 例示 すれば 左の 如し。 
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奉 天 省 

錦 州 —— 義州 I 淸河門 道 

義州—— 新 民府—— 法 庫 門 —— 鄭家屯 —I 洮南道 
金 州 ムリ 南滿鍅 道 線路 11 沿 ひ 奉. 天！ 至 5 道 

金 州  貌子 嵩^  — 莊河 - 大 孤山 - 安 吏道  _ 

安東 — E 凰 城 - 域廠 — 興 京 — 山城 子 道 

奉 天 — 鐵 嶺 — 昌圖 — 長 春 道 
奉 天 —— 鐵嶺 I 開 原 I 西豐 ！ 海 龍 城 道 
鄭家屯 - 懷德 - 長 春 道. 

吉林省 '  . . 

县春 —豐安 —— 新 城 — S 都 B 道 
县春 —— 吉秣 I 樺甸道 

新 城 ——哈 爾賓 ！ 阿 城 —— 賓州 —— 長 •壽 —— 依 蘭 —— 臨 江 道 
爲春 —— 陶賴昭 — 哈爾賓 道 

黑寵江 省 

呼 蘭 ！ 巴彥 I 木 蘭 1 湯 1 道 
呼 0 - 蘭荫 |_ 靑岡 —— 科 泉  海 倫 道 + 


呼 蘭 -I 綏化—— 海 倫 —— 科 泉 —— 嫩江道 
呼 蘭 I 安達 I 林 旬 I 齊 々哈爾 道 

主要 商業 路 滿洲及 東 蒙に 於け る 行政 上の 中心 點は奉 天、 吉林 、齊々 哈爾な 力、 從 

つて 此の 三 都市は 潇洲に 於け る 主要 次る 消費 地なる $ 近年 •鐵 道の 建設、 大連、 哈爾 

賓 等の 施設に 伴 ひ * 榮を大 連、 哈爾賓 ，安東、 長 春、 營口 等に 奪は る ゝの狀 態を 呈せ々 

然れを ネ獨 々奉 天 li 益々 繁榮を 來し其 退勢を 挽囘 しつ ゞぁ久 又 東 蒙に 到 3 ては 

之が 開 發の爲 め 各國の 注目す る 所 ^ な久其 主要 地た る多偷 、林 西、 赤峯等 著しく 發 

展し是 等 大小の 市場に 向 a 移動す る 貨物 頗る 多し、 貨物の 大部分は 汽車 汽船の 便 

It 據る 名 又 多量の 農産物が 是等 市場に 集散す る爲 めに K 必らず 先づ 彼等 使用の 

車輛に 據るを 常 ^ す、 此の 章輔 K 運賃 低廉なる を 以て 普通 品に 在ぅて 名 之を 運搬 

機關 S する が 常な. 力 今 所謂 商業 路の 主なる 7 P のを 示せば 左の 如し。 

小 寧偷—— 淸河門 —— 義州 I 畠 州 道 

小 庫 倫 - 彰武 - 新 民府！ 奉 天道 

通 化 —— 興 京地 方 4> 經て奉 天に 到る 道 

長 春 其 他の 北方 地方ょ リ昌圖 "法 庫 門 4> 經て螫 口に 到る 道 
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鄭家屯 —— 洮南 —— 齊 々哈爾 道 
通 化 — 懷仁 — 寬旬 — 安東 道 
吉林  長 # — 農 安道 

小道は 俗に 草 道 ' £ 稱し相 隣接せ る 兩地間 交通の 必要 上 比較的 近距離に して 通 
行し 易き 地を 選び 往來 したる 通路が 何時 ^ 次く 公道 ' £: 次 {たる 名のな々、 然して 
滿洲の 道路は 春 « 解氷の 爲め 道路 惡 しく、 秋は 降雨の 爲め 道路 杜絕 する 有樣な る 
が、 冬季は 河川 ^ 地上。 共に 氷結し、 一面 一尺 以上の 永 ^ 化し 車馬の 交通に 最も 便な 
るを 以て 此 期間は 滿洲 交通 界の繁 榮期次 多。 

車輛  滿 蒙の 運搬 機 蘭 i して 山間の 地 Li 冻 リて は往 々駄獸 Lii る もの ある も 車輛.. 
は 最大 重要 機關！ _LL て 近 吾 將來 1- 於て は此を 凌駕す 可 吾 機閼の 出現は 到底 豫想す る 
こ i 能は ず、 元 來滿 蒙 0 夏季は 降雨 に 際し 泥濘 車軸 4* 沒し車 行殆ん ど 不可能なる も 冬 
季結 氷す る II 到れば 降雨 少なく 水面 地面 池 ハ 1- 堅く 凍結し 車 行 甚だ 便な リ 、加 ふる 1* 貨 
物の 主要なる 農産物の 搬出は 卽ち 冬季 一一 あるが 故に 此が 運送に 任ずる もの 自然 車輛 
4* 重用す る 所以な リ〇滿 蒙に 於て 使用 せらる \ 車輛は 大要 大 車、 轎車及 小 車の 三種 1- 區 
分す る、/  i を 得、 而 L て 大車は 最も 多く  E つ廣く 使用 t£ ら .る X 所謂 荷馬車に し V、 寒村 
僻地 1- 於ても 袷ん ど 其 使用 4* 見ざる なし、 橋 車は 中流 以上の 人士が 乘另 11 供す る 馬車 
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く騾を 使用す るの 慣例な リ 、市街 內 11 使用す る 官吏 富裕 者の 自家用 及び 單 距離の 乘客 
用 貸 車の 如き 稍々 裝飾せ る ものめ る も 一般に 唯踞 座 1- 堪へ 雨露を 凌ぎ 日 覆と する 1- 
足る か 目的と せり、 遠距離 旅行 用の ものは 一に 旱車と 稱し其 大體の 構造 異ならざる も 
稍々 堅固に して 粗末な り、 是等は 1 r 三 頭の 騾又は 馬 1- 輓 が しむ、 而して 各地 甫街 に 專業 
者 あり、 一般 LL 轎 車は 大車一 一 比し 速力 大 1- して 一日 能く 邦 里 十四、 五 里 多き は 二十 里を 
走り 得べ し、 以上の 各 車は 滿蒙 到る 所 需要 1- 應じ得 可き も 獨リ游 牧地 方 !- 到つ ては 皆 
無の 姿な り。 
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牛車は 專ら 東蒙特 1- 游牧 地方に 用 ひらる、 これ 1- 二樣 あり、 一は 開拓地 方 1- 多く 其 構 
造大 車に 似 t: 3 も 車輪 1- 鐵帶 4* 附 せ ず、 一般 11 粗 弱に し 又 彼等 蒙 人の 手に 作られ 四 五 
百 斤の 積載量な 有し 二 頭 或は 三 頭の 牛 1: 輓、 P しむる 4* 普通 i す、 駱駝 か 使用して 輓す 
しむる 駱駝 車は 極めて 堅牢なる 車輛：. 一して 主 一一 張 家 口、 庫 倫 街道 方面に 使用され 外 蒙 
1- 近き 地方 1- 在りて は露國 人の 重量 郵便物の 遞送 等に 使用す。 

小車(推車或は人力車と稱す)通常人力 |1 ムリ_て推進す、之に槪れ三種あリ、市街內 |> 於 
て 肉類の 如 吾 食糧 品販賣 者の 使用す る ものは 二 把 推 車と 稱す 、大量の 積載 品を 有する 
時は 別 1: 一名 4* して 前方 i リ曳 沪 しむる こと あり、 又 稀 1- 驟か して 曳 f しむる もの あ 
リ 之 ^ 大推 車と 稱し 共 1: 積載量 百 二十 斤 ^ 最大と す * 、 の 外 紅 推 車 i 稱し 小形 II して 
往昔 朝廷の 專用 マる 所と 傳ふる も 今は 一般 i> .使用す、 多く 市街 內煉瓦 等の 運搬に 用 ふ 
約 五六 十 斤を 積み 得 可し、 推 車は 其 操縱大 1- 熟練を 要す、 然れ ども 人の 通行し 得る 所は 
如何なる 小徑を も 通過し 得る の 利 あれば 滿 蒙の 如き 不規律の 道路 II は 必要なる ' il 輸 
機 蘭な り。 

橇河川結氷する時は平坦砥の.如く滑走甚だ便なれば橇の利用極めて大むり、殊 !: 
黑龍江 省 方面は 積雪 多く 車輛の 通行 困難なる 一一 反し 橇の滑 走 容易な り— ち黑龍 江、 松 
花 江， 鴨 綠 、江 及 ♦ひ 其 附地じ 於て 橇の 使用 勘、 力らざる所以なリ、黑龍扛地方 |- ては之 4» 钯 
車と 稱 す、 橇の 構造は 積載す る 貨物の 種類 1- ; リて 多少の 差異を 有する も 一般 II 極め 
て簡單 なり、 之 4* 輓 V しむる U 二、 三 頭の 牛 若しくは 馬 か 以てし、 積載量は 槪 n 七 八 百 斤 


i  y 千 五六 百 斤 1: 到る、 又乘 客用 1- 供す る爲め 暖鈀犁 i 稱し 幾何 ' t)' の 設備を 裝する も 
のぁリ、其結搆は’地方 1* ふリ幾分の差異ぁり，支邢人が松花江 |: 使用する橇は自製 |1 成 
る 最も 粗末なる もの 1- して 先 づ 羅漢 柏 i 稱す る樹 U して 七 八 尺の 長さ か 有する 丸木 
の兩 面 4* 削り 其 一端 4* 彎曲して 弓形と なし、 之を 基鏖 として 貨物 其 他 か 積載す 可き 庆 
な 附す 、之 11 牛馬の 駕馭 1" 供す る 爲め县 さ 一 丈 五六 尺の 轅 4* 備 ふ、 又 黑龍江 方面 II 於て 
露 人の 使用 ' T る橇は 歐洲 式 1- して 厚さ 三寸 餘萇さ 六尺 餘なる 木材の 一端な 深く 彎曲 
し T: る もの 二 本 か 1 一尺 餘の 間隔 か 以て 平行せ しめ 上 11 高さ 七 八 寸の木 柱 4> 立て 車毫 
の如咅 もの か 組立つ、 而して 雪 1- 接する 面 1- は 磨 擦 ^ 容易に する 爲め 鐵條 4* 附す、 _ は 
別 こ. 長さ 七、 八 尺の 木桿 二箇を 前部 1 1 結 著す、 郵便 或は 旅客 等の 搬. 送 1: 任ずる ものは 上 
部 1- 箱 烏 車の 車體一 一類す る 小屋を 附 す、 又 鴨綠江 方面 11 於て 使用す る橇は 稍々 其 構造 
4* 異 r- マ、 卽ち 弓形を なせる 鐵條の 雨 端を 長き 直桿の 下面兩 端に 固定し 其雨桿 か 縱 11 
し 上部 1- 平板の 床を 附す るの み 之が 操縱 者は 臺上の 後端 1: 在りて 棒. 4> 以て 氷面を 斜 
め 1- 押し 前方 11 滑走 ti しむる •、と 恰 f も 竿 1- ふる 舟行 1- 異ならず。 

齋 t 獸  運搬 11 使役する畜類は牛、馬、驟、驢及駱駝なるも駱駝は東部蒙古の中央部ふ 
リ西 北部 r- JL り 使役す るの み、 亞いで 牛の 數少な く吉林 貧の 北部黑 龍 江 省の 齊 々哈爾 
附近 及び 東蒙游 牧地 方 II 於て 輓車 1- 使用す るの 外 多くを 見ず、 馬、 驟 は其數 最も 多くし 
て 車輛の 輓用 必らず 之を 用 ふ、 驟は其 力 最も 强く其 役 量 馬 r- 勝れり、 其數は 遙沪 1- 馬 1- 
劣れり、 南方に 於て は 馬、 驟 相半ばす、 貨物 運搬の 爲め" 畜數の 使用は 幅狹く 或は 荒廢せ る 
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山道に 於ての み 稀 に 見る 所 に して、 夏季 騾の駄 載 量は 約 百 五十 斤、 馬は 約 百 斤な リ 、結氷 
季に 到れば 大 に 其 量を 增 加し、 前者は 約 二百 斤 後者は 百 五十 斤餘 1- 及ぶ のみならず、 其 
搬送 距離 又大な リ 、卽ち 兩者共 夏季 に 於て は 約 九 里 乃至 十一 里餘な る も 冬季は 尙 ほ 數 
量の 遠き 1- 到る  一 r と ^ 得、 驢は 七十 斤 乃至 百 斤 4* 積み 六 七 里を 搬送し 得る 1: 過ぎざる 
も 元來 其體軀 小 LL して 使役 容易なる が 故 1- 七 八 歳の 兒童も 亦 好く II し 得 可し。 

滿 蒙の 土人は 輓獸の 使役 甚だ 巧なる が 如く 又乘 馬 1- 長ず、 特 II 蒙古 人は 婦人 小兒 K 
到る まで 騎馬 II 長ず、 故 1- 旅行 及び 少量の 荷物 運搬は 常 1- 馬 背 II 據る ものと す、 乘用 i 
しては 馬 最も 多く 騾之一 _i 亞 ぐ、 驢は 短距離 に 於て 能く 乘用 す、 體軀 甚だ 小なる II 枸 はら 
ず 壯者な 真 ふに 堪へ 相當の 速力 か 有す、 駿駝は 外 _ 古方 面に 到りて は 荷物と 共に 旅行 
者の 乘る 4. 蒈通 とする も 東 蒙の 地 赤 峰、 林 茜， 等 中央部 以西 1: 於て 多く 使用し つ スぁリ 

m*  は 大連に 南潇鐵 道會社 經營の 電車 ぁ々、 市內 市外 約 十七 哩の營 業 線を 
有す。 

馬 鐵奉 天に' 馬鐵會 社經營 の 馬車め 6 鐵路 を布設 して' 馬車を 走らす。 

馬車、 人車 H: 各 都 會到處 に 在々 滿 洲都會 it 於け る 交通 機關の 重要なる 名のな A 
近來 大連萁 他 各都會 に a 自働 車の 來往ネ 亦 頻繁な々。 

本章を 終らん ' £ する it 際し 南滿鐵 道の 經營 者、 南 満洲 經營の 中 IM 機關 ^ ネ云ふ 


べき 南滿鐵 道會 社. の槪 略を 左に 記せん。 

藤 齣  i# g© か： 6 

南 滿洲鐵 道 株式 會社は 日露 戰爭 の產 物にして ボ ー ツマ ウスの 條約に 诙 3 て 生 
れた るネ のにして 明治 三十 九 年 六月 七日の 勅令に 基づき、 創立した る 名のな 久抑 
ネ 同年 七月 設立 委員 八十 名の 任命 ぁ々、 兒玉 陸軍 大將其 委員長を 仰 付けられ しが 
間 名な く 同大將 の甍去 せらる、 に 及び、 寺 內 陸軍大臣 其 後を 襲 ^ 、 委員 ' £ 其に 前記 
勅令 及 政府 命令に 遵 ^ 會社 設立に 關 する 事務を 處理 し、 同年 八月 十七 日定 欵の認 
可を 受け、 九月 十日よ {十月 五日 迄に 第一 囘の 株式 募集を 終了し、 十 一 月 一 日に 至 
多遞信 大臣よ  >  會 社 設立の 認可を 得、 同 十二月 七日 設立の 登記を 了し、 野戰 鐵道提 
理部其 他よ {財産の 引繼を 受け' 本社を 大連に 支社を 東京に 置％/ 四十 年 四月 一日 
よ々 營 業を 開始し ^ 久會社 の 資本金は 二億圓 にして 之を 株式 百 萬 株 ( 一 株 二 百圓) 
it 分ち、 內一 億圓は 政府の 出資に 係 6 /滿洲 に 於け る旣 成の 鐵道及 之に 附屬せ る 一 
切の財產诞撫順、煙臺の炭坑を以て之に充て、殘額|億圓は之を日淸兩國人よ^募 
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集すべき 名の ミし、 其旣に 募集した る 第 I 囘 募集 株 十 萬 株 三千 萬圓 )は 全部の 拂込 
を 了し、 第二 囘 募集 株 二十 萬 株 (四千 萬圓 )は I 株 四十 圓總額 八 百萬圓 を拂 込まし め 
たるを 以て 現在の 未 募集 株は 三十 萬 株 四千 萬圓 、未 拂込 金 tt 三千 二 百 萬圓な 
し 大正 四 年 十二月 一日 一 株の 金 類 二百 圓を金 j 百圓に 分割せ々。 

會社は 其 主たる 鐵道卽 ち 大連長 舂間本 支線 五 百 三十 三哩及 安 奉 鐵道百 七十 一 
哩の 經營 ^ 及 炭坑 業の 外、 大連 上海 間に r 週二囘 のを 斯影 «> を 開 §、 大 連、 奉 天、 長 春 
安東 撫順の 五箇 所に 發電 所を 置きて 電燈電 かを 供給し、 大連及 無， 頁に 於て tt m 氣 
鐵 道を 經營 し* 又 瓦斯を 製造して 燈熱及 動力の 需要に 供し、 大連 埠頭に ては 著 離 船 
舶及 貨物を 取扱 ひ、 工場を 沙 河口に 設けて 車輛 機械 器具の 製 修を爲 し 傍ら 社外 註 
文 品を 引受け、 旅館を 大連、 星 ヶ浦 、旅 順、 奉 天 及 長 春に 置き 內外 旅客の 宿 白 こ ® し、 附 
屬地 .の 土地 建物は 之を 一般 公衆に 貸付け ^ > it. l にて tt 殖產 工業 m 衞生 上の 
試驗 研究に 兼ねて 廣 く試驗 分析 鑑定の 依賴に 應ずる 等、 各種の 事業を 經營 す、 其 外 
公共 的 施設 ^ しては 沿線 鐵道附 屬地樞 要の 場所 It か ffi' を 設定し 道路の 築造， 水道 
の 敷設、 排水溝の 設備を 初め 公園、 墓地 等を 設け 如 夢 沁ルか 脊彰を 置 S て 前者は 日 


本人 子弟を 敎 育し 後者は 支那 人 子弟の 養成に 力め、 外に 大連に 中等 敎育 程度の 命 
滿洲 工業 學 校を、 奉 天に 專門學 校稃 度の 南 滿醫學 堂を 設置し、 又 大連其 他 沿線 主要 
各地 ir 醫院を .設けて 廣く 公衆の 治療を 爲し其 他 諸般の 衛生的 施設 及 消防 等の 各 
事業に 努む、 以上の 各種 事業は 今日 U 至 3 ては 建設 殆泠完 成せ々。 

然して 政府 14 夙に 滿鮮鐵 道統； を 策し 居々 しが 大正 六 年 七月 三十 一日 朝鮮 鐵 
道の 經營を 委任の 形式に 依 > 南滿 鐵道會 社に 託せし を 以て、 南満 鐵道會 社は 朝鮮 
鐵道を管理經營するて冗、次3其業務は非常に膨脹し殆公培加せ{。 

此 朝鮮 鐵道を 滿鐵に 委任され し ^ 同時に 關 東都 督府の 官制 改正 等 A 發 表され 
從來關 東 都督は 南満 鐵道會 社 5: 監督す ' £ あ々 しを 統 裁す ' £ 改正され た久從 ぅて 
滿鐵會 社の 總 裁を 廢し 、理事長を 置き、 滿鐵會 社 tt 關東 都督の 直轄 ^ なぅた 3。 

第 十五 章 通  信 

通信 機關 満洲に 於け る 我が 通信事業は、 日露 戰 役の 際 施設 經營 したる 野戰郵 
便 局 及び 軍用 通信 所に 胚胎し、 明治 三十 九 年 九月 關東 都督 府 郵便局 官制 施行の 日 
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ょ々 永久 的 一般的. の 通信 機關 ^ なれ 力。 爾來 益々 其の 普及 發達に 努め、 明治 四十 
四 年に « 大連 左岸 沙沱 子に 無線電信 局を 開設し、 船舶 ^ の 聯絡を 保ち 渤海、 黃海及 
び 南部 支那 沿海の 航路 安全を 圖々 、又 各 局所に 於け る 事務の 範圍を 統一 擴 張して 
內地 通信 官署 S 冏 一なら しめ M に. 郵便 電信に 依る 國際 通信の 連絡を 計々 て、 歐亞 
满洲の 通信を して 一層 迅速 利便なら しめ ^ 多。 又 商業 關 係の 繁忙 ' £ なる ' £ 同時 
に 電話の 擴 張を 必要 ' £ •し、 先づ關 東 州內樞 要地に 市外通話を 開始し、 亞 S で 大連長 
春間の長距離電話を開設し、進みて大連、旅順、遼陽、奉天 « 嶺、長春、營口等主要地間の 
長距離 通話を 開き 穴 3。 都督 府 官制 施行の 際は 僅かに 九十 四の 通信 機關を 算す 
るに過¥次々しが、滿鐵會祉 £ 協定し鐵道驛をして郵便物受付及び公衆電報取扱 
a をな さしめ、 又 內地之 等 郵便局の 請負制度を 採用して、 先づ 旅順大 連の 樞要 地に 
郵便局 所を 開設し、 漸次 其數を 增 加した々。 今 大正 五 年末に 於け る 局所 數を 見る 
に、 郵便局 三〇 、電信局 一、 無線電信 局 三、 郵便局 出張所 M ハ、 電話 取扱 所 七、 郵便 所一〇 
鐵道驛 電信 取扱 所 五 九、 鐵道驛 郵便 取扱 所 七 四、 電話 取扱 所 七、 總計 二百 〇七な ぅ。 

郵便物 遞送 線路に ついて tt 從來 種々 の 不便 伴 a 遲 達の 慽ぁ ぅしが 明治 四十 五 


年 六月 十五 日 以降 南満 各地に 發著 する I 切の 郵便物 發 著 K 朝鮮 鐵道 現在の 滿鐵 
朝鮮 線經 由の 途を 開き、 母國 ^ の 通信を 容易 快速なら しめた 多。 水咨 t 在 3 て tt 
大連 上海 間 航路 ^ 依る 郵便物 遞送 tt 四十 I 年 八月 十日よ {之を 開始し 南支 各电 
竝に 濠洲 及び 大洋 溯 諸島に 到る 可き 通信に 多大の 速達を 圖 3 尋 穴 30 

國際 郵便 西 伯 利 鐵道及 東淸鐵 道 ^ 南滿鐵 道の 連絡 經 由に 依々、 歐亞兩 大陸の 
郵便物を 交換す るは 相互 間の 利便 # から ^ る の あるは 言 ふまで 名 なき 所な 3 
明治 四十 年 十月 一 日よ 3、 日露 兩國 間に 於て 始めて 満洲の 通常 郵便の 交換を 開^ 5 
したる が 帝 國は長 春 及び 奉 天の 兩 郵便局を、 露國は 長 春 行動 郵便局を 各 交換局 t 
指定した 3。 亞 いで 四十 二 年 十 I 月 十四日よ {小包 a> 便 物 P 交換を 開始せ 
2 れが爲 め 著しく 相互 間の 郵便物 速達に 資する て ^ を 得 ^ 々。 

郵便物 及爲替 貯金 明治 三十 九 年度に 於け る 通常 郵便物は 發送 一 千 三十 七 萬 
餘通 要 達 一千 九十 五 萬 餘通次 々しが、 大正 元年 度には 發送 一千 三百 十八 萬餘 通、 到 
達 一千 六 百 六十 三萬餘 通 ^ な A 更に 大正 五 年度に 於て tt 發送 I 千 八 百 六十 五 萬 
餘通 M 達 二 千 二百 十九 萬餘 通 it 增 加し ^ 3、 又 小包 郵便物は 明治 三十 九 年度には 
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發送四 萬 六千餘 個、 到達 十二 萬 九 千 個、 大正 元年 度には 發送 十六 萬 七 千餘 個、 到達 三 
十四 萬 六千餘 個に して 大正 五 年には 發送 十八 萬 八千餘 個、 到達 三十 四 萬 二 千餘個 
に 達した >。 

郵便 爲替 貯金 管理 事務は、 明治 四十 三年 度までは 遞信 省 ^ 於て 直接 處理 し來 > 
たるが、 貯金 拂戾其 他 公衆の 不便 尠から 次る 4 の ぁる ^ 、 滿洲に 於け る 商工業の 發 
展に 伴 a 振替 貯金の 口座 5: 設 くるの 必要 迫々 來れ る ^ にょ 丸 K 十四 年 四月 一日 
以降 都督 府 通信 管理局に 分離 經營 せし むる fjs ゝなれ 々。明治 三十 几 年度に 於 
ける 郵便 爲替の 振 出 14 口數 二十 二 萬 五 千 其 金額 五 百 九十 八 萬 餘圓翌 四十 年度に 
は 口數 四十 萬餘 金額 九 百 八十 二 萬 餘圓に 達した ぅ、 爾來 漸次 其口數 冗 金額 ^ を增 
加し、 大正 五 年度には 口數 四十 八 萬 九 千餘、 金額 九 百 十一 萬 三千 餘圓 ^ なれぅ。 次 
に 拂出に 於て は 明治 三十 九 年度は 口 數四萬 五千餘 、金額 百 三十 三 萬餘圓 、大正 元年 
度には 口數 十六 萬 四千、 金額 二百 七十 萬 八 千餘圓 •同 五 年度は 口數 十八 萬 二千餘 、金 
額 四百 六 萬 三千 餘圓を 示した々。 

郵便貯金に 於て は 明治 三十 九 年度 未に a 預金 人員 I 萬 九 千 六 百 五十人 其 金額 


六十 四 萬 二 千 五 百 七十 一圓な々 しが 大正 元年 度 it 於て は 預入 二百 五十 I 萬 六 千 

餘 圓拂戾 二百 三十 二 萬 六 千餘圓 にして 同年 度 末の 預金 人員 六 萬 I 千 除 人 金額 二 

百 三十 四 萬 千 餘圓 £ なる、 越 fe て 大正 五 年度には 預入 三百 三十 五 萬 二 千餘圓 、拂戾 

二百 八十 五 萬 I 千餘圓 、年度 末 預金 人員 八萬兰 千 五百餘 人、 金額 二百 八十 九 萬餘圓 
S 次れ 3。 

郵便振替 貯金 K 明治 三十 九 年度に 於て は受入 十四 萬餘圓 、拂渡 九 百 十 一圓、 年度 
末 加入者 數 十九、 同 金額 I 千 三百 八十 七圓 な々 ざれょ々 逐年 其 數を增 如し 大正 元 
年度には 受入五 百 八十 九 萬餘圓 、拂渡 二 百 七十 萬圓、 年度 宋 加入者 數七百 九十 二 S 
金額 十一 萬 一千 餘圓 大正 五 年度には 受入 一千 二 百 五十 三 萬 二 千 圓拂渡 一千 五十 
萬 三千 餘圓 年度 末 加 A 者 數八萬 三千 五 百 九十 八 人 同 金額 二百 八十 九 萬餘圓 に a 
す。 

電 信® 在に ては 其 線路 關東 州內は 素ょ 力 南満 鐵道 沿線 各地に 延長し、 北 
は 長 春に ^ ^ N 東は 安東 縣 に 達す。 大正 五 年度 末に 於て 其 陸上 線路 二百 三十 七 里 
二 十八 町 五十二 間， 線條の 延長 千 五 百 二十 七 里 二十 七 町 三十 七 間、 河底 線路 j 裡 一 
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七 二 其 線 條一浬 四 八 八、 心 線 二 浬 六 六 ぁ 多、 電信局 所の 數九 十二 箇所を 算せ 々。明 
治 三十 九 年度に 於て は 發信 四十 四 萬 五千餘 通、 著 信 四十 萬 九 千 通 中繼信 四十 萬 二 
千な ぅしが 大正 元年 度に 於て tt 發著 信は 各 約 倍加し 中繼 信 K 三倍 it 達せ 久 大正 
五 年度 it 於け る發 信 K 內國百 二十 四 萬 八 千 六 百 五十六 通 外國七 萬 二 千 九 百 四十 
四 通 合計 百 三十 二 萬 一 千 六 百 通に 達し 著 信は 內地百 十七 萬 一千 九 百 五十 四 通、 外 
國八萬 百 八十 八 通 合計 百 二十 五 萬 二 千 百 四十 二 通に 達す、 而 して 中 繼 信は 百 五十 
六 萬 六 千 八 百 九十 三 通 在 

歐米 备國 ^ の 通信は 從來佐 世 保 大連間 海底 電線に ょ 3 て 長 崎を 迂囘 し、 上海 線 
或は 浦 鹽斯德 線を 經 由す る爲め 多大の 時間を ®. し ^ 々 しが、 明治 四十 二 年 一月に 
到 3 日 支 電信 協約 締結 成々 たる 結果 滿洲 到る 處に 於て 發 m し 得る のみならず 外 
國 電報 名 亦 支那の 中繼を 經て 直接 ^ 發 著し 得る に 到れ 多、 又該 協約に 基き 大 連、 芝 
罘間に は 海底 電線を 布設 し、 在芝罘 本邦 電信局 ^ 連絡を 保つ 2 1 を 得て、 從來山 東 
に 對し佐 世 保、 長 崎、 上海、 濟南府 等を 迂囘せ 次れば 通信し 得 ^ ぅし 芝罘 本邦 電信局 
^ 、和 文 電餱の 受授を なす  <0冗 を 得て 對岸 貿易 上貢獻 ラる 所 尠からず 明治 四十 四 


年 十一月 沙硌 子に 無線電信 海岸 局を 設置す る や 偶々 支那 革命 亂の爲 め 本邦 ' £ 北 
支那 地方 ' £ の 緊急 電報 多き に 際し * 皇 島、 漢 ET 上海 等に 碇泊す る帝國 軍艦 ' £: の 間 
に 完全なる 通信を なし 得て 軍事上の 通信 連絡を 敏活 次ら しめたる 歷 史ゐ久 目下 
大阪 商船 會 社の 大連 航路 及 滿鐵會 社 .^ 海 航路 船には 無線電信 局を 設け、 沙砣子 海 
岸 ^ の 間に 通信を 交換し 航海 上は 勿論、 氣象觀 測 上 至大の 利便を 與へ 居れ々。 

電 話 明治 三十 九 年 九月 一日 都督 府官制 の實 施せら るゝ までは、 電話 事業は 
軍政 署所 管に 屬せ >、其 後 通信 管理局の 所管に 移々 たるが、 當時安 東縣以 外の $ の 
a 皆 軍事 專用次 力し かば、 先 づ大連 、柳 樹屯 ，旅 順、 遼陽 、奉 天、 新 民府 、鐵嶺 及 公主嶺 等の 
電話を 一般 公衆の 用に 供せ々。 設備 も 不完全な れば第 一 著に 旣設 電話を 增設し 
長 春、 旅 順、 大 石橋、 開 原、 四 平 街 各地に 電話 交換 事務を 開始し、 大正 二 年度 末に 於て 十 
五箇 所を 算す V れょ > 先 四十 年 十二月 安東 縣新義 州 間に 通話を 開始した るを 初 
め ^ し、 同年 十一月 大連 •旅 順、 柳樹屯 相互 間の 市 ■外 通話を 開始し、 尋で 新に 交換 業務 
を 開始す るに 伴 a 通話 局所を 增 加し、 大正 二 年に 於て 電話 通話 取扱 局所 四十 五箇 
所に 達し、 大連 四十 六 箇所に 自働 電話を 設置せ々、 又 長距離電話は 旅 順、 大 連、 長 春 tr 
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於け る樞 要の 地 十五 箇所に 通話の 連絡 あ々 m 話 線は 大正 二 年度に 於て 架空 線 裸 
線路 三百 九 里 二十 一町 十四 間、 ヶー ブル 線路 八 里 一町 十八 間、 地下 ヶー ブレノ 線 一里 
二十 町 六 間に 達せ > 。電話 加入者は 明治 三十 九 年度 末には 僅に 七 百 八十 五 人な 
ぅしが 大正 五 年度 末に 於て は 四千 九 百 七十 六 人に して 通話 度數 三十 六 萬 四千 七 
百 七十 五 其 料金 二十 一 萬 五 千 八 百 一圓 七十 錢に 達す。 

支那 側には 郵務局 電報局 あ々、 各地 方の 村落に 到る 迄 不完全ながら 郵便 所の設 
あ々、 郵便には 大なる 不便 無き ネ、 非常なる 奥地に 入ら ば 郵便 所の 設け 無き 所 多し 
又 電報 取扱 所は 重 名な‘ る 都會に 在る のみに して 村落に 入ら ば 電報 取扱 所 無し、 北 
滿洲に 於て は 哈爾賓 に 露國の 郵便 電報局 あ々、 又 東 淸鐵道 各驛に 露國の 郵便 電報 
取扱 所 あ^ N。  / 

第 十六 章 產業 
一，  農業 

她 张 南滿洲 の土壤 は槪 して 黃土 若は 黑 土を 以て 掩 はれ、 其 質疎鬆 にして 耕 


作に 勞 力を 要する て ' £ 少なし、 然れ 地勢 東部は 山岳 攢 集の 地區 多く、 諸 水の 溪 
谷 亦 礫 石 多くして 地味 瘠せ 耕作に 適せ 次る 地方 少なからず、 殊に 永 陵、 寬甸 地方は 
他の 各地 方に 比して 頗る 劣れ 3、 南部 tt 東部に 比し 地味 稍々 優れる ネ 山岳 地 多く 
殊に 關東 州に 入々 ては 礫 石を 交 ふる 薄 瘠 地 多くして、 耕作に 適せ ^ る 地方 少な か 
らず、 北部は 之を 南部に 比すれば 地味 佳良に して、 豐沃 次る 耕地に 乏しから ず、 鐵道 
線路 以東の 地に ぁ {ては、 掏 鹿、 大 S 瘍一帶 の 地方 最名 肥沃に して、 以西に ぁ {ては 
奉 化、 llg 平 街、 昌圖  一 ® の 地方を 以て 最も 優良なる もの •£ す" 中部 及 西部 tt 南 満洲 中 
最 4 肥沃の 地方に して、 遼西 、錦 州縣 管下の 薄 瘠なる の 外、 遼 河の 流域は 一帶 に 肥沃 
t して、 殊に 鐵嶺 、通 江 口、 遼陽 西部、 田庄臺 地方を 最 ^: す、 之を 要する ^ 南 満洲の 地質 
は 一旣に 之を 云 ふて ' £ 能は ^ る 名、 主 ^ して 東北 部 地方は 黑 土に して 地味 亦 不良 
次 る 名、 西部 及 南部は 黃 土地 多く 且つ 槪して 肥沃な々。 

ヒ i M 洲の也 味は 耕地の 表土' 深く して 二 尺 乃至 五 尺ぁ久 表土は 礫を 含有せ ず、 有 
機 物の 量 多き 壤土 ょ々 成る を 以て， 頗る 沃饒 にして 作物の 栽培に 適す、 此 地方に て 
獨 開墾に 困難なる は、 低濕 次る 窪地に て 雨期には 沼澤 ^ 化する の 一事の み* 而かネ 
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是等は 適當 なる 排水 法を 施す (t 於て は、 良好 ^ る 耕地 ' £ 成し 得べ し、 地味 tt 南 ffi M 
に 比し 槪 して 肥沃 次れ ^ 名、 人口 稀薄に して 劈 銀 高く、 農事 粗笨なる ^ 、 氣候 寒冷な 
る 等の 理由に 依 力、 穀物 類の 品質 槪 して 南 滿產に 劣れ {〇 

地積の 計量 地方に ょ i て 著しき 差異 |> る 名、 大體に 於て 弓、 献 、腧 (又は 日 地) 頂 等 
に 分て 久又其 名稱に 於て 名吉、 黑雨 省に ては 一晌地 又は 一晌 ビ 稱 し、 奉 天 省 ^ ては 
■  i 天地 ^ 稱する が 如く 各 梠異れ ぅ、 (一天 地 又は 一 » 地の 稱は 一日 一人 一馬に て 耕 
:作 する 面積の 意次 力 ' £ の說 あ 1 一々 玆に 之を 細述し 難き 气左に 大略を 記すべし 
奉天售 -^ ては1日地の面積一_定せず六献、七献、八献、十献或は十二献のネのあ3 
然れ仑 名六歃を以'て！日地冗する場合最名多く、旗地(滿洲旗人に淸朝ょ々貸下げ 
たる 地) 民 地 (普通の 民有 地) の混錯 せる 地方に 在て は、 普通 旗 地は 六 « 、民地は十畝 ^ 
次せ 6 へ 然れ泛 名遼 ■縣內 の 如きは 旗民兩 地を 單繩 地雙繩 地に 區別 し « 者は 六 M 
後者は 十歃 冗 せ 支 雙繩 地は 單繩地 の 二倍 卽ち 十二 畝 あるべき 理 次れ ^ も 斯の如 
，き 事は 極めて 稀 a 左 上述の 如く  j 天地 ' £ する ネの約 六 割、 十 畝を 一天 地 '！ £ する 名 
の 約 四 害 ^ 見て 大差な »> る Y  く、 七献、 八献を 以てする の 、如き tt ® 積礎少 こし 


て 云 ふに 足らず、 而 して 一 M の 地積に 7^ 亦 種々 ぁ A 二百 四十 弓、 三百 六十 弓、 或 tt 二 
百八十八弓を以て！歃ぞなす、一弓 ^ は營造尺五尺の稱にして、長さ又は五尺平方 
を 一 弓 ' £ 云 ふ、 故に 二 百 四十 弓の 一 畝は 我 約 六 畝に 當る 、又 錦 州 地方に ぁ  >  ては 土 
地の 瘠せ ^ る處は 十 M を 以て！ 日 地 ' £ なし、 肥沃の 地は 六 畝を 以て 一 日 地 ^ な. せ 
3、 又撫順 地方に 於て は 衙門 にて 土地を 1 、二、 三等に 分つ、 一等地は 一天 地を 六 M 
二等 地は 十二 畝 三等 地は 十八 畝 it 定む 、是れ 地租の 關 係ょ々 此の 必要を 生 b ^ 
.各な久海城附近にては旗民兩地に關せず一天地は六畝又は十儆ミせ多〇 
. 又 法庫縣 地方に 於て は 五 尺 平方を I 弓 S し、 三百 六十 弓を 一 畝、 十 M を | 日 地、 十 
日 地を 一 頂 ^ 次せ 土地 賣買 又は 收穫 高を 計算す る 時には 一天 地を 以て 現は 
.す 4 多量の 收穫 物には 一 頂を 以て 單位ぞ す。 因みに 云 ふ 晌は我 六 反 一 畝餘な 3 
，耕地. 及 面積 奉 天 全 省の 面積は 一般に 唱ふる 所に 據れば 我 約 一 萬 方里 次る％ 
最近 奉 天 繪學堂 卒業 隊の 測量に 依れば、 約 八十 萬 方 淸里卽 ち 我 | 萬 四千 餘 方里に 
，して、 殆ん V」 本邦の 本州 及 四國そ 合せ 穴る 名のに 均しき ネ、 其 一半は 山岳 地帶 にし 
て. 耕作し 能は 次る 4 の 多く、 之を 北滿洲 の廣漢 たる 大 平野 多き に 比すれば、 南滿洲 
第二 編  人文地理 墨)  ニー 七 


第二 編  人文地理 S 業) 


二 一八 


は 單に遼 河水 域の 平野を 除けば、 總て 山岳 地 ^ 稱 する 名 不可な く、 而 して 山間の 溪 
谷 丘陵の 平地 若く は 傾斜 地の 開墾 せらる、 ネの少 加ら 次る' 全 省の 耕地 面積 我 
.二百 四十 四 萬 餘町步 に 過>  ず 、之を 我 本州 及 四國の 耕地 面積 千 三百 餘萬町 步に比 
すれば、 僅に 五分の 一に 名當ら 次れ ^ 味、 兎に角 現 時に 於て は 其 全面 積 奉 天 省の 一 
倍 一分 强なる 吉林省 (我 二百 三十 七 •萬 餘 町步) 及 一倍 九分 弱苁る 黑龍江 省 (約 我 百 六 
十 萬 町步) H 比して、 優勢の 地位を 占む、 然れを ネ是れ 現在に 於け る 比較に t て、 假令 

奉 天 省に 尙 多少の M 墾し 得べき 荒 地 ぁ} ^ は 云へ ^ 來に 於て は 着々 開墾され つ 

- «> 

つ ある 黑龍 省に 凌駕せ らる 、に 至らん、 奉 天 省の 耕地 面積は 之を 吉 、黑兩 省に 比す 
れば 、較や 正確に 調査せられ た々 ^ 稱 する 奉 天 諮議 局 籌瓣處 の 調査報告 書に 基き 
耕地 面積の 肥 瘠 率 其 他を 擧 ぐれば 左の 如し。 
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前表に 據れ ば、 地方行政 區內に 於け る 大體の 肥 瘠 割合を 窺知す るを 得 Y し、 卽ち 
肥 地の 割合 最も 多き は 承 德縣、 撫順縣 、遼 陽縣、 昌圖縣 •安東 縣 滅 縣 、懷德 源、 海城縣 、錦 西 
縣， 桃 南縣 、西 安 縣 等の 地方に して、 瘠 地の 最 4 多き は、 岫巖縣 、寬 甸縣、 金 州、 復縣 、廣 髯縣 
臨江縣 、鳳凰 縣 、鎭安 縣、 安廣 縣、 莊河縣 等の 地方な々。 

次ぎに 奉 天 全 省の 人口は 一千 十五 萬 五 千 六 百 八十 人に して、 吉林 省の 四百 二十 
二 萬 二 千 二百 九十 二人 及 黑龍江 省の 百 四十 五 萬 五 千 六 百 五十 七 人 a 比する に、 遙 
に 優數に して 隨て 人口に 對 する 耕地の 割合は、 吉 、黑兩 省に 比して 甚だ 少なし、 卽ち 
一人に 對する 吉林 省は 約 我 五段 五畝强 、黑龍 江 省は 九 段 五 M の 割合なる 气奉天 省 
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は 僅に 二 反 六 畝步に 過ぎず、 就中 j 人に 對 する 耕地 割合 比較的 多き 彰武、 洮南、 開通 
安廣 等の 各地 方は、 目下 開墾 進埗 中の 4 の it 鳥し、 西豐 、西 安、 東 平等の 各地 も 亦 開墾 
後日 尙淺 く、 隨て 未だ 人口の 增加を 見 次る に 因る、 槪ね 山地 多き 地方 若く は 人口  S 
密なる 都會地 多き 地方は 自然 其 割合 少額な}， 但し 各地 方 地味の 肥 瘠 II なら ^ 
るを 以て 單に 一人 it 對 する 耕地 面積の 多少を 以て、 直 U 其 地方 農民の 貧富を 斷定 
する {O VF J 能は 次る 前揭 地味の 肥 瘠 表 ^ 相對比 綜合す る S きは、 略 貧富の 一 班を 
察知す る it 難から ^ るべ し。 

黑龍江 省 及吉林 省に 於け る 耕地 面積は、 今 精確なる て ^ 知々 難き も •光緖 三十 四 
年度の 統計 及び 比較的 信據 すべき 材料 cr 依々 て 之を 左に 揭 ぐ。 
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右の 外 肇州廳 約 二 萬！ 千 九 百 町歩、 訥模兒 河 域に 約 一 萬 四千 六 百町步 、愛 琿 、墨爾 
根、 布特哈 •興 東 道 其 他の 地方に 若干の 旣墾地 あ^ N、 以上 a 官衙の 記錄に 據れる もの 
にして、 此外尙 登記せられ 次る 耕地 少なから 次る を 以て 全 省を 通計し 約 百 五十六 
萬 九 千 五 百 町步に 、其 後の 新 開墾地 約 三 萬 六 千 五 百 町歩を 合せ、 總計百 六十 萬町步 
を 以て 現在の 耕地 面積 ^ 見 ば 大差 次 加るべし。 

.  吉林省 
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此外琿 春廳七 萬 三千 町步及 東南 部 山岳 地方 ' £ 官衙 未登記の 4 の ^ を 合せば、 約 
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二百 四十 餘萬 町內 外なる Y し。 

開墾地 奉 天 省內に 於け る 開墾地の 主 ^ る？^ のは M 南縣 下に 於け る 挑 南、 靖安 
開通、 安廣の 四縣 下にして、 之 it 次 tTP のを 海龍縣 下に 於け る 東 平、 西 平、 西豐 、柳 河の 
四縣 及び 錦州縣 下に 於け る 大凌河 一帶の 地 ' £ す、 桃 南縣は 光緖 二十 九 年の 開放， a 
係々， 蒙古 圖什業 圖王及 札 薩克圖 王の 土拗 it して、 其 貸 下 面積 約 七十 三 萬 汀步な 多 
海 龍、 東 平、 西 安、 西豐. 柳 河の 五縣 は、 光緖 元年 頃 迄は 淸國 皇室の 御獵區 にして、 十二 大 
獵區 、百 五 小 獵區に 分 たれ、 支那 人は 大獵區 を Jtl 下 偸、 小 躐區を 圍 場 ' £ 稱せ久 * M 元年 
十六 圍を 人民 it . 拂下げ て 開墾地 ^ 爲 し， 爾餘の 八十 九圍は 依然 皇室の 御 ® 趣 M な 
多し が、 一一 十二 年 東 平、 西 安、 雨 縣の交 界點穴 る 分水嶺ょ {東を 東 流水、 西を 西 流水 € 
爲 し * 流水の 四十 四圍 、西 流水の 四十 五圍 に 大別せられ 穴^^ 

此 地方の 開墾は 先づ西 流水に 始まれ々、 開放 當時は 森林 蓊欝の 地 區に して、 光緖 
六 年 海 龍 城に 撫民通 判 廳を設 け ^ るょ， 〇； 附近に 點々 集團 を. 見る に 至 {し 外、 二十 
六年掏.鹿に總管衙門を置きし迄は ' の寒村に過 ¥ ^' 办し、 ^ 二十八年海龍廳を昇 
せて 府 ^ 爲し 、又 新に 大肚 川に 東 平 縣 •大 疙瘩 に、 西 安 縣 、掏 鹿に 西 豐縣を 又 柳 河鎭に 


柳 河縣を 設置す るに 及びて 急速の 發達を 來し、 現在 僅に 東 平縣 のみ 若干の 夾荒也 
を餘 すの み、 大凌 河流 域 I 帶の 開墾地は、 光緖 二十 七 年の 開放に して 東西 六 七十 淸 
里 南北 二三 十淸 里の 廣袤を 有し •其 地積 我 約 三十 七 萬 九 千 町步な A 磐 山縣牧 廠地 
名 5r rf 南縣 S 相 貧 後して 開放せられ たる 4 のにて、 其 面積 約 四十 j 萬 六 千 除町步 
な 丸 又彰 武縣の 開墾地は 原 ' £ 養 息 牧地に して、 嘉慶 年間 初めて 旗 人を 招徕 して 試 
襄せ しめ， 爾來續 々稀 住する 名の 多く. 開墾 日に 進埗 する に至夂 光緖二 十三 年 浮 多 
地 (拂 下地 主が 最初の 拂 下地ょ 3 以上に 勝手に 開墾 耕作せ る 4 の) の淸 支を' 行 ふ ' £ 
共に。 開放 續墾 を爲 すに 至- CN し笔 のな A。 以上は 奉 天 省に 於け る 最初 十數 年間に 
開墾せられ たる 名の、 槪況 にして、 是等 開墾地は 現在 旣に 開壑を 了は 力 穴る 名の 
多く 唯洮 南縣 下の 大部分 及 東 平 縣 下の 一部， 今 尙 ^ 開墾 中に 屬する に 過ぎず。 

吉林 省の 開墾は、 淸朝國 初に 始まる、 當時は 旗 人を して 吉林 、伯 都 g、 阿 什 河、 寧 古 答 
三 姓 等の 地方に 駐屯せ しめ、 彼等が 所要の 糧食を 得ん が 爲め 、屯 地 附近を 開墾した 
るに 過ぎず、 康 g| •乾 隆、 嘉慶の 三時 代に 互久遣 戎罪 徒を 移住せ しめ、 民人の 移住は 絕 
對的 禁壓の 方針を 取れ^ \、 乾隆 中葉 適 山 東" 直隸 地方 連年 凶作な々 し爲 め、 兩省 の窮 

第二 編 人文地理 S 業)  ニニ £ 


第二 編  人文地理 (蠢)  ニニ 六 

民 食を 求めて 地方に 至る 名 の 潮の 如く、 遂に 防止す べからず、彼等は初め苦力匕し 
て 旗 村に 雇は れ、 小作 關 係に 移久 終に 土地を 所有す るに 至丸國 初の 制度 全く 破壤 
された る 味、 開墾の 進行は 實に此 時に 始まれ々、 前年 露國が 東淸鐵 道の 經營に 著 手 
する や、 多大なる 勞力の 需用を 來 し、 從つて 其 食物を 供給す る 爲め 開墾の 進 步を促 
し、 竣工 後此 等の 勞力は 、又 耕墾に 使用せられ たるを 以て 進行 更に 著しく、 平原 地方 
に 在々 て tt 實 に 寸地を 名剩さ 次る の 盛況を 呈せ久 斯くて 現 時 貸 下 開墾 ¢4 び 行は 
れつ、 ぁる 地方は、 三 鮏 下流 右岸 及 興 凱 湖 附近、 密山縣 及 農安縣 西方、 長嶺縣 地方な 
3 ^ す。  ,  • 

黑龍江 省の 開墾は、 康熙 二十 五 年 露國 ^ 釁を 開きた るに 始まる、 當時 政府は 邊防 
上 屯田の 必要を 感 b 、 旗 兵を して ゼ ♦ァ 河畔の 黑龍江 及墨爾 根、 齊 々哈爾 等の 地に 駐 
屯せ しめ、 開墾に 從は しめ 後雍正 十三 年 奉 天 八 旗を して 呼 蘭 河流 域に 移住せ しめ 
其 生産を 軍糧の 準備に 充て、 民人の 移住は 全然 禁止せられ 穴 夂乾隆 中葉に 至久移 
民の 波濤は 又此 地方に 及 S、 遂に 防止す ベから 次る に 至れる を 以て、 咸豐十 年此地 
域に 限 力て 之を 開放せ々、 後ち 此 地方の 開墾 進行 ' £: 共に、 更らに 通肯 河流 域 開放の 


必！ 要を 感 b、 光 緒 十三 年ょ々 貸 下に 著 手した る 气尙 ほ 旗 領民 墾の 制度を 捨つ るて 
冗 能は 次 4 しか ば、 土地に 對する 訴訟 粉糾を 極め， 終に 光緖 三十 年を 以て 一 般貸下 
を行 ^ 、民人4土地所有權を得る_に至れ多、元來此貸下の主旨たる、產業の發達國民 
の 福利に ぁれ ^ 气 一面 之に 由 {て 新設に 要する 經 費の 財源を 求め、 且つ 露 人 ® 入 
の 防 衞 たらしめ ん S する にぁ {穴 丸團匪 事變後 露國は 事實上 滿洲を 占領し、 蒙古 
地方 名 亦 無智 在る 王族を 籠絡し 漸次 之 5: 勢力 範圍 に收め ん ^ する の 形 ® あ 力し 

兄 之を 如何 ' £ 名す るて ' £ 能は 3'' 多し、 偶 H 露戰 役の 結果 露國 勢力の 退却 ' £ 共に 初 
めて 計 畫實行 の _ '機を 得た々。 

今 各地に 於け る 貸 下地 積を 示せば 大畧 左の 如し 〇 
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右の 外 黑龍江 全 省に て 開墾し 得へ き 見込 尙約 一千 百 九十 五 萬 餘町步 あぅ ' £: 云 
ふ、 其 他 海拉爾 西方ょ々 愛 渾興東 道に 至る 露領 ^ 接近せ る 一帶沿 江の槌 方に 對し 
移民 獎勵 の爲め 官憲は 移民 者に 種々 の 便宜 方法を 與へ宄 る 4 未だ 其緖に 就かず 
稍 見るべき 4 のは 僅に 興 東 道 附近に 於て 二 萬 一千 餘町步 を 貸 下げた る 4 の ある 
のみ « 琿地 方は 從來 頗る 開墾せられ、 露領ゼ ァ河 下流の 如き 六十 四 村を 設置した 
る％ 團匪 の變に 驅逐 せられ 今に 囘復せ ず、 官憲は 此等 秩序の 囘筏に 力めつ、 あ 力。 

未耕地 满洲の 現在 未耕地は 恐らくは 尙ほ 二百 萬 町 步を 下ら 次るべし、 今 其 重 
要地 方を 列擧 して 其 槪況を 叙述せば 左の 如し。 


(- 鴨綠江 流域 地方  四五、〇8 

に 遼河 流域 地方  、  ->000.000 
11 一大 凌 河流 域 地方  Hoodoo 
四 東 間 島 地方  一七 0 0 00 


(S) 松 花 江上 流々 域 地方  §0、 000 
六 牡丹 江上 流々 域 地方  11.000 


鴨綠江 流域 地方 此 地方は 從前邊 外の 地 ^ して 荒 蕪に 委せし 所、 同 治 年中ょぅ 
山 東 人の 開 耕 A 蔘 の採收 、伐木の 爲來 住する 4 の 漸く 多く、 耕地の 開拓 ' £ 人口 增殖 
を來 し、 遂に 光緖 初年 縣 治を 設く、 即ち 今や 安東、 寬甸 、懐 仁、 通 化 •輯 安、 臨 江の 六 縣の設 
け ある 4、 人口 稀薄に して 一 方里 尙ほ五 百 人に 充穴ず 、該 地方に 於け る 農期 間の 氣 
溫狀 態は 長 春 ^ 奉 天 間に 畧ぼ 等しく、 唯 雨量は 殆ん 6 其  一 I 倍に 及ぶべし、 地勢 槪し 
て 山岳 多く 平原 曠野の 見るべき 4 の殆ん 6 稀 次久 上流の 臨 江、 輯 安の 二縣 殊に 然 
多、 他は 槪ね 僅かに 本 支 各 流路に 沿 ふて 偏 長の 溪域 あるの み、 就中 大支 流た る渾江 
の 流域を 最 £ す、 是等は 總 して 花崗岩、 片麻 岩、 石灰岩 等を 母 岩 ^ せる 沖積 地 多く 砂 
質壤 土に あら 次れば 埴質壤 土を 爲し 、且つ 有機 質に 富める 豐饒の 土地 ' £ 稱すべ し 
唯 惜しむべきは 地勢 可 耕 適地の 寡き にあ々、 旣 耕地 約 九 萬 四千 餘町步 總 面積の 三. 
四※ に 過ぎず、 而 して 未耕地は 四 五 萬 町 步を餘 すの み、 是等は 固ょ 多 河流 域の 沃地 
にある ネ の殆仑 之れ なく 运陵 或は 山麓の 傾斜 地に 存 する 4 の 多し、 而して 、寬 甸縣 
下は 稍々 之れ ^ 劣れ 力、 其 他 tt 槪ね土 性の 佳良なる もの 其 多き を 占む、 當 流域の 土 
地は 生産力 比較的 高し 一段 步當 高粱は 二 石 五 五 乃至 T 四 四 粟は 一 . 四〇 乃至 T 
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二 0  玉蜀黍は 二. 七〇乃 至 T 六 〇 大豆は 二 •  一 〇 乃至！  •二 〇 位の 平均 量 ^ 上る 
咚の 、如し。 

a* Ili M« :# か 遼 河の 流域 中 其 下流 地方 tt 膏腰 肥沃の 大 平原を 爲し、 恐らくは 
潇蒙 第一の 豐饒地 穴るべし a 江 口よ >下 流々 域茴 隣接の 一大 平野は 其 廣袤約 一 
千 五 百方 里、 其 內 現今 耕地た る もの 五 百方 里に 過ぎず、 若夫此 流域に 於て 能く 地 水 
の 整理を 遂行せば 更に 七 百方 里 卽ち凡 一 百 餘萬町 步の新 耕地を 開く を 得べ く、 勿 
論 巨額の 整理 費を 要すべき ネ 其 利得 更に 莫大なる 免の ぁるべき が 故に 早晚 之れ 
が 啓發を 見る it 至るべし、 現 情の 儘尙ほ 多大の 未耕地 ぁるが 如き 免。 過濕 にして 耕 
作に 不利 ^ るぁ久 或は 漲 溢して 農作物を 浸 害する 等 安ん b て 農業を 營む べき 所 
少なし、 當 流域の 收穫 量は 一段 步當 玉蜀黍 f 石 一六 乃至  一 •六 六 粟は T 一六 乃至 
一 •八 三 大豆 H: 一  •〇〇 乃至  一 •五〇 位の 平均 ^ 次す。 

*• •  1 :命辦 •か 大凌 河は 源を 東部 蒙古 ^ ® 、 泌 左翼 旗 (直隸 省の 凌 源縣) に發し 
朝 陽縣を 東に 貫流し 錦縣に 於て 渤海に 注ぐ、 此の間 延長 約 九十 邦 里、 支流 西 河は 阜 
新縣 よ々 又忙牛 河は 朝陽縣 よ々 共に 南 流し 來>  て 本流に 合す、 是 等の 本 支流 域に 


於て 肥沃 次る 沖積層を 作し、 下流す るに 從ひて 擴大し 到る 處 農村 部落を 次せ々、 夙 
に 開 耕せられ 沿岸 平坦の 廣地に 於て は 勿論、 附近 便利の 土地に あぅて は 最早 適當 
次る 未耕地の 見るべき 4 の 少なき が 如し ' £ 雖ネ、 高原 地、 傾斜 地 等に して 尙は 農 & 
適地の 存 する 4 の 上流 域に 於て 三十 餘萬町 步を 下ら 次るべく、 殊に 棉作 或は 牧羊 
を 目的 ^ すべき もの 適地 尠から 次る 4 のゝ 如し、 收穫量 平均 一段 步に付 玉蜀黍 大 
豆 共に 九 斗內外 粟は 八 斗 小 麥六斗 次々。 

mo ^ ft® 辦方 玆に東 間 島 ^ 稱 する は延吉 、和 龍、 注 淸及琿 春の 四縣卽 ち圖們 江の 
本 支流 域に 橫はれ る 約 一千 七 百 十四 方里の 廣大な る 地區を 指せ {、此の 地域 內に 
於て 現今 尙ほ約 十七 萬 餘町步 の 未耕地を 存し、 其 多く a 丘陵 地に あ^ n て 平坦 少な 
§ は 言 ふまで 4 なし、 大約 平坦 地の 未耕地は 一割 五分、 丘陵 地の 未耕地は 八 割 五分 
€ 推測せ らる 、就中 延吉 、輝 春の 二 縣下約 其の 八 割を 占めん か、 丘陵 地は 所在に ょ々 
て肥舂 土性區 々次^ S S? J 雖 7P、 平坦 地に あ  >  て は 槪 して 花崗岩、 片麻 岩の 崩壤 沖積し 
たる 4 のにして、 肥饫 なる 埴質壤 土 又は 砂 質 * 土を 成し、 其 深さ 一尺 二 三寸 乃至 一 
尺五寸 、下層は 砂礫に して 排水 佳良、 唯 腐蝕 質に 乏し % 」 毛の 多し、 間 島の 賣買地 偕は 
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地方に よ > 著しく 差等 ある 气 平均 一段 步 I 圓五〇 乃至 一一. 〇〇 よ々 一一 . 〇〇の 間 
にあ 3、 尙ほ 近年 益々 騰貴の 傾向 あ^ N。 

布 爾哈通 河流 域 は 開耕最 4 古く 新 墾の餘 地な きが 如き \ 尙 ほ 可 耕地の 約 二 
割 位は 未耕地た るべ し、 其大 なる 4 のは 局 子 街南營 前に ある 名のに して 約 二三 百 
町 步 あらん、 低濕 粘土の 地 なれ ^ ネ 排水 法を 施さ ば 良好なる 耕地 ^ ならん、 又老頭 
溝よぅ 天 寶 山に 至る 間の « 谷は 地味 良好、 進む に 從 a て 草原を 見る Y し、 支流 細 林 
河流 域に 入ら ば、 平地に 於て 尙 ほ 有望なる 數百 町の 未耕地 あ {て、 將 來開聖 の餘地 
に 富め 久朝陽 河流 域 中 下流 地は 平地 it あ  >  て 名 一千 餘町步 の 未耕地 1) 久尙ほ 丘 
陵 地 亦 殆んを 全部 耕地に 適すれ ^ ネ 未だ 開 耕せる 4 の 甚だ 少なし、 又 其 上流 三 頭 
崴 地方 tt 近年 移住 開拓し つゝ あ^ N、 延吉 河流 域に 於て 4 多少の 佳良なる 未耕地 あ 
ぅ 壹兩溝 流域 tt 現今 尙ほ 人烟 稀少の 地な 丸 濕地 多く 砂礫 亦少 からず、 殊に 上流の 
四 割は 濕地を 次し、 現 耕地は 平地の 可 耕地の 約 二割 五分 卽ち六 百數十 町に 過ぎず 
丘陵 地 a は 僅少の 耕作 1) るの み ^ て •徒らに 荆棘 葦子の 繁茂に 委しつ、 あ 久更に 
布 爾哈通 河の 上流 地方に あ 力て 气 多少の 未耕地 ある ネの 、如し、 該 地方の ^ 獲 量 


は 一段 步 粟 一石 二〇 乃至  一 •八 〇 大豆 〇 •六 五 乃至 一  •〇〇 小麥〇 .五〇 乃至 〇. 
七 〇 蜀黍 T 二〇 乃至  一 A 〇 玉蜀黍 一 •〇〇 乃至 一 •五 〇 S す。 

海 蘭 河流 域 地方 本流 域の 可 耕地 面積 約 九 萬 七 千 町 步の內 二割 二 三分は 平坦 
地、 七 割 七 八 分は 丘陵 地に 屬せ久 今や 平坦 地には 殆んを 新開の 餘地次 き 4 丘陵 地 
には 尙ほ可 耕地の 三 割 以上の 荒蕪地 1) らん、 頭 道 溝の 上流は 地形 狭く 濕地 A あ々 
砂礫 地乂あ れ .各％ 多少の 未耕地 あ々， 其 下流は 大 平原を 次し、 地味 膏腴 優勝の 農業 
地な れ tTP 未耕地に 乏し、 二道 溝には 可 耕地の 約 半を 開 耕し 穴る に 過 ^ ず、 三 道 溝 
は 砂礫 質の 土地 少なから 次れ ^ 气可 耕地の 二三 割は 尙ほ 丘陵 荆 棘の 地に 存し 、四 
道 溝は 下流 地味 頗る 肥沃 次れ ^ 4、 平地 丘陵 共に 未耕地 少なく、 上流 幅 狭き 礫 質 土 
H 多少 之 あるの み。 

海 蘭 河 の 下流 允る 六道 溝 並 東 盛 勇 街 方面に 4 廣大 なる 可 耕地 あ久七 方里 餘 
の 平地は 槪ね 夙に 耕作せられ て 餘地 少なき \本 流域の 南北に 開弘せ られ允 る 丘 
陵 地は、 其 廣袤約 三 萬 町步開 耕せられ たる $ の 未だ 數千 町步に 過ぎず、 六道 * の 東 
方東盛勇の南長洞附近に亙れる一帶の丘陵地、高原地は、勾配緩に起伏少なく、砂質 
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壤土に して 多くは 農耕 地 ^ して 利用す るに 足れ {、六道 溝を 遡々 大拉 子の 背後に 
名 緩 傾斜の 丘 地 あ 多、 現に 逐' 次 開 耕せられ つつ あ A 又 荏 田 坪の 溪地は 小 流の 雨 岸 
砂 磯地 尠加ら 次れ ^ %、 尙 多少の 可 耕地を 有せ々。 

嘎呀 河流 域 地 ■方 は 布 爾哈通 河流. 域に 亞ぎ 土地 可な 力に 廣く 、平坦 地の 面積 約 
十一. 方里 三 四に 及 vf ノ 、可 耕地の 推算 面積は 平坦 地に 一 萬 二 千餘町 步 fi 陵 地に 約 
二 萬 町 步、 現 時の 耕地は 三 四千 町步 4 あらん か、 專ら 平坦 地に あ i て 未だ 丘陵 地に 
寡 次く 未耕地の 現存す る 名 の 二 萬 數千町 步に 達すべきな 力、 牡丹 川 流域は 中流 地 
方に 砂礫 地 多き气 有望なる 未耕地に 富み.、 大百草 溝 平地に 下々 て tt 、 地味 膏腴 表土 
亦 深く、 平坦なる 未耕地 一千 餘町步 名 あらん、 更に 嘎呀 河々 口 地方に 至ら ば、 平地 約 
二方 里、 沖積層の 砂 質壤土 にして 地味 頗る 肥沃、 r 千餘 町の 未耕地を 殘存せ 々尙ほ 
他の 上流の 本 支流 域の 槪況に 至 {て 名 略 ぼ 前述の 地方 ^ 大差な き' 人煙 稀薄、 肥 
沃 なる 未耕地の 更に 少 ^ 加ら ^ る？^ の あ 3。 

豆滿江 本流 域 地方 茂 山間 島 ' £ 稱す、 上流 烏鳩 江ょ 3 下流 大坪 高原に 至る 地方 
は 山地 多く 平地に、 乏しく、 平地の 可 耕地 二 千 四百 餘町步 にして 約 其 宇 ばは 旣墾地 


に 屬 す、 未 襄地は 主 ' £ して 烏鳩 江 附近に あ^ N、 山腹 及 丘陵の 約 三 四 分 a 能く 耕耘に 
適する を 見るべし、 大坪 高原は 面積 二 千 五百餘 町の 大 草原に して、 農耕に 適せ 次る 
にあら 次る 7P、 土地 高く 水に 乏しく して 永住に 難から ん 、更に 其 下流 會寧間 島 M 城 
間 島の 地方に 至 {ては 平坦 地 少なく、 且つ 開 耕 普ね く 行 はれ、 丘陵 地に 於て 多少の 
未耕地を 殘存 する のみ、 穩城 間島對 岸の 凉水泉 子 地方は 地味 頗る 肥沃、 平地 及 丘陵 
に 於て 尙ほ 相當の 未耕地 あ々、 中に 名窟隆 山の 北方 丘 地に « 約 二百 餘町步 の 好 未 
耕地 あ々、 夫れ ょ々 更に 下 3 て 本流 並に 其 支流 琿春 河の 流域に 至々 ては、 所謂 琿春 
平野を 爲し 、廣袤 凡 十 方里の 沖積 地に して 膏胺豐 沃の壤 土に 富み、 今や 槪ね開 耕し 
盡され て 餘す處 少なく、 未耕地は 多く 琿春 河の 上流に 遡 3 て 本 支流に あ々、 又 其 若 

干は 豆 滿 江の 本流 域に $ 之れ あ久 平地、 丘 地の 未耕地を 合せば 約 六 萬 七 千 餘町あ 
らし 0 

11 如 lr® Jlo 斯》 辦咖か 下は 吉林 地方ょ & 上は 三 大 支流 卽ち 輝發河 、頭 道 江、 こ 道 
江の 流域に 亙 久奉天 省 下に あ々 ては 安 圖 、撫 松、 輝 南、 柳 河、 海 II 等の 諸縣、 吉林 省に あ 
々ては 吉林 、樺 旬、 濛江 、磐石 等の 數縣に 跨久 頗る 廣大 なる 地域を 領 する も 現今 優良 
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なる 廣き 未耕地の 殘存 する 7P のを 選べば、 先づ 指を 吉林 、樺甸 、濛 江の 三縣 下に 屈せ 
次る を 得 次るべし、 奉 天 省 下 安 圖、 撫松二 縣の 如きは、 耕地は 全縣 地積の 僅かに 百 分 
一內外 、人口 一方 里に 五 人 乃至 十人內 外 ^ s ふ、 今尙ほ 荒凉の 未開地 なれ ^ 名 多く 
は 高 臺低溫 の 場所の みに して、 將來望 少なし、 輝 南、 柳 河、 海 龍 等は 土地 豐饒 夙に 開け 
て 最早 や 新 墾の餘 地 少なく、 獨吉林 省 下に 其餘地 甚だ 多し、 吉林縣 下の 未耕地 a: 六 
萬數千 町步、 其 平坦 地に ある 名のは 槪 して 低温 又 H: 浸水の 場所に 多く、 各 支流の 上 
源尙ほ 多少の 未耕地を 存せ 3、 吉林 城の 北方 烏拉 街の 下流に 合する 四 家 子 河 ' (r 沿 
ひ 上流に 及べる 曠 原の 如きは 其 著しき 名の、 一な 多、 樺甸縣 下の 氣候名 本流 沿岸 
地方は 吉林 地方 ' £ 大差な き 1 各 支流に 入力 高 臺 に 移る ^ きは、 多少 氣溫 低下し、 雨 
量 亦 多し. 樺甸縣 下の 佳良なる 未耕地は 約 五. 六 萬町步 ならん、 多くは 上流の 各支溪 
ぅて 廣大 な‘ る 平野 少なし、 二道 江の 支流 古洞 河 沿岸に 橫はれ る 草 生地 並に 夫 
れに 隣接せ る 丘陵 地は 最も 顯著次 るネ の ^ らん か、 隣 縣額穆 ょ 3 來れ る拉法 河の 
流域には 廣大な る 緩 傾斜の 丘陵に 於て 可な 3 の 未耕地を 殘せ 多、 次に 濛江縣 に 至 
々ては 氣溫餘 程 低し •播種 期隨 て遲れ 、麥は 四月 下旬 五月 上旬、 玉蜀黍は 五月. 上 中旬 


粟 tt 五月 中旬 乃至 六月 上旬、 豆は 五月 上 中旬、 收穫 期は 麥 A 月 中 下旬、 其 他は 九月 上 
中旬を 普通 ' £ す、 樺 甸縣下 同樣 一方 里の 人口 僅に 五六 十 人に 過 ¥ 次る 寂寥の 地 it 
して、 未 耕尙ほ 約 十一、 二 萬 町 步を存 せ々、 頭 道 江の 流域に 屬 し、 平坦 地 少なく 丘陵 地 
多き 名、 數 百年の 老松 古 檜の 覆 ふ 所 ^ 爲力 、土 性 悉く 腐蝕 質に 富み、 花崗岩 又は 片麻 
岩を 母 岩 ^ せる 膏腴の 土地 多し、 又 磐石、 双 陽、 兩縣に 4 約 四 五 萬 町步の 未耕地 あ i 
卽ち松 花 江上 流に 於け る 未耕地は 各所に 散在して 左程 廣大 なる 4 の 少なき 4 其 
面積を 合せば 約 三十 餘萬 町步を 下ら 次るべし。 

本流 域內の 農産物 收穫量 は 地方に ょ々 大に 差等 あるべき は 論な き气凡 备玉蜀 
黍 ^ 粟は 最 4多く栽培せられ ' 町步當五六石乃至七八石、高粱、大豆之れに亞¥、五 
石 乃至 七 石、 小麥の 耕作 K 小な く、 三 因 石の 收 量を 平均 ' £ すべし。 

«:• 丹 江上 流流 域 地方 同流 域は 敦化 、額 穆一 I： 安の 三縣 下に 跨々、 廣大 なる 原野を 
なし、 一方 里の 人口 今尙ほ 僅か it 七 八十 人に 過 ¥ 次る 寂寞 荒凉の 地 ^ A 東 間 島 地 
方 ' £ 老翁 嶺を 隔て ^ る 隣接の 土地 次れ ^ ネ 、海拔 高く 氣溫 稍々 低き の慽 なきを 得 
ず、 槪 して 高原 地帶に 屬する を 以て 結 霜 早く、 陰曆 八月 初旬 乃至 中旬に 初霜 あ 力、 間 
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島 及 吉林內 地ょ 3 名 宇 箇月 早し、 降水量 一千 粍內外 ならん か、 降雪は 九月 末 十月 初 
旬、 結氷 十月 中旬に 始ま夂 翌年 二月 末 三月 初に 解氷す、 平坦なる 未耕地は 少なく  $ 
三十 餘萬 町步を 下ら 次るべく 夫れ it 緩 傾斜の 未耕地を 合せば 恐らくは i-t 二倍以 
上に 達すべ し、 其 未耕地の 大部分は 敦化 、額 穆 の二縣 下に あ々 て渺茫 山 影を 觀次る 
程の 大廣 原の 內に あ久 本流の 源泉 ^ る 牡丹 嶺に 近接せ る 地方には 往 々火山岩、 燒 
岩の露出散在し，火山灰の散布して瘠薄次る土地 » 如らず ^ 雖も夫れょ力下办て 
敦化 街に 近づき 更に 下々 て 額穆縣 に超ゆ る it 隨ひ 益々 膏腴を 加へ、 額穆縣 下に tt 
沖積層 さへ 擴張せ ら れ廣大 なる 沃野を なせ々 此 M 縣 下の 流域に 於け る 未 耕の 平 
原の みに て 二十 二三 萬 町步を 下ら 次るべく、 中に K 肥沃 次がら， p 低濕 にして 直に 
耕 ® し 難き^* の ® からず ^ 雖ネ 少額の 工費を 以て 排水し 得べき ネの 多し、 吉會鐵 
道は 此大 原野の 中央を 貫通す る豫定 なる を 以て 將來最 名 有望 ^ る 農業 也の  一 2 
るを 失は ず 夫れ ょ々 超 22 て冓安 縣に 下ら ば 山嶽 多く 殊に 小 白山 脈、 穆 克特亨 山脈 
縱橫に 盤崛 し、 牡丹 江 沿岸を 除く 外殆ん t 平地を 見す 耕地 tt 牡丹 江 及 其 支流の 沿 
岸 ¢4 東 淸鐵道 沿線に あるの み 未耕地 今 尙ほ八 九 萬 町 あ々、 主 ' £ して 鏡 泊， 胡の 下流 


に 若干竝 に 各 支流 就中 哈螞河 、柳 樹 河の 上流に あ々 ' £ す、 然れを 4 槪して 砂礫 土 多 
く 豐饒 なら ^ ^ ネのゞ 如し。 

穀物 播種は 麥は 陰暦 三月 其 他は 四月に して 收穫は 六 七月の 交 大麥に 始ま々 大 
豆に 終は る、 高粱は 生育に 適せず 作物は 小麥 、粟、 稗、 大豆を 最ネ 多し ' £ す 其 平年 收量 
は 一段 步七八 斗 乃至 一石 內外な 力。 

農作物 南 滿洲に 於け る 農作物は、 高粱、 大豆、 粟の 三種を 大宗 ' £ す、 就中 作付の 最 
4 多き を 高粱 ' £ し、 大豆 之に 次ぐ、 高粱は 南滿洲 農民の 主なる 食料に して 隨て其 作 
付步合 甚だ 多し、 從來 高粱の 產出 少なき 地方に ては 官憲は 特に 高粱を 原料 ' £ する 
燒 酒の 釀 造を 禁止し、 以て 農民の 常食た る 高粱の 消費を 防止 保護せ る有樣 にして 
農作物 中の 第一 主要 品 ^ す、 北 滿洲の 中部 以北に 於て は、 烈寒 の爲め 高粱の 成育 良 
好なら ず、 又 全然 成育せ 次る 地方 $ あ 力て、 一般人 民は 殆を皆 粟を 以て 常食 ' £ 爲せ 
} 高粱は 嚴 寒を 厭 ふて ' £: 上述の 如く、 又 土質 薄 瘠なる 地方 も 亦 其 成育 不良なる を 
以て、 東部 滿洲の 如き 山地の 瘠 土に ては、 高粱に 代へ て 玉蜀黍 ?: 作ぅ 以て 常食 ' £ 爲 
す 者 多し、 高粱、 大豆、 粟に 次ぎて 主なる 農産物は 小麥 、玉蜀 蒸、 稗に して、 其 他 米、 棉花、 麻 
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煙草、 藍 •蔬菜 等なる 名、 作付 步合 甚だ 僅少な A 今 左に 重要 農産物の 種類に 就き、 更に 
詳述す る 所 あるべ し。 

大 豆 之を 大別して 黃豆， 靑豆 、黑 豆、 莫豆、 紅 豆の 五 種 ' £ す、 黃 豆は  一 (t 元 豆 ' £ 稱 
し、 白眉、 金 黃、 黑 臍の 三種 あ 多、 金 黃 《 金 元 又金圓 ど 稱 し* 黑臍は 又黑 眉 ^ 稱す、 黃豆中 
最ネ 品質の 良好なる 名のは 白眉 及 金 黃の二 種 ct して 油 分 多く、 豆腐 製造 用 ^ して 
最名 適當な A 靑豆は 二種 あ 力、 1 14 內部黃 色に して 外皮 靑色な る もの、 j は 內外共 
に靑 色なる ネのに して、 前者は 普通 靑 豆 ' £ 稱し、 後者は 大利靑 豆 ' £ 云 ふ、 大利靑 豆は 
海 城 方面に 產出 する 4 の あれ ^ 气滿 洲產靑 豆は 槪ね 前者に 屬 す、 靑豆は 油 分黃豆 
ょ々 多き 名 品質 tt 之に 及ばず、 黑豆 は 一に 烏 豆 ' £ 稱 し、 又 馬 豆 或は 合 豆 ' £ 稱す 、滿洲 
到る 處に產 し、 食用 又 搾油 用 ' £ して 需要 せらる る  ' 柏は 其價格 普通 大豆粕に 比し 
て， 低廉 ^ 力。 莫豆 は 多 X 濕地 に產 し、 牛馬の 飼料 若く は 搾油 用 ^ して 需用せ らる 
其 產出通 江 口 方面に 多き' 南 満洲を 通 b て 其產額 多から ず。 紅 豆は 海 城 方面 R 
產 する ネの 多く、 黃豆に 比し 較や 小に して 其臍黑 し、 食用に 供せ ら る。 

綠 豆  一 tr 吉 豆又吉 米 ^ 稱 す、 綠色 U して 其 粒 小豆ょ 尙小 な久 多くは 粉 


條 (邦人の 豆 素麵 ^ 稱 する 名の) 及び 菓子の 製造に 需用せ ら る。 

小 豆 白 小豆 M 小豆、 花 小豆 ft 小豆の 四 種あ久 共に 食用に 供せ らる。 

蕓 豆 我 邦の 隱元 豆に して、 白蕓 豆、 紅蕓 豆の 二種 あ々、 食用 it 供せ ら る。 

高 粱  一に 高® 又 紅粮 S 云 ふ、 共に 蜀泰の 俗稱な A 筒粱は 其 種類 甚だ 多き 名 
大別して 笨 高粱、 粘 高粱の 二種 \£ す、 笨高 梁 tt 普通の 高粱に して 紅 ft の 二種 あ久就 
中 紅 高粱を 最 毛 多し す、 俗に 高粱を 紅粮 £ 稱 する 名の 之に 基づけ 久其 外皮を 舂& 
去々 ^ る 名 のは 高粱 米又秫 米 ' £: 稱す 、粘 高粱 も 亦 黃黑の 二種 あ 人 其 性 粘 質を 帶び 

黑 高粱は 大蛇 眼、 小 蛇 眼の 二種 あ々。 

^ 〇 

穀 子  一に 掌 冗 云 ふ、 我 邦の 粟に して 其 外皮を 舂き 去， 夕 たる もの：^ 之を 小 
米 ^ 稱せ A 種類 甚だ 多し。 

黍 我 邦の 糯粟 にして 俗に 大黃 米又黃 米 ' £ 稱す 、炊きて 飯 , £ 爲し 粉に しては 餻 
を作久 釀 しては 黃酒を 製し、 又大麥 £ 混 b て 飴を 作る。 

稷 黍 ^ 相似 ^ る 名 其 性 粘 質 % らず 、俗に 笨糜子 又 單に糜 子 ^: 稱 す、 南 滿洲に 於 
ては 食用 及 牛馬の 飼料に 供す るネ、 北 満洲に 於て は 玉蜀黍 及び 粟 ' £ 共に 多く 燒酒 
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釀造用に供す ^ 味高粱酒に及ば次るて冗遠し ^ 外皮を舂き去多穴る免のは糜子 
米 ' £ 稱 す。 

粳 み 我 邦の 米に して 紅白の 二種 あ久 水陸の 兩田に 產 す、 SI 磨した る 名の tt 
之を 粳米 ^ 稱し、 其 粘 質を 帶ぶる $ の tt 之を 糯米 又大 米 ^ 稱す 、其 他 米に f 仁 米、 元 米 
等の 種類 1) 多。 

小 麥 洋麥 1火 麥の 二種 あ 多、 南 満洲に 產 する ものは 多く 洋麥 匕 す、 主 ^ して 麥 
粉の 製造に 用 a 又麵を 造る に 用 a ら る。 

大 麥 飴を 造る に 用 ふ、 又 牛馬の 飼料に 供せ ら るる ネ其額 未だ 多から ず。 

薷 麥 粉 ' £ 爲 して 食用に 供し、 其 皮は 之を 枕に 装す。 

鈴 it® 麥 我 邦の 燕麥に して、 北 満洲の 北部 及 東部に 產 する' 南 満洲に 於て は 其 
產出な きが 如し。 

苞 米 包 米ヌ玉 米冗稱 す、 玉蜀泰 の俗稱 な久黃 白の 二種 ゐ久 就中 黄色の 免の 
最名 多し、 細碎 して 食用 £ 爲 し、 又 東部 滿洲 地方に 於て は 牛馬の 飼料に 供す る もの 
少なからず。 


稗 多く 濕地に 植 ¢2 食用に 供す。 

芝 蔴 我 邦の 胡麻に して， 種子は 油を搾ぅ 香料に 用 ふ。 

蘇 子 我 邦の 紫蘇に して 紫 白の 二種 ゐ久其 種子は 油を搾 丸 柏は 肥料 及び 豕 
の 飼料に 供す。  、 

麻 線 麻， 靑麻 、大麻の 三種 ゐ丸線 麻の 種子は 之を 小 麻 子 ぞ稱 し、 大麻の 種子は 之 
を 大麻 子て 稱す、 共に 油を搾々 小 麻 子 油は 食用 及 機械油に、 大麻 子 油は 蠟燭 製造 用 
及び 機械油に 需用 せらる、 靑麻の 種子は 搾油せられ ず、 線 麻及靑 麻は 其 皮を 剝 きて 
線麻及靑麻を造れ ^ 气大麻は之を麻 ^ 爲すもの稀な々。 

菸 我 邦の 煙草に して 其 精製し ^ る 葉に 片子及 柳 子の 二種 あ 丸片 子は 葉の 原 
形の 儘 ^ る 名のに して 品質 上等の ものを 以てし、 柳 子は 其 葉を 捲き ^ る 名のに し 
て、 多く 下等の 葉を 以て 造る。 

農產額 奉 天 全 省に 於け る 農產 額は 未だ 精確なる 統計な き' 諮議 局 調査員の 
調査す る 所に 據るに .穀類 約 二 千 二百 四十 五 萬 石 ^ す、 今 參考の 爲め谷 種 農産物の 
產 額を 擧 ぐれば 左の 如し。 
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1 一四 四 

四、 三 六 0 、〇 〇〇  • 

六 八 0 0 0 0 
1、 五 九〇 、〇 〇〇 
三 0 0 00 

八 〇 、九 一一 0 、〇 00 

斤 

一四、 四 二 0 0 00 

卽ち 穀類の 百分率は 高粱 三十 九、 粟， 十九、 麥 五， 陸稻三 、稗 五、 玉蜀黍 七、 豆類 二十 四、 水 
稻一に して、 山貨 類は 棉花 四十、 麻 四十 六、 藍 六、 煙草 八の 割合な 6; 但し 此產 額は 光緖 
三十 三、 四 年に 亙れる 調査に して、 近時 大豆の 產出激 增し其 槪算少 くも 七 百 萬石以 
上なる 名のの 如く、 前記の 割合ょ 力 大に增 加せ る も、 大豆 作付 步 合の 增加は 多く 粟 
稗の 作付よ {、又 若干 高粱の 作付よ々 轉 移した る 7P のにして 隨つ て此 等の 産額 減 
少した る 名の ' £ 見 ば 大差な かるべ し。 次ぎに 

北 満洲に 於け る 穀類の 全 收穫は 精確に 之を 數字に 示す こ ^ 難き も、 大約 三千 二 
百 三十 四 萬 石餘 ^ 稱 す。 
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穀 


類 


高 

稗 

豆 

棉 

藍 


梁 


類 

花 


八、 11  六 0 、000 

一、 〇四 〇， 〇〇〇 

ro 七 〇 、〇 〇〇 

五 、四二 〇 0 8 

七 一、 九 00 0 00 
斤 

1 0、 八 〇〇 、〇〇 0 


粟 

0 

玉 

水 

麻 

煙 


蜀 


稻 

黍 

稻 

草 


今 千 九 百 十 I 年中の 穀類 輸出 系路を 見る に 左の 如し。 


1、 鐵道に 依 {ボグラ- 1 丨チ ナヤ 經由  コ1〇、〇00 
こ、 同上 滿洲 里經由  1七0、0〇0 
三 •同上 寬城 子經由 南満 洲鐵 道に  五一 0 0 〇〇 
四、 水路に 依 A 喇哈蘇 蘇經由  四 五 0 、〇〇.〇 

合  計  六、 八 四 0、〇〇0 


卽ち六 百 八十 四 萬 石に して、 其殘 額は 全部 地方の 需要を 充たし 及び 尙其 幾分は 
農家自ら貯藏し穴る名の ^ 知るべきな力。 

副 業 農家の 副業は 地方に 因 在其狀 態を 異にす、 卽ち遼 西 地方は 主 ミして 
葦 蓆の 製造に 從 事し、 蓋 平、 岫巖 方面は 相蠶を 飼養 すれ ^ \ マ 般に廣 く 行は るる 名 
のは 羊 豚の 牧養 、或は 鷄鵞の 飼育に して、 各 家 殆んを 之を 飼養せ 5'' るは 稀な 丸 羊 豚 
の 放牧は 多く 十二 三才 乃至 十五 六才の 小童 之に 當> 、家禽は 婦女子 之を 司れ 多、 其 
他 運送 業務 名 亦 農家の 副業 中 主要なる 4 のにして、 之に 依 3 て收 得する 利潤 決し 
て 少なからず、 殊に 近時 穀類の 賣買 活潑を 加へ、 益 車輛の 需用を 增すに 從 a 運賃 昂 
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騰し 農民の 利得 甚だ 尠 少なら 次る を 見る、 運送 業務は 平時 常に 之れ に 從事 する て 
冗 能は ず ^ 雖ネ、 穀類の 出盛 期た る 冬期 間は 恰ネ農 閑 時季に して、 副業 ' £ して 從事 
する it 頗る 好都合 ^ 3。 

南 潇洲に 於け る 牧場は 蒙古 及 北满洲 冗 異久大 牧場 ' £ 稱 すべき ネの なく、 强ゐて 
之を 求めば 洮南縣 下 及 西部 柳 條邊栅 外の 蒙古 地方に して、 其 他の 地方は 僅に 小牧 
場の 所在に 點 々たるを 見る のみ、 隨て牧 畜を專 業 ^ する 名のは 前記洮 南縣 方面の 
蒙古 人位に して、 其 他は 殆仑皆 農家の 耕耘用 若く a 運送 用 等に 飼育す る 名の ^ す 
今 奉 天 全 省に 於け る 家畜 數遨に 各 a 畜類の 一戶又 一, 人に 對 する 平均 數を 擧げて 
參考に 資せん。 (奉 天 諮議 局 調査) 

家畜 總數  五、 ニニ、 二八 八 頭 
內 

牛  五 五八 〇 九 一頭  馬、 騾  七 七 i 一 (未詳 一行 政區‘ 缺 ぐ) 

驢  11 八 一-一、 五 四 四 (未詳 十一 行政 區か缺 ぐ)  羊  三 五三、 一七 五 (未詳 四 行政 區か缺 ぐ) 

豚  三 •一三 九、 四 四 六 

一戶 に對 する 家畜 數 


牛 

羊 


0 •三 五 

91 三 


馬、 

豚 


騾 


?g 九 
T 九九 


驢 


? ス 


I 人に 對 する 家畜 數 


牛 

羊 


9 0 六 

901 蕾 


馬、 

豚 


騾 


0.0A 

9 三 一 


驢 


0 6 三 弱 


北 滿洲に 於け ^ 家禽 家畜の 主なる ネ のは 鷄 、家鴨 驟 « 膝 馬 牛及羊 にして 海拉爾 
地方 嫩江 沿岸の 杜 爾伯特 地方を 除く の 外は 牧畜を 專 業 ^ する 者 ^ く、 何れ 4 農家 
の 副業に ■し、 一家に て 家畜 三十 頭、 家禽 二十 羽 餘を飼 ふ ■免の あ 力、 最近の 統計な け 
れ W: 今 千 九 百 十二 年に 於け る 北 滿洲に 存在す る 槪數を 示さん。 

馬  八 六 五、 80 頭  牛  二五1、〇0〇 頭  驢  五、 二 墨 
騾  .、三 二、 000 頭  豚  一、 二五、 000 頭  羊  八 1 
鷂  一、 1 0 00 羽  家鴨  二、 五 S 羽 

にして. 此 等は 勿論 其 副 產物ネ 多くは 地方の 需要に 供せ ら る、 而 して 其 副産物 一 
年大約 左の 如し。 

皮 革  三 五、 〇 〇〇敉 ，柔毛  三、 〇〇〇 布 度  羊毛  1§、 08 箱 度 
生 匈  100 布 度  豚 脂  一〇 〇 〇 〇〇布 度  パク  七 〇 〇〇布度 
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二 四 七 


箇 
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雞  卵 六 0、 000 、〇 00 個  獸  骨  二 0.000 商 度 

農作物 試驗 關 東 tls 督府 農事 試驗場 及滿鐵 農場 等に 於て 試作せ る 諸 農産物 中 
本邦 A の 栽培に 適し 若く a 滿洲の 重要 物產 ^ な々 得べき 品種を 選み、 其 成績を 筒 
錄 する ios 左の 如し。 

祚 蠶  ® 洲は 世界に 於け る 相蠶の 一大 產地 にして、 其の 產地は 略 之れ を 四 地 
方に 大別す るを 得べ し、 即ち 一鳳 凰 城を 中心 ^ して 安東縣 、九 連 城に 至る 地方 (r:) 寬 
甸を 中心 ^ する 鴨綠 江岸國 境地 方  一 11 岫巖を 中心 ^ して 大 孤山 附近に 至る 一帶の 
墦闺蓋 平を 中心 ^ して 其 附近 一帶の 地方な々 ^ す、 典 等墙 方に 於て 多く 芝罘を 製 
絲場 *£: し、 上海を 市場 ' £ 爲し 、上海ょ々 更に 怫 、日、 伊、 米、 填、 英 等の 諸 邦に 輸出せ ら る、 繭 
の總產 額 1¢ 今 詳細に 之を 知る  <0冗 能は 次る ネ大約 五 萬 籠 二 籠は 三 萬 粒 乃至 三 萬 
五 千 粒を 盛る) 內外な るべ く、 然加名 其 過半 14 原形の ま、 芝罘に 送らる、 を 見る は 
以て 満洲に 於け る製絲 織布 業の 尙極 めて 幼稚なる を 知る、、/ し、 於是滿 鐵會 社は 其 
經營 せる 中央 試驗 所. に 於て柞 蠶業に 關 する 試 驗を 行； 3、 相 蠶絲の 漂白、 染色、 繭紬の 
精練、 繰絲 法の 改良 等 それ^-研究 する 所 あ 丸 成績槪 ね. 佳良な { し \悅 支の 點に 


於て 尙 多くの 遺慽 あるを 免れず、 將來 研鑽の 進む に 連れ 斯 業界に 一生面を 開く に 
至る V し ^ 豫想 せらる。 

米 作由來 満洲の 農家は 高粱 及 粟を 以て 日常の 食糧— し、 其 莖程を 唯一の 
燃料 及 家屋 築造 ^ 材料 等 ' £ して 極めて 撤單 なる 生活を 營み し ^ 、 又 滿洲の 地た る 
水利に 不便に して 容易に 灌漑 水を 得る の途あ ら次 6 しよ 多、 古來 満洲の 農家に し 
て、 水稻の 耕作に 着目せ し 名の 甚だ 稀な ぅしが 如し •然るに 最近 朝鮮人の 滿洲 東部 
地方に 移住す るに 及び 山間 溪 流の 附近 乃至は 低濕の 地を 卜して 水稻 耕作を 始め 
之を 以て 唯 一 の. 生業 ^ なせし が 如く、 口碑の 傳ふる 所に よれば 通 化 縣上甸 子、 下甸 
子 附近には 今 5: 距る約 四十 年前卩 {旣に 朝鮮人の 來力 て稻 作 it 從事せ し ネのあ 
>しぞ 云 ふ、 爾來其 耕作は 鮮人の 西漸 ^ 共に 渾河 上流 地方 卽ち興 京府注 淸門 、新 賓 
府 附近 及び 撫順縣 鮑 家 屯、 打鶯咀 子等に 及び、 又 一部の 支那 人間に 4 傳播 して 興 京 
府、 撫順縣 方面は 元よ々 熊 岳 城 附近に 於て 4 滿洲 農家に して 十五 六 年 以前よ々 稻 
作に 從事 する ネの あるに 至^ N 穴 久然れ を 名當 時は 尙 ほ 米の 需要 極めて 僅少な々 

しを 以て、 其の 耕作せ 亦微々 ミ して 振は 次  >  し が 、日露 戰 後！ 朝 邦人の 滿洲に 居住 
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する に 及び、 米の 需要 蔚然ミ して 起 3 し ^ 、 又 米價は 日本 內地に 於け る 騰貴の 影響 
を 受けて、 逐年 昂騰の 一方に ぁる ^ にょ 力、 居住 邦人 間に ネ滿洲 に 於け る稻 作の 利 
益に 注目す る 名のを 生 b、 鐵 道附屬 地に 於て 明治 四十 二 年大 江惟慶 氏が 撫順に 開 
田せ しを 始め ^ し、 翌四 十三 年には 奉 天附屬 地に 於て、 勝弘 貞次郞 氏の 開 田 ぁ 久適 
適此等試作の結果良好な>しを見て沿線各所に續々稻作經營者を生匕、大正元年 
末に 於け る鐵 道附屬 地の 水田 面積は 九十 四 町 八 反步、 總籾產 額 二 千 七 百 四十 石に 
及 V ぅ、 續て 大正 二 年に 至 {ては 愈々 稻 作の 有利 確實な る  一般に 稱道せ られ 
し ^ 、 又會 社が 附屬 地の 水田 經營 者に 對し 、直接 間接に 保護 獎勵を 與へ穴 々し 結果 
其 水田 面積 百 六十 七 町 二 反步に 、總籾 產 額 tt 一躍 四千 四百 十九 石餘に 激增せ 3、 又 
一方 安 奉 線の 開通 及 日鮮合 邦の 結果 朝鮮 農民の 滿洲 移住を 益々 促進し、 明治 四十 
三年以 來鴨綠 江 岸は 元ょ々 安 奉 沿線、 新 民 屯 附近、 或は 柳 河、 海 龍 地方 等鐵道 線路の 
左右に 進入して 稻作に 從事せ る 朝鮮人 漸く 多く、 加 之 輓近奉 天、 新 民 屯 方面 或は 熊 
岳 城、 松樹 附近 等の 支那 農家に して 日鮮 人の 水田を 模倣し 稻 作に 着手せ る 者亦尠 
^ からず、滿洲の米作は年 ^ 共に發展しつ、 |) '^>\、只水利上の困難ぁるを以て滿洲 


稻 作の 前途 必ずし 7P 多望 ^ は 言 a 得 次る 7P 亦 決して 絕望に あら 次る lo vp J は 今 ^ 
の實 驗の證 明す る 所な  >、 今 左に 米作 實驗に 就ての 狀況を 記せん。 

一、 氣温 發育 期間の 奉 天の 平均 氣 温は 我靑 森. 秋 田 朝鮮の 平壤ぞ 伯仲の 間に あ 

丸 

〇〇 

一、 害 蟲 害 蟲の發 生 ある 4 大害 なく 殊に 浮塵子 螟蟲は 皆無な 3。 

一、 種子 兩 三年 本邦 種子を 試作せ しに 皆 失敗せ 纟 、目下は 無名の 朝鮮 種假に 勝 
金 穂 ^ 名け 穴る を 耕作し つ、 あるが 成績 頗る 良好な々。 

一、 水害 七月 下旬ょ {八月 上旬に 百 一々 て 雨期 あれを、 降雨は 間歇 的に して 乍ち 
降 3 乍ち 晴れ 水量 大次ら ず、 從つて 水害 極めて 稀な A。 

J 、 風害 本邦に て tt 開花 結實の 交に 於て 暴風雨の 屢 々襲來 する 乙 ' £: あれ ^ 、 潇 
洲 にて tt 之れ 在く 九月ょ $ 十月に かけて 晴天 打續 くが 常 次^ N。 

一、 灌溉 河水を 利用す る ' £ 地下水に 依る ' £ の二樣 あ. 力 前者は 地面の 緩 傾斜な 
るが 爲め延 長大なる 溝渠を 要し、 後者 A 亦 鑿井 揚水の 費用 輕から ず、 此 等の 事 

,  X. • 

情 あるが 爲め 満洲の 水田 經營は 成る 可く 大規模なる を 要す。 
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一、 施肥 表土は 硬化 性 なれ e 負瘦な らず 、新開地は 雨 三年 間 施肥を 要せず、 其 後 
は 厩 肥 等の 堆積 肥料を 施し 居れ^ N。 

r 耕耘 苗代は 四月 中旬 下旬 整地、 五月 上旬 下種、 六月 中旬 移植す、 八月 十日 前後 
開花、 十月 中旬 刈 取々 に 至る。 

, 米 質 稻莖 强大高 三尺 五寸 、穂先 百 五十 乃至 二 百 二十 粒の 結實ぁ A 米粒は 中 
位肥滿 にして 光澤を 有し、 滋味 品質 毫名 本邦 産に 譲らず ^ す。 

玉. 葱 本州の 風土に 適する 葱 類の 良品 種を 選定せ ん ^ し、 五 品種 (t 就て 移植 
試驗せ しに、 ブライ： ズ テ^ 力^ ~~ 種の 四百 七十 貫を 最多 ^ し、 ウェ^ ザス フイ ; >•- ドラ 
I デ レット 種 白玉 葱 ホ. ワイト ポル チガ， 種 順次 劣々 てェー ロ ーダ U 丨ブダ ンパ 
— ス種最 名 少なし、 更に 以上の 五 種を 直 播試驗 せし 結果、 ブライズ テ ーカ ー秫の 三 
百 七十 貫を 最多 ' £ しウヱ ー ザ スフ イルド ラ，— デ レット、 ェ， ^ rr - — ダロ^— ダン パ . ^ 
ス ，ホワイト。 ホ， チュガ ，等 順次 之に 劣れ >。 

甜 菜 本州の 風土に 適する 收量 糖分 共に f 良種を、 選定 せんが 爲め五 種に 
つ S て試驗 せ々、 結果 最 7^ 多き は 「レンス イン ペリ ヤ〆 シュガ^  — ビ. — 卜」 の 二 千 三百 


貫を 最多 ' £ し 「ホワイト シュガ^ ビ 1 卜」 「ビルモ リンス イン ブ〆 1 ブド 、ホワイト シ 

ュガ ービ ー ト等 順次 之れ に劣久 獨逸種 最 名 少なし、 而 して 三 ヶ年年 均收量 の最 4 

多き tt 「レ 1 シス インべ リア〆 シュガ •  ~~ ビ' 卜 rt して 『ホワイト シュガ <  — 卜 」 之に 次 

ぎ、 獨逸種 最名少 次し、 糖分に 於て は 「ビ V モリン スイ ンブ〆 丨ブに ホ フイ トシ ュガ 
1 ビート J の I 四. 五 # を 最多 ^ し、 獨逸 種の 一三 •三 # 之に 亞 ぎ* レ ーンス インペリア 
ベ シュガ ー ビ ー トの 五 H f 最も 少し。 播種 期は 試驗の 結果 收 量の 最名多 きは 四 
月 二十 五日 播 にして、 四月 十五 日. 播 五月 十五 日播 之に 次ぎ •五月 一一 十五 日播の 名の 
最 名 少なし、 同 二箇年 平均に 就て 見る i-t 四月 二十 五日 播の 7P の 最も 多く、 四月 十五 
日. 五月 五日、 五月 十艽 日播 順次 之に 劣る、 定量 分柝の 結果 收 量の 最多き は 五月 五日 
播 にして、 四月 十五 日播 四月 二 十五 日播 順次 之に 亞げ 大なる 差異な し、 播種 期 
の 早晚は 合 有 糖分には 大なる 影響を及ぼさ  >  る が 如し、 之に 依々 て 見れば 甜 菜の 
播種 期は 四月 二十 五日を 中心 ' £ して 其 前後を 最 4 適當 ^ する が 如し。 

落花生 本州に 於け る 落花生の 栽培は 益々 盛況を 呈し 各地に 輸出し つ、 ぁ A 
て將來 一大 特産物た るべき 趨勢な々、 本 試驗 a 收量 品質 共に 良好なる 品種を 選定 
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せんが 爲 、十一 一品 種に 就て 試驗を 行へ 3、 而 して 收 量の 最名 多き は 千 葉 三 號の六 石 
一斗 六 升に して、 千 葉 一 號の五 石 九 斗 六 升 一 合 之に 亞ぎ 、在 來種 千. 葉 大粒、 千 葉 中 粒 

等 順次して 之に 劣る 气尙四 石 九 斗 四 升 以上の 收量を 得 ^ 

# ❺ 

肥 剌  S 酸 及 加里 肥料は 其收量 に 如何なる 影響 ぁる 今を 知らん S して、 無 E 
料區過 燐酸 石灰 及 木灰 區の 二區に 別ちて 試驗せ る 結果、 燐酸 石灰 木灰 區は無 肥料 
區に優 3 重量 多く 品質 亦 良好な 

桑 園 本州の 風土に 適する 優良 次る 品 植を驗 知 せんが 爲 '九 品種に つき 試驗 
せし 成績に ょれば、 魯 桑の 六 百 四十 六 貫 (葉 量 三 四 七 貫 七 五一 一 ) 最多に して、 山中、 高 助 
赤 木 九 紋寵等 順次して 之に 劣る、 而して 凍害に 罹々 易き は 魯桑及 九 絞 龍に して、 凍 
害に 强きは 赤 木 節 曲 等な  >  ミ す。 

養 » 夏 秋 飼育 期 節の® 洲は恰 7^ 雨期に 際し 少しく 困難なる のみならず、 ■ 
蛆の 被害 甚 しく 早き a 三 趼 齡ょ {斃死し 初め、 五齡期 及上簇 中には 殆仑 全滅の 慘 
害を 見る {OS 珍し ^ せず、 本場は 秋蠶を 飼育して 其 適否を 確 めん ^ し、 八月 五 H 收 
蟻を 行へ 丸蠶 種は 同期に 飼育し 穴る 熊本縣 上 益 城 秋 津村西 村國太 郞ょ彡 取 寄せ 


穴る 二 化 性 第 I 化 抑止 秋 蠶大又 種に して 七月 三十日 本場へ 到着し 穴る ものな 力 
別に 催 育の 設備な き 爲殆岔 天然 温度に 任せし が、 八月 四日に 至 {數頭 の發 蟻を 見 
翌 五日 全部 孵化せ々。 

飼育の 槪況 八月 五日 收蟻を 行 ひて 蟻 量 一 匁を 得 ^ > ' 、 二齡 の稚蠶 期 ct ぁつ 
ては 晝夜溫 度の 激變 なく 乾 濕の差 4 適度に して 發育 迅速な々 しが、 四、 五齡 の壯蠶 
期に 入 々ては 天候 曇 雨 勝に して 氣溫 下降し、 濕氣亦 過多 ^ な々 ^ れば 、蠶兒 の 食慾 
進まず 發 育遲延 し、 爲めに 蠶 病の 發生 する ぁらんを 憂 ^ た 多し が、 給 桑 除沙等 
に 注意せ し 結果 少し 名 病. を發 見せず、 又此 期に 於て K 年々 蠻蛆の 被害 甚しき を 例 
冗 せる が、 本 試驗は 五齡期 及上簇 中に 於て 僅に 數 頭の 被害 兒を 認め 穴る tt 過ぎ 次 
3 き 八月 二十 六日 上蔟し 初め 二十 八日の 朝 全く  了ぅ、 簇中營 繭の 狀態 良好に して 
九月 二 日收 繭せ- CN。 

成 績； SS 結果は 稀な 墓 作に して、 蟻 量 一 ^ に 對し收 繭 5 里 四 斗 四 升 三 
合 (重量 四 貫 百 二十 七 匁) を 得、 內上繭 三 斗 三 升 五合 餘董量 三 貫 百. 二十 匁) の 好成績を 
收 め得托 '夏 秋蠶 期に 於け る蠻蛆 害の 多少は、 氣象 時期 等の 關係 少なから 次る ベ 
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果 樹  萄 は恰ネ 成熟期に 於て！！ 一雨の 日 多く、 爲 め. に 白 徽病及 黑點病 等の 發 
生 •を 見た 丸 或 種 H: 白 徽病發 生の 爲め殆 ^ 收穫を 見ず して 終れ々、 黑點 病 K 各種 頃 
の 枝 端を 犯し ^ れ泛 A 果實 に は 毫も 被害を 及ぼさず、 成績は 玫瑰香 デラ クエ ーァ、 
ス牛 1 トウ オ ー ター 、ホワィト マラガ、 ミル ス等 結果 良好な 夂グ ロスコ ルマン 種は 
充分 成熟す るに 至らず して 寒氣の 害を 被- es 穴>。 • 

梨 仕 立法は 盃狀 形に して 肥料は 四月 上旬 十一月 上旬の 二囘 に 之れ を 施し、 六 
月 中旬 袋褂を 次せ 之 成績は 長 十郞種 最良 好に して、 赤穗 、早生 赤、 泰平、 力彌 ，平 子等 良 
結果を 擧げ 、西洋 梨は， コン トキ— ファー 結果 良好な 力 0 

桃 各種 共 豐產の 見込な々 しが、 六月 上旬ょ 力蚜蟲 の 繁殖 甚 しく、 之が 驅涂に 力 
めし 4 其 効力 薄く、 葉を 卷 縮し 果實 は 生育す. る 之 £ を 得ず して 落下し ^ る $ の 多 
く 遂に 充分なる 結果を 見. るに 至ら 次 {き、 成績に 於て は 上海 水蜜桃を 第 Is して 
金桃蟠 桃す， クヱー 等 順次して 之に 亞 ぐ。 

櫻 桃 病？ しては 介殼蟲 の 被害 多 7 し &、 極力 驅 除に 努めし 結果、 果實の 


成育 tt は 影響を及ぼす て ^ なか 多き。 

苹 果 病害 ' £ して 腐爛 病最 名 多く、 蟲 害 ^ しては 蚜 蟲赤蟲 壁 蟲甲蟲 の 被害 最 
名 多し、 現に 栽培し つ、 ぁる 品種は 主 ^ して 左の 如し。 

祝 四十 九號 、國 光、 柳 玉. 紅玉、 倭 錦、 紅 魁、 生娘 a 凰 卵、 鶴の 卵、 紅 絞 

二. 商業 

滿洲 は 農業 地 ^ して 適する. 名、 商業地 ' £ して 發展し 得らる、 や 否や ^ は、 從來各 

國 人の 等しく 懷きっ 、ぁ 力し 考次 3、 從つて 商業 的 施設に 就て は 久しく 等閑に 付 

せられし が、 世界の. 大勢 tt 何時 ^ で 名 此の 寶 庫を 閑却す るを 許さず、 咸 fi 八 年英淸 

間に 締結せられ ^ る、 所謂 天津 條約に ょ 3 て營口 (牛 莊 ¥ 開放して、 自由貿易 港 ^ 次 

し ^ るは 滿洲の 商業を 今日の 隆昌に 向は しめたる 動機 ^ 々 しな 丸 然 1 仑 $ 開港. 

當 時の 營口は 芦 荻 茫 々たる 砂 積 地に して 商 勢 振は 次} しが、 東淸鐵 道の 布設 、北 淸 

事變 の勃發 等を 機會に 、露國 の 東方 經營 着々 步武を 進む るに 及んで 滿洲は 俄然 政 

治 軍事上 緊要の 地 ^ 化す •る ^ 同時に， 商業 貿易 地 ' £ して^ 5 亦 重要の 地點 たるに 到 
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6 へ營 口は 著しく 膨脹して '' 時は 滿洲 貿易 上 唯一の 咽喉 ' £ 在々 た 力、 然るに 露國の 
勢力 愈々 南滿に 伸展す る. や 旅順大 連を 租借し、 大 連を 自由貿易 港 ' £: して 滿洲 の貿 
易を 同地に 集注 せん ' £: する 計 劃を 立て、 諸般の 設備を 整へ、 東淸 線を 哈爾賓 よ々 此 
處まで 延長し、 運輸 交通の便を 直通せ しめ ^ るを 以つて 、營 口 14 非常の 打擊を 受け 
穴々、 日露 戰 役の 結果 遼東宇 島が 我が 勢力 權內に 移々 てよ A 我 國名亦 大體に 於て 
露國の ：經營 方針を 繼續 し、 南满鐵 道を 利用して 満洲の 貿易を 大 連に 集注せ しむる 
に 到れ々、 又 鮮滿兩 地の 國 境地に 在る 安東は、 安 奉 線 改築 工事 及び 鴨綠江 架橋 工事 
竣成以 來 著しく 其 地位を 高め、 且つ 滿鮮國 境 輸出入 税 三分 一 減免 實施 後は、 滿洲各 
地 消費の 本邦よ {來る 綿絲布 類は 悉く 安東を 經由 する て ^ 、 な々、 安東は 南满洲 
東南 部 ir 於け る 中心 市場 ^ して 將來の 〖發 展豫 測す ベから 次る 名の あるに 到れ} 
恁 くして 大 連 S 口、 安東は 南 滿洲賀 易の 三 大要 地 ' £ して、 將來 益々 發展す 可き 機運 
は 向 ひつ、 ある 名の ^ 々。 

南 滿洲の 開港 場は 奉 天 省に ては 前記 大連 、營 口， 安東 縣の三 箇所の 外、 旅 順、 大東港 
の 五 港に して、 是等は 何れ ネ 支那 海關 若しくは 其の 分關の 設置 あ {。開 市場は 奉 


天 省 tt 於て は 奉 天、 遼 陽、 鐵嶺 、通 江 子、 鳳凰 城、 新 民 屯 •法 庫 門の 七 箇所に して、 吉林 省に 
於て は吉 林、 長 春、 « 春、 龍 井村、 局 子 街、 頭 道 溝、 百 草 溝の 七 箇所 次 3、 而して 奉 天、 吉 林、 琿 
春、 龍 井村の 四 開 市場に 14 支那 税關あ >、 旅 順は 露國 租借 時代には 極東 海軍 根據地 
冗して、 純然たる 軍港 ^ 次し、 外國 船舶の 出入を 禁 b ?2 る气 日本の 之を 繼承 する に 
及 ^ 商港 ^ して 開放す 可し ' £: の 議起夂 明治 四十 三年 七月を 以て 終に 其 西 港の 一 
部を 開放し •內外 船舶の 出入を 許す tt 到れ 丸 安東 縣 、大東 溝の 二 港 及び 奉 天は 米國 
の 提議に 依々 て 開放せられ、 鳳凰 城、 遼陽 •鐵嶺 、新 民 屯 •通 江 子、 法 庫 門、 長 春、 吉林 •琿 春の 
九 市は 明治 三十 八 年 十二月 日淸 間の 滿洲 善後 協約に 依 {て 開 市せられ 穴々、 間 島 
に 於け る 龍 井村、 局 子 街、 頭 道 溝、 百 草 溝の 四 市は、 明治 四十 二 年 九月 日淸 間の 間 島 協 
約に 依 {て 開放した る 名のな 久北 滿洲に 於て は 黑龍江 省に 満洲 里、 愛 運、 海拉爾 、齊 
齊哈爾 、黑龍 江の 五 開 市 あ^ N、 吉林 省に 於け る 松 花 江 •綏芬 河の 二 市は 露國 之を 催 開 
し、 三 姓、 寧 古 塔 •哈 爾賓は 日本 之を 開 市せ しめた 丸 此他 大正 七 年 七月に 至々 我 日本 
の要求に依多て張家口’歸化城赤峰 ^ 南 ^ 偷諾爾 ^ 州等開市場 ^ 次ぅ穴^。 

商業 市場は 其 範圍の 大小を 標準 ^ して、 對外 對內の 二種 市場に 別ち、 更に 對內市 
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場を 細別して 中央 及び 地方の 兩 市場 ' £ なす、 對外 市場 ' £ は 滿洲 沿岸の 咽喉 部に 在 
3 て、 常に 外國 じ 對 して 貿易の 折衝 點 € な 九 兼ねて 內地 商業の 運命を 左右す^ 商 
業 基 根め 墙に して 前記せ る大 連、 營 口、 安東， の 如き 卽ち是 次々、 對內 市場 ^ は 專ら满 
洲內褪 の 商業 取引に 任 b つ、 ある もの、 內 、比較的 商業 範圍の 廣きネ のにして、 少 
く ^ %一省以上抱括 ^ る商業中心地卽ち中央市場にして南滿拂 ^ 於ける奉天中 
部 滿洲に 於け る吉林 、長 * 北 滿洲に 於け る哈 爾賓の 如き 名の 是な丸 又 地方 市場 ^ 
は 瓦 房 店， 蓋 平、 大 石橋、 遼陽 ，鐵嶺 、開 原、 四 平 街 等、 滿鐵 沿線の 主要 驛所在 地を 始め、 三 鮏 
阿 什 河、 寧 古都、 伯 都訥、 輝 春、 呼 蘭 城 等の 如き％ のにして、 其 附近 一地 方の 需要供給を 
調和し つ、 ある％ の ^ A 故に 滿洲に 於け る 商業 貿易の 槪要を 知る には B' 疋等 各地 
に 散在せ る 對外對 內の兩 市場に 於け る 商業 及び 貿易を 觀 察する を以つ て捷徑 S 
なす 可し。 

一、 貿  易 

満洲 沿岸の 咽喉を なし、 常に 海外 ^ 貿易の 折衝に 膺力つ 、ある 大連 、營 口、 安東の 
所謂 南滿 三. 港の 貿易 消長を 觀るに 大連 港は 從來 輸出超過 港 ' £ して 發 達し 來れる 


が、 大正 五 年よ >輸 入超 過 ^ な 丸 六 年に 入力て 益 輸入超過 甚大 ' £ なれ々、 安東 (大東 
1# を 含む) に 至て は 本來 輸入港 £ して 存在し、 甞て六 百 乃至 八 百 萬 雨の 入超を 示せ 

しが、 大正 五 年に 一千 百 五十 餘萬兩 よ 丸 六 年 ^ 及びて 一千 七 百 三十 餘萬 雨の 入超 

- 

を 吿げ 獨特の 地位を 有す、 獨 {營 口に 至て は 其 貿易 狀況 年々 不振の 傾向に あ々 し 
4 其 以前よ 3 輸入港な 久卽ち 大正 四 年に 於て 僅々 三十 九 萬 餘兩の 出超を 吿げし 
名 五 年に 三百 二十 八 萬 餘兩六 年に 七 百 二 十 萬 餘兩の 入超を 示し、 其頹 勢を 挽囘す 
るて ' £ 容易なら 次るべし。 

若夫戰後の貿易界に於て、這般入超の趨勢を！轉して岀超を促進し得、、へきや否 
やは 一に 對外 特に 對日 貿易 關 係の 消長に 依て 定まる 名の ^ 見るべく、 南 潇洲に 於 
ける •商工業 的 秩序に 改善を 加へ ら る、 に 至ら ば 資易 a 路を 開拓す るて ミ 易々 た 
る％ の： あらん、 更に 叙 上 三 港に 於け る 貿易の 狀勢を 察する に、 大正 六 年に 於け る 純 
貿易 額は、 輸出 A 千 六 百 八十 萬餘 雨， 輸入 一億 二 千 八十 九萬餘 雨に 達し、 輸入の 輸出 
を 超過す る  ミ 三千 四百 八 萬 六 千 七 百 七十 五雨に して、 戰時經 濟の諸 原因に 基く 
結果、 前年に 比し 四 割强の it- 進を 示 ^ 
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備考  前揭諸 表は 純 貿易 額 か 示 t£ る ものな リ 
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30 八、 i  1 

備考  本 表 輸出 1- は 再輸出を 含まず 又 輸入は 再輸出^ 控除 -t£ ざる 總輸入 額な り。 

以上の 諸 表に 依 {南 满洲の 貿易 界を 見る に 年々 非常の 進 步發展 にして 就中 大 


連 港に 於け る 貿易の 進展 H: 驚く 計' 夕な久 然して 南 滿洲の 貿易 ^ 對外關 係を 見る 
に 日本 ^ の 貿易 年々 著る しく 增 進し 日本は 滿洲 « 易の 覇權を 握し つ、 あるは 吾 
人の最名快心事 ^ する所な久但し滿洲の總貿易高を約三億五千萬圓 ^ 見れば二 
億 五 千萬圓 は 南 滿洲に 於て 之を 占む るな 力、 今 左に 三 港 以外の 各地 市場に 就て 記 
する 所 あらん ' £: す。 

*• 分* 三省 第一の 都會 地に して， 遼 河の 支流 渾 河々 畔 に 位し、 京 奉、 營 奉、 撫順 
法 庫 門 等 各 街道の 要衝に 當久遼 河の 水利 ' £ 關外鐵 道の 便に ょ々、 遼 西一帶 東部 蒙 
古： 及び 北滿洲 地方の 物資を 集散し、 東淸鐵 道の 貫通は 南北 満洲の 交通 運輸 ?: 自在 
ならしめ南滿洲に於ける中央市場たるの位置を保障する ^ 共に滿鮮國境輸出入 
税減免實施以來大連、營口を經由して輸入せられ穴る貨物の一部は、安奉線に由多 
て 直輸入 せらる、 て ^ 、 な 丸 奉 天は 中繼 地 ' £ して 益 繁榮の 機運に 向 はん ^ す、 加 
之 附近 一帶は 遼河 流域の 沃野を 控 へ、 農産物の 集散 頗る 多く、 豆類の みに てネ 年々 
五六 萬噸 を算 し、 煙草の 如き 亦 年産額 八 九 百 萬 斤に 達す、 其 他 皮革 木材 等の 產物尠 
於らず、 輸入品の 主なる 7P のは 石油、 雑貨、 綿布 等な々、 綿布は 從來 英米 其 他の 外國品 
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■第二 編  人文地理 (商業)  一 X ハ 又 
多く、 又 支那 各地に 於て 製織せられ たる ネの 之に 亞莒穴 るが、 日露 戰後 日本 品の 輸 
入 頓に增 加し、 漸次 其 勢力を 扶殖 して、 今や 日本製 品は 輸入 總 額の 七 八 割を 占む る 
it 到れぅ。 殊に 大正 六 年夏以 來 所謂 潇鮮 兩鐵の 併合に よ 3、 內地 對鮮滿 及び 蒙古 
奥地の 間に、 物資 運輸の 連絡 統 j 速達を 圖 3 得て 彼我の 經 濟的關 係を 密接せ しめ 
又 大正 七 年秋以 來我 軍の 西 伯 利 出兵に 因々、 北滿 及び 西 伯 利の 事情 俄かに 世人に 
識& る、 ' £ 共に、 是等 奥地に 進出して 商工業に 從事 する 4 の 日 一日に 增加 しつ V 
ある ^ 平和 克復 後 H: 一層 此の 趨勢を 高潮せ しむる や 疑な し、 而 して 奉 天は 朝鮮 方 
面よ々 する 名. 大連 方面よ {する 7P、 將又京 奉 線よ  >  する' 皆 此處を 中繼地 € して 
奥地に 向は しめ 次る 可から 次る 樞要 地點を 占め、 東 三省 貿易の 中心地 點た るの 大 
根柢を築き穴る ^ 今又満鐵の營養線ミも云ふ可き四鄭線の開通するあ久吉長線 
の布設 及び 各地 分岐線の 開通 愈々 益々 滋か らんぐ j する 名の あ $ 、奉 天の 繁檠 は も 

等鐵道 網の 發達に 比例し、 益々 增 進す るに 到 A 朞 年なら ずして 其 面目を 一 變 する 
に 到る 可し。 

今 最近 五 年間 ir 於け る 重要 商品の 輸入 統計を 左に 掲ぐ〇 
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尙ほ此 地の 輸出品は 主に 農産物に して 大正 六 年度に 於け る 其 輸出 高 左の 如し。 

(單位 袋) 

大豆 五 •八 六 一、 〇三六  宜 粕二 一六、 七 六 二  粟 一、 七 六 六、 七五三  高 梁 三、 0 三 二、 九 七 九  包 米 二、 五 四 八、 九 
〇七  胡麻 一八 五、 四 ^ 一一  大麻 子 , 一  五三、 七 一三  小麥四 五、 五六 〇  麻布 六 四、 二九〇  稗 九 0、 六 五〇 
薷麥二 七 二、 六 五 二  紅 小豆 一九二 •七 八 四  大麥四 七 四、 三 六 五  豆 油 九 三 七" 五 二 九  吉豆六 六 五、 四 四 一 
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金額に すれば 奉 天 一箇年の 取引高は 約 四千 萬圓內 外 ^ の觀 測な 力 0 
長 春  S 鐵 道の 最北端に 位し， 東清、 吉長兩 S の產點 冗して、 哈爾賓 及び 
吉 林の 要路 it 當 々、中部 滿洲 及び 北 満洲の 物資を 供給す る ' £ 共に 滿鐵の 主要 貨物 
たる 穀類の 集散地 次れば‘ 內外 商人の 來往 尠からず、 又大 資本家の 放 資經營 逐年 增 
加し 4 や 同地の 經濟的 地位は、 確固 不拔の 名の ' £ なれ^ S、 其 商業は 通過貿易 的 傾向 
を 有し、 北滿洲 各地の 市場 it 對 しては、 一大 問屋 的 性質を 兼 3、 故に 商業 範圍ネ 自ら 
廣大 に して、 北 滿洲の 主なる 市場 中此 地に 關 係を 有せ ^ る 名の 殆ん仑 次し、 商業 機 
關 ^ しては、 城內 及附屬 地に 各 商務 總會を 設け、 共 it 進步 改良を 圖 々居れ々。 集散 
物の 主なる 名のは 穀物に して、 同地 方ょ {產 出すべき 穀類の 年額は、 長春府 大豆 六 
七十 萬 石、 高粱 百 萬 石、 粟 七十 萬 石、 其 他 雜榖百 萬 石、 吉林府 大豆 二十 五 萬 石 乃至 三十 
萬石、高粱三十萬石乃至四十萬石、粟四十萬石、雜穀三十五萬石、農安縣大豆五十萬石 
高 梁 六十 五 萬 ^ 粟 五十 五 萬 石、 雜. 穀 五十 萬 石、 新 城府 大豆 二十 萬 石、 高粱 十五 萬 石 乃 
至 二十 萬 石、 粟 三十 萬 石、 雜穀 十五 萬 石、 楡樹縣 大豆 五十 萬 石、 高粱 六十 萬 石、 粟 七十 五 
萬 石、 雜穀 七十 萬 石 等に して、 是 等は 馬車に 依 > て 長 春に 搬出し、 油坊の 原料に K す 


可 さ 少量の 大豆を 除き、 凡て 滿鐵に 依 多て 大連に 輸送 さる、％ のな^ N。 次 a 外國 
品の 地方に 供給 せらる、 名のは、 多く 大連 及び 營口 ょ々 移入せられ、 其 大半は 馬車 
ir 依ぅ 附近 各市 鎭に 配給す、 輸入品の 大宗は 綿布 it して、 年額 七 八 ' W 萬圓に 達し、 其 
三分 二は 日本 品な 夂 棉花は 錦 州 及. 上海 產 にして •年額 百 四 五十 萬 圓を算 し、 砂糖は 
五十 萬圓を 下らず、 麥粉は 米 國產哈 爾賓產 及び 鐵嶺 上海の 四 種 ある' 大正 元年 鐵 
嶺 製粉の 分工場を 此 地に 設けて ょ 多、 全く 其 勢力の 範圍 に屬 する に 到れ 九 需要 額 
二百 萬圓以 上に 達す、 其 他 石油、 燐寸 、紙 卷萇 等は 何れ A 百 萬圓以 上に 達す、 商家の 重 
次 る 7^ 0 一 千餘に して、 其 資本の 大 5 るネ のには、 百 萬圓に 達する 名の ® か -b ず、 市 
內 一般の， 取引 期日は 毎月 九囘 三、 六、 九の 日を以 つて 行は れ、 取引 錢舖の 帳簿 面に 於 
て 相互 間の 決算を 次す 仕組 ' £ なれ}。 

昔 #• 長 春の 正東 三十 五 里 松 花 江の 左岸に 位し、 東、 北満、 洲 乃至 北鮮の 各地 及 
び 南北 滿洲に 通ず る 街道の 交叉 點に ■當 J 、 且つ 松 花 江の 水路を 兼有す るを 以て 一 
省 行政の 中心 穴る ' £ 同時に、 滿洲內 地の 通商 的中 心地な 丸 東 淸鐵道 開通以 來 、其の 
經濟的 地位に 變 動を 來 たし、 商業 不振の 狀態に 傾き 穴 雖笔 、從來 他 地方 ' £ の 通 
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第二 編  人文地理—)  二 七 二 
商的關係 £ 、各種エ業の他に比して進步し且つ特種_の物產を有するを以て、商取引 
の 如きは 依然 ' £ して 盛な {、外 國品 其の 他の 移 輸入 K- 長 春、 奉 天 等の 市場 ' £: 異なら 
次れば、 此地 特殊の 移出 物 it 就て 記せん に、 煙草は 此 地に 於け る 著名の 集散 物にし 
て 每年四 五 百 萬 斤に 達す、 是等は 主 ' £ して 奉 天、 營 口， 長 春に 移出す、 麻は 煙草に 亞 ¥ 
年產百萬.斤に達す、大山參，秧參、鹿茸、黃茛、細莘、防風、黨參、木通、烏拉草等の藥材の產額 
名 亦 多く、 毛皮、 菌類、 藍 靛等ネ 亦 尠からず。 

哈爾賓 松 花 江河 n を 溯る て ^ 約 百 二十 里. 浦 鹽斯德 の 西方 鐵路百 二十 五 里、 南 
大 連を 距るて ^ 百五十里の地點に在久商エ業は主冗して市の埠頭區及舊玲爾賓 
に 行 H: る、 取引 範圍は 頗る 廣大な 九 商業は 一面 露 人の 農産物 買收 €、j 面 露 人 向き 
日用品の 販賣次 多、 農産物の 賣買は 年々 頗る 大規模に 行は れ 、一部は 同市に 於け る 
製粉所の 原料 ' £ な々、 精製して 東 淸鐵道 沿線の 地方ょ 3 黑寵江 沿道 及 後 貝 加爾地 
方へ 輸出せられ、 一部 tt 粒榖 のま、 浦鹽 或 tt ブラ ゴゥ h チヱ ンス ク、 哈巴羅 夫斯克 
に 仕向けら る' 近年 邦 商 中に ネ哈 市を 中心 ' £ して 專ら 大豆、 豆 糟の 買收に 從 事し 浦 
鹽を經 て敦賀 又 1¢ 神戶に 輸出す る 名 の 漸次 增加 し、 是 等の ® 格每年 二三 ^ 萬圓に 


達す、 露國 穀物 商 中に ネ 、浦 鹽ょ力 海路 ォデッサに 向け 粒穀の 輸出を なしつ、 あ々 
歐洲 S の 取引は 主 ' £ して 露 人 向の 日用 雜貨 及び 奢侈 品の 輸入 ^ 3、 然れ仑 7P 其 
中 一般的 顧客を 有する 名の 無き にあ 6- ず、 -IIJ ち歐 露の 製品 中 各種の 金具 類の 如き 
は 最ネ廣 き 販路を 有する 名のにして、滿洲內地の各市場ょ々天窜、大連等に兔輸出 
轉賣せ らる 、又 玻璃 器 類は ゥィン ナ 、伯林、 漢堡產 を 主 ^ し、 I 般に 1  而要せ られ たる ネ 
近來 運賃 關係に ょ 多 上海 製品に 壓倒 せらる ゞの觀 あ^ S。 

哈爾賓 の 商取引 ' £ 輸出入 額に 就て ht 區 々 it して 一なら ^ る％、 日露 戰爭 後年々 
增 進し 歐洲戰 前の 一千 九 百 十三 年には 五 千 四百 萬留 に 達せ 久 最近の 統計を 見る 
を 得 ^ る 7^ 戰後露 國の壤 IL に 依- CN 露貨 暴落し 經濟界 混 il を 極めた るを 以て 此間 
に 於け る數 字は 殆仑 信ずる に 足ら 次る 次 多、 今や 戰爭 名 終熄し 經濟狀 態 自然 ' £ 平 
常に 復 しつ、 あれば 哈 市の 經濟界 ネ復舊 し 益々 發展し 北 滿洲に 於け る 中心 市場 
たる 位地を 益々 發揮 する t s? J ゞ信せ ら る。 輸 移入 貨物の 主なる ものは 織物 類、 服 
類、 金屬 、煙草， 日用品 諸 製品 及 食料品 等に して、 輸移 出品は 大豆を 主 ^ し 豆粕、 豆 油 之 
に 次ぐ 是等は 大連， 營口 及び 浦 鹽を經 て 海外に 輸出せ ら る、 ネ のな 3。 
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此他寧 古 塔は 農産物の 市場 ^ して 名高く、 齊 々哈爾 、海 拉爾 、伯 都訥、 三 姓、 愛輝、 渾春 
等は 北 滿洲に 於け る 樞要 都市 ^ して 何れ ネ數千 萬圓の 取引 ある 地な 3。 

»• *• «• 

支那の 度量衡は 貨幣制度 ' £ 共 it 頗る 複雜を 極め 區 々にして 貿易業 者を 苦しむ 
るで ^ 尠から^/るは、 夙に 識者の 憂 ' £ せる 處な丸 支那 政府 4 玆に 顧みる 所 あ {て 
旣に 度量衡 統一 it 着手し、 先づ 北京に 之を 試辨し 漸次 他 省に 及ぼす の 方針に ょ々 
て 其の 施設を なしつ、 あるは、 世人の 熟知せ る 所 次る が、 新 度量衡の 實際に 普及 さ 
るるは 容易の 事に あらず、 尙ほ 多くの 年月を 要す V  く、 實 際の 業務を 執る 者の 爲に 
現行の 度量衡を 槪述 する 4 徒爾なら 次るべき を 信ずれば、 左に 其の 梗槪を 記す。 
尺度 南 滿洲に 使用せられ つ、 ある 尺度に 二種 あ久 一を 裁 衣 尺 ' £ 稱し 、一を 營 
造 尺 ^ S ふ、 前者は 布 帛を計 丸 後者は 官製に して 專ら 建築の 用 tt 供す、 營造 尺の 
自製に 係る ものを 木 尺 ^ 稱す 、尙此 他に 商業 上 廣く用 ひらる、 ネのに 廣東尺 あ 
久今 左に 日本 尺 ' £ の 比 差を 列記すべし C 

裁 衣 尺  一尺は日本曲尺の  一尺 一寸 五分 


營造尺  一尺は  日本 曲尺の  一尺 〇 二分 

廣東尺  同  同  一尺 一寸 七 分 二 
尺度の 稱呼は 左の 如し。 

分寸 (十分)  尺 (十 寸)  丈 (十 尺)  引 (十 丈) 

又 長距離の 測定 H: 普通 左の 如し。 

一里 (三百 六十 步 )一 步 (五 尺) にして 卽ち一 支那 里は 我が 五町 十五 間 宇に 相當す 
斗 量 斗 量を 用 ふるは 多く 穀類の 容量を 計る 場合に して， 流動物の 酒、 油 等に て 
は 我國の 如く 斗 量を 用 ひずして 權衡を 用 ふる 習慣な A 斗 量 7P 亦 谷地 其の 制に 
多少の 異同 あ} て 種類 形狀 容量 等は 必ずし； 劃一なら ず ' 般の稱 呼は 左の 七 
種 ^ す。  . 

石 三 斛 j S S 斗)  斗 (十 升)  升 干 合)  合 (十 俞)  貪 五 勺) 

斗 量には 官斗 ^ 市 斗 二 に 私 斗 0 二種 あ 久官 斗 ' £ は 前淸戶 部の 制定に 準據せ る 
ネ のにして、 官に 於て 製造す るか 又は 之に 準 b て 製造し 穴る 4 のに 官の 檢定を 
受け穴るを云ふ1別に鹽官斗 ^ 稱する4のあ々て、鹽の斗量に專用す、柳枝を以て 
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作る fj ^ 多き を 以て 柳 斗の 別名 あ 力。 

市 斗 li 商 民が 官斗に 倣 tA て 製造した るネ の tt して， 各地 ' £ ネ形狀 容量 區 々にし 
て 其の 容量すべき 物品に ょ {て 一定せ ず、 通常 主 ^ して 用 ひらる、 ネのは 五 升 
^ i 升 ' £ の兩 種な 丸 而 して 一升 桝は 其內 部を 二分して 五合 桝に又 四 分して 二 
合宇桝に代用する名の多し、此の二合半を俗に一角ミ稱す、一合の如きは名稱の 
み 存 して 實 際の 桝なく 茶碗 等の 器物を 以て 代用す. るを 常 ' £ す。 

權衡 權衡名 亦 種類 多く 正確に 一致す る z £ 次し、 其の 稱呼ミ 日本の 權衡ぞ の 


比を 示せば 左の 如し。 
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權衡に 名亦宫 秤 ^ 市 秤 ' £ あ 丸 官秤は 官の 規定 製造に 係 {、拜 戶税 を徵 して 商 民 
に貸與 す、 市粹は 官拜を 標準 ' £ して 製した る 7^ の it して 其の ® H 左の 如し。 
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三 秤  .蘇  秤  絲  秤. 
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土藥比 用 a 、 蘇 平は 石炭、 薪、 柴 類に 用 a 、 絲秤を 絲 類の 秤 量に 用 ふ、 蘇 平は 商人の ② 
製に 係る 名の 多く、 其 斤量は 曹平、 曹平戥 子及絲 平の 一斤に 對し 十八 兩に當 る、 ac 
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北 滿洲の 度量衡 tt 南滿洲 の it れ f 又異る ネのぁ 多 左に 記せん。 
心き卿か恤かかき 淸國の 度量衡は 全國 統一の 制な く、 各地 異同 ぁるを 免れず 
ミ 雖名 地方 人民は 各 其 用法に 慣れ 相互 間に 甚 しき 不便を 感せ次 るが 如し、 され ^ 
名外國 人に 在々 ては 往々 其煩雜 なる 用法に 熟せず、 通商 上 不測の 損失を 招致す る 
て ^ 無き にあら •ず、 故に 北 满洲の 事業に 着手せ ん € する 名のは 豫め 地方 度量衡に 
就き 十分に 研究 會 得する を 必要 ^ なす、 左に 彼我 度量衡 器の 差異を 列記して 參考 
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北呼雙 伯長吉 
團 


林 

城 

都 

子 蘭 

堕 

訥 

地 


名 


裁 官裁官 裁官 裁官 裁官 裁官支 

_ _ _ 一那 

尺 

尺 尺 丨尺尺 尺 尺 尺丨尺 丨 尺度 


*— **»  —  ■  ■_  七. •—  >  -  -  tax* 

尺 ^ 尺 尺  „  .口 尺 尺 尺し 

_-〇, —  尺尺  一本 

of  〇  〇  ^ 

八寸  一一  寸 rftt 

八 分 八 六 一 一九 二 六 凹 
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it 資す。 

尺度 尺度の 稱呼は 分、 寸 、尺、 丈、 引に して 總て 十進法 ^ す、 種類に 裁 尺、 洋尺、 官 尺、 大 
尺、 絲尺 、下 集 •尺の 別 あ々、 卽ち裁 尺は 小 巾 反物を 度る に 用ゐ 一般 (r 裁縫に 使用す 
洋尺は 西洋 反物 其 他 大巾 物を 度る に 用 ふ、 官尺は 一に 木 尺 ^ 稱し 、土木、 建築、 ± 地 
丈 量 等， に 使用す、 絲尺 及び 下 集 尺は 普通 小 巾 反物を 度る に 使用す る 4、 裁 尺の 如 
く 一般に 行は れ次 るが 如し。 

官尺卽 ち 木 尺 及び 裁 尺 ' £ 日本 曲尺ぐ J の對比 左の 如し。 
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賓  州 
齊  々哈爾 

距離 單 位を 里 ^ す、 一里は 三百 六十 弓、 一 弓は 官尺五 尺に して 我 約 四 町 五十 四 
間 ^ す。  /  . 
地積 丈 量 法は 略 ぼ 同一に して、 , 晌は 十献、 一 畝は 二百 八十 八 弓、！ 弓は 五 尺 平 
方な す、 而 して 淸 一尺は 我 一尺 六 分 乃至 一尺 八 分に 相當 する を 以て 平均 一 
尺 七 分 ' £ して 換算 すれば、 一晌 地の 面積は 我が 二 千 二百 九十 步卽七 段 六 畝 十步 
な久而 して 民間に 於け る 丈 量の 稱呼は 各地 一樣な 雖 \ 其定 尺は 同 b から 
■す、 從て實 際の 面積に 至 3 ては 更に 一定す る 所な し •丈 量の 稱呼を 弓 (淸尺 五 尺 平 
方溉三百四十弓乃至七百二十弓蹢千畝漬子晌弃一千六百三十腧 ^ す紿ち弓は耕 
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地 丈 量の 單位 にして、 腧 は 其 標準 位な々、 晌に 大小 二 樣ぁ夂 地方に 依々 大腧を 使 

矛 

用す る あ 丸 或は 小晌を 使用す る あ {、又 大小竝 用の 4 の あ々、 或は 大小の 別な さ 
4 あ} て 甚だ 煩雜 なう、 左に 各地 方に 就き 其 差違を 表示す、、/ し。. 
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容量の 稱呼は ザ、 合、 升、 斗、 解、 石に して、 勺よ 力 斗までは 總て 十進法に 據久斗 
以上は 五斗を I 解 ^ し、 十 斗を 一石 ' £ 稱せ A 穀物 tt 重に 容量に 依 {賣買 せらる 
今 穀物 取引 ct 慣用す る 斗 量を 地方に 別ち 我が 斗 量 ' £ 對 比すれば 次の 如し。 
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*• «• 權 衡の稱 呼名 亦 各地 區 々にして 一定せ ず、 卽ち 毛、 厘、 分、 錢 、雨は 十進法を 用 
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ゆ、 又 十六 兩を 一斤 ' £ し、 百 斤を 一擔 ^ す。 
各地の 權衡 冗 我 £ の對 比を： 示せば 左の 如 
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通  貨 

蒲洲に 流通す る 貨幣は 其 種類 複雜に して、 硬質には 銀 錠 (馬蹄 銀 及 其 碎片) あ々 


大 


洋錢二 元 又は 一 弗 銀貨) 小 洋變小 銀貨) あた 銅 子 ^ (銅 元 銅錢) あ A 銅錢 (有 孔錢) あえ 紙.* 
幣には 日本 紙幣、 支那 紙幣， 露國 紙幣 等の 多種 多樣に して、 各 貸の 比價斷 ¢2 ず變 動し 
其 他 地方の 富豪は 自家の 信用 手形を 發 行して 流通せ しむる あ 多、 又營 口の 過爐銀 
抹錢 等の 特殊の 制度を 存 する あ〜 V 蒙古には 國 有の 貨幣を 有せず 物々 交換な^ V。 

»• か 

支那の 貨幣 {t tt 銀 錠， 大洋 錢、 小洋錢 、銅 子兒及 銅錢あ 

一 ® 〇 錠 は 元 寶銀卽 ち 所謂 馬蹄 銀な 力、 略 ® 一定の 形體を 有する を 普通 ^ する 
7P、 其 碎片中 錠 小 錠の 如き 不定 形の 小 銀塊 亦 行は る、 主なる 都市には 各 特別 衣る 
品位 重量を 有する 元 寶銀あ 丸 例へ ば 營口に は 營平銀 又は 錦寶 銀 ' £ 稱 する 名の 
あ々 て、 一錠の 秤 量は 營平 (營 口の S にて 五十 兩五錢 € す、 吉 林には 大翅銀 及皲樓 
銀の 二種 あ 丸 普通 吉林 元寶 € 稱 する ネのは 支翅 銀を 指し W 量は 吉平 十三 兩五 
錢を 有する が 如し、 其 他 哈爾賓 地方に 於て tt 齊 々哈 爾元寶 銀、 吉林 庫寶、 吉 林元寶 
長 春元寶 、山 西元寶 、露 國元寶 等 各種 成 色を 異にする 名の あ}。 

二、 大洋 錢  一 弗 銀貨の 總稱 にして 墨 其哥弗 (俗に 鷹洋 S ふ) 及 香港 弗 (一に 站人 
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銀 子 ' £ 云 ふ) を主ぞ す、 又 支那 各省に 於て 之に 傚； 3 穴る 新式 一元 銀貨 二に 寵洋 ^ 
云 ふ) あ 力、 庫平 雨の 七錢 二分を I 元 ' £ する 名、 鑄 造 地の 異 るに 從； 5、 品位に 不同を 
生 b 市價 少し 名 統一せ 次る ネ滿洲 に 於て は 其 流通 額大な ら ず、 從て 金融 上の 地 
位 又 重要なら 次るな^ S。 

三、  小洋錢 素 ^ 大洋 錢の 補助 ^ るべき 小 銀貨 なれ ^ 名 現今に 於て は 其の 實價 
ど 市場に 於け る 需給 ' £ の關 係に 依 {大洋 錢に對 し 常に 少なから 次る 開きを 存 
す、 其 種類には 半角 (五錢 )一 角 干 錢) 二 角 (二十 錢) 及 五角 (五十 錢) の 四種办 れを 4 一 角 
及 二 角の 流通 最名 多し、 十 角を 一元 ' £ .する 名 小洋錢 I 元は 大洋 錢 一元ょ 多 も 低 
價な るて ' £ 前述の 如し、 小 洋錢は 硬貨 中最 名廣く 使用 ^ られ 、殊に 南滿 支那 人間 
に 於て は 殆ん 6 標準 貨幣た るの 觀あ々 、其 他日 本 及 露國の 補助 銀貨 1) れ於 4 當 
該國 銀. 行 券の 補助 貨幣 ' £ して 使用 せらる、 に 過ぎず。 

四、  銅子兒 我 一、 二錢 銅貨に 酷似せ る 銅貨に して、 I 分 二分の 二種 あ^ N、 一分の 7P 
のを 最ネ 普通 ^ す、 大洋 錢 tt 對する 小洋錢 S 同樣他 貨幣に 對し 一 定の 比率 次く 
相場は 絕 fc ず 屈伸す、 百 分の 銅 元を 一元 換 £ 在す。 


五、 銅錢 我 一 厘に 似た る 有孔錢 次れ &ネ 粗惡の 7P の 多し、 漸次 市場ょ i 影を 
沒しつ^ぁるネ’尙ほ物價は之を以て表はさる^て匕多し ^ ^ 一箇一文にして 
千 文を 一 吊 文 ' £ なす f' へき ネのな れ 目下 南滿 地方に 於て 14 多く 百 六十 箇乃 
至 百 六十 四箇を 以て 千 文 卽ち一 吊 文に 算し、 士口林 省に 於て は 四百 九十 四箇 乃至 
五 百 箇を一 吊 ' £ す、 而 して 物價は 何 吊 何百 文 ^ 唱 へらる ゝネ實 際の 取引は 小洋 
錢其 他の 貨幣を 使用し、 銅錢は 殆ん公 其端數 計算に 用 ふるに 過ぎず。 

紙 幣；^ は 日本 紙幣、 支那 紙幣、 露國 紙幣 ぁ久 日本 紙幣は 日本銀行％ 換券 正金 
銀行券 ^ 銀 券、 及 朝鮮 銀行 金券に して、 專ら關 東 州 及 南 滿鐵道 沿線を 主 ^ して 日本 
人關 係の 取引に 使用 せらる、 就中 朝鮮 銀行は 近來 通用 區域 益々 膨脹し つ、 ぁ々、 支 
那紙幣には現銀葉 ^ て銀兩紙幣ぁ久銀元票冗て小洋錢を兗換本位冗して發行し 
價 額は 角 又は 元を 以て 表は さる、 ネのぁ 久 又吉林 省には 吉 林官帖 M 寵江 省には 
黑寵 江官帖 S 稱 する 一 種の 紙幣 ぁ 力、 前者は 銅錢を 後者は 元 寶鈒を 兌換 本位 ' £ し 
吊 文を 以て 價 額を 表示 さる、 兩者 S? J ネ發行 準備 甚だ 薄弱に して 殆ん於 不換紙幣た 
るの 觀ぁ丸 銀 元 票は 各 支那 銀行に 於て 發 行し、 殊に 奉 天の 如きは 各 銀行 共に 正貨 
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準備不充分なるに流通に伴ひて發行せる銀元禀は驚くべき巨額に達し最近本位 
貨穴る 小 銀貨の 缺乏甚 しく 本來の 性質は 變 b て不換 紙 ^ 選ぶな さに 至 多、 旣 に 邦 
商 團體は 官 U 向て 救 濟の途 を 求む るに 至る、 露國 紙幣は 之を 蕹帖 € 稱 し露亞 銀行 
の發 行に 依る 名 のな ぅ、 留を以 て價 額を 表は し、 露 國人關 係の 取引に 使用せられ 來 
3 し \歐 洲戰亂 の 結果 交換 價格 低落し" 爲め U 其 流通を 減少せられ ^ 3。 

從來 滿洲に 於 fcr る 支那 人間の 金融 機 關は豫 想 外の 發達に して、 各地 共に 個人 設 
立の 銀行業 者 頗る 多く、 其 大なる A の tt 票 莊 、銀莊 あ夂 小なる 4 のには 錢莊あ {、又 
我 質 店に 類似の 當舖な る ネの あ々、 通貨の 良否を 判定す る 估 局 あ 力て、 孰れ 4 一人 
又 ! i 數 人の 組合 的 組織に 成々、 未だ 株式 組織の 如き 文明 的 制度を 採用せ る ものな 
し ^ 雖名、資金槪ね富鎔にして基礎亦鞏固なるのみならず、各自信用を重 ^ 、確固穴 
る 同業組合を 設けて 互に 氣 脈を 通ず るが 故に、 若し 經濟界 の 危機に 際し、 同業者に 
破綻を 生す る 等の 場合は、 互に 相 助け 相援ひ て 只管 其 維持 it 努め、 累を關 係 者に 及 


ぼす が 如きて ^ 極めて 稀な ぅ、 近來三 四の 官設 銀行 設立せ. られ穴 る 4、 是 等の 營業 
には 些の 影響を 蒙ら ^ るな々。 

支那 側 金融 機關 東 三省 官銀號 は 元 ' £ 奉 天 官銀號 Z 稱し 、光緖 三十 一年 時の 將 
軍趙爾 巽の 發起に 係る、 當時 SH 露戰 役の 後を 受け、 我 軍用 手 票の 流通 多く、 其 聲價 
亦 高 加 {しか ば、 利 權囘收 の 一策 ' £ して、 正金銀行に 對抗 する の 主旨に 出で たる 名 
のの 如し、 後ち 徐世昌 の 東 三省 總督 して 來任 する や、 名を 東 三省 官銀號 ^ 改めた 
A 本號の 資本は 初め 銀 三十 萬兩 にして、 奉 天 財政 總局 之を 出資し、 後 五十 萬 兩に增 
資し、 現今に ては 別に 積立金 三十 萬兩ぁ 々て、 紙幣 發行權 を 有し、 本號 紙幣の 市場に 
流通せ る 者 亦 少なからず、 營業 科目は 租稅 其の 他 官金の 出納 保管 及 一般の 預金 爲 
替貸附 質 業 及 銀貨の 鑑定 等な^ ^票莊は爲替業を主 ^ し、手數料を收めて兗換滙 
送を 爲すに ぁぅ、 され ^ 其れ 以外に 銀 票 銀 兩を發 行し、 或は 官私 金の 預入を 引受け 
又は 信用 ぁる 商人に 限 力、 信用 貸金を 爲す こ ' £ ぁ久 資本金は 普通 五六 萬圓 ょ々 大 
次る は 數百 萬圓に 至る 名の 1) 多。 銀莊は 業務 票莊に 異なら 次る 4、 前者に 比し 規 
模 稍々 小 it して、 資本金 五萬圓 以上 百萬圓 までを 普通. ' £ す、 銀莊 は 預金、 貸付を 主 ^ 
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し、 票 莊は 爲替を 主 ' £ する の 差 あ. るの み ^ 莊 中尊ら 官金を 取扱 ひ、 或は 税金の 保管 
に 任す る 4 のを 特に 官銀號 ^ 稱 す、 北部 滿洲の 各地 殊に 蒙古に 近接せ る 地方に て 
は 蒙古 人 及 満洲 人間に 需要 廣き 銀製の 首 飾 腕輪 等の 製作 販賣を 兼ぬ る 4 の 多し 
銀爐  ® 一に 爐 房 ど 稱し南 満洲に 多し、 主 業は 銀塊を 購入」 一 兀寶銀 墓 造して 銀 
莊に W 出し、 或 tt 銀莊 其の 他の 依頼に 應 b て 各種の 銀兩 銀塊を 元寶 銀に 改鑄 する 
it あ々、 然れ 6 ネ這は 唯 表面上の 營 業に 止まぅ、 事實は 普通 銀行業 ^ 何等 異なる こ 
兄 次し。 錢莊 一に 錢舖ぞ 稱 す * 貨 商の 兼營に 係久 兩替を 主 ^ し 預金 貸 附を營 め 
久中 には 錢票 S 稱 する 銅錢手 票を 發 行し、 或は 爲替 業を* ね、 砂金 購入 販責 を爲す 
名の 少から ず、 資本金は 五 千圓以 上 三 四十 萬圓以 下 ' £ す。 當舖は 我 邦の 質屋 ^ 大 
差な し、 資本金 三十 萬圓以 上の 大 なる％ のを 當舖 tss、 二十 萬 以下 五 萬圓以 上の 
ネ のを 質舖冗 云 tA 其れ 以下の ネのを 典舖 ^ 云 ^ 、 千圓以 下の 4 のを 押舖 Z 云 ふ、 何 
れネ 衣類 器具 米穀 雜貨其 他の 商品 什器 等總 ての 物品を 擔 保 ' £ して 貸 出を 營む 4 
のな 久 票 莊 、銀 莊等に 信用な き 小 商人 唯一の 金融 機關な 々。公 估 局は 專ら銀 雨の 
秤 量 及 品質の 鑑定を 司る、 通貨の 多種 錯雑に して、 殊に 贋造. 多き 支那に あ {ては ' 


日 孓缺 ぐべ から 次る 金融 上の 【機 關な す。 

日本側 金融 機 關滿洲 に 於け る. 日本惻 の 金融 機關は 、明治 三十 三年 撗濱 正金 銀 
行牛莊 支店の 開始を 嚆 矢 ' £ す、 當時は 在住 邦人 僅少に して 同行 業務の 範圍 極めて 
狹 小 ^ 3 しが、 日露 戰後 業務 大に擴 張せられ、 次で 三十 九 年 三月 關 東都 奢 ; ff よ i 南 
滿洲 一圓を 區 域 ' £: する 銀 券 發行權 を 獲得して •一面 軍用 手 票の 囘 收に努 むる ' £ 共 
に ® 替 預金 貸付 等の 銀行 事務趑 に 都督 府 金庫 事務を 取扱 a 、 四十 三年 七月 大藏省 
令に 依る 特種 貸付金 三百 萬圓を 得て、 動產 不動産を 擔 保 ^ して 年 七 朱の 氏 利 貸 出 
を 開始す るに 及び •宛然 滿洲に 於け る 中央銀行 ^ るの 觀ぁ るに 至れ 久本 銀行 以外 
に 金融 機關 ^ して 最名 早く 滿洲に 創設され しは、 日 支合辦 事業の 嚆 矢 ^ る 株式 會 
社正隆 銀行に して、 其 創立は 明治 三十 九 年 七月な^ S、 創立 當 時の 資本金は 僅かに 三 
十 萬圓な 々し 7P の、 今や 四千 八 百 萬 圓拂込 四千 二 百 萬圓 な、 夕。 

朝鮮 銀行は 滿洲 ct 於て は 明治 四十 二 年頃よ {安東 縣 に 支店を 設け 居 3 し^/ 滿 
洲各地 には 發展せ 次} しが、 大正 二 年よ々 滿洲大 發展の 計畫を 立て 先づ奉 天* 大 連、 
長 春の 要地に 支店を 開き 其れよ  >營 口， 四 平 街、 開 原、 哈爾賓 « 家甸 、龍 井村、 吉林 、旅 順 
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遼陽 、鐵 S 鄭家 屯の 各地に 支店 及 出張所を 設け 今や 十六 箇所の 多き に 至  > 満洲に 
於け る 金融界の 覇權を 握らん ^ する 勢を 呈し 滿洲に 久しく 根據を 有する 正金、 正 
隆の二 一大 銀行を 凌駕せ ん ^ する 勢な 力、 大正 七 年 八月の 統計を 見る に 朝鮮 銀行券 
の滿洲 に 流通せ る發行 高は 一千 三百 餘萬圓 に 達し 居れ}、 又 東洋 拓殖 會社は 大正 
六 年ょ々 滿洲 開拓に 著 手し、 先づ 奉天大 連に 支店を 設け 先づ 金融の 活動を 開始し 
土地 擔保に 貸付を 行； 3 つ、 ぁ 力， 支店 設置の 翌年 穴る 大正 七 年 八月の 統計に 依る 
tt 此二 支店に 於け る 貸付金 額は 六 百 四十 餘萬圓 に 達し 居れ々、 近き 將來に 於て 滿 
洲の 金融界に 重きを 爲すに 至るべし。 

滿洲に 於け る 各 銀行の 狀況を 表示せば 左の 如し。 

行  名  設立 年月  資本  額 
橫滇 正金銀行 大連 支店  明治 三十 八 年 四月  四 八、 〇 〇〇、 00 〇 
同  旅 順 出張所  I  — 

同  遼陽 出張所  同 三十 九 年 六月  I 

同  奉 天 支店  同 三十 八 年 五月  丨 
同  鐵嶺 出張所  固  八月  I 


/ 


同  長 春 出張所 
同  安東 縣 出張所 

株式 會 社正隆 銀行 
同  旅 順 支店 
同  開 原 支店 
同  县春 支店 
同  奉 天 支店 
朝鮮 銀行 安東 縣 支店 
同  奉 天 支店 
同  大連 支店 
同  長 春 支店 
同  四 平 街 出張所 
同  開 原 支店 
同  哈爾賓 支店， 

同  營口 支店 
同  傳家甸 派出所 
同  龍 井村 出張所 
同  吉林 支店 
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同 四十 年 二 月 
同 三十 九 年 七月 
同 四十 一年. 一月 
同 四十 四 年 七月 
大正 二 年 十二月 
同  九月 
明治 四十 二 年 十二月 
明治 四十 二 年 十一月 
大正 二 年 七月 
同  八月 
同  九  月 
同 三年 九月 
同 四 年 九月 
同 五 年 七月 
同  九月 
同  十二月 
同 六 年 三月 
同 六 年 六月 


円 


三" 〇〇〇 、〇 〇 〇 


円 


四〇、 0 〇〇、 00 〇 

同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 
同 

二 九 三 
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朝鮮 銀行 新 市街 派出所 
同  旅 順 出張所 
同  遼陽 出張所 
同  鐵嶺 出張所 
同  鄭 家 ^ 出張所 
株式 會社大 連 銀行 
株式 會社龍 口 銀行 支店 
中國 銀行 大連 支店 
露亞 銀行 大連支 .店 
株式 會社遼 陽 銀行 
株式 會社 南滿 銀行 
合資 會 社鐵嶺 銀行 
株式 會 社北滿 銀行 
株式 曾 •社 安東 銀行 
株式 會社 安東 貯金 銀行 
東 # 拓殖 株式 會社奉 天 支店 
東详 拓殖 株式 會社大 連 支店 


大正 六 年 十一月 
同 七 年 一月 
同 
同 

同  三  月 

大正 元年 十二月 
同 二 年 111 月 
同  十二月 
明治 四十 四 年 十一月 
大正 二 年 四月 
同  七： 月 
明治 四十 一年 六月 
大正 三年 十月 

明治 四十 四 年 五月 
-  1-.1 

大正 六 年 八月 
同 


二 九 四 

同 

同 

同 

同 

同 

一 五〇" 〇〇〇 
三 〇、 〇〇 〇 
六 0、0 〇〇、 〇〇〇 
1 〇" 〇〇〇 、〇〇 0 
一二 〇 、〇 C 0 
二 〇〇、 〇〇〇 
五 0、 〇〇〇 
一 五〇、 〇〇〇 
一 五〇、 〇〇〇 
I 〇〇" 〇〇〇 
二 〇 、〇 〇〇、 〇〇〇 
同 . 


三  H  業 


満洲の 工業界 名 近年 農業 及び 商業の 發 達に 伴 a 漸次 勃興の 機運に 向 ひつ、 

れ 6 名 支那 人 側の 工業 tt 農 商業に 比し 最名 低位に 在々。 

南滿洲 に 於け る 支那 人の 工業を 見る に 從來 僅かに 油 房、 燒鍋 、磨 坊 ^ 稱 する S 油 
搾 出 豆粕 製造、 高粱 釀造 製粉 等の 他 窯業に 過 ¥ ず、 而 かも 是等 製造の 工場 及び 器具 
は 其 規模 孰れ 多 狹小 にして 操作 亦 幼稚なる もの 次 3 しが、 日露 戰後 我が 日本の 手 
に 依々 て" 滿洲產 原料を 利用す る 工業 勃興の 機運を 促進し、 油 房、 煙草、 燐寸 、セメント 
醸造、 玻璃、 石鹼 、塗料、 製 肥、 製粉 等 文明 的 設備を 有する. 工場 漸次 創設せられ、 工業界の 
面目を 一 新しつ、 あ^ N。 

満洲に 於け る 工業界の 現狀に 就き、 大正 五 年末の 統計を 見る に 


地方  別 
關東州 (州內 7 
同  (州 內) 


工場 數 
二 0 四 
九 二 


資  本  金 
三 三、 六 二八、 四 九 六 
一六、 七 ニニ、 五三 一 


製  造  高 
四 三、 ニー ー七、 八 三 九 
一一、 六 六 六、 一一 三 
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此 表は 日支兩 方の 數次る が X 場數は 支那 人の 方 多き 4 資本金 額は 日本人の 方 
遙に 多し、 尙ほ 年々 我 邦人 經營の 工業は 發展 しつ、 あるを 以て 此 統計は 年々 二三 
割の 率を 以て 增進 しつ、 ある 名の ' £: 知る、、/ し。 

今滿洲 工業の 圭ネな るネ の、 狀況を 左に 記せん。 

油 房 從來 各地に 小規模の 名の 存在し、 豆： g 擦 取を 主 ミして、 其 製品を 南部 支 
那に 輸出す、 豆粕は 副産物 ' £ して 農家の 肥料に 供し、 又 山 東方 面に 輸出した々 しが 
日淸戰 後日 本內 地への 需要を 喚起し、® 洲 大豆 貿易に 一 新紀元を 劃した 久當 時營 
口に 於て 油 房を 開業す る 名の 多く、 主産物た る 豆 油は、 副産物 穴る 豆粕に 地位を 讓 
々たるの 觀あ丸 越 fc て 日. 露戰後 歐洲に 於け る 豆 油の 需要 勃興は 斯業に 好影響を 
及ぼし、 大連に 油 房 簇出し 營 口を 凌駕す るに 到れ 丸 大正 五 年には 大連油 房 五十 五 
豆 油 製造 高 九 千 二百 八十 三萬餘 斤、 豆粕 一千 四百 四十 九萬餘 枚、 州 外 油 房 十八、 豆 油 
製 產五百 三十 六 萬 七 千餘斤 、豆粕 百 三十 五萬餘 枚を 算す 、豆 油 及び 豆粕 製造 法は 從 
來 動力を 馬 又は 騾の 力に 得、 古風の 油締 機を 用 a て壓 搾す る 等 其方 法 極めて 幼稚 
な々 しが、 近時 通稱 ベンジン 法 ' £ て 化 學的搾 出 法の 試驗に 成功して、 製油 分量を 倍 


加せ しむる て ' £ を 發 明し、 漸次 此の方 法を 各 油 房に 應用 しつ、 あれば、 今後 著しく 
生產 能率を 激增 す、/ きは 蓋し 近き 將來に ある 可し。 

醸造業 滿洲の 土民 tt 從來 高粱よ々 高粱 酒て ふ 一種の 燒 酎を 釀 造し、 又 粟よ々 
黃 酒を 醸造して 共に 日常の 飲料に 供す、 是等兩 種は 釀造業 中 重要の 地位を 占む る 
4 の次久 高粱 酒 醸造業 者は 之を 燒鍋 ^ 稱し、 淸朝以 來 政府の 特許せ る 事業の 一な 
久而 して 滿洲に 於け る燒 鍋は 百 十餘戶 にし ■て、 年額 約 二十 萬 石を 產す、 其 主産地は 
遼 陽な 久又黃 酒 tt 遼 東の 南部に 限 {產 出す る气長 日月の 貯 藏に堪 fe 次れば 遠隔 
の 地 it 販路を 求む る 1 £ 能は ず、 州內 に 於け る釀造 場は 二十 一、 産出 年額 三十 一 萬 
五 斤、 價格 一一 萬 五 千圓に 過ぎず。 

支那には 古 來淸醬 £ 稱する 固有の 醬油 あれ ^ 味、 其 用途は 碟に盛 3 て 調味に 供 
する のみ、 一般 食品の 調理には 鹽を用 ふ、 然るに 本邦 醬油 輸入され てよ 丸 漸次 支那 
人の 家庭 內に 使用せられ B: つ 邦人の 移住 逐年 增加 する あ {て、 日本 醬油の 需要 益 
益增 加し 年々 三 四十 萬圓を 輸入す るに 到々 た $、 是に 於て 大豆， 小麥 及び 鹽に 富め 
る 満洲の 地に 於て は、 醬油釀 造の 條 件を 具備せ るを 知々、 數年來 邦人の 斯業を 經營 
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する もの 少から ず、 大正 元年には 關東 州內に 於て、 釀造所 十四、 資本金 七 萬 八 千 _年 
產額六 千 石、 味噌 二十 五 萬. 斤を 出し、 營 口、 奉 天 其 他 S 箇所 産額 約 四千 五百石を 算し 
たるが、 阼 今は こ れ亦四 五 割 方 其 生産額を 增 加す るに 到れ， ON。 

燐 寸满洲 に 於け る 燐 寸の需 要 額は 年々 百 五十 萬 乃至 二百 萬 圓に達 しつ、 
ぁる ^ 日露 戰役 前後は 全部 外國 品の 輸入を 仰げ 多、 明治 四十 年廣島 R 淸燐寸 t 社 
なる もの 資本金 三十 萬圓を 以て 長 春に 分工場を 設け、 一 割の 支那 資本を 加へ、 日 支 
合辦 事業 ' £ して 開業し、 附近 産出の 楊 木及楹 木を 原料 ^ し、 開業の 當年 .黃 燐々 寸二 
百 打 入 二百 八十 四 箱を 製し、 漸次 增 進して 大正 元年には 四 萬 五 千 箱、 大正 五 年に ii 
約 十 萬 箱を 產 出し、 北滿洲 東部 西 伯 利一帶 に 販路を 廣め 、露國 品 ' £ 對抗し 、歐洲 時局 
以來獨 占の 勢力を 振 ふに 到々、 年額 五六 十 萬圓を 算す るに 到れぅ、 又 長 春に 大正 四 
年 十月 吉林 燐寸會 社長 春 支店 5: 設け、 年產 二三 十 萬圓の 生產を 擧げ 居れる が、 將來 
安東に 於て ネ 斯業の 創設を 見るべき 機運 ぁ久 又寬甸 、寨馬 集 方面の 原料を 以つて 
草 河口に 軸木 製造業を 開始 せん £ する 計 劃 ぁ^: 是等は 共に 將來 有望の 事業た る 
を 失は ず。 


■石鹼 明治 三十 九 年 九月 大運に 萬 玉 洋行 (邦人} 石鹼 工場を 創立し、 四十 二年以 
薇 大連に 二箇所、 旅 順に 一箇所 開業して 着々 事業を 擄 張し 近' 年々 額 十 餘萬圓 の 製： 
產を 見つ、 ぁるが、 其 將來 tt 有望に して 尙ほ 同業者の 經營に 努む 可き 餘地 多き 名 
のぁ々匕謂ふ可し。 

精米 邦人の 移住 增加に 伴 a 白米の 需要 多く、 之れ が 精米 事業 4 益々 發達 t 
るは 必然の 勢に して、 目下 大連一 、奉 天 一一、 撫順營 口 各 三、 安東 十の 精米所 ぁ夂四 五 萬 
石の 精米を なしつ、 1) 力。 

煙草 朝鮮 及 満洲に 其 販路を 開拓す 可き 目的を 以て 組織され 穴る 東亞 煙草 
會社は 、資本金 百 萬圓を 投 b、 明治 三十 九 年に 先づ其 分工場を 營 口に 設け、 支那 人の 
嗜好に 投 b 各種の 紙 r# 煙草を 製造し、 滿洲 南北に 擄がれ る外國 製品、 主 ^ して 英米 
トラスト 製 煙に 對抗 し、 漸次 其 勢力 圈內に 蠶 食し、 大正 二 年 資本金を 倍加して  一 » 
事業を 擄 張し、 販路を 直隸 、山 東 雨 省に 擴大 しつ、 ぁ久 現在の 製產 高は 開業 當 時の 
四 S 倍に 增 加した 久 各種 製 煙中最 4 支那 人の 嗜好に 適する は ハ ネービ 丄 蜜蜂 印} 
に して * 近 一箇年 間の 各種 煙草 製造 高は 優に 三百. 萬圓 に 達す ' £ 云 ふ、 [HJ 會 社の 外 
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奉 天には 明治 三十 九 年 十一月 三 林 公司 次る 7P の 創立せられ 、土産の 葉 煙草を 用 a 
て 支那 人の 需要に 應 b つ ゝ ある、 & 製造 能力 漸次 增 進して 近年 十 萬 乃至 十五 萬圓 
の 製品を 販賣 する に 到れ々、 這は 支那 人間に 好評を 博し 益々 發展の 機運に 向 <si つ 

つ あ 4 

製 粉 支那 人の 製粉 場は 磨坊 S し 各所 it 在  >  て 土産の 小麥 又は 包 米を 製 
粉し 地方の 需要に 應ず、 外國麥 粉の 輸入以 來土產 製粉 次第に 壓 倒され、 今や 殆んを 
外國 製粉の 獨占 する 所 ' £ なれ^ N、 露 西 亞の滿 洲經營 に 着手す る や、 北満の 小麥に 注 
目し 哈爾賓 に 製粉 場を 設けて 軍隊 及び 一般 住民の 需要に 供し， B 露 開戰に 依々 軍 
隊の 需要 激增 し、 一時は 非常の 發達を 遂げ、 製粉 工場 十九を 算し穴 るが、 其 後 減少し 
て 現今 十二 工場 ' £ な^ N # 年 八 百 萬 布 度の 製產 能力を 發揮 しつ、 あ々、 販路は 主 ミ 
して 北滿な る 4 相場の 關係に 左右せられ、 時に 長 春、 奉 天に 南下す るて ^ あ^ N、 邦人 
の 製粉 工場 ^ しては、 明治 四十 一 年 七月 滿洲 製粉 會社 (本社 東京) 分工場を 鐵嶺 ^ 置 
き、 百 萬圓の 資本を 擁して 露國 品 ^ 競爭し •更に 大正 一 一年 六月には 同會 社長 # 分 X 
場を 增設 し、 哈爾賓 以南 it 露國 製品の 侵入を 防壓 する て ' £ を 得 ^ 九 邦人の 製產 は 


創業 後一 一年 目の 明治 四十 二 年には 約 五十 萬圓に 過ぎ 次々 しが、 大正 二 年には 百 六 
十 萬圓に 昂進し、 最近に 於て は 四百 萬圓を 摩する の 盛況を 呈し つ、 あ 久尙撫 順に 
は 明治 四十 四年以 來 千金 褰 製粉所 設立せられ、 小規模 次がら 包 米を 製粉し、 撫順炭 
坑の 苦力 及び 附近の 土民 lit 供給し つ、 ある ^ 最近の 製產 高は 每年 五六 萬 圓に達 
し 居れ^ N。 

セメント  關東 州に 於て セメントの 原料た る 石灰 及 粘土 豐富犮 るて ^ を發見 
したる 小 野 田 セメント 會社は 、滿洲 に 於け る 斯業の 前途に 矚 目し、 明治 四十 年大連 
市外 北 泡 子 崖に 一分 工場を 設け、 翌 四十 一 年ょ i 作業を 開始せ 力、 爾來 生産 能率 年 
S 共に 增 進し、 今や 年產額 百 萬圓以 ：：上 に 達し、 吉長鐵 道、 鎭海灣 •哈 爾賓 、長 春 等 滿鮮一 
帶に亘 る 外、 上海、 靑島 方面 及び 南洋に 名 販路を 擴張 しつ、 あ^ N。 

石灰 製造は 支那 人中に 名 小規模に 經營 しつ、 ある 4 の あ々、 邦人 中 經營せ る 4 
のネ大 連に 莊 石灰 工場 以下 三、 本溪 湖に 伊藤 石灰 工場 以下 三 あ久 年産額 五六 十 萬 
圓 tt 達す。 

硝 子 原料 欠る 鞋 石は 關東州 各地に 產し 、ラン ブ、 ホャ、 ヵンテラ、 瓶 等 硝子. 器の 
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需荽は 、支那 人間に 益々 增 進し 來 れ^ N、 現今 邦人の 經營 しつ、 ぁる ものは 大連、 奉 天 
長 春、 安東、 哈爾賓 等に して、 何れ 7P 簡單 なる 藥瓶 、ラング、 ホヤ、 カンテラ 瓶を 主 ' £: し、 技 
術は 未だ 幼稚 次れ ^ \ 支那 人の 需要に 適し 滿洲 一帶 及び 山 東方 面にまで 販路を 
擴 張し、 年額 十 數萬圓 に 達し 居れ々。 

煉瓦 及 瓦 斯業の 發達は 満洲の 土木 建築業の 勃興に 伴 ひ 逐年 增 進し 來れ々 、大 
正 五 年度に 於て 關東 州內 のみ ir て 工場 三十 四、 資本金 四十 萬 七 千 餘圓、 生產 三千 萬 
個 tt 達す、 尙附屬 地 及 其 附近 工場 十三、 資本金 三十 六 萬 六 千餘圓 、生産高 一千 萬 個に 
達し、 満洲に 於： ける 主要工業の 一穴 夂 屋根 瓦は 支那 式の 7P の 所在に 製 出せられ つ 
つ ぁ {穴る \ 純 洋式 及び 日本式 建築の 需要に 伴 a 煉瓦を 兼業して、 之を 製造す る 
名のを 生ずる に 到れ}。 

電 氣及茏 斯 大連. の電氣 事業は 露 治 時代に 經營 せられ、 濱町に 發電 所を 置き 高 
さ 二 百 二十 餘 尺の 大 煙突を 築き、 當 時其發 電機は 僅に 二百 五十 キロワット 時の 名 
の 三臺に 過ぎ 次 力し が、 滿鐵會 社 繼承以 來 漸次 需用 增 加し、 現今 千 キロワット 時 三 
臺、 千 五 百 キロ フット 時一臺 の發 電機を 有し、 電燈 電車 及 油 房 其 他の 動力を 供給す 


電氣鐵 道の 運轉 系統には 埠頭 小 崗子線 、埠頭 逢阪 町 線、 長 門 町 近 江 町 線、 伏 見 臺下伏 
見臺 線、 : H 本 橋 南 廣場露 西 亞町璋 頭 線 等 あ々、 又 長 門 町を 起 點^! し 市外 沙河口 、星ヶ 
浦 及び 老虎灘 に 通ず る 三 線 あ々 て、 其 線路 總 延長 十七 哩次久 芄 斯 製造 場は 山城 町 
海岸に あぅて 製造 能力 五十 萬 立方呎 を 有せぅ、 此他 滿鐵會 社に て撫 順、 鞍山砧 及び 
奉 天 & 春、 安東 縣の 各地 R 電氣及 瓦斯 事業を 經營 せられつ、 あ}。 

滿鐵 工場 大連 市街を 距る 西北 四哩 の北沙 河口 it 在久 規模 頗る 廣大に して 獨 
立の 水道を 敷設し、 發電 所を 設け. 新式の 設備 具ら 次る 次く、 各般の 工場 設けられ 次 
るな く、 敷地 約 三十 萬 坪 職工 約 一一 千を 使役し、 機關車 二十 六輔 •客車 三十 六輛 、貨車 百 
二 十輛を 同時に 收容修 覆し、 且つ 諸 機械 及 諸 用品の 製作 修理を 爲 すの 能力を 有す 
中央 試驗所 滿洲に 於け る 殖産 工業 並衞生 上の 試驗 研究を 施行し 併せて 汎く 
I 般の依 賴に應 b て 分 柝試驗 及 鑑定を 爲 さしむ る 爲め 、關 東都 督府の 設立に 係々 
四十 三年 滿鐵會 社に 於て 之を 繼承せ る A のな々、 爾來會 社は 漸次 之を 擴 張して 分 
柝 科、 應 用化學 科 ® 絲 染織 科、 窯業 科、 釀造 科、 衞生 科、 電 氣化學 科を 置き、 益々 研究の 步 
武を 進む るて V 、 せ 力、 從來 調査 研究せ る 4 の、 中、 滿洲に 於け る 石炭 及鐵嶺 の 分 
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柝試驗 、蒸 業 原料た る 粘土 及硅 石の 調査、 製鹽 法 0. 調査、 大豆 工業の 研究、 高梁稃 を 原 
料 ' £: する 「パル ど 製造の 研究、 高粱 酒釀造 方法趑 に祚蠶 製糸 方法の 改良 及祚 蠶絲染 
織に 關 する 研究、 水質 試 驗法及 衞生製 藥化學 に 關する 研究、 其 他 滿洲產 植物の 成分 
研究 # を 主なる 4 の ' £ す、 而 して 其 研究の 結果 工場 ^ して 成立の 見込 ある 名の « 
更に 試驗 工場を 設 く、 卽 ち製絲 工場、 染織 工場、 陶磁器 工場、 煉瓦 工場 » 造 工場 等是な 

之 

以上の 外 邦人の 經營に 係る 工業には、 諸 機械の 製造 修理 又は 建築 用金 物を 製造 
す 可き 鐵 工場、 製材所、 相蠶絲 工場、 製氷所、 骨粉 製造 等 行 はれ、 又 製糖 會社奉 天に 起 > 
甜菜にて砂糖を製造しつ^あ丸又は大豆の澱粉を原料冗する塗料ソーラィト製 
造 工場、 柳行李 工場 等 各種の 工業 經營 せられつ ゝあ A 又 近く 大規模 次る 毛織物 會 
社、 モンド 瓦斯 會社 等の 奉 天を 中心 ^ して、 創設 せらる、 あ A 又撫 順には 電 氣化學 
工業 會社の 工場の 建設 あ A 此他 高粱 パ 广ブの 製造 等 A 計 劃され つ、 あ}、 南滿洲 
エ 準の 發展は 蓋し 刮目 It 値する の ある 可し ' £ 信ず。 

北 滿洲の 工業は 南 滿洲に 於け る 名 のょ 一層 幼稚な 丸 工業の 種類は 支那 人 


側に 在 i ては 油 房、 燒 鍋、 磨 房 及び 火 磨、 碍蜜、 染房 、粉 條房 、紙 房、 皮莊其 他日 用 手工 品の 
製造 あ久露 人 側に 在 多て は 製粉業、 酒造業、 電氣 業、 製糖業、 石鹼 製造、 製革業、 肉 精 業、 豆 
油 搾 製 業 其 他日 用器 具の 製造 等 あ 3、 就中 其 重要なる 4 のは 前者に 於て は 油 房 •燒 
鍋、 磨 房に して、 後者に 於て は 製粉業な A 而して 前者は 工業 的 設備 甚だ 不完全に し 
て 各種 製造を 形式 又は 製品の 實質 等、 總て 祖先 傳來 の舊 法に 拘泥し、 何等の 改良 H 
夫を 加へ 次る \ 後者 it 到々 ては 工場 及び 器械の 樣式等 最新 精 良の 7P のを 採用し 
精品大 it 注目に 値すべき 4 の あ々。 

■支那 人の 經營に 係る 工業 中 油 房 製造所は 長 春 三十 五、 双 城 子 二十 ^ 哈爾 {焉 伯 都 
Ift 、 阿 什 河 各 二十 四、 賓州十 一 、 枷 板站八 、三 姓 三 (以上 吉林 省) 呼 蘭 三十、 巴彥 蘇々 二十 五 
北 團林子 十一の 外餘慶 街、 上集廠 、通 肯等に 各 若干を 存す 、油 房は 大豆 1  見 麻 子、 蘇 子、 胡 
麻 等の 種子を 原料 ' £ して 油を搾 取し、 又 豆 餅卽ち 豆粕を 製造し、 兼て 之を 販賣 する 
名のに して、 大抵 磨房燒 鍋を* 業 ' £: す、 燒鍋は 燒酒 卽ち燒 酎の 製造所に して、 北滿洲 
に 於け る 工業 中最名 規模の 壯大次 る 名のな 久 斯業の 最 名 盛なる は 呼 蘭 城 附近、 巴 
瀣 州を 第一 ^ し、 北團林 子、 双 城堡等 之 (t 亞 ぐ、 呼 蘭 城は 市內に 二 家， 附近に 三十 二 家 
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の 同業者 ぁ乡、 ！ 箇 年の 製造 高 千 八 百 萬 乃至 二 千 萬 斤を 產 す、 磨 房 ^ は 人力 又は 家 
畜の 力に ょ々 舊 式の 挽 聾を 使用し 穀粉 又は 挽 割を 製し、 或は 脫籾を なす ネの にし 
て、火磨 > «蒸氣力に依3浓式の機械を運轉する製粉所を云ふ、前者《規模狹小に 
して 農事 休閑の 時 II 馬 或は 牛馬を 使用して 製粉す， 從來 露國の 製粉業 開設 前には 
磨 房 業は 繁榮し 北 満洲の 重要 工業 ' £ して 其 製品は 內地の 市場を 獨 占し、 尙ほ 剩餘 
の數 量を 以て 黑寵江 沿道に 輸出し、 露 人の 需要に 應 b 穴る ネの 荔 るが、 今日に ては 
露國 製粉に 壓倒せ られ衰 / 退に 向 a つ ゝぁ ぅ、 火 磨は 蒸氣 力の 機械 製粉所に して、 支 
那 人の 經營 せる 名のは 僅か ^ 吉 林府 ^ 海 林 驛に各 一 箇所 ぁるの み、 他は 皆 露 人 及 
び 日本人の 經營に 係る 名のな 3。 

磚蜜ミ は 煉瓦 及び 粗雑なる 陶器の 製造 _所 にして、 陶器は 土瓶、 素燒の 鉢、 飯 碗 等な 
丸 吉 林は 主産地に して 其の 土瓶は 松 花 江 流域 一 帶に販 出し 需要 大な ぅ、 煉瓦は 支 
那 人の 使用す る 名のは 灰色なる が、 其 質 外國人 向の 赤煉芄 に 比して 遙かに 堅牢な 
丸 哈爾賓 及び 阿 什 河 地方には 大規模なる 製作所 ぁ久染 房は 本邦の 紺屋に して、 染 
料は 主に 北 滿洲產 の 藍 靛を用 ひ、 淺黃 、紐、 黒の 三色に 限れ •るが 如し、 綿布は 外國 輸入 


のネの 及び 地方 製の 名の 等總て 染料を 施さ 次る 白 布な れば 、染 房 tt 蓋し 此 地方 ^ 
於け る 有利の 事業な 夂機 房は 布 局卽ち 綿布 販賣 店の 副業 tt 係 3、 舊 式の 機 織 器械 
を 使用して 素 布の 織 出を 爲すネ の ^ す、 機 房は 主 ' £ して 長 春 南部 it 限られ 北部 地 
方には 少し、 伯 都訥に a 毛氈 機 房 七 八 家 あ々、 黑龍江 省 及び 蒙古 地方ょ々 輸入す る 
牛 尾を 原料 ' £: して 織 製し、 內 外人の 室內用 敷物に 使用せ ら る、 質實 にして 素雅な A 
粉條 房は 槪ね 農家の 副業に して、 大豆を 原料 ^ し 素麵を 製造す、 製紙業は 吉 林を 本 
場 ^ 衣す、 同地 方の 製紙 所は 凡 4M 一十 家に して、 一箇年の 製造 高 十二 萬 五 千 套此價 
格 百 十 萬 吊に 達し、 同地 方に 於け る 一大 財源な A 其 原料は 贗麻 又は 古 麻を 用 tA 、 其 
製品は 第一 種 連 二 双抄 、第二 種 尺西單 紙、 第三 種改連 紙、 第 四 種 星 文 紙の 四 種に 分つ 
而して 第一 種は 窓 紙、 第二 種は 反物 菓子 等の 包紙、 第三 種は 商業 帳簿に 使用 せらる 
右三 種 共吉林 、三 姓、 寧 古 塔、 S 春、 伯都訥 、長 春、 阿 什 河、 伊通 州 等殆ん 6 吉林全 省に 百 了 
て 販路を 有す、 又 第 四 種は 主に 黑寵江 省に 輸出し、 同地に 於て 窓 紙に 使用せ ら る。 

電氣 業に して 淸國 人の 經營に 係る 4 のは、 一口 爾賓 、傳 家甸に 於け る耀濱 電燈 公司 
一 あるの み、 同 公司は 哈爾賓 に 於け る 支那 官民の 合資に 成 {資本金 十一 萬 元な々 
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露國 人の 經營に 係る 各種 工業 中 先づ第 一に 指を 屈す 可き 免のは 製粉業な 久抑 
7^ 北 滿洲に 於け る 製粉 事業の 活氣 を帶び 來& しは、 東淸鐵 道が 其 全線を 通 b て營 
業を 開始し ^ る 時期、 卽ち千 九 百 二 年 以來に して、 千 九 百年 第一 滿洲 製粉 株式 會社 
が 資本金 三十 八 萬 四千 留を投 b て 哈爾賓 に 於て 事業を 開始した るを 以て 始め ^ 
す、 其 後 東淸鐵 道廳は 第二の 製粉所を 松 花 江 畔卽ち 第一 滿洲 製粉 株式 會 社の 工場 
邊 する 地區に 造 營し、 千 九 百 二 年に 之を 民間 企業 團に讓 久兹に 松 花 江蒸汽 製 
粉會社 成立を 見 ^ 多 亞で 同年 カ ワリス キ ー 製粉所 建設せられ 千 九 百 三年 it li 露 
國 製粉 會社ボ ロ ー デン 製粉所、 東洋 會社 製粉所 7- チ ュコフ 製粉所 等皆哈 市に 建設 
せられ、 又 寬城子 西 粉 所は 長 春に、 一面 坡會社 製粉掰 は 一面 坡驛に 起々 ^ 久亞で 千 
九 百 四 年 ^ K ィサ ュフ 製粉所、 翌五 年 ^ は 双-城 堡會 th の 製粉所 デフ 製粉所 (傅 家甸) 
千 九 百 六 年には 海 林驛に 海林會 社の 製粉所、 阿 什 河に ィム シュネ ツキ ー 製粉所、 双 
城堡に 南方 會 社の 製粉所 等續 々創設せられ、 漸次 規模を 擴張 しつ ゝぁ々 穴 るが H 
露戰 役に 際し 急 劇なる 進步を 促し ^ る戰 後は 不自然なる 膨脹を •次せ る A の、 縮 
少を 見た るが、 該戰爭 は 製粉業 者に 一大 衝動を 與へ、 其發展 を 助長せ し 力 偉大なる 


ネのゐ 力。  .  ' 

明治 四十 年末 露國 製粉業の シンデ ゲート 穴る 聯合 満洲 製粉 會 社の 創立を 見た 
6、 該 組合に 加入せ る％ のは 哈爾賓 に 於て は 松 花 江 製粉 會社 、ザ ブリン スキ ー 製粉 
所、 傳家甸 附近の カ ワリス キー 製粉 會社、 双城堡 及び 海 林 兩驛に 於け る シャグ コフ 
氏 所有の 二 製紛所 等に して、 基 根 金 三百 五十 萬留 なれ ^ 4 露淸 銀行に 對 する 負債 
三百 萬留 ぁれば、 業務 上の 事は 各 製粉所の 所有 主 若しくは 代表者に 於て 行 ふ' 會 
社の 會計 に屬 する 事項は、 一切 露淸 銀行 哈爾賓 支店に て 管掌す、 右の 外 各自 獨立的 
經營 をな す 4 のには、 哈爾賓 に 於て は 露國 製粉 會社、 ボ ロ ーヂン 製粉所、 第一 滿洲製 
粉會 社： ドリ' 丨ジン 製粉所、 ブラ ゴ H シチモ ンス ク會 社の 五箇 所、 東 淸鐵道 沿線 地に 
於て は 一面 坡驛の r 面 坡會社 製粉所、 双 城 堡の双 城 堡會社 製粉所の 四 箇所に して 
十四 製粉所 十 財團な 々、 是 等の 資本金 合計 約 七 百萬留 にして、 一晝夜 の 原料 小麥の 
消費 力 約 三十 萬 貫、 其 生産高は 製粉 七 割、 麩 三 割にして、 前者は 二 •十 萬 貫 後者は 八 萬 
五 千 貫な 多、 最近 一 箇 年の 取引高は 一千 四 五 百 萬留に 達す。 

酒造業 tt 露 人經營 £ しては、 製粉業に 亞 い で 最屯發 達せ 久其 種類は ゥヲー ツカ 
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一 火酒) 酒精 及び 麥酒 等に して、 就中 ゥヲー ッヲ 及び 酒精の 製造所は、 哈 市を 中心 £ し 
東 淸鐵道 東西 線區の 各地に 於て 處々 に 分布し 約 四十 箇所に 及べ々、 此の 兩種の 
年產額 十四 萬 樽 (一 樽は 約 七 升) にして、 北滿洲 に 於け る 一年の 消費 高 二十 五 萬 樽に 
比すれば、 尙 十萬餘 樽の 不足を 吿げ 居れる ^ 其 不足は 歐露 及び 獨 逸ょ々 輸入され 
つ、 ぁ &， 酒造の 原料は 北 満洲の 農産物た る 馬齡薯 、裸 麥、 麥芽 $ 蜀黍 等に して、 其 他 
甜菜 糖* 密 乾燥 麥芽 等は 歐 露ょ々 の 輸入品な 丸 麥酒 醸造所 a 哈爾賓 及び 東 淸鐵道 
東西線區を通ヒ十餘箇所ぁ3、其內規模の最大なるもの《1面坡商社の釀造所な 
多、 其 原料は 同地 方 生産の 大麥に て 佳 なれば 近 來大麥 の 播種 反別を 增加せ 々、麥 
酒の 釀造數 量 14 未詳 なれ ^ ' 最近まで 外國麥 酒の 北滿に 輸入せ らる、 4 の、 年々 
二十 五 萬 75 至 三十 萬留 r<l 上れる を 以て、 該 醸造業の 前途 a 有望な々 ^ 謂 ふ 可し。 

か ¥• »• »• お 滿洲里 及 海拉爾 地方 ct 集散す る 家畜 生皮の 數量は 每年 莫大なる 
冬の なる が、 從來' 是等 « 露國 商人の 買收 する ^.. て. ろ ^ な， 又 西 伯 利 或は 歐 露の 製革 
所の 原料 ' £ して 輸出せられ 穴る が、 近年 哈爾賓 に 製革 會社 設立せられ、 當 地方の 原 
料を 吸收 する に 到れ々。 現在 哈爾賓 製革 所の 製品 tt 未だ 粗雜 にして ユフト ミ 稱 


する 露西亞 革、 靴の 庭 革、 馬具 附屬の 帶革類 なれ ^ 7P、 早 晚漢堡 式の 精 良品を 製造し 
て外國 輸入品を 驅逐 し、 後 貝加爾 地方へ ネ 輸出す る計畫 な々 ^ 云 ふ。 

肉 精製 業 哈爾賓 ユリ ヮン ゲ, 、ク •スネ ッォフ、 兩 氏の 合資に 係る ものは 原料を 
東 蒙古に 仰ぎ 主 it 牛肉の 凍 製 及び 腸 詰 調製を なせ 久 販路は 烏 蘇 里 地方を 目的 ミ 
し 製造 力は 凍肉 一日 八 百 布 度 乃至 千 布 度 it 達す。 

石鹸 製造業 哈爾賓 に 於け る該 業は 規模 大 ならず、 原料は 獸脂を 主 ' £ し、 製品の 
多くは 靑色 洗濯石鹸なる が、 豆 油を以 らて 佳良 0 石鹼を 調製し 得らる 可き 研究 名 
進みつ、 ぁれば、 近く 實現 •し 得らる 可く、 其曉 には 原料は 其價 格を 半減し 得らる 可 
く * 來 有望の 前途を 有し 居れ 多 ' £ 云 ふ。 

豆 油 製造業 滿洲產 の 大豆を 原料 ' £ なし •文明 的 機械を 使用して 油 及び 油槽を 
製造す る 名のに して、 支那 人. の 油 房 ^ 其 性質を 同 ふす、 哈爾賓 满洲 製油 會 社は 明治 
四十 年 露 人〗 の 創設せ し 4のにして、其製造能力は一晝夜に大豆消費量三十石なる 
V 同會 社は 更に； 事業* 能〗 力を 擄 張し 盛に 製造す 可き 計畫を 立て， 目下 着々 準備中な 
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s- 勸卜 北滿 ■に 於け る甜菜 製糖 事業は 夙に 露國 人の 注目せ し 所に して、 各所 
ir 試驗を 行 a 穴る 結果、 甜 菜の 發育 地方の 風土に 適合し、 製糖業の 最 4 有望なる’」 
£ を 確認し、 波 蘭人 グロ ド クス 男爵 tt 阿 什 河 附近に 於て 一大 製糖所を 創設す 可き 
計晝あ 九 露國人 ミハィル、 オギ H フス キーの 甜菜試 培に 關 する 經驗談 に 日く 「予の 
實驗 せし 所に 據れば 耕地 ー デシ ャチン ニ 町 1反五歃)ょ3糖分豐富にして頗る肥 
大なる甜菜千五百布度を收穫し得べきて ^ を知力穴^^之を精製するには簡單衣 
る 手法に 依る 4 尙ほ 最少 限度に て 原料の 一割 卽ち百 五十 布 度の 粉 糖 又は 二 百 五 
十 布 度の 糖蜜を 採取す るて ^ を 得、 而 して 之に 要する 費用 « 原料 一布 度に 付 ■五十 
四哥 、粉 糖 九十 哥に 過 ¥ ず そ、 要するに 斯業の 前途 ネ亦 頗る 有望に して 斯業の 近き 
將來發 達すべき や 疑な し。 

電氣業 哈爾賓 市の 電燈 業者 中 之を 專 業 ' £ する 4 のは、 璋頭區  '、、チコ フ發電 所 
(七十 五 馬力} 新 市街 スタ ッ ユ ン コ 發電所 (六十 馬力} 璋頭區 ドム ーー ン發電 所 (四十 馬力) 
の 三 箇所に 過 ¥ ずして、 他は 何れ％ 點燈 者 (t 於て 各自 發電 所を 有し、 以て 自家の 用 
を辨 b 餘力 ある 場合に 他の 需に應 b 電流を 發 送し 點燈の 請負を 爲 す、 自家用 電燈 


の發電 所を 有する ネのは 露淸 銀行 (三十 五 馬力) 旅館、。 ホ r ツマ ス 劇場、 アル ノ， 卜劇 
場、 チユー リン 商店、 •ヘル グダ 商店 (以上 各 十 馬力) 等な 夂因 みに 言 ふ 最近 東洋 拓殖 會 
社は 哈爾賓 に 於け る 露 人經營 の電氣 事業を 買收し 大規模に て經營 しつ ゝぁ 力。 

電話 事業 K 東淸鐵 道の 經營に 係 多、 哈 -爾賓 一市に 限 多 架設す、 現 時の 設備は 加入 
者 六 百に 對 する 名のに して、 加入に 要する 料金は、 加入 申込に 際し 七十 五 留を拂 a 
込みへ 架設 後每 月十留 或は 一年 二期 拂 I 期 五十 留づ 、を 要す。 

四 林業 

満洲は 淸國二 大林產 地の」 にして、 西部 豊沃の 平原 ^ 南部 磽确の 地を 除か ば、 全 
土殆 ん泠 山林を 以て 覆 はれ、 各種の 良材に 富め々 ' £ 雖  '古 來 支那には 山林の 制度 
衣く 殆を其 濫伐に 一任した るを 以て、 運搬に 便なる 地方は 漸次 ■荒 廢に歸 し、 唯 運搬 
不便の 地方の み 今尙ほ 斧鉞を 入れ 次る 所 多し、 今 之を 山系 及 褪方に 依  >  て區 分す 
れば 、第一 長 白山 森林、 第二 儸牙 蠻哈達 森林、 第三 小 白山 森林、 第 四 完達山 森林、 第五 穆 
克特亨 山 森林、 第 六吉林 連山 森林、 第 七 興 安 嶺一帶 の 森林、 第 八 伊 勒呼里 山 森林、 第 九 
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小興安嶺森林 £ なすを得べし '£ 雖名、森業は運搬を以て主要なる要件てなすが故 
に、 縱令 市場に 近き A 運搬 不便なる 時は 之を 經營 する に 由な し、 是れ 本業が 江河 流 
域及鐵 道の 沿線 等 運搬の 便 ぁる 地方に 起る 所以な^; 故に 林業を 經營せ ん ど する 
4 のは、 先づ 江河の 流域 及鐵道 沿線の 森林 地帶を 研究す るを 得策な ぅ ^ す。 

長 白山 森林は、 吉 林の 南方 長 白山 M に 沿 a ， 東は 平 頂 山ょ々 西は、 吉林、 盛 京の 界な 
る伊爾 哈雅範 山に 及び、 南は 鴨 綠江畔 ょ 3 北は 備牙哈 達に 至る 大 森林な 久長 白山 
頂は 殆んを 赭山 なれ ^ ' 中腹 以下は 次第 it 濃密なる 森林 £ な久楡 、樺、 松 樹の観 天 
を 摩す、 南 麓鴨綠 江に 沿へ る 森林は 朝鮮に 屬し 、北 麓は 傾斜 緩に して 松 花 江 支流 二 
道 江に 迫久 一面の 老壯樹 に 乙て 紅 松、 杉 松、 最ネ 多く、 黃花 松、 相、 榛 、楡 之に 交は る、 卽 ち. 
満洲 境域に して、 此 地方の 木. 材 は 鴨綠 江に 依 3 て 安東 縣大東 溝に 集ぅ、 芝罘 を經て 
天津、 北京、 營口に 移出 さる、 西北 部卽 ち伊爾 哈雅範 山は 盛 京、 吉林 の界を 爲 し、 假， 松、 栗 
楊 之に 雜 生し、 太子 河に 依々 て遼 陽に 集久 多く 營口に 移出せ らる、 渾河に 依 i て 流 
出せら るる 4 のは 盛 京 省 通 化 縣に屬 し、 十二 道 溝、 新兵 堡 、八 家 子 地方に して、 紅 松、 杉 
松を 主 ^ す、 次に 圖 們江ぞ 海 蘭 河 間を 聯 接する 一帶の 地は、 松、®、 楡 、相 等に して、 布爾 


哈通河 •嘎呀 河 *' 春 河の 支流に 屬 する 小區 域に 過 ¥ ず。 

檷牙 蠻哈達 森林は 小 白 IU 森林 ' £ 共に、 松 花 江に 依ぅ. て 搬出 せらる ゝ ものにして 
共に 松 花 江 岸に 延び、 前者は 東哈縣 巴嶺に 達し、 後者は 寧 古 塔、 三 勉に 及ぶ、 松、 楡 、楊、 祚 
等 繁茂し、 就中 混同 江ょぅ 白 頭 山に 至る 數里 間は 白晝尙 暮夜の 如く 太陽を 見ず。 

穆克 特亨山 森林は 綏芬 河流 域 tt 屬し、 寧 古 塔 ' 一一 岔 口、 輝 春、 局 子 街を 連接せ る I 帶 
の 森林な々、 其 他吉林 連山、 興 安 嶺一帶 の 森林、 伊 勒呼里 山 森林 等 水運を 利用し 得る 
所少 加らず、 而 して 是 等の 從 業者は 多く 山 東 , li} 稼 人に して、 每年 秋季 渡航し 來 {大 
東溝、遼陽、奉天、吉林等に於て諸種の準備を整へ、各組合相集合して入山するを常ど 
す。 

東 淸鐵道 沿線 it 於け る 森林は、 東は 「ボグラ ーー 丨チ ナヤ j ょ {二 層 店子 附近 ^ 至る 
四百 十五 露 里 間 ^ 、 西は 碾子 山 ょ>  牙克什 附近に 至る 二百 九十 三 露 里 間の 鐵路兩 
侧に橫はる面積約七萬平方露里乓楡林河に沿ふ四百 - 十平方露里な丸鐵道沿線 
の 數露里 間は、 何れ ネ旣に 採 伐し 盡し 穴る を 以て、 伐採 有權 者は 山 谷を 迂囘 して、 七 
露 里 乃至 三十 露 里の 鐵路 引込線を 有せ 久此 引込線に 由 3 て 一旦 足を 山奥に 運ば 
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ん 加、 林材無 盡藏に して 伐採 規模の 大次 るに 一驚を 喫すべ. し。 

以上 森林に 於け る 木材の 集散地は、 長 春、 奉 天、 營口 、大 連の 四 箇所に して、 大 連の 市 
場は 北海道 材七 割を 占め、 鴨 綠江材 之に 亞ぎて 僅に 二割 五分を 占む るの み、 各地 市 
場 之 ^ 大同小異な 久要 する に 满洲の 林業は 交通 不便なる を 以て、 運搬に 多大の 費 
用を 要し、 市 價從て 高く、 需用 者は 勢 ひ 北海道 產を擇 ぶの 傾向 あ々、 少しく 大規模 it 
經營 して 山 出の邀 を 講 b な ば、 滿洲の 林業 tt 或は 鑛山 業 tt 比して 却て 有利な らん 
か、 左に 主要 樹種 並 ^ 其 用途を 揭げ ん。  . 
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用  途 
建築 用棺材 及船材 
同 

高貴 建築 用 
車軸 案 卓鎗桿 
銃 味 船 材 卓子 衣 箱 

燐寸箭 器具 
車紬 卓子 


ffi w ^l s へば 直ちに 大陸なる 先入 的觀 念を 附隨 し、 滿洲 の水產 業に 至つ ては 深 
く 注意を 拂ふ もの 少きか 如き ネ、 其の 實 決して 輕視 すべき ネの にぁらず、 渤 海及黃 
海に 接せる 五 er 哩の 沿海 tt 勿論、 南滿に 於け る遼河 及鴨綠 江、 北満に 於け る 松 花 江 
嫩 a: 、 tt 丹 江 其 他 谷 河流 tr 產， する 魚貝の 量實に 夥し， 今 精確なる 統計な き' 槪算激 
海黃 海の 漁獲高は 年額 五 百萬圓 に上夂 各 河流に 產する 名のを 五十 萬 貫 ^ 見 積る 
t 全 满洲を 通 b て 五 百 五六 十 餘萬圓 に 上る 勘定 次夂 更に 漁撈 法を 改良し， 谷 種 機 
關を 完備せば、 其 額を 倍加せ しむる の 餘地綽 々た} 以下 項を 分ち て 其の 槪 略を 記 
述す べし。 

齡 —きお 南滿洲 近海には 暖流 魚 蔟の二 三を 除く 外槪ね 棲息せ 丸 就中 鯛、 ® 石 
首 魚 •太刀 終 鯖、 鱔 、鱺 の類最 4 豐 多な 丸 今 漁獲物の 種類を 擧ぐれ ば 左の’ 如し。 

れい t: ら  ぐち 15: ら  さはら  ひら ' T 表い T: ち  す V' 吾 1- ベ  しらう 4* えそ  まな 
がつ ^ ちぬ  このし る  さば  y れい  ひらめ  めぱる  ふが  ほ うぼう  y ながしら  はも 
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こち  いわし  あぶらめ  ぅなぎ  あなご  さ i リ  はぜ  わ* ち  した ひらめ  さっぷ t: こ  ( 
,v  なまこ  くらげ  f l- 5 r 6  しいら  あわび'  V き  ゐ さリ  はまぐ リ  に し t£ と； 

あ ' 0' がい. まて  い ?: らがい 

漁場は 地勢 及 交通 其の 他の 關 係よ 多大 體 之を 三區に 分つ を 得べ し， 卽ち ( I 、 鴨綠 
江 口よ {關東 州の 貔子窩 附近に 至る 沿海 三) 關東州 沿海 及關東 州よ々 熊 岳 城に 至 
る 沿海 (三) 殘餘の 關東灣 に 接する 沿海な 丸 就中 最も 良好なる は 關東州 及 熊 岳 城 it 
至る 沿海に して、 之に 次ぐ は 蓋 平、 營口 、錦 州 方面の 沿海な 多、 而 して 冬季は e ® 鲽類 
を 除く の 外、 一般に 水 溫を追 ふて 南方に 移動す 名を 以て、 漁場 名 南方の I 部分に 狹 
めら れ二) (三) の 二 區は 其季間 殆ん ^' 價 値 « き 7P、 春季 到來 VP J 共 ^ 魚族の 集 團來游 し 
漁場 從つて 鑛大せ ら る、 を 常 '! £ す、 其の 漁獲高は 支那 人 側の 分 不明なる 4、 關東州 
の 分を 擧ぐれ は 大略 左の 如し。- 
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同  四  年  二 九 八、 五 九 一  四 九へ、 六 四 五  七 九 七、 二 三 六 
同  五  年  四 六 四、 二 九 ti 四 ニー ー、 六 五〇  八 七 七、 九 四 七 

右 漁 穫中最 4 多き は 鯛に して 總數の 三 割强を 占む、 之れ に 次ぐ は f ち」 の 二割 內 
外 『たら」 の 一割 六 七 分 ^ ち」 の 一割 二分 內外 等 % ， 夕。 

關東州 外の 南滿 沿海に 於け る 漁獲高 正確なる 統計 資料な きを 以て、 其 詳細を 知 
る 能は 次る 4 奉 天 省 諮議 局の 調査 及 其 他を 綜合す るに、 S 海 方面 約 百 五六 十 萬 貫 
黃海 方面 約 十五 六 萬 貫なる か 如く、 而し て渤海 方面の 主要なる 漁獲物は 「ぐち J ^ 
たら I ぼら」 ^ ち」 等に して 又黃海 方面は T rd ち 1 にべ」 「さば」 等な 多。 南満 沿海に 於け る定 

•— I 

着 漁業 者の 戶數は _ 東 州 內五千 八 百 八十 二戶 、關東 州 外 一千 五 百 四十 九 戶を算 す 
此他 漁期に 至れば 日本 內地及 山 東 省 方面ょ 3 出漁す る 者亦尠 次から ず、 漁船は 邦 
人は日本在來の名のを用 ^ 支那人は通常固有の戎克又は舳板を使用せるネ近來 
關東 州の 支那 人中には 鯛 漁業 ct 使用の 目的を 以て 日本 型 漁船を 使用す る 免の あ 
るに 至れ^ N。 

日本人 漁^  大正 五 年に 於け る 日本人の 出漁 船は 二百 六十 二隻 人員 千 三百 十 
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人に して、 之を 大正 四 年の 二百 五十 隻 人員 千 百 七十 二人に 比すれば 漁船 數に 於て 
十二 隻 人員 百 三十 八 人の 增 加を 示し 漸次 順調の 發 達を 來せ 3、 又 漁獲高は 大正 四 
年に 1¢ 二十 七 萬 八 千 五 百 九十 一圓な々 し 4 大正 五 年には 一躍 四十 六 萬 四千 二百 
九十 七圓に 達し、 實に 十六 萬 五 千 七 百 六 圓の增 加を 示せ 久之れ 主 ^ して 鯛 漁業の 
豐漁な力しミーは捕鯨漁業に基因せぅ。漁業の主なる名のは鯛延繩にして大正 
五 年に tt 從 漁船 數百 八十 六隻に 及び、 漁獲高 二十 四 萬 餘圓に 達し 邦人 漁業の 大宗 
す 次は 布瀨 網の 二十 三隻、 隐繩 、鯛 一本 釣の 各 二十 一隻、 鱔及鯖 流 網の 十八 隻、 「ひら 
す」 繩十 七隻 、鳕鑼 十二 隻 、鱔繩 の十隻 等な 多 捕鯨 業は 大正 四 年 五月の 創設に して 大 
正 五 年度には 百 五十六 頭の 捕獲 ぁ々 穴々、 鯨 種は 總て長 鬚 鯨 ^ す。 

办 如 * • 支那 人 漁業の 主なる ものは 黃花魚 漁業、 太刀魚 漁業、 鱈 漁業の 三 純 
にして 就中 黃花 魚は 二十 萬圓內 外に 達し、 鱈 及 太刀魚 4 亦 各 十 萬圓以 上に 達す、 故 
It 是等 漁業の 豐凶は 直に 漁村の 盛衰に 關 係す、 其 他 鯖、 M 、 「かすべ」， 「ひらめ」、 『かれい」 ■「す V 
き」、 「かなが しら」、 ^ 鰛 「次 ま 三 「くらげ」、 「かき」、 「い ^ らかい 」 —? 托 て」、 「甲い か」、 蝦 等 も 亦 多少の 漁 
獲 ぁ V、 而 して圯 等の 年産額 大正 五 年には 四十 五 萬 七 千餘圓 (熊 岳 城 其 他の 遠海に 


出漁す る黃花 魚の 漁獲高を 含まず (H して 一進 一 退 著しき 發達 ，を 見ず、 漁具は 網 具 
ミ して 風 網、 掛網 •流 網、 拉網 、參 網， 構 子 網、 桝 網、 又 釣 具には 各種 延繩 、一本 釣 等 ぁ々。 

河產 漁業 滿洲に 於け る 海產漁 業の 有望なる て ' £ 旣述の 如し、 而 して 河 產魚 名 
亦 頗る 豐富に して 從つて 其 漁業 盛んな れば 、左に 河產 漁業の 大要を 述ぶ 可し、 南滿 
洲 ir て 河川の 大次る もの tt 遼河本 支流 及大凌 河 It して、 何れ ネ 多量の 魚類を 産す 
就中 最 名 多き は 遼河本 支流に して、 沿岸 住民の 副業 ' £ して 漁撈に 從事 する $ の少 
なからず、 漁業の 最名 盛ん 在る は 遼中縣 附近に して 產 魚の 主なる 名のを 鯰 •鯉、 » 白 
魚 等 ' £ す、 其 漁獲 年額 約 五十 萬 斤を 算せ A 其 他 新民縣 下の 蒲 河 名亦產 魚を 以て 著 
はる、 鴨綠 江の 漁區は 江 n 龍 岩 浦ょ々 安東 縣の 上流 約 八 里間最 4 盛んな す、 漁 
獲物の 主なる 名 のは 鯉、 白魚、 鯰， 鰻、 鼈 等に して 其 中最 4 多き は 鯉 及 白魚な 久 此他隨 
所の 河流に 多少の 漁獲 1) る 名 其 產額大 ならず。" 

北 滿洲に て 河川の 大次 るは 松 花 江、 嫩江 、牡丹 江、 圖們江 及 黑龍江 等な々， 是等 河川 
tt 產 する 名のは 南滿に 數 倍し、 其 種類 亦 多種 多樣な す、 中に％ 松 花 江 流域に 產 
する 魚類 最％ 夥し、 上流 朝陽鎭 、海 龍 城 附近の 半 截河及 三 通 河邊に 於て 4 鯉、 草根 魚、 
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細 鱗 魚 等を 産し、 沿岸 住民の 副業 的に 之れ に 從事 する 者 多く、 其の 本流に 至れば 益 
益 多し、 全 沿岸 中最 名 盛んなる は 吉 林の 下流なる 烏拉 街附逬 及び 三 姓に して、 烏拉 
街邊に ては 漁業を 專 業 ' £ 爲す 4 の 亦 少なからず、 三 姓は 本 區域中 第 一 の漁產 地に 
して 又 沿 江 I 帶の 漁業 根 據地次 3、 每年此 地を 經て哈 爾賓其 他に 輸送せ ら る、 魚 
類は 鯉 三 萬 元內外 •鮮頭 魚 二 萬 元、 大白 魚 一萬餘 元、 懷子魚 一 萬 元、 鮭 六 七 千 
元、 黃魚 三千 元の 巨額に 達せ 丸 牡丹 江に 產する 鱈 魚は 「ちょぅ 次め」 の I 種に して 
普通 六 七 尺、 大次 る it 至つ ては 長さ 八 九 尺 重さ 四 五 百 斤に 達する 名 の あ 力、 本 魚は 
黑寵 江に 頗る 多く 松 花 江に も 亦 少なからず、 其 卵の 鹽 辛 ^ なし 穴る ものは、 露 人の 
最も 珍重す る 所な 丸 肉は 勿論 食用に 供せられ 骨は 各種の 製品 , £ して 使用せられ 
殆ん 6 葉つ る 所な き 有用の 魚屬に して、 將來 日本人が 松 花 江に 於て 漁業を 營む場 
合は m 一 に 着眼すべき 價値あ 丸 其 他 松 花 江 及 牡丹 江には 淡水 產の 眞珠 貝を 産す 
其產 額は 今 正確に 之を 知る て冗 能は 次る 7P、 嘗て 淸朝 時代 萬壽 節に 皇室ょ} 大小 
五 千 個の 眞珠 献納 方を 命せられ、 百 餘隻の 漁船が 四十 日間を 要して、 之を 調達した 
云 ふに 徵 する ネ、 如何に 其 多産なる かを 推知す るに 足らん ^ 來此 眞珠 貝の 養 


殖 事業は 普通の 漁業 以上に 發展を 見る it 至るべし， 松 花 江の 支流 拉林 河ネ亦 魚 寅 
に 富み 殊に 細 鱗 魚を 多產 すれ ^ 7P 漁 撥を 專 業 ' £ する 者 少な 

/\  從つて 漁獲高 未だ 

多から ず 牡丹 江の 沿岸は 各地を 通 b て 漁業 頗る 盛ん 次る 名の ぁ 

以上 北满の 河川に て 漁業 さる ゝ 魚類は 準據す 可き 統計な きを 以て 正確に 其產 
額を 知 {難き ネ、 哈爾賓 地方の 魚類 需要 高は 約 三十 萬留 にして 之れ (t 沿岸 諸 市の 
消費 高 及び 冬季 氷 詰 ^ して 輸出 さる、 名 の 等を 合算せば 其 額 決して 少なからず 
ぞ す" 兎に角 今後 松 花 江一帶 の 漁業は 一般 (r 注目され つ、 * る ' £ 共に 大に發 達す 
Y き 名 のな らん r 

六鑛業 

滿洲の 地古來 無限の 鑛物に 富める て ' £ « 世人の 夙に 熟知す る 所な 久然れ ^ % 

從 來滿洲 tt 淸 朝發祥 地 ^ して、 又 未 發の鑛 物は 貯藏に 便な の淸 朝の j 流の 見 

地ょ 力 鑛山採 堀權を 制限し、 探檢 家の 調査を 取締} たるが 爲め、 無限の 鑛 物 K 空し 

く 秘密の 鍵に 鎖され ^ } 光緖の 末年 U 至 3 漸く 其 禁を解 き た^ C\CJ 雖 7P . 尙 歧 鑛業 
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條例に ょぅて 制限を 加へ 其 束縛を 脫せ しめ 次 {しな 丸 而も 露國の 满洲 南下に 依 
ぅて & 地の 鑛山採 堀 it 着手して 満洲の 寶 庫を 開き、 次で 日露 戰爭 後日 支 交渉に 於 
て 滿洲に 關 する 我 要求 中 「日本人に 對し特 it 指定せ る 鑛山採 堀 權を與 ふべ し」 ^ の 
條項に 依久 我は 奉 天、 吉林兩 省に 於て 十 箇所の 採 堀權を 得 •又 日 支 合 辦其他 邦人の 
所有に 屬 する 4 のを 合せば 三十 餘 箇所を 算す るに 至 3 穴 A 満洲の 各種 鑛 物に 富 
める M ^ 前述の 如く、 其 主なる 名のは 金、 砂金、 鐵及 石炭 等な す、 就中 金の 主産地 
は 北滿洲 に して、 鐵 ^ 石炭 ^ は 南満に 多し、 南滿 洲の鑛 物にして 日本の 勢力 圈內に 
於け る 4 のには、 滿鐵會 社の 撫順 炭坑を 最 ^ し、 本溪湖 には 日 支合辦 の煤鐡 公司 cr 
て 經營せ る 炭坑 及び 鐵山あ 々、其 他滿 鐵會 社經營 の煙臺 炭坑， 石 本 鏆太郞 氏 經營の 
牛 心 臺 炭坑 等 最 4 著は る、 鐵鑛は 最近 鞍山站 附近に 於て 發見せ られ鑛 量 無 盡藏な 
{同 鑛は旣 に 採 堀に 着手され つ、 あ {、今日 迄 it 發 見され たる 滿洲 各省 it 於け る 
鑛 山の 數を 左に 記せん。 

奉 天 省に ては 本 溪縣に 石炭 ニニ、 金 二 六、 白銀 一、 鉛 一七、 銅 九、 鐵六 、銀 二、 石綿 四、 五水 
晶一 、  鳳凰 縣に 石炭 六、 金 一 〇 、鉛 三、  岫巖縣 に 石炭 八、 金  一 Q 鐵 一、  安東 縣 


に 金 五、 鉛 二、 銅 二、 寬 甸縣に 石炭 八、 金 四 四、 鉛 一六、 銅 八、 鐵五 、石綿 一、 磺ーー 、水晶 二、 
興京縣 に 石炭 一五、金 /\ 、鐵一、 .心獅 に 石炭 ニー ー、 金  一 ^ 鐵 四、 銀  一一、  Jli MO に 
石炭 =. 金 五 ® ET 銀 「鐵 一一、 銀 r 石綿 二、 き 0:« § に 石炭 五、 金一〇 、銀 一、 銅 二、 銀 一 --: 
輯安縣 に 石炭 一、 金 六、 鉛 一、 銀 三、 «* wi に 石炭 二、 金 一一 一、 鐵 一、 術！！ & に 石炭 一 r 
金 二、  東 平縣に 石炭 一、  西 安縣に 石炭 六、  西豐縣 石炭 四、 s^ ^i 石炭 
it 金 九、 銀 一 r 碧 九、 石炭 三、 銅 一、 石綿 一一、 碧 一、 1 ：ii 金 一 三、 11 50 i 石， 
炭 一、 金 四、 鉛  一 r 銀 二 ® 一、  313 i 酹 石炭 二、 金 八、 石炭 四、 鉛 四 銅；、 磺 一、 

横 i 、si 横 i 四、 1 i- i 石炭 七 •金 r *- i 石炭 一 r 金 一 r  か * • 
縣 石炭 一、  撫順縣 石炭 六、 金  一、  i i- 鯀 玻璃 二、 火 石 0 

吉林 省 it ては 吉林縣 石炭 一 四、 金 一 七. 鐵二 、銀 二、 水晶 三、 安 質 母 尼 一、  i+i 石 
炭 三、 S: •口  i 石炭 六、 金 六、 鐵 一献 r «• #!• & 石炭 四、 金 三、 ，か^ 石炭 三、 金 
一一 r  ：§  :石炭二、金三、鐵一、か4§石炭四、汾か獅石炭六、き|^石 
炭 八、  磐石 縣 石炭 , 銀 三、 鐵二。  ， 

黑龍江 省は 木蘭縣 石炭 二、  餘慶縣 石炭 三、 銀 一 、 石 金 一 、  11.1 P 石炭 四、 金 岡、 
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銅 二、 鐵 一 、 銀 二、 横 一、 翠玉 , 愛琿金 M ハ、  缇原縣 金一 、  墨爾根 金 二、  蒙 
か 金 r 鹽 一、  ひか&鐵1、硫黃！、  呼勸縣石炭「硝石一、  海拉爾 石炭 r 鹽 
三等に して、 其 中 現 時 邦人の 關 係を 有する 鑛 山は、 奉 天 省に て 金 一、 石炭 一六、 鉛 二、 鐵 
四、 滑石 二、 又吉林 省に て 石炭 五、 銅 一等な々。 

次に 邦人 經 營の鑛 山に 付き 重味なる 7P のを 左に 記述すべし。 

«• *• は 南 滿洲に 多し， 主なる ネ のには 金 州 半島の 鐵山 島， 復州、 蓋 平、 海 城 •遼陽 
鐵嶺 、賽馬 集、 岫巖 等の 外、 本溪湖 鐵鑛は 現に 我大倉 組が 日 支合辦 事業 ^ して、 大規模 
に 之を 經營 し、 近來 產額頓 に 增 加し つ、 ぁ {、鞍 山站 の鐵鑛 は 今囘 日本が 採 堀權を 
獲得した る 唯一の 鐵鑛に して、 鑛 脈は 鞍 山站の 西寵王 山を 中心 ' £ し、 西南は 鐵 道ょ 
3 約十哩 、東北 H: 鞍 山. 唐 王 山、 双 峰 寺に 連久 全長 三十 哩に 及ぶ、 満洲の 地 幾多 鑛山に ' 
富むミいへ冷'鞍山站の如く鑛脈大にして且つ鐵道に近接したる便利の地に在 
る 名のを 見す、 加 ふるに 湯 崗の溫 泉、 千 山の 絕景等 ぁ 久該鐵 山の 開 堀 ' £: 相俟つて 地 
方の 繁盛を 來すべ きを 信ず、 其 他 滿鐵會 社の 調査に 依れば、 奉 天、 省 中部に 於ても 尙 
ほ 楊 木 林 子、 當石嶺 ，晌水 溝 子、 下夾河 、小 夾河 、駱駝 背、 頭 道 溝、 廟兒 溝、 小筱箕 溝、 化 皮 谷 等 


十數 箇所の 鐵鑛 あるを 確め た^ St •要するに 千 山、 撫順 、本 溪 湖を 連ねた る 一線ょ > 
東 通 化、 懷仁 地方に 亙れる 一帶の 地底は、 全部 鑛 物を 含有せ 次るな し ' £: 謂 ふ ^ 名、 歌 
て 誇張の 言に あら 次る ベ L。 

銀 銀の 產地 ^ しては 唯天寶 山の 一 あるの み、 天寶 山は 布爾哈 通 河の 一 支脈 ^ 
る 胡 仙 洞 河の 上流に 在 A て、 吉林 省延吉 縣に屬 す、 明治 二十 二 年の 開 掘に 係々、 一時. 
は 二 千 人 以上の 鑛 夫を 使用し、 一日 千兩を 銀を 採 堀し 允 多 , £ 云 ふ、 爾來 幾多の 盛衰 
を經 て ' 旦 邦人の 手 (t 歸 したる ネ、 明治 四十 年に 至 {、支那 官憲の 防止 it 遇 ひ 操業 
を 中止し、 日 支 雨* 國の 懸案 ' £ な々 以て 今日に 至る、 支那 官憲の 分析に 依れば 鑛石百 
斤ょ々 銅 三十 七 斤 八兩銀 一 兩七 錢强を 得べ し ^ 云 ふ、 銅の 產地は 石 嘴 子の j 鑛あ 
るの み、 本鑛 a 最近の 開鑛 にして、 含 銅 量 鑛石百 斤に 對し 六十 餘兩次 A ぞ〇 

石 炭  S 洲の 北半を 以て 金 底な々 S せ ば、 南 宇は 正さに 炭 底な^^ 謂 ふべ し 
實に奉 天、 吉 林の 兩省は 到る 處 炭坑を 見 次る tt なく、 現に 採 堀 中の 名 の、 み讧て ネ 
三 四十を 數ふ 、就中 撫 順、 本溪湖 "煙 臺 、沙河 子等は 旣 に 世人の 熟知す る 所 ^ }。 

撫順 炭坑は 奉 天省撫 順縣に 屬し、 渾 河を 隔て ゝ撫順 城 £ 相對 し、 渾河に 沿 a て延 
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長 四 邦 里に 亘 れる大 炭田な 久現に 採 堀し つ、 あるは 千金 # 大山、 東鄕 、楊 白 ® 老虎 
臺の 五箇 所の み 次れ ^ 名、 炭層は 最薄 八十 尺ょ々 最厚 百-七十 五 尺に 及び、 世界 稀 有 
の 厚 層に して 炭 量 優に 九 億噸を 推算す ^ せ ば、 每日五 千噸を 採 堀す る 名猶ほ 能く 
五 百年を 繼續 する を 得べ し、 炭質は 光澤に 富み、 脆弱に して 燃燒力 熾ん に、 瓦. 斯 製造 
用 ^ して 宇內 其の 比を 見ず ^ S ふ、 初め 東淸鐵 道が 本坑 を經營 する や 姑息なる 採 
炭 法を 用ゐ、 從つて 出炭 高微 々た 3 しが、 後ち 滿鐵會 社 之を 繼承 する に 及、 び、 大に其 
規模を 擄 張し、 千金寨 、楊 柏堡 、老虎 臺の三 坑ょ丸 大山、 東 鄕の二 大竪坑 を 開鑿し、 次で 
萬 達 崖に 斜坑 I 箇所を 開鑿し、 同時に 古城 子に 露天 堀を 開始し、 現今 一日 七 千噸の 
出炭 力を 有する に 至れ久 又會社 tt 石炭の 採 堀を 最 ネ經濟 的なら しむる 爲め、 在來 
の 殘柱採 堀 法を 塡砂 法に 改むる て ^ 、 し、 先づ楊 柏堡坑 ょ々 着手し で、 漸次 各坑に 
及ぼす、、 へく 目下 施工 中に 屬せ 

本溪湖 炭坑の 起原は 甚だ 古く、 淸 朝乾隆 年間 旣に 盛んに 採 堀し、 燃料 又は 水 甕 製 
造 用 ' £ して、 満洲 及 朝鮮の 各地に 輸出せられ たる ネの 、如し、 光 緒の 初年に 至} 坑 
內擄 大通氣 困難の 爲め 中止の 已むな きに 至 •久 爾來 僅 it 地方 民の 燃料を 供給す る 


に 過ぎ 次ガき 、然る it 明治 三十 九 年 一' 月大倉 組の 手に 依 {て 開 坑式を 擧げ、 其 後日 
支 合辦の 事業 ^ して 煤礦 公司を 組織し、 現今 一箇年 出炭 高 約 四千 萬噸に 達す、 本坑 
は太子河流域に沿ひて發達せる大炭田にして、本溪湖を中心冗し、東は明山溝ょ3 
西は 河 頭 溝に 至久 南は 團子 山に 亙る 總 面積 一千 百 五十六 萬 坪に して、 本溪 湖、 柳塘 
新 洞の 三區に 分て A 炭層 八 層に して 四十 尺內 外の 厚さを 有し、 炭 量 二 億 一千 五 百 
萬噸 あ々 ^ 云 ふ、 炭質は 亞 無煙炭 若く は 半 無煙炭に 屬し、 最 4 製鐵 用に 適し 又コ ー 
クスを 製造す るに 宜し、 四十 年 四月 此 地の 東方 二十 哩南坆 停車場ょ 多 南東 五哩廟 
兒溝 村落に 於て 鐵山發 見せられ、 四十 四 年 十月 公司は 製鐵 部を も合辦 する 1 v£: 、 
次  々、其  調印 ^  共に  資本金を  七  百  萬  元  ^  し、 本溪湖  煤鐵 公司 ^  改稱し 以て  今： na  至 
れ え 現 時は 熔鑛爐 二 基を 備へ、 一日の 製 銑 高 一基 百 三十 噸な 久鑛 質は 磁 鐵鑛、 礦量 
槪算八 千 萬噸に して 將來 益々 事業を 鑛 張し、 燦鑛爐 四 基 ^ 爲す 、、へきの 計 劃な々 ミ 

いふ。 

牛心臺 炭坑は 日本が 今囘 支那ょ 力 採 堀權を 得 ^ る十鑛 山の 一にして.. 本溪湖 の 
東方 約 三 里 半、 太子 河の 南邊 R 在 3、 今を 距る Z S? J 二 百年 前山 東 省 人 某の 發見に 係 
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之 光 緒の 初年 盛に 採 堀し 穴る ネのに して、 現に 舊坑 五百餘 箇所を 存せ多 、現在 日 支. 
合 辦彩合 公司の 經營に 係久 一箇所 約 十 萬噸の 出炭を 見る、 炭質は 無煙 粉炭に して 
硫黃分 多し、 此地 附近には 尙 幾多の 小 炭坑 あれを 7P 現今は 交通 尙 不便に して、 奉： 天 
市場に 出づ るまでに tt 元價六 倍の 運 殿 費を 要する を 以て 產額は 未だ 多から ず。 

煙臺 炭坑は 煙臺 支線の 終點 地に 在々、 今を 距る  <0冗 一千 餘年前 高 勾 麗人 李 某に 
依 3 て 開 堀せられ、 後ち 淸 朝に 至， 夕 採炭 者 it fl 票を 與ベて 世襲せ しめしが、 東淸鐵 
道會社 其 11 票を 買收 し、 大規模の 採炭 工事を 起し、 將に 成らん ' £: して 日露の 戦役に 
遇 tA 、 遂に 我 有に 歸し 今は 滿鐵會 社の 經營に 移れ 久 炭田は 東西 約 十三 町 南北 約 五 
十 町に 亘^ S、 炭 量 約 二十 蓠噸の 見込な 丸 現今 一日 三百 噸內 外を 出炭せ 久 炭質は ® 
無煙炭に して 特種の 需要を 有せ々。 

今 最近の 調査に 依  >  満洲に 於け る 邦人 經營 の鑛 山を 示せば 左の 如し。 

南 満洲に 於け る ■邦人 經營鑛 山 

鑛山名  位  置鑛  區  鑛業權 者 
撫 M 炭坑 養 省撫 順縣卜 益 前；^  | 滿鐵曾 社 


(大正 七 年 四月 調) 

は經營 者  現  _況 

出炭 高 最近 一日 七 千噸以 
上 ^ 1: 硫安 十七 / \ 噸 骸炭 
二十 餘噸 B 下 尙擴張 中 


煙臺 炭坑 奉 天 省 遼陽縣  __ 千 
石捭嶺 陶家屯 炭坑 吉秣省 县春縣 
炸子窖 炭坑 奉 天 省 蓋平縣 

本溪湖 炭坑 奉 天 省 本 溪縣 一 百 五十六 

西 安 炭坑 奉 天 省 西 安 縣約一 百 萬 坪 

田 師付溝 炭坑 奉 天 省 本溪縣 約 一 萬 四千 畝 
同  同  •約 五 千 畝 

搭連 炭坑 奉 天 省 撫順縣 三千 百 七十 六 畝 

牛 心 臺 炭坑 奉 天 省 本溪縣 

牛 心 臺下. 炭. 坑 同 

賽驗集 炭坑 同 

大窖溝 炭坑 奉 天 省 綿縣 
小瓢屯 炭坑 奉 天省撫 順縣 

缸窖 炭坑 吉林省 舒蘭縣 
天 和 屯 炭坑 吉林會 磐石 縣 
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同  上 
同  上 

滿鐵會 社 (森 田 彦三郞 借受) 

日 支 合 辦本溪 湖煤鐵 公司 

日 支合辦 西 安 煤曠公 司 (東洋 炭坑 株式 會社支 
配 人淺田 登 吉 採掘 販ま 契約} 

富 華 公 5J (本溪 湖煤鐵 公司 一手 賣崴 契約) 

日 支 合 辦本溪 湖煤鐵 公司 

日 支 合辦大 興煤礦 公司 (東洋 炭礦 株式 會社採 
掘販賣 契約) 

彩 合 公司 (石 本镇 太郞) 

祐信公 司 (深 川 某 代表 田 中 重太郞 採掘 販賣契 
約) 

雙合裕 煤礦 公司 (東洋 炭坑 株式 會社 採掘 販賣 
契約) 

通裕 路礦 公司 (安川 敬 一郎 借款) 

潤 興 公司 (南昌 洋行 今岡義 一郎 借款) 

峰 旗 頁 臺、 伊蔭鄕 合辦 出願 中 
峰 旗 一良 鏖 、李 尊 賢合辦 出 II 中 


出炭 高 一日 約 三百噸 


休 


止 


土 法 採炭、 冬期 稼 行  一 1i 
年 三百 噸內外 

出炭 一日 一千 噸狳 、骸炭 . 
三百 餘噸 目下捎 張 中 

試 錐 中 

目下 休止 貯炭 約 一萬噸 
未 著 手 

出炭 一日 約 三百 噸 、土 法 
採炭 

出炭 高 冬期 一日 二百 噸乃 
至 三百 噸 

土 法 採炭 高 冬！ n 日 百噸 
內外新 坑開馨 中 

試錙中 

出炭 高 一日 三百 噸內外 

出炭 一日 二十 噸內 外新坑 
開馨計 畫中 


三 三 一 
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老頭兒 溝 炭 技， 
杉 松崗 炭坑 
沙河子 炭坑 
懿路炭 坑 
大蠢 III 炭坑 
奉 天省萏 門寨 炭坑 
暧池塘 炭坑 
直_ 省 石 門寨炭 坑 
新邱 炭坑 
夾 山金鑛 
天寶山 銀銅鑛 
馬蔸 溝銅鑛 
小邊溝 銅鑛 
旋嶺 鉛鑛 
磐嶺 銅鑛 
鞍 山鐵鑛 
廟兒 溝鐵山 
八 磐嶺鐵 山 
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吉林省 延吉縣 
吉林 省輝縣 
吉林省 伊州縣 
奉 天 省 奉天縣 
奉 天 省 鐵嶺縣 
奉 天 省撫順 縣 
直 ^ 省 錦 M 縣 
直隸省 臨榆縣 

直隸 省阜新 縣三萬 二 千 2 十七 畝 
奉 天 省 熊 城 縣五百 三十 七 畝 
吉林省 延吉縣 

奉 天 省 本溪縣 二百 五十 五 畝 
奉 天 省 鳳城縣 
奉 天 省 本溪縣 
同 

奉 天省遼 陽縣 
奉 天 省 本 溪縣 
同 


三 H 二 


日 支 合 辦—州 大興合 名會社 出願 中 
邦人 某合辦 出願 中 
日 支 合辦同 興煤礦 公司 (本庄 波衞) 

愛 商 公司 加 藤淸 吉合辦 
華 盛 公司 (東洋 炭礦 株式 會社 採掘 販賣 契約) 

和 興 公司 (石 本鑕太 郞貢炭 契約) 

小 寺 洋行 

泰 記媒鑛 公司 (日 支 礦業 株式 會社三 谷 末 次 郞) 
大新 公司 大興 公司 f 大倉 組、 滿鐵會 社} 

明德 公司 (小 寺 洋行 採掘 製锿) 

日 支 合 辦南滿 洲大興 合名會 社 
葆眞大 倉 組 

日 支 合辦中 日鑛業 公司 (森 峰 一.) 

日 支 合辦中 B 鑛業 公司 出願 中 
同 

日 支 合辦 振興 公司 (鎌 田 孫 助、 于冲 漢) 

日 支 合 辦本溪 湖煤鐵 公司 
同 


今冬 ふり 開始 
休  止 
試 錐 中 
休  止 
試掘 中 

. 1 

準備中 
一日 鑛石約 一千噸 か 處理 

せ り 

一日 乎 均 >\ 十 貫の 鑛石及 
鑛滓か 處理 せり 

試掘 中 
同 


西 鞍 山" 櫻 桃園 兩鑛區 採 
掘 中 {露天 掘) 

貪鑛 採掘 準備中 

試掘 中 


通遠堡 鐵山 
吉祥峪 鉛鑛 
康莊 子鉛鑛 
臥龍 村 小 河銅鑛 
弟 兄 山鐡鏺 

新莊 炭坑 
董家溝 炭坑 

老鐵 山金鑛 

海 城 滑石 產地 

大嶺 滑石 産地 

大 石橋 菱苦 
-H 鑛產地 


奉 天嘗鳳 城 縣 
奉 天 省 本 溪縣 
奉 天 省 鐵嶺縣 

奉 天 省 本 溪縣千 二百 十六 畝 
同 

奉 天 省 錦西縣 

關東州 金 州 管內百 八十 萬 坪 
百 八十 萬 九 千 


同 

孫世榮 (東洋 炭鑛 株式 曾 社 採掘 販賣 契約) 
篠崎 軍吉 
張 錫 藩、 石 本 權四郞 

本 溪 湖煤鐵 公司、 東洋 炭礦 株式 會社 採鑛員 貢 
鎩 契約 

愛 商 公司 (加 藤 淸吉) 

君 塚 茂 太郎 


關氣州 旅 順 管 內 破 g =T 關東 都督 府 
奉 天 省 海 城 縣 


同 

奉 天 省 蓋 平 縣 


海 城全鑛 公益 公司 (一手 販 賣日东 貿易商 會大 
羽 豐抬、 滿鐵) 

天 興 公司 (三 和 公司 關甲子 郞 出資) 

日 支合辦 振興 公司 


復州 耐火 粘土 產地奉 天 省復縣 
普 蘭 店 重 晶石產 地 關東州  ， 

右の 外 滿鐵會 社に 於て 産出の 一手 販賣を 契約せ る 4 の 尾 明 山 
北满洲 A 亦 鑛產に 富める て ' £ は、 旣に 世人の 熟知せ る處な ぅ。 
調査報告に 徵する に、 鑛種は 金 鑛. 砂金を 主 ^ し、 石炭 銀 銅の 各鑛物 
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同 

昨年 試掘 中の 處 目下 休止 

試掘 中 ? .) 

試掘 中 

未 著 手 

休  止 
冬期 百 十七 八 ® i 

試掘 中 

作業 中、 多量の 貯鑛あ リ 

作業 中 

多量の 貯鑛も り 本 li 4* 目 
的と せる 工業 會 jnf: 設立 計 

畫中 

大業 公司 二 手 販賣佐 志 
雅 男、 滿鐵) 

松 崎 林 兵衞 外十數 名 

炭坑 等 ぁ^ N。 
今是れ を 諸種の 
多し。 

三 三 三 
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I 産地 吉林 以北 殊に、 北滿洲 及び 東部 西 比 利亞の 江河 流域 沿岸 地方は 總て之 
れ金產 地な^ N ^ 謂 ふを 得べ く、 就中、 黑龍 省、 アム ー火 州、 ザバ ィカ， 州、 の 黑寵江 本流 
及. び 支流ゼ ーャ 河， 沿岸 地方は 最 4 金 產地匕 して 名高し。 其の 多くは 砂金に して 
金鑛に あらず、 支那 人は 是 等の 砂金 產地 を稱 して 金 場 ' £ 云 ふ。 次に 満洲 及び 其の 
附近の 主なる 金 場に 就て 述べん。 

一、 東北 岔金 場は 寬 街の 南西 約 六 里 松 花 江上 流輝發 河の 沿岸に あ々。 幅 十町餘 
長 三十 町に 餘夂每 年 七、 八月 頃に 於て 其の 採 金者最 4 多し。 二、 夾皮溝 金 場は 吉林 
府の 南東 約 六十 里 松 花 江の 上流に あ々。 溝 口は 幅 二三 町、 長さ 六 七 里 あ A 外人の 
日記に 依れば 旣に百 二三 十 年 前よ {して 採 堀せ る 名の、 如し。 夾皮 溝を 中心 ' £ 
して 東は 古洞 河よ 丸 西は 大鷹 溝に 至る 迄で、 北は 帽兒 山よ} 南は 長 白山 麓に 達し 
東西 四十 里、 南北 三十 餘里に 亙る 大 面積を 包括して、 夾皮溝 、頭 道岔 ，王 人脖 子、 金銀 鼈 
嶺、 二道 * 黃泥河 子、 大沙 河、 古洞 河 等の 諸 金 場 あぅ。 三、 土 們子金 場 tt 琿春河 沿岸 金 
產 地の 總稱に して、 沙金 溝、 干 溝 子、 一一 道 溝、 三 道 溝、 四 道 溝、 香 房 子 溝、 西北 岔溝 等は 其の 
主要 産地た >。 四 ，綏芬 河 金 場、 は 綏芬 河水 域の 諸 金鑛の 總稱に して、 就中 萬 鹿 溝 A 


道 河 子、 小 五 沙溝等 著名な々。 五、 大平溝 金 場は 三 姓 城の 東南 約 六 里 牡丹 江に 入る 
I 小 流 5: 中心 ' £ して 周 圍四里 半に 亙る 金產 地の 總稱に して、 太平 溝、 樺 皮 溝、 南淺毛 
溝の 三 溝よ {なる。 六、 觀音山 金 場は アム ール 州の 對岸烏 伊 河口よ^ s  I、 二 里の 所 
にぁ々、 其の 周 圍數十 里に 亙  > 頗る 大規模の 金鑛 にして 鑛 夫の 如き 二千餘 名を 使 
役し 居れ々。 七、 漠河金 場は 滿洲 所在の 金 鑛中最 7P 大なる ネの にして、 黑龍江 省の 
西 4b 隅に ぁ^ V。 東西 七十 餘 里、 南北 四十 里餘に 亘る 大鑛區 にして、 漠河 、神 洞 河、 奇乾 
河 ••の 三 金 場よ 多 なる。 八、 法 畢喇河 金 場は 法畢喇 河の 上流 地域に 在々、 一時 荒廢に 
歸 し居为 {し' 現 時に 於て は 再び 淸露 人 ^ 仍 力て 舊 時の 如き 勢に 挽囘 された々 
九、 黃河金 場は セィ ャ 河の 流域 地方に 在々 て、 溝 n 四 略 礤 子を 中心 ^ して 東西 約 二 
百 •餘 里、 南北 約 三百 里餘の 間に 點在せ る 金 鑛に對 する 總稱な 々。十、 連 陰 金 場は 額 
穆爾河 及び， 旁 鳥 河の 中間に 當れる 地方の 對岸苁 る 連 陰部 落に 在 {。周 圍百二 十 
里餘に 百 一九 大小 二 十 餘の溝 口よ {なる。 金 質は 多く 塊片に して、 曾て I 塊 三十 斤 
餘の 名のを發見せる ^ ^ ぁヵミ云ふ〇十ーパ郭爾畢擦金場は阿吉郭爾畢擦河の河 
口 黑寵江 本流の 左岸 一帶の 地域に して 十三の 溝 地を 有す。 重に 露國の 經營に 係 
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> 金 質 良好な ♦。就中 大穩蹬 を 可 ' £ す。 十二、 五 斯割拉 金 場， 黑寵 江の 左岸、 スト レ 
チェン スタ ' £ ゴル ビッァ の 中間に 在^ N。 露國 政府 監督の 下に あ 3 て 露 人 之れ を 
經營せ 

\ 

以上 列擧 せる 外に、 尙 歧金產地マ」して著名なるネの頗る多し。今世人の知れる 
所の 免のを 記述せ んに 略々 次の 如し。 

一、 老爺 嶺 S? J 臨 江縣の 中間 溪 流に 沿 a て 一 金 場 あ ^ 。 猓金に 從事 せる 4 の 約 百 
餘名 な々。 二、 通 化 縣の南 約 二 里程に 大廟溝 あぅ。 三、 通 化 縣の西 約 九 里餘に 葦沙 
河金鑛 あ々。 四、 報 馬 河 金鑛、 葦 沙河金 鑛の西 三 里に あ 力。 五、 通 天 溝、 通 化 縣の西 十 
一里に あ々。 六、 大梨樹 溝、 混 江の 東岸 地域に あ乡 。七、 太平 灘金鑛 、太平 灘 河の 北岸 
地域に あ^^ 八、 林 子 頭金 鑛 、鴨 綠江 北岸 地域に あ i。 九、 老黑 山金鑛 、懷 仁縣の 東南 
十四 •五 里に あ 力。 十、 滾馬 嶺金鑛 、老黑 山の 東 約 二 里に あ々。 十一、 香爐 碗金鑛 、海 龍 
府 山城 子の 東南 約 四 里の 地點に 在ぅ。 十二、 褰馬 集の 附近に 數 箇所 it 渡る 金鑛あ 
>。十三、松花江の上流支流《る大歪崗河の谿谷に一金鑛あ々。十四 ^ 1石頭金場 
山城 子の 南 五 里餘の 地點に あ^ N。 此の 他尙饺 多々 あれ ^ ネ 、實に 一々 枚擧 する に 


遑 あらず。 

次 ¥ に 銀 鉛鑛に 就きて 記さん に、 滿洲は 金產に 於て 富稻 なれ ^ 7P 銀 鉛鑛は 槪し 
て 少なく、 唯 だ 銀鑛 S して 稍々 著名なる は、 天寶 山銀鑛 のみな 力。 天寶 山は 巴爾哈 
嶺の 南方 支崗 にあ 3 て 第一、 第二、 第三の 鑛坑 よ々 なる。 該鑛は 支那 人の 經營 にな 
れを の產額 一定せ ず。 此他 銀鑛 ^ して、 南 崗嶺鑛 、小 平 灘鑛、 凉子 M 子鑛 の諸鑛 
あれを 1 何れ 孓皆な 廢鑛 冗 な 3 たる 名の、 如し。 

此の 他. 袁家 屯 ^ 孤山、 四 道 江、 五 道 江、 平石舖 、小水 路 、南山、 凌 河、 運 山の 諸 炭坑 あれを 
名一 々枚擧 する に遑 なし。 

硫 黃  《 南 摩 天 嶺褰馬 集 地方に 産す、 其の 他牝滿 洲墨爾 根 附近の 山地よ々 も 
多量 it 產 す ^ 云 ふ。 

曹 達：^ » 河* 松 花 江 間に 屋 る廣漢 穴る 平原に 於て •その 多量を 產出 す。 現今 
a 齊 々哈爾 を距る 五十里 餘の處 に 於て •之れ が 採集に 從事 する もの 極めて 多し 「 

又 松 花 江 下流、 嫩河 下流 域に 於て 名 多量に 之を 產す ^ 云 ふ。 

鹽產坳 は 南滿洲 海岸 地方 一帶に して、 北 滿洲に 在 多て は 處々 の 湖沼 附近よ 上 
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産す るの み ^ 50 満洲の 西北 方 低地 殊に 沼澤の 存在す る 附近の 土地は 多量の 鹽 
分を 含み 呼 倫、 貝 加爾湖 よ {產 出す る 量に て名頗 ぶる 大な {ぞ 云 ふ。 此他 南滿洲 
西南の 渤海に 蒞 める 地方 蓋 平 沿岸は 製 鹽最名 盛な 6 0 是れに 次ぐ に 關東州 沿岸 
地方 あ 3。 

以上 記述せ る 外に 満洲の 鑛產 S 稱すべ きものに 石綿、 大理石 あ 力。 石綿は 懷仁 
縣の 西南を 流 過せ. る雅 河の 南岸 地域 及び 南方 約 六 里餘の 地方よ 3 產する 4 の あ 
> 。大理石は： 一巖 地方に 產す 良質に して 土人は 之れ を 採集して 煙管 其の 他の エ 
藝 品を 製作せ 多。 . 

第 十七 章  都市  .  , 

滿洲に 於け る 都市の 重 4 なる 4 のは 安 奉 線に 於て は 安東 縣 、鳳凰 城、 橋 頭、 本溪湖 
な {。奉 天 大連間 沿線に 14 奉 天、 撫順 、鞍 山站 M 陽. 大 石橋、 蓋 平、 熊 岳 城、 瓦 房 店、 普 蘭 店 
沙河、 金 州 及大連 等な^ N。 又大 連よ 力する旅順乓大石橋よ力する營口どは言ふ迄 
7^ 犮く 共 tr 此線に 於け る 屈指の 都市に して、 我 邦人の 住する もの 多し、 奉 天 釋の手 


前に |> る 蘇 家 屯 驛よ> 分岐し 約 三十 餘哩に して 千金 寨及撫 順の 炭坑 地 あ 丸 是亦 
地方に 於け る 繁華の 都市 穴る を 失は ず、 此他奉 天よ々 長 春に 至る 沿線の 都市 ^ し 
ては 鐵嶺 、開 原 •昌圖 、四 平 街、 郭家 店、 公 主嶺 及び 長 春 あ i、 長 春よ々 吉長 線に 依々 て 東 
に 走る ^ ' £ 八十 哩に して 吉林あ 之 長 春よ 3 北進す るて ' £ 百 五十 哩 it して 哈爾賓 
あ  > 、海 拉爾 « 々哈爾 、滿洲 里は 最 7 p 名高き 都市な}。 恥 他 北滿洲 R 於て は 東淸鐵 
道 沿線 及び 線路 以外に 都市の 存 する 名 の少か ら ず、 南北 滿洲を 通 b て 港 £ しては 
安東 縣 、大 連， 營口、 旅 順は 最名 名高き 地に して 港 以外に 於て は 奉 天、 遼 陽、 鐵嶺 、長 春、 吉 
林、哈爾賓は最名名高き大都市冗すゲ 

安東 縣 舊 市街を 沙 河鎭 稱す、 沙 河の 鴨綠 江 it 注入す る 交流 點にあ 3、 此 地元 
寂寞 穴る 一 小 部落に 過ぎ 次々 しが、 光緖 年間 安東 縣衙 門を 此 地に 設定せ し以 來漸 
く 市を 爲し •終に 大 孤山、 大東 溝の 繁榮を 奪 ふて、 今や 沙河 屈指の 大 商埠 ^ な A 加 ふ 
るに 日露 戰 役の 初年 時の 軍政 官に 依々 て 新 市街を 經營せ られ 、新舊 市街を 併せて 
戶數七 千 五 百 A 口 三 萬 五 千な A 內我 邦人 戶數 二千內 外、 人 n 六千內 外な々。 我 邦 
人は 新 市街に 居住せ 3、 最近： の 貿易 總額 四千 三百 餘萬圓 にして、 內 輸出 千 二百 八十 
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餘萬圓 ft 入 三千 餘萬圓 な 力。 當地ょ {僅に 十五 哩の驛 に 五寵 背の 溫泉あ 乡。 

本溪湖 奉 天の 東南 四十 餘哩の 地點 にあ々 M 治の 所在地に して、 石炭 鐵鑛 の產 
埔 たるを 以て 著は る、 我大倉 組の 經營 せる 大 炭坑 及 鐵鑛あ 丸 職工 數千 人を 使役し 
つ ゝあ彡 、ま 那人 五千餘 居住し •日本人 戶數約 一千 百餘 、人口 四千を 算し、 尙 逐年 增加 
の 傾向 * 々。 

奉 天大 S 距る 北方 二百 四十* K  5 東を 距る 西北 百 七十 八哩 の地點 S 
久此地 奉 天 一省の 行政 中心 墙に して、 兼て 東 三省 軍政の 樞地 ^ な々、 其衙 門は 日露 
戰役後 制度 一變 し、 更に 再三 變 b て 現今の 中華 民 國督軍 及 省 長に 改稱せ ら る。 人 
ロニ 十 萬の 大都會 な 丸此中 邦人の 戶數約 二 千、 人口 一  萬を 算し驛 ょ々 城外に 亙々 
日本市街を形成しつ、 |> 3、支那側ょ{言へば實に滿洲第一の大都會にして我邦 
人名 年々 增 加し 各種の 新 事業 勃興し つ ゝあ 々滿 蒙經營 の大中 心 ^ る 形勢を 示す 
撫 順奉 天を 距る 南方 十五 支 里の 地 點にあ >、 !«: 地 日露 戰役 頃までは 寂寞 ^ 
る 寒村に して、 僅に 千金 褰の 炭坑 あるに 依々 其 名を 知られ 穴る に 過ぎ 次 {しが、 日 
露 戰爭の 結果 炭坑の 經營 我が 有“ 歸 して 只 來 漸次 開發せ られ、 今や 戶數二 千 七 百 


餘 、人ロ ニ 萬 五 千 百 三十 四 人を 算す るに 至れ 3。 內我 邦人 一 萬內 外に 達す。 

營 口を 距る 東方 十三 哩餘の 地點に 在トノ 、此 地は 鐵道 開通 前までは 營口 
蚰：巖 間の 一宿 驛穴 るに 過 ¥ 次々 しが、 南滿鐵 道の 營口 支線 分岐 點 ^ なる に 及び 漸 
く 繁盛 ' £ なれ 久 現今 戶數九 百 五十、 人口 四千 百を 算す、 其 中 本邦 人 六 百 三十 九戶二 
千 百 四十 五 人 衣 力。  / 

營  £  一に 牛 f 稱す、 遼河の 左岸に お A 大 石橋ょ 力 支線 あ々 十三 哩 にして 
達す。 八 九 年 前までは 炖 墙 滿洲 唯一の 貿易港. ' £ して 最名 繁盛な 力し が、 安東 及大 
連の 開港せ. &るゝ に 及 S、 三 港 鼎 峙の 姿 ' £ な 3 、其の 繁華 4 亦 昔日の 如くなら ず、 現 
在の 戶數約 一 萬、 人口 五 萬 四千 五 百を 算 す。 內我 邦人は 七 百 戶二千 五 百 人な}、 我 
領事館 あ々 最近の 貿易 總額二 千 八 百 八十 餘萬圓 R して 內 輸出 一千 八十 餘萬圓 、輸 
入！ 千 八 百 餘萬圓 な^ N。 

§ 4 §  は 遼陽 城の 南に 在々 大 連へ 百 八十 九哩の 地な 丸 大鐵坑 地 ' £: して 名高 
く 今や 滿鐵會 社は 數 千の 職工を 使役して 大規模の 下に 採鐵 しつ ゝあ 3 、 數百戶 の 
日本 小 市街を 形成せ 丸 次驛 立山に 聯續 して 製鐵所 等の 大工 場 あ 丸是ょ 3 大 連へ 
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向 3 二つ 目の 驛に湯 崗子 V 云 ふ 温泉 あ^ N、 滿 洲に於 ける 有名なる 溫泉 場な. CN。 

A ® 

遼 陽 遼陽縣 の 所在地に して 太子 河の 右岸に 位し、 奉 天を 距る南 四十哩 、大連 
を 距る北 二百 八哩の 地點 に |> 丸 奉 天大連 間に 於け る 大都市な々。 戶數 三千 餘 A 
口 三 萬 五千餘 人を 有す。 內本 邦人 一千 五十二 UV 三千 五 百 四十 餘人 居住す。 

熊 岳 城 大 連へ 百 二十 二哩の 地に して 此附 近に 於け る 都會な 力、 城內の 戶數一 
千、 人口 四千 內 外な A 驛を 中心に して 我 邦人の 住する ％ の戶數 二百 餘 A 口 千 三百 
餘な 、夕、 此地 果樹を 以て 名 あ A 梨、 葡萄の 名產 地な 3。 

普 蘭 店 炖地は 關東州 租借地の 境界に して、 西は 渤 海の 一 部た る アダムス 灣に 
臨み 復州 ^ 相對 し、 東は 貔子窩 に 通ず る 交通の 要路に 沿へ々、 元 ' £ 寂寥たる 小 村落 
な々 しが、 明治 三十 九 年 七月 關東 都督 府此處 に 新 市街を 開き、 今は 戶數約 三百、 人口 
約 一千 三百を 算す るに 至る。 我 邦人 百 六十 餘戶 S 百餘 人な 

金 州  M 關東州 H 於け る 支那 側の 中心 都 會 にして 人口 約 一 萬 內 外にして 我 
邦人 一千 內外 居住せ 丸 城內 へは 驛ょ  >  二 十五 町 あ 久 此地は 旅 順の 背面に 在. cs 日 
露 戰爭の 古戰場 多し。 我 民政 署の 支署 あ^ N、 我關 東都 督府 統治 下に 在る 支® 人の 


都市 ' £ して 最 名 興味 ぁる 地 次；。 

大 連  ■半島の 南端に 在 丸潇洲 に於 ける 一 2 港た 久千  <  百 九十 八 年 三 
月 露國は 淸國 ^ 旅大 租借 條約を 締結し、 爾來 築港 tr 市街に 其 他 各般の 經營に 着手 
し、 工事 漸く 成らん ^ する に 際して 日露 戰爭 突發 し、 戰爭の 結果 此地は 我國の 租借 
地 ' £: な 3 我が 關 東都 瞥 府の隸 下 l:t 移 丸 經營宇 途に して 廢殘に 歸せし 市街を 復興 
して 西洋式の 都會を 築き 堂々 たる 美 觀を呈 し 今や 東洋に 於け る I 大 商港た るに 
至る。 露 國經營 時代には 人 n 一  萬 八 千餘 人に 過ぎ 次 {し 名の、 今は 戶數二 萬 六 千 
餘 、人口 十四 萬餘の 一大 都市た るに 至れ々。 此中我 邦人 戶數 一萬餘 >  人口 五萬內 
外にして 支那 人は 別に 一地 域を 劃して 支那 町を 成す。 本 港の 貿易は 輸入品に 於 
ては 綿絲 布を 第； ^ し、 麥粉， 金 屬及 金物、 米 類 等 之に 次ぎ、 輸出品は 豆粕、 大豆、 豆 油 等 
ミす、 最近の 輸出入 總額は 一億 三千 五 百圓に して 內 輸出 六 千 三百 餘萬圓 、輸入 七 千 
二百 餘萬圓 次^ N、 年々 非常の 速度を 以て 膨脹し つ、 ぁ 力。 

旅 順 關東 州の 最南 端 S 丸 曩に 露國が 關東 州を 租借す る 今此 地を 以て 極 
東經營の根據地ぞ定め、巨資を投匕て跑臺の築造、市街の建設に努めた>しが、日露 
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戰 役の 結果 終 it 我が 軍の 手に 歸し、 後ち 露國の 租借 權を耱 承し 民政を 布き 以て 今 
に 至る、 新舊 市街 あ A 堂々 ^ る 港灣な 久日 支人戶 數一萬 六千餘 、人 口十餘 萬を 算す 
其 中 我 日本人は 月 數二千 四百 餘 、人口 一  萬餘な 3、 支那 人は 別に 一地 域を 劃して 支 
那 町を 成す。 

是ょ 多 更 ir 奉 天 長 春 間に 於け る 沿線の 都市を 記せん。  . 
鐵 嶺 鐵嶺縣 治の 所在地に して、 奉 天 長 春 間 沿線 主要の 都會 次， 〇; 奉 天を距 る 
北 S 十餘哩 、開 原の 南 九 里に あ  > 、遼河 其の 西を 流れ、 鐵道 南北に 通 b 水陸の 便利な 
る  <o £ j 省に 冠 ^ 久戶數 約 四千、 人口 三 萬餘を 有す、 本邦 人の 居住す る 者 戶數五 百 
五十 餘戶 A 口 一千 六百餘 人な 多。 

開 原  S 驛 の 東北 二 里 半 にあ 々て吉 林、 長 春、 英 .額 城の 三方 面に 通ず i 路 
を扼 す、 淸河其 南を 流れ 黃龍河 其 北を 繞 力て 山河 襟帶の 要害を 占む、 舊 時は 顔る 繁 
榮を 極め ^ 多し' 鐵 道附屬 地の 逐年 發展 する に 伴 ひ、 城內は 次第に 衰退を 來し現 
今にて は 僅かに 舊態 を存 する のみ.、 戶數 三千 三百 餘 、人ロ ニ 萬を 算 す。 鐵道 附屬地 
內には 我 邦人 一千 内外 居住せ 多。 


四 平 街 長 春の 南 七十 二哩 、鐵嶺 の 北 七十 三哩に ぁ {て 恰 4 奉 天 長 春 間の 中央 
に 位置す、 此地は 開 原驛 ^ 共に 純然 穴る 鐵道 都市に して、 東 淸鐵道 時代に a 驛舍、 兵 
營以外 何等の 建築物な く、 顧る 荒 凉を 極めし が、 我經 營に歸 して以 來 著しく 發展し 
今や 四鄭 線の 起點 にして 汽車 鄭家 屯 ' £ 來往し 一層 繁榮に 向 ひ、 つ、 ぁ 戶數約 
九 ■百、 人口 約 六 千を 算 す。 我 邦人 三百 十餘戶 一千 百 餘人犮 多。 

鄭家屯  一 £ 源 墨す、 南 滿鐵道 因 平 街 驛ょ力 西北 約 十八 里西遼 河の 支流な 
る老哈 河の 右岸に 在久縣 治の 所在地に して 其 位置 恰名滿 蒙 交通の 要衝に 當れる 
を 以て 夙 (t 發 達し 商業 殷盛を 極む、 人口 約 三 萬 人. を算 す。 今や 四 平 街ょ々 五十 哩 
の鐵道 通 b 満洲 ^ 蒙古 ^ の 聯絡 地 ^ して 益々 隆昌に 向 n つゝぁ 多、 我 邦人 約 五 百 
內外居 •住する に 至々 た^ N。  . 

公主嶺 大 連を 距る 三百 九十 九哩 、長 春ょ々 西南 僅に 三十 九哩の 地點に 位し、 奉 
天 省 懷德縣 の 治下に 屬 す、 南满鐵 道會社 の 經營に 移 力し以 來 、我が 官民 及 支那 商工 
業者の 移住す る もの 多く 現今 戶數 一千 五百餘 ，人口 八 千 二百 三十 餘を 有する に 至 
る。 內 日本人 六 百 五十 餘戶、 二 千 五百餘 人を 算 す。 

第二 編  人文地理 (都市)  ,  三 四 五 
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長 春  S 鐵道ミ 東淸鐵 道の 聯絡 地に して 奉 天 H 次ぐ 大都會 な > 。奉 天を 
距る百 八十 九哩の 地に して 軍事上、 政治 上. 商業 上 其に 重要の 中心 點な 開市以 來 
未だ 短日月なる に 名 拘はら ず、 頗る 急速の 發展を 遂げ、 今や 戶數一 萬 一千、 人口 六 萬 
七 千を 算す るに 至れ 夂我 邦人 一千 百餘戶 、四千 人內 外に 達す。 

吉 林 長 春の 東方 約 三十 五 里 松 花 江の 左岸に あ A 長 * ょ {鐵 .道 あ 3 七十 九 
哩に して 達す、 吉林 省の 首府に して 吉 林道 尹 公署 あ ダ、 其の 繁華 省 中に 冠た 3、人 口 
八 萬 ' £ 稱 す。 日露 戰後 開放せられ たる 市場に して 日本人の 居住す る％ の 約 三百 
名を 數ふ、 他日 海 龍、 吉林線 及び 吉林會 寧 線鐵道 起工の 曉は 市況 I 層の 殷賑を 加へ 
ん。 

哈爾賓 松花江河口を溯る2€約百二十里、長春を距る百五十哩の地點にあぅ 
浦 鹽へ約 我 二百 里 あ >又 純然たる 露國 式の 大都會 にして、 目下 市街を 形成す る 土地 
の 面積 我 五 百 二十 町步 、露 國人約 五 萬 ^ 稱す 、我 邦人 約 三千 內外 居住せ々。 支那 •人 
は 約 十 萬に して 主 ^ して 傅 家甸に 支那 街を 形成す. 當 地 a 北滿洲 商業地の 中心に 
あるを 以て 其 取引 範圍 亦廣大 なれば 隨つて 商業 取引 盛に 行は る 統計の 完騰せ る 


ものな けれ ^ 4 約 五 千 萬 圚內 外の 商業地 次 3。 然して 満洲の 重要 物產 たる 大豆 
豆粕 輸出 業の 如きは 本邦 商人の 手に 依 多て 盛に 輸出され つ、 あ 力。 我 西 比 利 出 
征に依 3 當地に 於け る 日本の 勢威を 加へ たれ ぼ將來 益々 發展 するな らん。 

阿 什 河 哈爾賓 を距る 九 里 •吉 林三勉 間の 通路に 當力阿 什 河 驛を距 る 約 一 
里の 地點に あ^ N、 東 淸鐵道 東線區 中の 都會 にして、 西南 雙城堡 € 對峙 し、 商況 活潑な 
ぅ.、 戶數約 三千、 人口 約 二 萬^ 01 す。 

寧 古 塔 滿州 古城の 一にして 吉林 省の 東北 部に 在々 m 淸鐵道 東 區海林 驛を距 
る 南方 約 七 里、 綏芬 縣署の 所在褪 にして 戶數二 千、 人口 約 一 萬 三千を 有す。 

齊 々哈爾 黑龍 省の 首府に して 黑龍 省廳あ 々、東 淸鐵道 西部 線區齊 々哈 爾驛の 
北方 六 里 半、 墨爾根 、愛輝を 經て ブラ ゴゥヱ シ チュン スク 市 It 通す る 街道 上に 在} 
水陸 交通の 要衝に 當久露 國商賈 及 蒙古 人の 來往 頻繁な 3。 戶口は 六 千 五 百、 人口 
三萬內 外な 丸 我 邦人 百 名內外 居住し、 我 領事館 あ々。 

海拉爾 "哈 爾賓 ょぅ 鐵路 西北 百 五六 十虽 海拉爾 河の 左岸に 在久此 地の 商業 的 
生命は 畜產 にして、 家畜 貿易は 北滿 第一な 多。 

第二 編 人 k 地理 (都市)  三 四 b 


第二 編  人文 迪理 (都市)  三 四 八 

滿洲里 黑寵江 省の 最西端 後 貝加爾 州の 交 界點に 位し、 東 淸鐵道 西部 線 區の發 
起點に して 又 後 貝 加爾鐵 道の 終點な 力、 哈爾賓 へ 我 二 百 三十 七 里 ぁ i、 商業 上の 特 
質ょ 力 云 ふ 時は 海 拉爾に 亞ぐ 畜產の 集散地に して、 獸脂 、毛皮 革 等の 原料 品を 多量 
に 輸出す、 ヌ 近年 砂金の 產出增 加し、 頗る 矚目 されつ ゝぁ丸 戶數 一 千 二百、 人口 一  萬 
二 千內 外にして •露 人 二 千 內外我 邦人 三百 內外な ぅ。  二 _  . っ 

伯 漁！!  新 城 縣署の 所在地に して 松 花 江の 右岸 嫩 江の 會流點 の 上流 七 里、 吉林 
省の 最西 端に 在 丸 戶數約 三千、 人口 四 萬 千 三百 餘人を 有す。 北 滿洲に 於け る 重要 
なる 地點の 一にして、 水路は 松 花 江に 據 力て 上流 遙に吉 林 及び 下流 哈爾賓 ミ 呼應 
し X 嫩江に ょ} て 遠く. 齊 々哈爾 及び 墨爾 根に 連絡す。 而 して 陸路 南 農 安を 經て 
長 春に 到る 名の、 東南 吉林に 到る 名の、 東北 哈爾賓 に 到る ネの 、更に 北方 嫩江に 沿 ひ 
て齊 々哈爾 に 到る 名の、 西南 蒙古 洮南府 に 到る 4 の 等* 皆此 地に 集結せられ 所謂 四 
通 八達の 要衝た 3。 

は 呼 蘭 城の 北 二十 五 里の 地に 在^ N、 此地は 同 治 年間 此 地方の 開拓 ' £ 
共 It 勃興し ^ る 市場に して 戶數 三千 三百 餘 、人口 一  萬 五 千を 有す 北 滿有數 の農產 


地に して 又 商業地な’。 

愛 琿黑 11 江 沿岸に 沿へ る 貿易港に して、 僅かに j 河 % に 過 S れ i 爾 
賓璋 頭よ々 船便に よ々. て 輸送せ らるゝ 支那 產 貨物 及び 外國產 貨物の 輸入を 最^ J 
し、 近年 平均 五 百 萬圓の 輸入額を 示せる 名 •其 大部分は 對岸 露領に 再輸出せ ら る、 
狀態な ぅ。 

三 勉 牡丹 江 及 松 花 江 口の 會流點 にあ 久此 地は 明治 三十 八 年 締結せ る日淸 
條約に 依々 萬 國 通商の 爲めに 開放せられ 穴る 市場の 一にして 其 特種 產物穴 る 貴 
金屬 、毛皮、 魚類 及び 菌類は 一旦 此の 市場に 集ま A 夫よ々 他に 頒布せ ら る、 を 以て 
商況 活潑な 多。 戶數約 二 千 二百、 人口 一  萬 三千 餘 、內 本邦 人 現に 五戶 三十 餘人 居住 
す。 

呼 蘭. 城 松 花 江の 支流 呼 蘭 河の 東岸に ある I 都府に して 戶數約 四千、 人ロ ニ 萬 
五 千を 有す a 地は 穀類の 取引 極めて 旺盛に して 商業の 盛んなる て ' £ 松 花 江 北の 
沿岸 中 第一な 久 殊に 海偷縣 一帶の 開墾 日を 逐 ふて 進埗發 達しつ、 あれば 此 地の 
將來は 有望な す。 
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揮 春 tt 圖滿江 岸に 於け る pfi 一の 都會 にして 支 ir 人 約 1萬 內外あ 3 外 it 朝 
鮮人數 千 人 及び、 我 邦人 百 五十 名內外 居住せ 丸 我 領事館の 分館 あ 彡。 


支那 


里は 我 五町 十六 間 四 尺八 寸 


露 里は 我 九 町 四十 五 間 


葙度は 我 四 貫 三百 六十 四 匁 


最 

新 


満洲 地誌 L 編 終 


滿 洲に關 する 協約 SIT ^  か 3 

明治 三十 八 年の 日露 戰爭の 際 日本軍の 連戰 連勝に 依 多 露 國の敗 勢挽囘 すべから 次る に 至 3 、米 國大 
統領， 1ズ ベルト 氏の 斡旋に 依 3 日露 兩國は 講和 談判を 開く に 同意し、 日本 政府は 外務大臣 小 村壽太 
郞及駐米公使高平小五郞を講和全權委員に任 1^ 、露國《前大藏大臣クィツテ及駐米大使ローゼンを全 
權 委員に 擧げ て、 米國。 ホ ー ツマ スに會 合し、 八月 九日ょ々 二十 九日に 至る 三 週日の 間に 會見 十三 囘に 
して 談判 終結し、 九月 一日 休 戰條約 成 {、越て 九月 五日 講和 條約に 調印を 了せ 力。 要領 左の 如し、 

I  露國は 日本が 韓國に 於て 政事 上、 軍事上 及經濟 上の 卓絕な る 利益を 有する こ ^ を 承諾し、 日本が 
韓國に 於て 必要 ^ 認むる 指導 保護 及 監理の 措置を 執る に 方 多 之を 殂礙し 又は 干渉せ 次る 事を 約す」 
兩國 a  I 切 誤解の 原因を 避けん が 爲 め、 露 韓の國 境に 於て、 露 國又は 韓國の 領土の 安全を 侵 迫す る 
て ' £ あるべき 何等 軍事上の 措置を 執ら 次る て ^ に 同意す。 

U 日露 兩國は 互 ct 左の 事を 約す。  • 

一 遼東 半島 租借 權が 其效 力を 及ぼす 地域 以外の 満洲ょ々 全然 同時に 撤兵す る ^ ^ 。 

二 前記 地域を 除く の 外 占領 又は 監理せ る 満洲 全部を 淸國に 還 附する ts。 

滿洲 U 關する 協約  一 


滿洲に 關 する 協約  二 

露國は 淸國の 主權を 侵害し、 又 tt 機會 均等 主義 ^ 相容れ 次る 何等 領土 上の 利益、 又は 優先的 若く は 
專屬的 讓與を 滿洲に 於て 有せ 次る を聲 明す。 

三日 露兩 倒は 淸國が 滿洲の 商工業を 發達 せし むる 爲 め、 列國に 共通す る 一般の 措置を 執る に 方々 之 
を 阻礙せ 次 るて ^ を 約す。 

Ea 露國は 淸國の 承諾を 以て、 旅 順 口、 大連趑 に 其 附近の 領土 及 領水の 租借 權及該 租借 權に關 聯し又 
は 其 一部を 組成す る 一切の 權利 特權及 讓與を 日本に 移轉讓 渡す、 露國は 又 前 租借 權が效 力を 及ぼす 
地域に 於け る 一切の 公共 營造物 及 財産を 日本に 移轉讓 渡す。 

兩國 は 前記 規定に 係る 淸國の 承諾を 得べき て ' £ を 約す。 

日本は 前記 地域に 於け る露國 臣民の 財 產權が 完全に 尊重せ らるべ きを 約す。 
a  , 露 國は長 春 (寬城 子) 旅 順 口 間の 鐵道及 其 一切の 支線、 猫に 同地 方に 於て 之に 附屬 する 一切の 權利 
特權及 財産、 及 同地 方に 於て 該鐵 道に 屬し 、又は 其 利益の 爲に 經營せ らるゝ 一切の 炭坑を 無償に て 
淸國の 承諾 5: 以て H 本に 移轉讓 渡す。 

六日 露 兩國は 滿洲に 於け る 各自の 鐵 道 ^ 全く 商工業の 目的に 限， 〇經營 し、 決して 軍略 上の 目的を 以 
て 經營せ 次 るて ^ を 約す。  . 

該 制限は 遼東 半島 租借 權が其 努力を 及ぼす 地域に 於け る鐵 道に tt 適用せ ず。 


七日 露 兩國は 交通 及 運輸を 增 進し、 且 之を 便 易なら しむる の 目的を 以て、 其 接 續鐵道 業務を 規定せ 
んが爲 め、 成るべく 速 かに 別 約を 締結すべし。 

八 露國は 薩哈蟪 島 南部 及 其 附近に 於け る 一切の 島嶼、 竝に該 地方に 於け る 一切の 公共 營造物 及 財 產 
を、 完全なる 主權 ^ 其に 永遠 日本に 讓與 す、 其讓與 地域の 北方 境界 K 北緯 五十 度 ^ 定む e 
日露 兩國は 薩哈曬 又は 其 附近の 島 噴に 於け る 各自の 領地 內に 、堡壘 其 他 之に 類す る 軍事上 工作物を 
築造せ 次る て ^ に 同意す、 又兩 國は宗 谷海峽 及韃靼 海峡の 自由 航海を 妨礙 する て ^ ぁる、、 へき 何等 軍 
事 上の 措置 5: 執ら ^ るて ^ を 約す。 

尙 同日を 以て 調印せられ たる 追加 條款は 撤兵 及鐵道 守備隊に 關 し、 左の 如く 約束せ々。 

I  講和 條約實 施の 日ょ々 十八 箇月の 期間 內に 、雨國 の 軍隊は 遼東 半島 租借地 以外の 滿洲 ょ々 全然 撤 
退すべし、 前面 陣地を 占領す る雨國 軍隊は 最先に 撤退すべし。 

二兩 締盟 國は 滿洲に 於け る 各自の 鐵道 線路を 保護せ んが爲 め、 守備兵を 置く の權 利を 留保す、 該守 
備 兵の 數 tt i キ ロメ ー ト， 每に 十五 名を 超過す るて ^ を 得ず、 而して 日露 兩國 軍司令官は 前記 最大 
數以內 に 於て 實 際の 必要に 顧み、 之 U 使用 せらるべき 守備兵の 數を雙 方の 合意を 以て 成るべく 少數 
に 限定すべし。 

滿洲 II 關する 協約  三 


滿洲に 關する 日 支 協約  四 

滿洲 に關 する 日 支 協約 ( II I 5 群 If ) 

是ょ 3 先ボ ー ツマ ス談判 の 開始に 臨み、 淸國は 突如 ^ して 代表者を 該會 議に參 列せ しめんて ' £: を提 
議せ >、 日本は 突飛なる 淸國の 要求の 背後には、 必ず 煽動 者 あるべき を 想像し、 日本は 戰爭の 結果に 
ょ {露 國ょ多 奪 囘し穴 る 滿洲を 自由に 處分 する の權 能を 有す、 淸國の 力を 藉 るの 要 無し ' £ して 之を 拒 
絕せ多。淸國は未だ曾て滿洲を他に讓與せしてぞなきを以て、日本ょ3還附を受くるの理由無し ^ 稱 
し、 日露 間の 議定 如何は 淸國の 承諾す る 能 K 次る 所な の 三百 的 通吿を 日露 兩國に 通告し、 併せて 
之を 列國に 聲 明し、 列國 をして 全然 自己の 地位を 忘却せ る 淸國の 無謀に 一驚を 喫せし めた 3。 日本は 
淸國の 通告を 峻拒した る 4、 講和 條 約の 第三 條 乃至 第 六條は 淸國の 領土 權に關 係を 有し、 殊に 第 五條 
の遼 東半 島 租借® びに 第 六 條の東 淸鐵道 及撫順 炭坑 讓與に 就て は 淸國の 承諾を 求むべき を 約せ るを 以 
て、 小 村 外相は ボ ー ツマ スょ {歸 朝の 後、 全權 大使 ^ して 北京に 到 {、十二月 七日ょ 3 二十 一日 迄、 
淸國全 權袁世 凱、 瞿鴻麟 S 秘密 協議を 遂げ、' 商議を 省ぬ る 二十 餘囘に して、 十二月 二 十二 日 左の 條約 
に 調印せ 力 

第一 條淸國 政府は 露國が 口 露 講和 條約第 五條 及第 六條 に 依々 日本に 對 して 爲 したる 一切の 讓 渡を 承 
諾 す。 


第二 條 日本 國 政府 tt 淸 露兩國 間に 締結せられ たる 租借地 傲 鐵道 敷設に 關 する 原條 約に 照し、 努めて 
遵守すべき て ' £ を 承諾す、 將來 何等 案件の 生 b 穴る 場合には 隨 時淸國 政府 ^ 協議の 上 之を 定むべ し 
日 淸兩國 は 右條 約に 關聯 し、 滿洲に 於て 雙方 共に 關 係を 有する 他の 事項を 左の 如く 協定し 附屬條 約 £ 
して 同日 之に， g 印し ^ 力。 

第一 條淸國 政府は 日露 軍隊 撤退 後 成るべく 速に 外國 人の 居住 及 貿易の 爲め 、自ら 進みて 滿洲に 於け 
る 左の 都市を 開くべき て ^ を 約す。 

♦盛 京 省  鳳凰 城  遼陽  新 民 屯  鐵嶺  通 江 子  法 庫 門 
吉林省  長 春 (寬城 子)  吉林哈 爾賓寧 古 塔  輝 春三勉 
黑龍江 省  齊 々哈爾 海拉爾  愛琿  滿洲里 
第二 條淸國 政府は 満洲に 於け る 日露 兩國 軍隊® に鐵道 守備兵の 成るべく 速に 撤退せられ んてぞ を 切 
望する旨を言明し穴るに因{、日本國政府は淸國政府の希望に應せんてぞを欲し、若し露國に於て 
其鐵道 守備兵の 撒 退を 承諾す るか、 或は 淸露 兩國 間に 別に 適當の 方法を 協定し 穴る 時は、 日本 政府 
ネ同樣 に 照辨 すべき 2 S を 承諾す、 滿洲 地方 平 靜に歸 し、 外國 人の 生命 財産を 淸國 自ら 完全に 保護 
し 得る に 至^ る 時は、 日本 國名亦 露國 ^ 同時に 鐵道 守備兵を 撤退すべし。 

第三 條 日本 國 政府は 滿洲に 於て 撤兵を T- し 穴る 地方に 直ちに 之を 淸國 政府に 通知す. ベく、 淸國政 府 

滿洲に 閼 する 日 支 協約  五 


滿洲 Li 關 す 3 日 支 協約  六 

は 日露 講和 條約 追加 約款に 規定せ る 撤兵 期限 內兄雖 名、 旣に 上記の 如く 撤兵 完了の 通知を 得た る 各 
地方には、 自ら 其 安寧秩序を 維持す る 爲め 必要の 軍隊を 派遣す るを 得る ネ の ^ す、 日本 國 軍隊の 未 
だ 撤退せ 次る 地方に 於て、 若し 土匪の 村落を 擾 害する て ^ ある 時は、 淸國 地方 官ネ亦 相當の 軍隊を 
派遣し 之を 剿 捕す るて ^ を 得、 但し 日本 軍隊 駐屯 境界よ 力 二十 淸里以 內に 進入す る こぞを 得 次る ネ 
の ' £ す。 

第四條 日本 國 政府は 軍事上の 必要に よ々 满洲に 於て 占領 又は 收用せ る淸國 公私 財産は、 撤兵の 際悉 
く淸國 官民に 還附 し、 又 不用に 歸 する ネのは 撤兵 前 ^ 雖名 之を 還附 する て ' £ を 承諾す。 

第五 條淸國 政府は 満洲に 於け る 日本軍 戰 死者の 墳墓 及 忠魂碑 所在地を 完全に 保護す る爲 め、 總て必 
要の 處 置を 執るべき て ^ を 約す。 

第 六 條淸國 政府は 安東 縣奉天 間に 敷設せ る 軍用 鐵道を 日本 國 政府に 於て 各國 商工業の 貨物 運搬 用に 
改め、 引續 き經營 する を 承諾す、 該鐵 道は 改良 工事 完成の 日よ {起算し (但し 軍隊 送還の 爲 め遲延 
すべき 期間 十二 箇月を 除き 一 一箇年を 以て 改良 工事 完成の 期 ^ す) 十 五箇 年を 以て 期限 ' £ 爲 し、 卽光 
緖四 十九 年に 至 多て 止む、 右 期限に 至ら ば雙 方に 於て 他國の 評價人 一名を 選み， 該鐵 道の 各 物件を 評 
價せ しめて 淸掘 に賣 渡すべし、 其賣渡 前に 在 6 て淸國 政府の 軍隊 兵器 糧食を 輸送す る 場合には 東清 
鐵道條 約に 準據 して 取扱 ふべ く、 各種 鐵道 改良の 方法に 至つ ては、 日本 國の經 營擔當 者に 於て、 淸 


國ょぅ特派する委員 ^ 切實に商議すべき名のざす該鐵道に關する事項は東淸鐵道條約に準ら淸 
國 政府ょ {委員を 派し 査察 經理せ しむべ く、 又 該鐵 道に 由 6 淸國 公私 貨物を 運搬す る 運賃に 關 して 
は 別に 詳細なる 規定を 設く べき ネの S す。 

第 七條日 淸雨國 政府の 交通 及 運輸を 增 進し 且 之を 便 易なら しむる の 目的を 以て、 南 滿洲鐵 道 ^ 淸國 
各 鐵道匕 の接續 業務を 規定 せんが 爲め 、成るべく 速 かに 別 約を 締結すべし。 

第 八 條淸國 政府は 南 滿洲鐵 道に 要する 諸般の 材料 ir 對 し、 ■各種の 稅 金及釐 金を 免ずべき こ ^ を 承諾 

す。 

第 九 條盛京 省內に 於て 旣に 通商 場を 開設した る營口 、及 通商 場 ' £ 次すべく 約定し ある ネ未だ 開 加れ 
次る 安東 縣茴奉 天 附近 地方に 於て、 日本 居留地を 劃定す る 方法は 日 淸兩國 官吏に 於て 別 tc m 議 決定 
すべし。  . 

第 十 條淸國 政府は 日淸 合同 材木 會 社を 設立し、 鴨綠江 右岸 地方に 於て 森林 切 伐に 從事 する 之 ^ 、 其 
地區 の廣狹 年限の 長短 及會社 設立の 方法、 茴 合同 經 營に關 する 一切の 章 程は、 別に 詳細なる 約束を 
取 極むべき て ^ を 承諾す、 日 淸雨國 株主の 利益に 均等 分配を 期すべし。 

第 十 一條 潇韓國 境 貿易に 關し ては、 相互に 最惠國 の 待遇を 與ふべ きネ の ^ す。 

第 十二 條日 淸雨國 政府は 本日 調印した る條約 及附屬 協約の 各條に 記載せ る 一切 事項に 闘し、 相互に 

滿洲 1* 藺する 日 支 協約  七 


日露 鐵道 接續一 一關す る條約  八 
最 優の 待遇を 與 ふる 2 ぐ」 を 承諾す。 

右 協約は 本條 約 ^ 共に 千 九 百 五 年 (明治 三十 八 年) 十二月 二十 二日 北京に 於て 調印せられ 卽日效 力を 
生ずる Z. S を 規定せ々、 此條約 及附屬 協約の 成立に 依々 て H 露 講和 條約に 規定せ る 遼東 半島の 租借 權 
及 南 滿洲鐵 道に 撫順 炭坑は 完全に 日本に 讓與せ られ 、日露 戰爭の 結末は 之に 依つ て 一段落を 吿げ 、十 
年 前 三 國干涉 に 依つ て 奪 tt れ托る 掌中の 珠は 再び 日本の 手に 歸れ 力。 

日露 鐵道接 續に關 する 條約 (明治 旱 年-ハ 月) 

。ホ I ツマ ス條約 第 八條の 規定に 從 ひ、 滿洲 H 露鐵 道接續 業務に 關 する 條約 a 千 九 百 七 年 (明治 四十 
年) 六月 十三 日本 野駐露 公使 ^ 露國 外相 ィ V ゥォル スキ の 間に 假條約 (十一 箇條) てして 調印せ ら 
れ穴 要領 左の 如し、 

两.兩鐵道線の連絡 « 、東淸鐵道寬城子停車場の境界線に於て之を行ふべし、南滿鐵道會社は同社の 
採用せ る 線路 軌間を 以て、 同 鐵道長 春 停車場ょ 々東 淸鐵道 寬城子 停車場の 現 界迄其 線を 延長すべく 
東淸 鐵道會 社の 敷設に 係る 日本の 該 延長 線に 接續 して、 之 ' £ 同一 軌間の 線路を 寬城 子露國 停車場の 
_ 降 場に 至. る 迄 敷設すべし、 東淸 鐵道會 社は 寬城 子露國 停車場の 乘降 場ょぅ 同 停車場 一 米突 五 二 四 
の 軌道 幅 (卽 五英 尺の 露國軌 道 幅) を 以て 其 線路を 延長 敷設すべく、 南滿 鐵道會 社は 東淸 鐵道會 社の 


敷設に 係る 露國 延長 線に 接續 して、 之 ' £ 同一 軌間の 線路を 長 春 日本 停車場の 乘降 場に 至る 迄 敷設す 
べし、 日露 雨鐵道 線の 連絡 點及該 連絡の 戈 法は 雨會 社の 合意を 以て 之を 決すべ し。 (第 一條) 

一一 南 滿洲鐵 道會社 及東淸 鐵道會 社は、 其 線路 連結の 外雙方 線路 軌間の 相 異なる 結果 ' £ して、 必要 ^ 
次 {たる 終點 停車場に 於け る 旅客 及 貨物の 直接 交通を 計々 成るべく 短少の 時間 ^ 成るべく 少額の 費 
用を 以て 貨物の 積 換を行 ふが 爲必 要なる 設備を なすべし、 兩會 社は 各自 己の 地 區內に 於け る 建築 設 
計は 自ら 決定す るの 權 利を 保留す。 (第二 條) 

H 南滿鐵 道の 旅客列車に 依々 輸送せ るゝ 旅客 手荷物 及 其の 他物 件を 搭載の 儘、 日本 線路に 依々 寬城 
子の 露國 停車場に 至るべく、 東淸鐵 道の 旅客列車は 同 b く 搭載の 儘露國 線路に 依々 長 春 日本 停車場 
に 至るべく、 南滿鐵 道の 貨物列車に して 東淸鐵 道に 向 ふ 名のは、 日本 線路を 經て寬 城 子露國 停車場 
に 至々、 同所に て該 貨物を 露國鐵 道に 引渡し 若く tt 積 替すべ く、 東淸鐵 道の 貨物列車に して 南滿鐵 
道 線に 向 ふ 4のは、露國線路を經て長春の日本停車場に至$、同所にて該貨物を日本鐵道に引渡し 
若く は 積替 すべし。 (第 五條) 

同條 約の 追加 條款 ^ して 日露 兩國鐵 道 間に 旅客 及 貨物 直接 交通を 開始せ ん爲 め、 成るべく 速 かに 特 
別 協定を 締結せ んて S を 約し、 且つ 左の 如く 協定せ 九 

| 吉林長 春 間の 鐵道設 敷せ らる 、迄、 兩鐵 道接續 業務 假條約 第 五條を 採用す るて ^ に 同意した る 

日露 鐵 道接續 1- 關す る條約  ブ 


日露 鐵道 接績 11 蘭す る條約  一〇 
にょ^ N、 兩 締盟 國は 追て 該鐵道 敷設せられ たる 時は、 東淸鐵 道に 依々 北方ょ 々來 {て 吉林 又は 大連 
に 向 ふ 旅客の 轉乘及 吉林線 又は 南滿 線に 依々 來 著して 北方に 向 ふ 旅客の 轉乘 は、 長 春の 日本 停車場 
に 於て 行 ふべき て ^ を 約す、 之が 爲め關 係 兩會社 間に 追て 特別の 協定を 締結す べし。 

二 本假條 約に 規定せ る 工事 竣成 前 ' £ 雖 4、 滿洲に 於け る鐵 道接續 業務の 實 行を 期せん が 爲め 、南滿 
鐵道會 社は 寬城 子の 露國 停車場 附近に 假 停車場を 建設すべし 且 R 本假 停車場 m 寬域 子露國 停車場 間 
に 旅客列車に 依々 運送せ らるゝ 旅客 小包 手荷物 及 其 他物 品の 轉送及 貨物の 積換を 行は んが爲 め、 兩 
會社 各自 此の 目的に 必要なる 設備を なす Y し。 

同日を 以て 寬城子 停車場の 共有 權を 放棄す る 代償 ' £ して、 露國は 日本に 露貨 五十六 萬 三 s' 九十 三留 
を仕拂 ふて ^ 、 竝に 露國は 石碑 嶺及陶 廣 屯の 炭坑を 現 形の 儘 日本に 引渡す 之ど、 日本は 追て 寬城子 露 
國 停車場 ^ 長 春 市街 .^ の 間 a 於て 長 春 日本 停車場を 建築すべき 場所を 選定す るて ^ 、 吉林線 建築の 場 
合に 日本 tt 長 春 停車場の 境界 以外に 於て 寬城 子露國 停車場 ' £ 長 春 市街に 通ず る 主要 道路 ^ 鐵道 線路 ' £ 
の 交叉 點に 踏切 若く tt 陸橋を 建設す るて ^ 等を 議定し、 同年 七月 二十 I 日に 至 3、 南満 鐵道會 社 委員 
國澤 新兵 衞 、東 淸鐵 道會社 委員 公爵 じ〆 コ フの 間に 左の 日露 鐵道 接續 協約を 締結した ぅ。 

|  南 滿東淸 間接 續假 停車場 及 其 設備 (十一 箇條) 

II 兩 鐵道假 停車場に 於け る接續 輸送 事項 (十二 箇條) 


三 長 春 及 寬城子 間の 接續線 及接續 設備 (六 箇條) 

右 協約を 基礎 ' £ し 明治 四十 二 年 一月 二十 二日 南 滿鐵道 代表者 富 永 忠！ 、東 淸鐵道 ホ〆 ヮ彳卜 少將の 
間に 南滿鐵 道 長 春驛を 通過す る 旅客 輸送 手 續に關 する 假 協約に 調印し ^ 多。 

滿 洲に關 する 日淸 協約  (明治 四十 1 一年) 

桂 公が 明治 四十 I 年 六月 西 園 寺內閤 の 後を 承け て、 第二次 桂 內閤を 組織す る や、 小 村 侯は 再び 外相 
の 任に 就き、 後藤 男は 滿鐵總 裁ょ $轉匕 て I 躍遞 相の 任を 受く るに 至々、 新 內閤は 對支關 係の 改良を 
以て 外交 綱領の  一 ^ 次し 和衷 交譲の 精神に 依ぅ、 滿洲に 隱 する 諸 懸案を 始め、 淸國ぞ の 間に 蟠れる 諸 
問題を 一掃せ ん 2 冗 を 期した 力、 滿 洲に關 する 交渉 問題 ' £ して、 雨國 間に 懸案 ' £ なれる 名のは、 所謂 
間 島 問題、 法 庫 門鐵道 問題、 撫順 煙臺兩 炭坑 所有 權 問題、 大 石橋 營口間 支線 問題、， 奉 天 停車場 問題、 
本溪湖 炭礦 問題 等な As す、 是 等の 係爭 問題は 一時 大 に雨國 間を 疎隔 離反せ しむる の 虞 あ 3 し 4、 安 
奉 線 改築に 關 する 日本の 斷乎 たる 行動 ir ょ 力、 淸國 政府を して 反省す る 所 あらしめ 攝政 王が 果斷 ^ 誠 
意 ' £ を 以て 日本 ^ 開始す るに 至 力、 日本 名 亦 誠意を 以て 之に 應 b 玆に兩 國の交 涉談剑 は 從來其 例を 見 
次る 速度を 以て 進埗 し、 其 結果 所謂 満洲に 關 する 六 交渉 事件 ネ 、兩國 の 和衷的 精神 ^ 依 {て 解決し 明 
治 四十 二 年 (一九 〇九 年) 九月 四日を 以て 我駐淸 公使 伊集院 彥吉 S、 淸國 外務 部尙書 梁敦彥 S の 間に 左 

滿洲 II 關する 日淸 協約  一一 


滿洲一 i 關す る日淸 協約  ニー 

の 協約に 調印し 穴 h。 

滿洲に 關 する 協約 

大日 本國 政府 及 大淸國 政府は、 满洲に 於て 雙方 共に 關 係を 有する 事項を 明確に 議定し、 將來の 誤解を 
防ぎ 雨國 善隣の 關 係を 益々 鞏固に せん 乙冗 を 希望し、 玆に條 歎を 訂立せ 多。 

第一 條淸國 政府は 新 民 屯 法 庫 門の 鐵 道を 敷設せ ん ^ する 場合には 豫め 日本 國 政府 ^ 商議す るて ^ に 
同意す。 

第一 一條 淸國 政府は 大 石橋 營口 支線 5: 南 滿洲鐵 道 支線 H 承認し、 南 潇洲鐵 道 期限 滿 了の 際 一律 淸國に 
交 還す るて ^ 竝に該 支線の 末端を 營口に 延長す る 事に 同意す。 

第三 條日 淸兩國 政府は 撫順 及び 煙 臺兩處 の 炭礦に 關し 和平 商定 する t. ミ 左の 如し。. 

甲淸國 政府は 日本 國 政府が 上記 兩 炭礦 採 礦權を 有する 1 てを 承認す。 

乙 日本 國 政府は 淸國 の！ 切の 主權を 尊重し、 ® に 上記 雨 炭の 採 炭礦に 對し 淸國 政府に 納税す るて 
匕 を 承認す、 右の 税率は 淸國 他處の 石炭に 對 する 最惠の 税率を 標準 ^ し 別に 協定すべし。 
丙淸國 政府は 上記 雨 炭礦の 採炭に 對 し、 他 處に對 する 最惠の 輸出 稅 率を 適用す るて ^ を 承諾す。 
丁 炭礦の 區域茴 に 一切の 細則は 別に 委員を 派遣して 協定すべし。 

第 四條安 奉鐵道 沿線 及び 南満 洲鐵道 幹線 沿線の 礦務 は、 撫順 及び 煙臺を 除き 明治 四十 年卽ち 光緖三 


十三 年 東 三省 督撫が 日本 國總 領事 ^ 議定せ る 大綱を 按照 し、 日 淸兩國 人の 合辨 ^ 爲す •ベく、 其の 細 
則 a 追て 督撫 ^ 日本 國總 領事 '' £ の 間に 商定 すべし。 

第 五條 京奉鐵 道を 奉 天 城 根に 延長す るて ' £ を 日本 國 政府に 於て 異議な きて ^ を聲 明す、 其實 行の 辨 
法は 地方に 於け る兩國 宫憲竝 に專門 技師を して 妥實 商定せ しむべ し。 

間 島に 關 する 協約 

大日 本國 政府 及び 大淸國 政府は 善隣の 好誼に 鑑み、 圖們 江が 淸韓兩 國の國 境た る 事を 互に 確認し、 遛 
に 妥協の 精神を 以て 一切の 辨 法を 商定 し、 以て 淸韓雨 國の邊 民を して 永遠に 治安の 慶福を 享受せ しめ 
んて ^ を 欲し、 玆に 左の 條款 を訂 立せ々。 

第 一條 日 淸雨國 政府は 圖們 江を 淸韓兩 國の國 境 ^ し、 江 原 地方に 於て は定界 碑點 ^ して 石 乙 水 5: 以 
て 兩國の 堺界 ^ 爲すて 匕を 聲 明す。 

第二 條淸國 政府は 本 協約 調印 後、 成るべく 速に 左記の 各地を 外國 人の 居住 及 貿易の ために 開放す ベ 
く 日本 政府は 此 等の 地に 領事館 若く は 領事館 分館を 配設 すべし、 開放の 時期は 別に 之を 定む。 

龍 井村 局 子 街頭 道 溝 百 草 溝 

第三 條淸國 政府 a 從來の 通 4 圖們江 北の 墾地に 於て 韓 民の 居住を 承 准す、 其 地域の 境界は 別 圖を以 
て 之を 示す。  ，  > 
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滿洲 LL 關する 日淸 協約  一四 

第 四 條圖們 江 北 地方 雜居區 域 內墾地 居住の 韓 民は 淸國の 法 櫂に 服從 し、 淸國 地方 官の 管轄 裁判に 歸 
す、 淸國 官憲は 右韓 民を 淸國 民 ^ 同樣 に 待遇すべく、 納稅其 他 一切 行政 上の 處分 4 淸國 民 ^ 同樣た 
るべ し〇 

右韓 民に 關 する 民事 刑事 一切の 訴訟事件は、 淸國 官憲に 於て 淸國の 法律を 按 照し 公平に 裁判すべく 
R 本國 領事館 又は 其の 委任を 受けた る 官吏は、 自由に 法廷に 立會 ふて ^ を 得、 但し 人命に 關 する 重 
案に 就て は須 らく 先づ 日本 國 領事館 ^ 知 照すべき 名の ^ す、 日本 國 領事館に 於て 若し 法律を 按照せ 
ずして、 判 斷せ る廉 あるて ' £: を 認め ^ る ^ きは、 公正の 裁判を 期せん が 爲め 別に 官吏を 派し 覆審す 
べき を 淸國に 請求す る 1 ^ を 得。  ■ 

第 五條 圖們江 北 雜居區 域內に 於け る韓民 所有の 土地 家屋は、 淸國 政府は 淸國 人民の 財產 同樣に 完全 
.に 保護すべし、 又該江 沿岸には 場所を 選び 渡船を 設け、 雙方 人民の 往來は 自由 穴るべし、 但し 兵器 
を携帶 する 名 のは 公文 又は 護 照な くして 境を 越 ゆるを 得ず、 雜居 區內產 出の 米穀は 韓民の 搬出を 許 
す 尤も 凶年に 際して は 尙禁 止す るて ^ を 得べ く、 柴 草は 舊 R 依 6 照辨 すべし。  • 
第 六 條淸國 政府は 將來吉 長鐵 道を 延吉南 境に 延長し、 韓國會 寧に 於て 韓國鐵 道 ^ 連絡すべく、 其の 
一切の 辨法は 吉長鐵 道 ^ 一律た るべ し、 開辨の 時期は 淸國 政府に 於て 情 形を 酌量し 日本 國 政府 ^ 商 
議の上 之 5: 定む。 


第 七 條本條 約は 調印 後 直に 效 力を 生ずべ く、 統監 府 派出所 強に 文武の 人員は 成べ く 速に 撤退を 開始 
し 二 箇月を 以て 完了すべし、 日本 國 政府は 二 箇月 以內 0C 第二 條 所定の 通商 地に 領事館を 開設す Y し 

南 滿洲及 東部 蒙古に 關 する 新 條約 (l trn 民 一# 年％ M 

大正 三年 十二月 日 獨戰爭 に 依 {發 生した る 時局の 善後を 且つ H 支 兩國の 親交を IM 害せん ^ する 
諸 懸案を 解決せ ん ^ し 我 大隈內 題 tt (外相 加 藤 高 明) 淸國 政府 (大紀 領袁世 凱) ^ 山 東 問題、 漢冶萍 公司 
問題、 支那 沿岸の 港灣 及び 島嶼の 不割讓 、日本人 顧問 雇聘 問題 等 ' £ 共に 南滿洲 及び 東部 蒙古に 關 する 
問題の 交渉を 開き 漸く 翌 大正 四 年 五月に 至 3 交渉 解決せ 力、 今南滿 及び 蒙古に 關 する 協約を 左に 記せ 
ん。 

日本 國 皇帝 陛下 及 支那 共和 國 大統領 閣下は、 南 滿洲及 東部 內蒙 古に 於け る兩國 間の 經濟關 係を 發展 
せしめん て ' £ を 欲し、 右の 目的を 以て 條 約を 締結す る を 決し 之が 爲に 日本 國 皇帝 陛下は 特命 全權 
公使 從四 位勳一 一等 日 置 益、 支那 共和 國 大統領 閣下は 中 卿 一等 嘉禾勳 章 外交 總長陸 徵祥を 各 其の 全權委 
員に 任命せ々、 因て 各全權 委員は 互に 其の 全權 委任 狀を 示し 之が 良好 妥當 なる 5: 認め 以て 左の 條項 5: 
商議 決定せ々。 

第 一 條兩 締約 國は 旅順大 連の 租借 期限 並に 南 滿洲鐵 道 及 安奉鐵 道に 關 する 期限を、 何れ 4 九十 九箇 
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年に 延長すべき て ^ を 約す。 

第二 條 日本國 臣民は 南 滿洲に 於て 各種 商工業 上の 建物を 建設す る爲 め、 又は 農業を 經營 する 爲め必 
要なる 土地を 商租 する て ' £ を 得。 

第三 條 日本 國 臣民は 南 満洲に 於て 自由に 居住 往來 し、 各種の 商工業 其の 他の 業務に 從 事す るて ^ t 
得。 

第四條 日本 國臣 民が 東部 內蒙 古に 於て 支那 國國 民 ' £ 合辨に 依ぅ、 農業 及附隨 工業の 經 營を爲 さん ' £ 
する 時は 支那 國 政府 之を 承認すべし。 

第 五條 前 三條の 場合に 於て 日本 國臣 民は 例規に 依々 下附せ られ たる 旅券を 地方 官に 提出し 登 錄を受 
け 又 支那 國 警察 法令 及課稅 に 服す V し。  , 

民 刑 訴訟は 日本 國 臣民 被告た る 場合には 日本 國領事 館に 於て、. 又 支那 國國 民被吿 たる 場合には 支那 
國官吏に於て之を審判し、互に員を派し臨席傍聽せしむる ^ ^ を得、但土地に關する日本國臣民及 
支那 國國 民の 民事訴訟 tt 支那 國の 法律 及 地方 慣習 ^ 依々 兩國ょ {員を 派し 共同 審判すべし、 將來同 
地方の 司法制度 完全に 改良 せらる、 時は、 日本 國 臣民に 關 する 一切の 民 刑 訴訟を 完全に 支那 國 法廷 
の 審判に 歸す べし。 

第六條 支那 國 政府は 成るべく 速に 外國 人の 居住 貿易の 爲め 、自ら 進みて 東部 內蒙 古に 於け る適當 な 


る 諸 都市を 開放すべき て ^ を 約す。 

第七條支那國政府は從來支那國ぞ各外國資本家 ^ の間に締結したる鐵道借款契約規定事項を標準 ^ 
爲 し、 速に 吉長鐵 道に 關 する 諸 協約竝 に 契約の 根本的 改訂を 行 ふべき て ' £ を 約す。 

將來 支那 國 政府に 於て 鐵道 借款 事項に 關 し、 外國 資本家に 對し 現在の 各鐵道 借款 契約に 比し 有利な 
る 條件を 附與 したる 時は、 日本 國の 希望に 依々 更に 前記 吉長鐵 道 借款 契約の 改訂を 行 ふ べし。 

第 八條滿 洲に關 する 日 支 現行 各 條約は 本條 約に 別 it 規定す る 名のを 除く の 外 一切 從 前の 通 6_實 行す 
べし。 

第 九 條本條 約は 調印の 日ょ々 効力を 生ず。  . 

本條 約は 日本 國 皇帝 陛下 及 支那 共和 國 大統領 簡 下に 於て 批准 せらる、、 へく、 其の 批准書は 成る、、 へく 速に 
東京に 於て 交換すべし、 右證據 ど して 兩國 全權 委員は 日本 文 及 支那 文を 以て 作製せられ たる 各 二通の 
本條 約に 署名 調印す。 

條約 締結の 日を 以て 支 郡 外交 總 長 ' £ 日本 公使 ' £ の 間に 交換した る 公文書の 內容 左の 如し。 

山 東 省 不割讓 の 件 

支那 政府は 山 東省內 若く は 其 沿岸 一 帶の地 又は 島嶼を、 何等の 名義を 以てする It 拘はら ず 外國 に租與 
又は 讓與 する  なかるべし〕 
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山 東 省 開 市の 件 

山 東 省に 關 する 條約 第三 條に 規定せ る 開放すべき 諸 都市 及商璋 章 程は、 支那 政府 自ら 之を 選定し 豫め. 
日本 公使に 協議の 上 決定すべし。 

旅 順大連 租借 期限の 件 

南 滿洲及 東部 內 蒙古に 關 する 條約第 一條に 規定す る、 旅 順大連 租借 期限の 延長は 民國 八十 六 年 卽ち西 
曆千九 百 九十 七 年に 至々 滿 期 ' £ な々、 南 滿洲鐵 道還附 tt 民國九 十一 年 卽ち西 曆二千 二 年に 至々 滿 期 ' £ 
次るべく、 其 原 條約第 十二 條に 記載せ る 運輸 開始の 日ょ々 三十 六 年の 後 支那 政府に 於て 買戾し 得る の 
一節は 之を 無效 £ すべく、 又 安 奉線鐵 道の 期限は 民國 九十 六 年卽ち 西曆二 千 七 年に 至々 滿 期 ' £ なる ベ 
し。 

東部 內 蒙古 開 市の 件 

南 滿洲及 東部 內 蒙古に 關 する 條約第 六條に 規定せ る、 開放す V き 諸 都市 及 商埠章 程は、 支那 國 政府 自 
ら之を 選定し 豫め 日本 國公 使に 協議の 上 決定す べし。  、 

南 滿洲鑛 山 採掘の 件 

日本 國臣民 に 於て 南 満洲に 於け る 左記 各鑛山 (旣に 試掘 又は 採掘せられ / 2. る 各 鑛區を 除く) を 速に 調査 
の 上 選定した る 節は、 支那 政府は 其 試掘 又は 採掘を 允許すべし、 但し 鑛業條 例 確定に 至る 迄は 現行 辨 


法に 準據 すべき 名の ^ す。 

1 1 奉 天 省 

牛心臺 (本 溪縣) 石炭  田 什 付 溝 (本 溪縣) 石炭  杉松闊 (海 寵縣) 石炭 
鐵 廠 (通 化縣) 石炭  暖池搪 (錦 縣) 石炭  鞍山站 一 ® si lm 
= 吉林省 南部 

杉松崗 (海 寵縣) 石炭、 鐵 紅 審 (吉 林縣) 石炭  夾皮溝 (樺 甸縣) 金 
南滿東 蒙鐵道 借款の 件 

支那 政府 0: 將來南 滿洲及 東部 內蒙 古に 於て 鐵 道を 敷設す る 場合には 自國の 資金を 以てすべし、 若し 外 
資を 要する 時は 先づ 日本 國資 本家に 借款を 商議すべし、 又 支那 政府は 前記 地方の 各種 税課 (但し 旣に 
支那 中央政府 借款の 擔保て なれる 鹽税 、關稅 等の 類を 除く) を擔 保 ^ して 外國ょ 6 借款を 起さん ^ す 
る 時は 先づ 日本 國 資本家に 商議す V し。 

南満 顧問 敎官 傭聘の 件 

支那 政府は 將來南 滿洲に 於て 政治、 財政、 軍事、 警察 等比 關す名 外國 顧問、 敎 官等を 傭聘せ ん 匕す る 
時は 眞先に 日本人を 傭聘すべし。 

商租 に 關 する 件 
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南 滿洲及 東部 蒙古 11 關する 新條約  二 〇 

南滿洲 及 東部 內蒙 古に 画する 條約 第二 條に 記載せ る 商租の 文字には、 三十 箇年 迄の 長き 期限 附に て且 
無條 件に て 更新し 得べき 租借を 含む 4 の ^ す。 

警察 法令 及 課税の 件 

南 満洲 及 東部 內 蒙古 ^ 關 する 條約第 五條の 規定に ょ 力、 日本 國 臣民の 服 從 すべき 警察 法令 及 課税は 豫 
め 支那 官憲に 於て 日本 國 領事 官ぞ 協議の 上 施行すべし。 

南 潇洲及 東部 內蒙 古條 約 施行 期限の 件 

南 滿洲及 東部 內蒙 古に 關 する 條約 第一 一條、 第三 條 、第 四條 及第 五條は、 支那 政府に 於て 諸般の 準備を 
整 ふる 必要 上、 同條約 調印 後 三 箇月 間其實 施を 延期す。 


本社の 朝鮮 古書 刊行 會は 大正 五 年の 春を 以て  朝鮮 群 書 大系 八十 二 册を滯 力無く 完結し 
朝鮮 古文 籍の 保存に 貢獻 する ^ 共に 朝鮮 研究者に 資す 名所 尠から 次る て ^ は 我學 海の認 むる 所 ' £ 信 

ず、 於此 本社 ft 今囘 更に 朝鮮 及滿蒙 叢書の 刊行を 企てた々 朝鮮 及び 滿蒙 に關 する 著述 編纂 
物 必ずし す 稀 有な ぅ ^ 云 ふに あら 次る％ 未だ 朝鮮 及 満蒙の 地理 歷史 及び 人文 產業 等に 關し 各部 面を 
専門的に 最名 詳細に 最ネ 正確に 調査 研究して 之を 出版した る ネのに 至々 ては 極めて 稀れ な^/於 此 
本社は 相 當の專 門 家に 依囑し 朝鮮 及 満蒙 叢書の 一大 編纂 出版を 企て 朝鮮 及 満蒙の 研究に 資し 併せて 
朝鮮 及 満蒙 開 發經營 の 指針た らん N> ^. を 期す 朝鮮 及滿 蒙の 研究に 志し 朝鮮 及滿 蒙の 開 發經營 に從事 
する 人は 本 叢書 一部を 座右 it せられん て冗 を 希望す 
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(但し 之が 出版 tt a 前後 あるを 免れず) 

: ■ :  規則 

朝鮮 及滿蒙 叢書は 其々 専門家に 依嘱し 本社々 長 釋尾旭 邦 其 編纂 監修の 任に 當多 凡て 本社 編纂の 
責任 ^ 任ずる 名のな々 

朝鮮 及滿蒙 叢書は 豫約 者に 頒布す  .  »  r  . 1 - ^ 
朝鮮 及 満蒙 叢書の 刊行 期間は 滿二箇 年 v£ し 大正 七 年 一月ょ &發 行を 開始し 大正 八 年 十二月を 以 

て 終期 ^ す、 書目は 別項に 在 多  •  ▲ , . If 
朝鮮 及满蒙 叢書は 隔月 一册宛 刊行、 大正 七 年 一月ょり 發 行し、 大正 八 年 十二月 Lr 至々 全 十二册 
を 以て 完結す、 製本は 菊 版 ^ し每册 三百 頁 以上、 總ク ロ  — スミす W 
本 叢書の 豫約に 加入 せん ^ する 人は 入會 申込書に 住所氏名を 記入し、 捺印の 上 送附せ らる べし 
申込 期限は 大正 六 年 九月を 以て〆 切 ^ す 

本 叢書 豫約 費は 每 册二圓 五十 錢 € し 書籍 引換に 支拂を 受く (豫約 者 以外は 一册 三圓冗 す) (但し 
京 城 以外 送料 朝鮮 十二 錢、 潇 洲及內 地は 三十 錢 ^ す) 

送金は 京 城 一三 一に 振 込まれた し 

大正 七 年 一月 
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朝鮮 京 城 旭町 二 丁目 

朝鮮 及 滿洲社 出版部 
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振替 京 城 I 三 I 


大正 七 年 十二月 二 十五 日印 刷 
大正 七 年 十二月 二十 九日 發行 


籾 

鮮 

及 

滿 

蒙 

叢 

書 

第 

四 

輯 

滿 

洲 

地 

誌 

上 

編 

豫 約特價 金 ® 圓五 拾錢 
定  價金參 


翻 撕鳩 


叩 


刷 


者 


印刷所 


京 城 南山 町 一丁目 十四 番地 

釋尾春 
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京 城 明治 町 一丁目 五十 四番 地 

日韓 印刷 
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